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2 号河川跡第 1I 河道木器出土状況

同上出土の容器と思われる木器





序

県の中央部を流れる坂東太郎こと利根川には、県民生活には欠かせない水を、

古来より与えてきたところの中小の河川が流れ込んでいます。榛名山東南麓に水

源地を持つ染谷川もその一つで、流域の人々に自然の恵みの水を与え続けてきま

した。しかし、その染谷川も長い歴史の中で、時には増水し、流域の人々に水害

をもたらすことが多々ありました。そこで、昭和30年代後半より、水害を防止す

るための河川改修工事が随所で始まりました。高崎市新保田中町を流れる流域も、

昭和59年度より工事が始まりましたが、ご承知のように新保田中の地域は、弥生

時代から平安時代にかけての複合遺跡として著名となった新保遺跡に隣接してお

り、工事着工前から埋蔵文化財発掘調査の必要性がさけばれていました。関係機

関の努力により、工事と並行した形で、自然の恵みである水との戦いの中で、埋

蔵文化財の調査が行われました。その結果、古墳時代前期の前方後方型の周溝墓

をはじめ、多量の木製品・水田等、新保遺跡に劣らないところの貴重な遺構・遺

物が調査されました。

今回、発掘調査した遺構・遺物の成果の一部がまとまり、報告書を刊行するこ

とになりましたが、酷暑．酷寒にさらされながら、 5 年間に亘る調査を担当した

職員をはじめとする調査関係者、並びに整理業務にあたられた職員・補助員、及

び本事業遂行に多大なご尽力をいただきました県土木部河川課・高崎土木事務

所・高崎市教育委員会・県教育委員会文化財保護課・新保田中町区長等の関係者

に深甚なる感謝の意を表すと共に、本報告書が広く県民各位・研究者・教育機関

等に活用され、本県の歴史を解明するための資料として役立てられることを願い

序とします。

平成 2 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 言

しんぼたなかむらまえ

1.本書は、一級河川染谷川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 1 分冊『新保田中村前遺跡 I 』

である。第 1 分冊では、溝や水田・畠といった生産跡を中心として、他に河川跡・井戸を報告する。以下第

2 分冊では住居跡、第 3 分冊では墓跡を中心に報告し、最後に第 3 分冊では調査のまとめとして成果と今後

の課題を述べる予定である。

2. 新保田中村前遺跡は、群馬県高崎市新保田中町字村東42,43番地他、村前233-1,233-2,235番地他、田中

565,566,563-1番地他、稲荷265,267-1,268-1番地他、下り柳 1 -1, 20-1番地他、村北602-1番地他に所在する。

遺跡名は、大字に相当する「新保田中」に、当初の発掘区内で最も広い小字である「村前」を付した。事

業は 5 年間継続しており、繁雑を避けるため遺跡名は一種で通した。

3. 発掘調査は、群馬県土木部（河川課）の委託により、（財）群馬県埋蔵文化財調資事業団が実施した。

4. 調査を実施した期間は次の通りである。

発掘調査

整理作業

事務担当

事務補助員

調査担当

第 1 次調査

第 2 次調査

第 3 次調査

第 4 次調査

第 5 次調査

第 1 年次

昭和59年10月 1 日～昭和60年12月 28 日

昭和60年 9 月 2 日～昭和61年 3 月 31 日

昭和61年 7 月 1 日～昭和62年 3 月 31 日

昭和62年 5 月 20 日～昭和63年 3 月 26 日

昭和63年 4 月 7 日～昭和63年12月 28 日

平成元年 6 月 1 日～平成 2 年 3 月 31 日

5. 調査の体制は次の通りである。

白石保三郎、邊見長雄、井上唯雄、松本浩一、大沢秋良、田口紀雄、上原啓己、神保侑史、定

方隆史、住谷進、徳江紀、巾隆之、国定均、笠原秀樹、須田朋子、小林昌嗣、吉田有光、柳岡

良宏

野島のぶ江、吉田恵子、並木綾子、今井もと子、松井美智子、大沢美佐保、大島敬子、小野沢

春美、石田智子、龍崎めぐみ、角田みづほ

第 1 次調査 石坂茂（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調資研究員）

徳江秀夫（

大西雅広（

第 2 次調査

第 3 次調査

第 4 次調査

友廣哲也（

徳江秀夫（

小林裕二（

相京建史（

小島敦子（

松村和男（

相京建史（

麻生敏隆（

松村和男（

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同
同
同
同
同
同

上
上
上
上
上
上

主任調査研究員）

調査研究貝）

) 

主任調査研究員）

調査研究員）

) 



第 5 次調資相京建史（

中山茂樹（

小島敦子（

6. 本書作成の担当は次の通りである。

編 集 相京建史、小島敦子

本文執筆 神保侑史、石坂茂、徳江秀夫、大西雅広、友廣哲也、小林裕二、松村和男、麻生敏隆、中山茂

司 上

同 上

主任調査研究員）

) 

同 上

樹、坂ロ一、相京建史、小島敦子 （なお、文責は文末に記した。）

遺構写真 石坂茂、徳江秀夫、友廣哲也、小林裕二、松村和男、麻生敏隆、中山茂樹、相京建史、小島敦

子

遺物写真 佐藤元彦（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

金属器・動物遺存体保存処理 関邦ー（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）、小材浩一（（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業団整理補助員）

木器・植物遺存体保存処理および実測・樹種同定プレパラート作成 北爪健＝（（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団嘱託）、高橋真樹子、五十嵐由美子、小池縁、関口加津枝（（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団整理補助員）

土器・石器・金属器等実測 浅井良子（（財）群馬県埋蔵文化財調介事業団嘱託）、山崎由紀枝、富永セン、

新谷さか江、岩淵フミ子、岸トキ子、萩原光枝、伊東博子、笹尾ヨシ子、

立見美代子（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団整理補助員）

遺構図面整理 高橋とし子、阿部和子、田中富子、山口淳子（同上）

遺物観察土器大西雅広、友廣哲也、相京建史、小島敦子

石器松村和男

板碑新倉明彦

瓦 木津博明

木器相京建史

金属器相京建史

また、以下に掲げる分析・同定を各氏に依頼した。

人骨同定 佐倉朔氏（東京国立科学博物館人類学教室）

木器・自然木材樹種同定 高橋利彦氏

動物遺存体種同定（獣骨） 宮崎重雄氏（群馬県立大間々高等学校教諭）

同 （昆虫・珪藻） 森勇ー氏、伊藤隆彦氏（（財）愛知県埋蔵文化財センター）

同 （貝） 小池裕子氏（埼王大学）

植物遺存体種同定

石材同定

群馬県立農業総合試験場・群馬県園芸試験場

飯島静男氏（群馬県地質研究会）

7. 発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言、ご協力を得た。記して感謝の意を表したい。

（敬称略•五十音順）

新井房夫、鈴木三男、山崎一、山田昌久、新保田中町区長、新保町農業用水水利権組合、東京電力高崎送電

所

8. 出土遺物は一括して（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・群馬県埋蔵文化財センターが保管している。



9. 以下の方々には、発掘および整理作業に従事していただいた。記して感謝いたします。（敬称略、順不同）

白石典之、赤堀徹（筑波大学大学院生）、松内賢二郎、石鍋敏夫、山田康弘、杉山辰郎（筑波大学学生）、内

木真琴（立正大学卒業生・現在群馬県埋蔵文化財調査事業団上越線調査事務所調査研究員）

青木幹昌、阿部イチェ、阿部キヨ、阿部光喜、阿部多加子、阿部忠治、阿部俊次、阿部裕江、阿部広子、

飯田五郎、入江由美、内田サダ子、岡田有彦、両田イソ江、圃田和亥、圃田トシ子、岡田ふじ子、岡田美智

子、岡田ヤスノ、荻野桂子、小野里昇久、金井カネ、小柴マツ子、小林千枝子、斎藤文子、桜井裕子、猿谷

林造、反町裕雄、反町ハナ、反町正子、高橋旭、高橋サダエ、高橋たか、高橋トモエ、高橋英敏、高橋マス

ミ、高橋由太郎、田島靖美、田島礼子、堤圭子、富沢喜久司、富沢豊、富所恵子、中村キヌエ、中村銀平、

中村スミエ、中村浩子、中村ふじの、中村義雄、野沢定雄、原口忠治、原沢昭子、原沢純子、原沢伝十郎、

原沢正江、原沢ラク子、深沢玉、深沢ハルミ、深沢ヨシ子、松岡英子、松本玲子、矢島キクエ、矢島幸一、

矢島サダ子、矢野利子、矢畑清美、湯浅京子、湯浅作次郎、湯浅千鶴子、湯浅ヤス子、湯浅義雄、横沢あさ

子、横沢早苗、横沢テル子、横沢房江、横沢美枝子、吉井信夫、吉田和代（敬称略•五十音順）

凡 例

1.本書の挿図中の北方位は座標北を示す。

2. 本書では新保田中村前遺跡を村前地区と下り柳地区に分けて報告しているが遺構番号は地区毎に付してい

る。したがって両地区に同じ遺構番号がある。遺構を検索する際は地区を柱等で確認のうえ行なう必要があ

る。

3. 本書における遺構番号は、調査時に付されたものをそのまま使用しているため欠番が生じている。

4. 本調査の記録に用いたグリッドは 5m 四方で、北東交点をその呼称としている。

5. 逍構断面図で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。部分的に異なる場合があるが、その際は

その旨凡例を示した。

冒璽地山 □□As-B 楓認引Ir-FA 認羞~As-C
なお、テフラについては本文中でも略称を用いた。正式名称と給源および現段階での降下年代は以下の通

りである。

As-B 浅間 B テフラ 浅間山 1108年

Hr-FA 榛名ニツ岳降下火山灰 榛名山 6 世紀初頭

As-C 浅間 C 軽石 浅間山 4 世紀中葉

参考文献

町田洋、新井房夫、小田静夫他「テフラと H 本考古学一考古学研究と関係するテフラのカタログ」『古文化

財に関する保存科学と人文・自然科学』 1984

能登 健1983 群馬県における埋没田畠調査の現状と課題 『群馬県史研究』第17号

坂ロ ー1986 榛名山ニツ岳起源FA·FP層下の土師器と須恵器 『荒砥北原遺跡』（財）群埋文

6. 本書で使用した遺物の番号は、種類毎の通し番号であり、種類の略号は以下の通りである。平面図に付し



た番号は、遺物実測図に付した番号に対応している。

石器 s 木器 w 金属器 M 骨・角 B 土器（略号無し）

7. 遺物実測図中で縮尺の異なるものが併載される場合は、それぞれにスケールを付した。混乱を来すと考え

られるものについては、それを避けるために以下のマークをスケールと遺物に対応するように付している。

なお、 1 : 4 の縮尺は最も多いため繁雑になるのをさけるために以下のマークは最小限にとどめている。

1 : 1 ■ 1:2 A 1:3 • 1 : 4 無印か△ 1 : 6 0 1 : 8 □ 

8. 遺物実測図中で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

土器・木器 「―］ 赤色塗彩

石器 磨り面 煤付着部分

9. 木器は、整理上出土遺構に関係無く、自然木材も含めて通し番号を付している。遺物実測図中で番号の欠

落しているものは、自然木材か図化のできなかったものである。

木器実測図中の断面図の表現は、形状を良好に留どめた部分を測定し、年輪は木口や割れ口で観察できた

ものを投影した。側面図は原則として平面図の右側に展開したが、遺存状態の良い方を表現するように心が

けたため、左側に表現されたものも多い。

10. 写真図版の倍率は、土器・木器は原則として1/4、大型品は1/8に近づけるようにした。石器は、原則とし

て2/5、石鏃などの小型のものは1/1 に近づけるようにした。また、部分的に特徴のある遺物については、近

接写真を撮影した。

11.本文は以下のような点に留意して記述した。

溝 位置はその遺構が含まれるグリッドをすべて記載した。連続する場合は～の記号を用いた。走向は

四至を用いた方向を記述し、蛇行・屈曲の有無や直線的であるかどうかに留意した。規模のうぢ幅

は最も広いところと最も狭いところを計測した。深さは確認面からの比尚であり、最も深い地点を

測っている。調査長は発掘区内で検出した遺構の長さを記載した。形状は特に断面形に留意した。

段掘りの有無や底面形状などを中心に記述した。また両端の底面標高を傾斜をみるデータとして記

載した。埋没土は特徴的な埋没土層を記述した。詳細は土層断面図に拠られたい。出土遺物は特徴

的なもののみ記述した。他は遺物実測図等を参照されたい。調査所見では検出遺構の調査から考え

られることがらについて記述した。掘削時期や機能などにもふれている。

井戸 位置は遺構が含まれるグリッドを記載した。形状は平面形と断面形を記載した。規模は最も長いと

ころと最も短いところで直径を計測した。深さは遺構確認面からの比高である。出土遺物は特徴的

なものに限って記述した。調査所見では掘削時期等、調査時に気付いた点を記述した。

河川跡 河川跡については吊り見出しで項目だてをせずに記述しているが内容的には上記の二遺構と変わり

はない。出土遺物は多様であるのでそれぞれについて記述している。

水田・畠 遺構の検出された発掘区ごとに記述した。遺構の内容については項目をたて記述した。また水田区

画の面積は、データが少ないことは否定できないが、統計処理し、そのコメントをあわせて述べた。

12. 付図 5 ~10は、各遺構検出面ごとに作成し、溝の平面図・土層断面位置、およびその他の主な遺構の位置

を示した。したがって、村前地区 I • II 面は、 As-B 直下の遺構を中心とし、それ以降の As-B を切ってい

る遺構が、 m面は、 Hr-FA 直下遺構に加えて As-B 降下以前、 Hr-FA 降下以前の遺構が含まれる。住居、墓、

土坑等については、位置を示すのみで、重複等詳細については第 2 • 3 分冊でふれる。
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7. 30号溝土層断面（南から）

8. 30号溝と先行する 5 号～ 7 号住居

P L JO 1. 31号・ 32号溝全景（東から）

2. 33号溝全景（東から）

3. 34号溝土層断面（西から）

4. 昭和60年度調査地区 34号溝全景（北から）

5. 35号溝全景（東から）

P L 11 I. 37号溝全景（南から）

2. 38号溝土層断面（南から）

3. 38号溝全景（北から）

4. 39号溝全景（南から）

5. 41号溝全景（北から）

P L 12 1. 43号溝土層断面（西から）

2. 43号・ 49号溝土層断面（西から）

3. 48号溝土層断面（西から）

4. 45号-47号溝全景（北から）

P L 13 1. 48号・ 60号溝土層断面（南から）

2. 49号溝土層断面（南から）

3. 56号 •61号溝土層断面（南から）

4. 56号・ 58号溝土層断面（北西から）

5. 56号～60号溝全景（北西から）

P L 14 1. 56号・ 59号溝土層断面（南から）

2. 56号溝士層断面（北から）

3. 57号 •58号溝土層断面（南から）

4. 58号溝遺物出土状態（南から）

5. 59号溝遺物出土状態（南西から）

6. 60号溝土層断面（西から）

7. 昭和61年度調査区 溝群の調査（南から）

8. 昭和61年度調査区 溝群の調査（北から）

P L 15 1. 51号～55号溝． 63号溝全景（北から）

2. 51号 •52号溝全景（北から）

3. 51号溝土層断面（南西から）

4. 51号・ 53号溝土層断面（南西から）

5. 52号溝土層断面（南から）

P L 16 1. 53号溝全景（西から）

2. 53号溝遺物出土状態 (z_63グリッド） （南から）

3. 54号 •66号溝土層断面（西から）

4. 55号溝土層断面（西から）

5. 57号． 61号溝土層断面（西から）

6. 61号・ 65号住居土層断面（南から）

7. 61号溝． 30号・ 31号住居土層断面（南西から）

8. 61号溝須恵器出土状態（東から）

PL 17 1. 弧を描く 61号溝（左下に72号溝） （北から）

2. 68号・ 69号溝土層断面（南から）

3. 70号溝全景（西から）

4. 71号溝東半全景（西から）

5. 72号溝土層断面（北から）

P L 18 1. 78号溝土層断面（西から）

2. 79 • 80号溝土層断面（西から）

3. 79号 •81号溝士層断面（西から）

4. 善勝寺堀（北から）

5. Hr-FA 期の洪水堆積物（西から）

PL 19 1. 村前地区昭和60年度調査区南半Hr-FA下全景（南から）

2. 24号溝土層断面（南から）

3. 24号溝土層断面（西から）

4. 24号溝 (K • L -34 • 35 グリッド） （北から）

5. 24号溝 (K • L -23~28グリッド） （南から）

P L 20 1. Hr-FA 下水田と 24号溝（北から）

2. 24号溝木器 (6 4 4) 

3. 75号溝全娯（西から）

4. 1 号河川跡と 44号溝（北から）

5. 1 号河川跡と 44号溝（南から）

P L 21 1. 77号溝遺物出土状態（西から）

2. 77号溝全景（南から）

PL22 1.77号溝土層断面（西から）

2. 77号溝北縁出土弥生土器 (2 2 5 ）（西から）

3. 77号溝木器出土状態（西から）

4. 77号溝木器出土状態（北西から）

5. 77号溝木器出土状態（西から）



6. 77号溝木器出土状態（南から） 3. 28号・ 29号溝土層断面（南東から）

7. 77号溝ひょうたん出土状態（西から） 4. 28号溝全景（西から）

8. 77号溝管玉出土状態（西から） 5. 29号溝全景（北西から）

PL 23 1. 86号溝堰（南から） PL 36 1 30号溝全景（南東から）

2. 86号溝堰（西から） 2. 34号溝全景（南から）

PL 24 1. 86号溝堰（北東から） 3. 31号 •32号・ 33号溝全漿（西から）

2. 86号溝しがらみ（北西から） 4. 右岸調査区の溝群（北東から）

3. 86号溝しがらみ（西から） 5. 右岸調資区の溝群（南から）

4. 86号溝しがらみ、カヤ（東から） P L37 1. 20号溝全景（北から）

5. 86号溝しがらみ、カヤ近撮（東から） 2. 20号溝全景（南から）

PL 25 1. 86号溝しがらみ、カヤと構築材（北から） 3. 灰色粘土層上面全景（北から）

2. 86号溝しがらみ構築材（北から） 4. 37号溝土層断面（西から）

3. 86号溝二股鍬出土状態（南西から） 5. 37号溝全景（西から）

4. 86号溝木器出土状態（西から） PL 38 1. 1 号井戸全景（西から）

PL 26 1. 86号溝しがらみ構築材（東から） 2. 2 号井戸全景（南から）

2. 86号溝土層断面（南から） 3. 3 号井戸全景（東から）

P L27 1. 87号溝木器出土状態（北から） 4 4 号井戸全景（南から）

2. 87号溝杭出土状態（東から） 5. 5 号井戸全景（西から）

3. 87号溝杭断面（東から） 6. 6 号井戸全景（北から）

4. 94号溝土層断面（東から） 7. 8 号井戸全景（南から）

5. 93号溝土層断面（北から） 8. 9 号井戸全景（北から）

6. 93号溝全景（西から） P L39 1. 10号井戸全景（北西から）

7. 95号溝全景（南西から） 2. 11号井戸全景（西から）

8. 95号溝高杯形土器（237) 出土状態（南西から） 3. 12号井戸全景（東から）

PL 28 1. 95号～97号溝全景（南から） 4. 13号井戸全景（北西から）

2. 調査風景（北東から） 5. 14号井戸全景（西から）

3. 作業風景（北西から） 6. 15号井戸全景（西から）

P L29 1.下り柳地区 As-B 下全景（南から） 7. 16号井戸全景（南東から）

2. 1 号・ 2 号• 5 号溝全景（南から） 8. 17号井戸全景（北から）

3 1 号溝全景（西から） P L40 1. 18号井戸全景（北西から）

4. 2 号溝全景（西から） 2. 19号井戸全景（南西から）

5. 4 号溝全景（西から） 3. 20号井戸全景（南東から）

6. 5 号溝全景（北から） 4. 21号・ 22号井戸全景（東から）

P L30 1. 6 号溝全景（北から） 5. 21号井戸全景（東から）

2. 8 号・ 9 号溝全景（南西から） 6. 22号井戸全景（南から）

3. 8 号・ 9 号溝全景（北西から） 7. 23号井戸全景（西から）

4. 23号溝全景（南東から） 8. 24号井戸全景（南東から）

5. 24号溝全景（西から） P L41 1. 25号井戸全景（北から）

P L31 1. 22号溝全景（西から） 2. 26号井戸全景（北西から）

2. 26号溝土層断面（西から） 3. 27号井戸上層遺物出土状態（北から）

3. 26号溝全景（西から） 4. 27号井戸全景（北から）

4. 下り柳地区 Hr-FA 直下面全景（南から） 5. 28号井戸上層遣物出士状態（南から）

5. Hr-FA 下水田を横切って掘られた溝群（南西から） 6. 28号井戸全景（東から）

6. 10号溝土層断面（南から） 7. 29号井戸上層遺物出土状態（東から）

P L32 1. 10号溝全景（東から） 8. 29号井戸全景（東から）

2. 10号溝全景（西から） P L42 1. 30号井戸土層断面（南から）

3. 11号溝全景（北から） 2. 30号井戸全景（南西から）

4. 10号・ 13号溝土層断面（南から） 3. 31号井戸全景（南西から）

5. 13号溝土層断面（南から） 4. 32号井戸全景（北から）

6. 13号・ 14号溝土層断面（南から） 5. 33号井戸土層断面（南から）

P L33 1. 13号溝と柵列（北から） 6 33号井戸全景（西から）

2. 14号溝土層断面（南から） 7. 34号井戸土層断面（南から）

3. 14号溝全景（南から） 8. 34号井戸全景（西から）

4. 12号溝土層断面（南から） P L43 1. 35号井戸全景（北西から）

5. 16号溝土層断面（西から） 2. 36号井戸土層断面（南から）

P L34 I. 12号溝全景（北西から） 3. 36号井戸全最（南西から）

2. 16号溝全景（南東から） 4. 下り柳地区 1 号井戸全景（西から）

3. 15号溝土層断面（西から） 5. 下り柳地区 2 号井戸全景（西から）

4. 15号溝西端（西から） 6. 下り柳地区 3 号井戸土層断面（西から）

5. 15号溝全最（東から） 7. 下り柳地区 3 号井戸全景（西から）
P L35 1. 26号溝全景（西から） P L44 1. 1 号河川跡・ 44号溝全景（南から）

2. 27号溝土層断面（西から） 2. 1 号河川跡遺物出土状態（北から）



3. I 号河川跡遺物出土状態（北から）

4. I 号河川跡遺物出土状態（南から）

5. I 号河川跡遺物出土状態（北から）

P L 45 I. 44号溝全景（南から）

2. 44号溝の杭列

3. 44号溝の土器出土状態

4. I 号河川跡しがらみ状施設（西から）

5. I 号河川跡しがらみ状施設（南から）

6. I 号河川跡杭 (W422) 出土状態

7. I 号河川跡杭 (W424) 出土状態

P L46 I. I 号河川跡鍬 (W393) 出土状態

2. I 号河川跡弓 (W414) 出土状態

3. I 号河川跡木器 (W405 • W406) 出土状態

4. I 号河川跡土器（381) 出土状態

5. I 号河川跡土器 (277周辺）出土状態

6. I 号河川跡土器 (276) 出土状態

7. I 号河川跡土器 (281周辺）出土状態

8. I 号河川跡石器 (S 168) 出土状態

PL47 I. 2 号河川跡土層断面（北から）

2. 2 号河川跡土層断面（北西から）

3. 2 号河川跡土層断面（北東から）

4. 2 号河川跡土層断面（北東から）

5. 2 号河川跡第 I 河道全景（北から）

P L 48 I. 第 II 河道 (2C -64グリJド）土器出土状態（南から）

2. 第 11 河道 (2C -64 グリJド）土器（374) 出土状態（西

から）

3. 第 II 河道 (2D -64 グリッド）土器出土状態（北から）

4. 第 II 河道土器（378) 出土状態（北から）

5. 第 II 河道シカ角（ B87) ・イヌ下頒骨（ B92) 出土状

態（南から）

6. 第 II 河道シカ大髄骨 (B51) 出土状態（北から）

7. 第 II 河道イノシシ骨 (B 1) 出土状態（北から）

8. 第 II 河道 (2 B • 2 C -64グリッド）遺物出土状態（西

から）

P L 49 I. 第 II 河道木器出土状態（北から）

2. 第 II 河道底面に並べられた転用木器（東から）

P L 50 I.第 II 河道木器出土状態（西から）

2. 第 II 河道木器出土状態（北東から）

3. 第 II 河道転用材（北から）

4. 第 II 河道環状葦製品 (W333) 出土状態（西から）

5. 第 II 河道遺物とりあげ後全景（北から）

P L 51 I. 第 II 河道湾曲部木器出土状態（南西から）

2. 第 II 河道湾曲部木器出土状態（南から）

3. 第 II 河道全景・湾曲部遺物出土状態（南から）

4. 第 II 河道底面の杭列（西から）

5. 第 II 河道底面杭（南から）

P L 52 I. 第 1ll 河道木器出土状態（西から）

2. 第 1ll 河道木器出土状態（北から）

3. 第 1ll 河道全景（北から）

4. 第 1ll 河道と善勝寺堀仮水路（北から）

5. 木器のとりあげ作業

P L 53 I. 染谷川と Hr-FA 下水田検出区域（北から）

2. Hr-FA 下水田水口（南から）

3. 小アゼの帯状区画（南から）

4. Hr-FA 下水田 (K • L • M -35~39 グリッド） （南か

ら）

PL54 I. Hr-FA 下水田 (L~ N -42~45グリッド） （北から）

2. Hr-FA 下水田 (R~U-53 • 54 、 T • U-52グリッド）

（西から）

P L 55 1. 43号溝壁にあらわれた大アゼ（北西から）

2. 大アゼ横の水口（西から）

3. Hr-FA 下水田 (S -2D_53~56 グリソド） （北から）

4. 水口検出状況（北から）

5. 水田区画と水口（北から）

P L56 1. As-B 下水田全景（北から）

2. As-B 下水田 (K~M-18~24グリJド）近景（北西

から）

PL57 l.Hr-FA 下水田全景（南から）

2. Hr-FA 下水田全景（北から）

3. Hr-FA 下水田 (K • L -23グリッド）以南（北から）

4. Hr-FA 下水田 (L • M-16グリッド）以南（北から）

PL58 1. Hr-FA 下の水田区画（北西から）

2. 大アゼと小アゼによる小区画（西から）

3. 右岸側の Hr-FA 下水田（北から）

4. As-C 下水田全景（北から）

PL59 1. As-C 下の水田区画と水口の列（北から）

2. As-C 下の水田区画（北西から）

3. As-C 下の水田区画と水口の列（南から）

4. 村前地区畠（J • K -28~30グリッド） （北から）

P L 60 1._ As-C 上畠畝間痕 (T • U -53グリッド） （西から）

2. 畠検出区域と染谷川（北から）

3. As-C 上畠畝間痕(12 • 13 グループ） （北西から）

4. As-C 上畠畝間痕（26 • 27 • 28グループ） （西から）

5. As-C 上畠全景 (s~2D_51~64グリッド）

P L61 1. As-B 下畠土層断面（東から）

2. As-B 下畠全景（北東から）

3. As-B 下 •Hr-FA 上畠と Hr-FA 下水田（北から）

4. As-B 下 •Hr-FA 上畠全景（西から）

5. Hr-FA 下畠全景（西から）

P L 62 1. 県立中央高校地歴部の見学（南から）

2. 地元小学生の見学（南から）

P L 63 • P L 64 3 • ｷ4 • 10 • 11 • 27 • 29号溝の出土遺物

P L65~PL 68 11号溝出土の木器

P L69-P L75 古代の溝の出土遺物

P L 76 • P L 77 24 • 77号溝の出土遺物

PL 78~P L87 77号溝出土の木器

P L88 弥生時代の溝の出土遺物

PL 89~PL 98 86号溝出土の木器

P L99-P LlOl 井戸・畠の出土遺物

P L 102 • P L 103 1 号河川跡出土の土器

PL 104~P L 111 1 号河川跡出土の石器

PL 112~P L 116 1 号河川跡出土の木器

PL 117~P L121 2 号河川跡出土の土器

P L 121-P L 127 2 号河川跡出土の石器

PL 128~P L 150 2 号河川跡出土の木器

P L 151~P L 153 2 号河川跡出土の獣骨

PL 154~P Ll56 2 号河川跡出土の植物遺存体
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第 1 章発掘調査の経過

1. 発掘調査に至る経緯

ー級河川染谷川は榛名山東南麓の相馬ケ原扇状地

に源を発する利根川の一支流である。昭和39年度以

後、治水対策・農業振輿の整備を兼ねた中小河川改

修工事（障害工事）が随所で行われてきた。高崎市

新保田中町の流域は、治水対策上早くから河川改修

工事の要望があったが、昭和58年度になってそれが

具体化してきた。

即ち、この年に河川改修工事を担当する県土木部

河川課（以下、県河川課）は、新保田中地内を流れ

る染谷川の河川改修工事を昭和59年度より着工する

ため、同地内工事対象地域の埋蔵文化財発掘調査の

必要性の有無を県教育委員会文化財保護課（以下、

県文化財保護課）に照会してきた。

県文化財保護課は、県河川課の示す工事対象区域

の図面をもとに現地の埋蔵文化財分布調査を実施し

たところ、当該地は関越自動車道新潟線建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査において調杢された新保遺

跡の隣接地であることがわかった。

新保遺跡は、縄文時代から中・近世にかけての複

合遺跡であり、弥生時代の住居群・墓跡群等の遺構

と共に多量の木器が出土し、全国的にも著名となっ

た遺跡である。かかる遺跡に隣接する染谷川の河川

改修工事区域は、当然ながら新保遺跡と同等の遺構

の存在が十分に予想された。そこで、県文化財保護

課は県河川課に対し対象区域の工事着工前の埋蔵文

化財発掘調査の必要を回答し、両者で、その取り扱

いについて協議を重ねた。

協議は、発掘調査の主体・期間・経費・工事工程

図 1 群馬県の地勢と遺跡の位置 ゜
1 : 200000 10km 

ー
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等が中心となったが、

① 発掘調査は、明）群馬県埋蔵文化財調査事業団（以

下、明）埋文事業団）に委託して実施する。

② 発掘調査に要する経費は、県土木部が負担する。

③ 発掘調査の期間は、各年度毎に県河川課・文化

財保護課・高崎土木事務所•閲埋文事業団が協

議して、工事に支障のないよう設定する。

④ 発掘調介整理事業は、発掘調査終了時に実施す

る。

を確認し、昭和59年度より調査を実施することにし

た。

昭和59年度の調査は、当初10月から実施すること

で協議が整っていたが、新保田中地域住民の要望で

治水対策の面から善勝寺橋上流の農業用水路取水口

を、上流の下沖橋上流部に取り付け、その間の仮用

水路を改修工事区域の左岸用地内に設ける問題が持

ち上がった。仮用水路は幅1. 5m 、長さ 150m に及ぶ

もので、当然ながら埋蔵文化財の取り扱いが問題と

なり、県河川課・文化財保護課・高崎土木事務所の

三者で協議を行い、試掘を兼ねた発掘調査を実施す

ることにした。調査は、闘埋文事業団が10月からの

調査予定ということで、他の遺跡の調査を実施して

いたため、対応不可能ということで急拠高崎市教育

委員会に依頼した。試掘調査は、昭和59年 6 月 5 日

より一週間の予定で実施され、浅間山 B 軽石堆積下

の溝・土坑等を確認、調査した。

昭和59年度のし財）埋文事業団の調査は、当初の予定

どおり 10月より着手した。調査に先立って県土木部

と閲）埋文事業団は「ー級河川染谷川河川改修に伴う

埋蔵文化財発掘調査」の委託契約を昭和59年 10月 1

H 付けで締結して、着手した。以後各年度において

も発掘調査の委託契約を締結し、下記表に示したと

おりの期間・調査面積・調査経費で調査を実施し

た。各年度の調査は、河川改修ということで雨季の

出水、特に台風シーズンのことを心配しての調査で

あった。一時的に調査箇所が冠水したこともあった

が、工事対象区域の一部を残して、昭和63年度に調

査は終了した。調査終了後、今年度より 2 年計画で、

調査報告書を作成する整理業務に入ったが、第一年

次分の成果をまとめることができたので、以下に報

告したい。

各年度の調査にあたっては、地元新保田中区長、

地権者、県河川課、高崎土木事務所等にお世話になっ

た。ここに明記して感謝したい。 （神保）

調査年度 調査期間 調（単査位面m積り （調単位査経千費円） 調 査 の 内 容

昭和59年 昭和59年 10月 1 日～ 1550 10,000 中・近世の井戸14基 •FA下水田跡、（平）竪穴住居跡 1 、 B 軽石下溝溜

昭和59年 12 月 28 日 井

昭和60年 昭和60年 9 月 2 日～ 3500 30,000 （弥）住居跡 l 、（古）住居跡 4 、（奈•平）住居跡15、（弥）礫床墓］

昭和61年 3 月 31 日 （古）溝 1 、（奈•平）溝 1 •井戸13、中世以後の畠、縄文時代の土器片

昭和61年 昭和61年 7 月 1 日～ 3000 39,500 （弥）住居跡 6 、（弥）方形周溝墓 7 、（弥）土坑 6 、（弥）ピJ卜群

昭和62年 3 月 31 日 （古）前方後方型周溝墓 1 、（古）溝状遺構、（古）畠、（古）住居跡20

（古） FA下水田跡、小路、 その他多量の木器出土

昭和62年 昭和62年 5 月 20 日～ 5900 45,950 （弥）住居跡、（弥）ピノト群、（弥）土坑 2 、（古）溝、（古）住居跡 5

昭和63年 3 月 26 日 （古）ピット群、（古）畠状遺構、（古） FA下水田、（奈•平）住居跡50

（奈•平）士坑、（奈•平）掘立柱建物跡、

昭和63年 昭和63年 4 月 7 日～ 5900 35,000 （弥）住居跡、（弥）土坑群、（古）住居跡、 その他多饉の（弥）木器出土

昭和63年 12月 28 日

平成元年 平成元年 6 月 1 日～ 65,920 土器復元、実測、写真撮影、原稿執筆、木器実測等

平成 2 年 3 月 31 日
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2. 発掘調査の方法と経過

発掘区の位置 前節で述べたように新保田中村前遺

跡の発掘調査は、染谷川の河川改修工事にともなっ

て 5 ヵ年間にわたって実施された。したがってその

発掘区は細長く、しかも用地の買収経過に即して設

定されたために各地点に散在することとなった。し

たがって調査報告に際して調壺区の配置を説明して

おきたい。発掘区は大きく村前地区と下り柳地区と

に分けられる。

村前地区は、下流側左岸の調査区で延長440m に

及び、昭和59年度から63年度にわたって五次の調査

が実施された。各年度のそれぞれの調査区は図 2 の

とおりである。現況は桑畑が多く、一部宅地として

利用されていた。

調在区西側には染谷川が南流している。調査にお

ける安全確保のため、現河道との間は 1 m 以上掘り

残しており、調査区外とした。また調査区内には善

勝寺堀と呼ばれる用水堀が通っており、調査期間内

も使用されていた。通水が必要な期間に調壺が重複

した地点では、用水堀周辺が未調査となっている。

また調査中、上沖橋・善勝寺橋に続く道路は切断が

できず、調査区が連続していない。

調査期間と用地買収の経過によって調査区が決定

されたので、発掘区は年度によって分断される場合

も多かった。そのため土層の認識や遺構検出にあ

たって同一視点での調査ができなかったことも否め

ない。特に、検出遺構の確認面は大別しても、

l 面 中・近世、平安時代後期、

II 面 古墳時代後期～平安時代前期、

III 面古墳時代中期 Hr-FA 降下面、

N·V面 古墳時代前期、弥生時代、縄文時代包含層
/ 

と 4 面にもおよび、それぞれの確認面で遺構は数次

に重複していた。したがって発掘区を越えて連続す

る遺構がうまく図化し得なかった部分もある。その

点については逐ー各遺構の記述にあたって述べてい

る。

下り柳地区は上流側の左岸と一部右岸にかかる発

2 発掘調査の方法と経過

掘調査区である。延長340m におよび、昭和61~63

年度に調介を実施した。現況の地目は桑畑であった。

三ヵ年の調査において、道路等によって調査区が

図 2 発掘区の位置
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第 1 章発掘調査の経過

分断されることはなかったが、左岸

調査区のほぼ中央に調査直前に廃絶

された現代の用水路があり、その部

分の遺構の多くは破壊されていた。

右岸側の調査区は幅が狭く、安全対

策上の掘り残しをすると調査できる

範囲は極端にせまくなっている。下

り柳地区でもテフラの堆積を目安に

して確認面を設定し、調査を進め、

I 面 As-B 降下面、

II 面 Hr-FA 降下面、

III 面 As-C 降下面、

w面 地山の灰白色粘土面

以上の四面の調資を行ない、テフラ

堆積の直下で水田や畠を検出してい

る。地山面では風到木痕が多数検出

された。

グリッドの設定 発掘区内には記録

用に一辺 5m のグリッドを設定し

た。東西方向を東から A· B • 

C ・・・、南北方向を北から 1.

2 • 3 • • ·とし、グリッドの呼称

は北東の交点杭により東西方向を先

に南北方向を後に呼ぶこととした。

調査区はほぽ南北方向であり、国家

座標系に位置づけられるように配慮

した。しかし、第一次調査区で設定

した任意のグリッド基準線を村前地

区では踏襲した為に、国家座標で設

定した下り柳地区とは異なったグ

リッドとなっている。村前地区と下

り柳地区のグリッド呼称は連動して

いないので注意が必要である。

村前地区のグリッド基準線は、昭

和59年度調査区の幅杭に沿って設定

した。この基準線は国家座標の座標

北から 3 °06'56’'西へずれている。村

前地区では昭和63年度調査までこの
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発掘調査の方法と経過

グリッドを踏襲している。

下り柳地区は、国家座標の座標北に南北方向の基

準線を合わせてグリッドを設定した。下り柳地区グ

リッドの E ラインは、国家座標第N系 Y =-70600m 

にあたっている。

である。

また 4 ラインは同系 X =40500m 
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図 4 下り柳地区のグリッド
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基本土層と遺構確認面

域である。

後述するように村前地区と

下り柳地区は、地形形成において様相が異なった地

しかし、調査にかかわる土層および遺構

の確認面の把握については、両地区ともテフラによ

るところが大きい。それに加えて村前地区では河川

作用による自然堤防堆積物を看過することはできな

い。遺構の確認もこれらの堆積物上面で確実となる

場合が多い。

村前地区は図 5 に示したように、前橋泥流を基盤

として厚さ 60~80cmの砂が堆積している。

は水田耕作土として利用されたが、

この層の

上部には縄文時代中期の遺物が包含されていたが、

遺構を検出するまでには至らなかった。砂層上面で

は弥生時代中期から古墳時代前期の遺構が確認でき

る。この上層に堆積している風成黒色土のいずれか

の面から遺構は掘り込まれていたものと考えられる

が、遺構の平面形を確実に把握するためには砂層上

面まで下げなければならなかった (N面）。

黒色土の上半部には As-C が多量に含まれる。降

下した As-C が純堆積層としては残っていないが、

古墳時代前期のものと考えられる畠の畝間には、純

堆積に近い As-C が保存されており、遺構として検

出することができた。後にこの As-C を含む黒色土

6 世紀初頭に

Hr-FA が降下し、それに伴う洪水堆積物に埋没す

るまで耕作が継続したものと思われる。この黒色土

の間で開田の時期をつかむことはできなかった。

村前地区に堆積していた降下 Hr-FA は、第 1 次

調査区で約 5 cm、第 2 次調査区で約 3 cm、第 3 • 4 次

調査区で 2 ~3 cmであった。いずれも固くしまって

おり、第 2 次調査区を除く全域で水田面を覆ってい

た。 (m面）第 2 次調査区では用水路と考えられる

溝を直接埋めていた。

降下 Hr-FA の上層にはこの時の榛名山噴火に伴

うと考えられる洪水堆積物が60cm~1 m ほど堆積し

ている。この両層の間には間層がないので、時間的

隔たりはほとんどないと考えることができる。この

厚い洪水堆積物の上面では古墳時代後期以降の掘り

込みが検出できた。(II面）一瞬の火山災害によって、

5 
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住居 (II 面）
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図 5 新保田中村前遺跡の基本土層と遺構確認面
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水田の開かれていた周辺の低地は、自然堤防と化し、

集落景観は一変したことだろう。従来の水系を復元

して復旧できるほどの災害ではなかったのであろ

う。以後、遺跡内は微高地上の居住域として変化す

るのである。

古墳時代後期より新しい遺構は、この洪水堆積物

上面で確実に把握することができた。特に平安時代

前期までの遺構はこの確認面を採用して調査した。

しかし、第 2 次調査区や第 3 次調査区の一部でさら

に上層に堆積した風成暗褐色土の中位で、平安時代

後期以降の遺構を検出することができた。また、

1108年に降下した As-B によって中世の遺構を確認

した。 (I 面）

村前地区では As-B を全面で検出することはでき

なかった。 As-B 降下面を把握することができたの

は第 1 次調査区と第 2 次調査区だけであり、その他

の調査区では遺構の埋没土に挟在する As-B の純堆

積層が確認できたにとどまった。 As-B 降下面を調

査した両区では方形区画を意図した溝が多数検出さ

れた。この中には As-B を掘り込む遺構も多くある。

また直下水田は可能性の考えられた地点もあった

が、断定するにいたっていない。

下り柳地区も前橋泥流を基盤とし、その上に30~

40cmの砂とシルト層が堆積している。村前地区では

この砂層は縄文時代中期まで堆積しているが、下り

柳地区ではシルト層の上位に As-SP が確認され、

15,000年前には離水していた、いわゆるローム台地

であったことが判明した。。このシルト質の上層に

は10~20cmの黒色粘土が堆積し、さらに10~20cmの

黄灰白色粘土層が堆積している。これらには遺物は

含まれず、遺構も検出されていない。この黄灰白色

粘上層上面では30基の風倒木痕が検出された。 (N

面）これらは多方向へ木が倒れた様子を示している。

また、 37号溝が 1 条検出された。

この上位には黒色粘土が15~20cm堆積し、上半に

は As-C が含まれている。この黒色粘士層の上面で

は As-C に直接覆われた水田跡が下り柳地区中央部

で検出された。 (m 面）純堆積の As-C が確認でき

2 発掘調査の方法と経過

た部分が限定されるので水田跡の検出も一部にとど

まっている。また、 m面ではこの As-C の堆積を掘

り込んで20号溝が検出された。

この A s-C の上層には数cm の黒色土の間層が

あって Hr-FA がほぼ全域に堆積している。この直

下面では小区画水田が広域に検出された。(II面）

またここでは Hr-FA を掘り込む溝が十数条検出さ

れている。この溝群の掘り込み面は明確でないが、

上層に As-B がほぽ全域に確詔されているので、

As-B 降下以前であることは明らかである。

Hr-FA 降下後、さらに 5 cm ほどの黒色粘土が堆

積した後 As-B が降下している。この直下面では北

部で水田跡、南部の大部分では溝群や井戸、ピット

が多数検出された。(I面）北部の一部では、 As-B

下水田の耕作土中位で、畠の畝間を検出した部分も

ある。他と同様にこの面でも As-B を掘り込む遺構

を検出している。これらの遺構の掘り込み面は中世

以降の土層の保存が悪く、把握することができな

かった。中世・近世の遺構の確認は As-B 直下面で

おこなっている。

記録の方法 調査では図面・写真・調査所見等の記

録をとった。

第 1 分冊で報告する遺構の平面図は、井戸を除い

て個別に実測せず、調査区全域を14m X20m の範囲

に割りつけ、 1 : 40の縮尺で等高線とともに業者委

託して測量した。土層断面はすべての遺構で記録す

るようにしたが土層を残すことが困難な場合は割愛

した。なかでも遺構の重複や、テフラの堆積が把握

できるように努めた。第 2. 第 3 分冊で報告する住

居跡、墓、土坑等は個別に 1 : 20の縮尺で測最した。

遺構平面図・遺物出土状態図は業者委託による平板

実測、土層断面図は作業員による手実測で対応して

いる。

写真は個別に実測した遺構について、中形カメラ

による 6 X 9 モノクロ写真、35mmモノクロ写真、35mm

スライドの三種をその都度使い分け撮影した。地上

撮影に加えて、高所作業車・ラジコン等からの撮影

7 



第 1 章発掘調査の経過

を併用したため、複数遺構をまとめて撮影した部分

もある。

調査所見は各担当が、調査にあたって気がついた

点をメモした。これらの調査所見は報告書中の本文

執箪に生かされている。 （小島）

調査日誌抄録

〈第 1 次調査・昭和59年度〉

S 59.10. 29 調査開始・重機による表土掘削。

11. 1 遺構確認作業。

As-B 直下面の調査。

住居跡・溝•井戸の調査。

Hr-FA 下水田の検出・調査。

11. 22 全最写真撮影。

11.23 測筐開始。

11. 27 地形調査。

11.28 井戸の掘り下げ業者委託。

12. 4 群馬大学新井房夫教授来跡。

12. 5 調査終了・撤収。

〈第 2 次調査・昭和60年度〉

S60.10. 1 調資開始。区長へ挨拶。

10. 7 北半部、重機による表土掘削。

10.11 機材搬入。

10.14 遺構確認作業。溝の調査。

10.22 ラジコンによる空中撮影。墓城の調査。

10.23 墓城出土人骨とりあげ作業。

10.24 溝の調査継続。 11号溝木器出土。

11. 2 北半部 0 面全景写真撮影。

11. 7 測最開始。

11.11 a-m面遺構確認作業開始。

11.12 18 • 25号溝の調査。

11.16 全景写真撮影。

11.17 測罷開始。 11号溝木器出土状態写真撮影。木器とりあ

げ作業。

11. 22 南端部に住居跡検出。調査。

11. 27 南半部表土掘削。

12.10 I • ll 面遺構確認作業。

12.12 3 号住居跡調査開始。住居・溝の調査継続。

S 61. 1.13 南半部 I • ll 面全景写真撮影。

1.16 南半部 I • ll 面測屈開始。

1. 21 墓壊出土人骨取りあげ作業。

1.22 南半分旧面表土掘削。

2. 3 南半分皿面遺構確認作業。

第三次調査 D 区 l 面表土掘削。

2. 4 南半分旧面24号溝調査。

2. 5 南半分旧面全景写真撮影。

2. 6 南半部旧面測益開始。

2.10 D 区 I 面住居調査。

2.13 南半部N面 1 号河川跡調査。

2.25 南半部N面住居調査。

3. 4 D 区 I 面全景写真撮影。

南半部N面礫床調査。

3. 5 D 区 I 面測量。

3.11 群馬大学新井房夫教授来跡。

3.27 南半部N面 1 号河川跡他全景写真撮影。

3.28 南半部W面測菫終了。

3.29 撤収。

〈第 3 次調査・昭和61年度〉

S61. 7.25 調査開始。

7.28 抜根・表土掘削開始。

8. 6 遺構確認作業開始。住居の重複が激しい。

8.11 住居群重複関係精査。

8.26 D 区溝群•井戸調壺開始。

9. 1 D 区と平行して B 区の溝群調査開始。

9. 5 D 区 1 : 40割りつけ図測星開始。

9.11 D 区空中写真撮影。 B 区溝群調査継続。
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2 発掘調査の方法と経過

D 区全景写真撮影。

9.16 B 区 I • II 面溝群・住居跡調査継続。

9.22 B 区と並行して D 区住居調査開始。

10.14 A 区表土掘削開始。この間 A~D 区を並行して調査。

10.21 A 区 I : II 面全景写真撮影。測最。
10. 22 A 区川面まで重機で掘削（洪水堆積物の除去）。

B~D 区の溝・住居•井戸等の調査継続。

10.24 A 区皿面 Hr-FA 下水田・溝調査。

11.11 A 区 m_N面 As-C まじりの黒色土層遺物包含層調

査。

11.13 B 区川面まで重機で掘削。

11.18 B 区圃面 Hr-FA 下水田調査。

II. 22 B 区皿面 Hr-FA 下水田測屈。

11. 25 A 区N面地山砂層上面まで掘削。

II. 26 B 区 m-N面方形周溝墓調資開始。

II. 29 D 区 I • II 面等高線図測最補足。
12. 1 A 区の調査終了。 B 区方形周溝墓調査継続。

方形周溝墓主体部より人骨片・歯が主体部出土。

12. 3 前橋第二高校宮崎重雄教諭来跡。人骨は焼けている可

能性が判明。

12. 4 方形周溝墓主体部調査継続。

12.11 77号溝調査開始。

12.17 77号溝木器多量に出土。

12.18 5 号方形周溝墓西 As-C を鋤き込む畠を検出。

12. 20 B 区東半表土掘削。

c 区溝調査継続。

12.22 B 区東半遺構確認作業。

12.23 B 区東半住居・溝調査開始。

77号溝木器取り上げ作業。

12.26 77号溝木器取り上げ終了。

S 62. I. 6 B 区東半調査継続。

c 区溝調査継続。

1.16 B 区南部畠下層で弥生時代住居確認。

1.19 B 区東半 Hr-FA 下まで掘削。水田を検出・調査。

1.21 B 区東半 Hr-FA 下水田全景写真撮影・測量。

1.23 B 区東半水田下層の方形周溝墓・溝を検出・調査。

86号溝で堰状の遺構を検出。木器多罷に出土。

2. 5 86号溝木器取り上げ作業。

B 区東半全景写真撮影。

2.10 B 区東半測益。

2.13 撤収。

〈第 4 次調査・昭和62年度〉

S62. 9.16 調査開始。

9.17 村前地区 c 区 lI 面住居・溝調査開始。

9.28 村前地区 D 区 I11 面 Hr-FA 下水田調査開始。

10.14 下り柳地区 B 区調査開始。 I 面 As-B 面まで表土掘削。

II. 9 村前地区 c 区 I11 面 Hr-FA 下水田調査開始。

11.10 下り柳地区 B 区 I 面溝． As-B 下水田他検出。

11.18 村前地区 C·D 区 II1 面 Hr-FA 下水田全景写真撮影。

II. 24 下り柳地区 B 区 I 面 As-B 面全景写真撮影・測凪。

II. 25 下り柳地区 B 区 lI 面 Hr-FA 面まで掘削作業開始。

lI 面 Hr-FA 下水田検出・調査。

12.10 村前地区 C·D 区 II1 面 Hr-FA 下水田、下り柳地区 B

区 lI 面 Hr-FA 下水田全景写真撮影。

12.14 村前地区 C·D 区、下り柳地区 B 区測量。

12.17 村前地区 C·D 区水田下層の遺構確認作業開始。

下り柳地区 B 区 I11 面 As-C まで掘削開始。

12.24 下り柳地区 B 区 I11 面 As-C 面全景写真撮影・測最。

S63. I. 6 下り柳地区地山N面遺構検出作業。

風側木痕多数検出。

I. 8 村前地区 C·D 区 As-C を鋤き込む畠検出。

2. I 下り柳地区 B 区右岸 I 面から調査。

2. 3 村前地区 C·D 区畠全景写真撮影。

2. 4 村前地区 C·D 区北半N面弥生時代住居検出作業。

2.10 下り柳地区 B 区右岸 1I 面 Hr-FA 下水田調査。

2.17 下り柳地区 B 区右岸 1l 面 Hr-FA 下水田全猥写真撮

旦尽ノク0 

2.22 下り柳地区 A 区 I 面 As-B 面まで表土掘削。

2.29 下り柳地区 A 区 I 面 As-B 面遺構確認作業。

3 4 下り柳地区 B 区11J面 As-C 面調査。

3. 7 村前地区 C·D 区北半N面弥生時代住居調査継続。

下り柳地区 A 区 1I 面 Hr-FA 面まで掘削。

3.10 下り柳地区A 区 11 面 Hr-FA 下水田測埜。

3.16 下り柳地区 A 区 I1 面 Hr-FA 下水田全景写真撮影。

3.19 下り柳地区 A 区 m 面 As-C 面掘削。

3.24 下り柳地区 A 区 m 面 As-C 下水田調査。

3.25 本年度調査終了。

〈第 5 次調査・昭和63年度〉

S63. 4. 4 調査開始。下り柳地区 A 区 1ll 面 As-C 下水田調査。

4. 6 村前地区 C·D 区南半w面弥生時代遺構確認作業。

4.11 村前地区 C·D 区北半w面弥生時代住居全景写真撮影

4.12 村前地区 C·D 区南半N面弥生時代住居調査開始。

4.18 下り柳地区 A 区地山N面まで掘削。

4.22 下り柳地区 A 区W面風倒木痕検出。

4.26 下り柳地区 A 区N面風斜木痕測量。

4.27 下り柳地区 A 区W面全景写真撮影。

5. 6 下り柳地区 A 区調査終了。

5. 9 村前地区 D 区 1 号墓堀調査。ガラス玉・人歯出土。

5.16 村前地区 D 区 2 号河川跡調査開始。獣骨出土。

5.31 村前地区 D 区 2 号河川跡木器多批に出土。

6.10 村前地区 D 区 2 号河川跡第 Il iiiJ道全景写真撮影。

6.11 村前地区 D 区 2 号河川跡木器取り上げ作業。

縄文時代遺物包含層調査。

6.13 村前地区 D 区弥生時代住居群全景写真撮影。

6.20 村前地区 D 区 2 号河川跡第 lll iiiJ道掘り下げ。木器出土

6.23 仮水路崩壊。それにともなって流れた土砂によって第

lll iiiJ道の木器は攪乱。

6.24 村前地区 D 区 2 号河川跡木器出土位置できず取り上

げ。

6.27 村前地区 D 区 2 号河川跡測最。

出土木器・動植物遺存体洗浄・整理。

7. 6 出土土器洗浄・整理。

7.16 調査終了・撤収。

10. 25~12.27 図面整理作業。

〈整理作業・平成元年度〉 6 月 1 日～ 3 月 31 日

H2.3.20 納本。

, 



第 1 章 発掘調査の経過

村前地区

ヽ
遺構確認面 I 面 11 面 III 面 w 面 v 面

指標

調査区 I ＼テラフ
グリソド

As-B Hr-FA As-C 
（地山）

゜
l 1 

l 区

24 

II 区

35 

A 区

42 

B 区

55 

[ I ; I 
c 区

60 

D 区

66 

下り柳地区

\ ー！面

指標
I 

|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
1:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
ｷ::::::::::::::;:;:;:;:;:;:;:;:;:::::::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;: 

I 面

□■11111111111111111111 ーロ

11 面 旧面 N 面

調査区 I > ラフI As-B 
グリ

Hr-FA As-C 

゜三ー 37
（地山）

l: •9 

65 

口胃贔心：喜 冒瓢げ贔喜言言 ロニ］贔虞

ーりふ雷 □□l畠雲
図 6 新保田中村前遺跡発掘調査の推移
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第 2 章遣跡の環境

1. 遺跡の立地と環境

群馬県の中央部には、西に榛名山、東に赤城山と

いう □つの成層火山がほぽ東西に並ぶ。この両火山

はともに裾野が広く、その端は関東平野の西北部に

連続する。赤城山は東側を除く全域に裾野を広げ、

榛名山は東から東南にその発達が良い。そして両火

山を分断する形で利根川が南流している。利根川は、

渋川市付近を扇頂する大きな扇状地を形成し、高崎

市から太平洋に向けて東流する（図 7) 。

この利根川による扇状地は、前橋台地と呼ばれて

おり、現利根川によって二つに分断されている。左

岸側には前橋市、右岸側には高崎市がその市街地を

広げている。新保田中村前遺跡は、この扇状地上に

立地する。前橋台地下には、約 2 万年前の浅間火山

起源の泥流堆積物が、扇状地礫層の上位に厚く堆積

している。そのため地形は平坦になり、傾斜の緩い

平野地形を形成する原因になった。特に利根川左岸

の前橋台地に特徴的なことは、後述する榛名山の噴

火とかかわり、数条の微高地が川ぞいに形成されて

いることである。これが、居住·生産・墓等の人間

活動と結びついて、現在の土地利用につながってい

るのである。

新保田中村前遺跡周辺の地形は、図 8 のように考

えられる。榛名山を源とする中小河川によって形成

された帯状の微高地が、相馬ヶ原扇状地の扇端（標

高110m付近）から井野川までの間に発達する。この

微高地は現在集落や畑地として利用され、周辺の水

田とは 1 m くらいの比高をもっている。そして、川

ぞいに発達することや堆積物の様相から、自然堤防

と考えられる。

特に染谷川・牛池川に伴う自然堤防を構成する堆

積物の大部分は榛名山起源のテフラの二次堆積物

で、その形成に火山活動が深く関わったことを示し

1 遺跡の立地と環境

ている。調査ではこの堆積物の直下に 6 世紀初頭に

降下した Hr-FA が 1 cmほどの原さで積もっていた。

降下火山灰と自然堤防堆積物の間に間層がないこと

から、この堆積物は噴火直後の洪水によるものと考

えられるのである。遺跡周辺の現在の地形はこの 6

世紀ごろにできあがったものと考えられる。

それ以前の地形を復元することは困難である。

1 m弱堆積した洪水層は、それまでの地表面を覆っ

てしまっている。染谷川もいくどかの河道の変遷を

行なっている。調査でも弥生時代の旧河道が検出さ

れている。また、遺跡内の土地利用も時代毎に変化

している。その時々の地形環境と人間のつくった遺

構との関連を考えていく視点が必要である。

新保田中村前遺跡の調査は、現染谷川の左岸側を

中心に帯状に実施した。下流側の村前地区は、前橋

泥流上の関東ローム層の堆積は薄く、その上に灰色

の砂が原くのっている。この砂層は上部に縄文時代

中期の土器片が含まれていることから、縄文時代中

期以前の古い河床あるいはそれに近い環境の堆積物

と考えられ、その後陸化し、旧染谷川沿いの微高地

になったものである。この微高地には、弥生時代中

期から住居や方形周溝墓がつくられ、古墳時代前期

まで居住域・墓域として土地利用されている。また、

調査では微高地を構成する砂層をきって染谷川の旧

河道が検出されている。旧河道内の遺物出土状態や

堆積物の粒度から、非常にゆったりとした流れが推

定でき、小川の岸にムラをつくって人々が生活して

いたことが推定される。

黒色土の堆積が進み、 4 世紀の As-C 降下前後に

は畠も一部につくられ、農耕集落として継続·発展

していたことが窺われる。この時期の水田は、調査

では検出されていないが、古い自然堤防に付随する

後背湿地が水田生産域になっていたものと考えられ

る。
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第 2 章遺跡の環境

古墳時代前期の住居が廃絶したあと、本地点は堆

積した黒色粘土を利用して水田耕作が行なわれてい

た。開田の時期は明らかでない。やや広い範囲での

地形変化あるいは用水の整備や水田の造成といった

地形改変が伴っていたと考えられる。水田域には大

区画の水田と小区画の水田があり、微地形を有効に

利用した成果とみられよう。しかし、突然の榛名山

麓の大爆発により Hr-FA の降下があり、水田面を

覆ってしまう。その後ほとんど時を経ないで、何回

もの泥流堆積物が染谷川によって運ばれ、洪水土砂

が 1 m弱も堆積し、人々は水田を放棄せざるを得な

いことになった。この火山災害後、遺跡内の地形は

ー変してしまい、用水系などは全く機能しなくなっ

たのであろう。原い堆積物の中には、黒色土は存在

しないので、安定した植生の回復はなく、突発的な

自然地形変化によって、遺跡内は新しい自然堤防に

覆われることになった。

その後、自然堤防上は平安時代まで住居跡が重複

してつくられ、古墳時代後期から継続した居住域と

して安定した土地利用が行なわれている。風成の堆

積物はその後も堆積するが、自然堤防を原面とする

周辺の地形は、中祉・近世を通じて地割りの溝や井

戸が検出されることから、染谷川の河道改変を除い

て大きな変化はなく、現在まで続いてきたものと考

えられる。

一方の上流部下り柳地区はローム台地である。深

掘りのトレンチ土層断面で、 As-YP の堆積が確認

されている。現地表は周辺部との比高 1 m ほどの微

高地になって、染谷川沿いに村前地区へと続く。こ

の地区はローム台地であるにもかかわらず、古墳時

代前期から生産域として利用され、テフラ層下で三

面の水田跡が見つかっている。

当地区で確認された遺物の中で最も古いのは、縄

文時代中期の土器片である。それらは、風倒木痕を

検出した、灰色の砂質粘土の上面に散在していた。

この灰色の砂質粘土層の上位には、黒色の粘性土

が堆積している。土層観察からは風成の堆積物と考

えられ、本層の最上部は水田耕土として利用された。

図 7 榛名山麓と前橋台地
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図 8 遺跡周辺の地形分類
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第 2 章遺跡の環境

水田面を覆った 4 世紀中頃と考えられる As-C をて

いねいに剥ぐと、畦畔がきれいに検出できた。

この As-C の上位にも、下位と同様な黒色の粘性

士が薄く堆積し、この土層も水田耕土として利用さ

れている。この水田は復旧されるが、 6 世紀初頭の

Hr-FA の降下によって再び埋没される。さらに上

位に堆積する黒色粘性土は同じく風成堆積と考えら

れるもので、この粘性土は再度水田耕土として利用

されるのである。この水田は12世紀初頭の As-B 降

下時まで継続される。この間に、テフラ以外に黒色

粘性土を分層できるような洪水堆積物、もしくは土

層は認められない。すなわち、風倒木痕を検出した

面から As-B 降下時までの長い間、この下り柳地区

は同じような環境下におかれたと考えられる。

また Hr-FA と As-B の間で、古墳時代末から奈

良時代にかけての住居跡が 2 軒検出されている。や

や高くなった部分での、土地利用の変化が一時あっ

たものと考えられる。

先に述べたように、下り柳地区のローム台地上に

堆積したのは風成の黒色土のみであった。また、下

り柳地区の地形環境の大きな特徴は、洪水堆積物と

考えられる土層の堆積が見られないことである。下

流部の村前地区のような大きな地形的変化を受けな

いで、安定した土地であり続けた原因は、ローム台

地が形成された頃から、周辺部よりやや比高の高い

地区であったことや、染谷川旧河道から 150m ほど

東方に離れていたことに求められよう。この安定し

た地域で水田耕作を営んだ集落はどこかといった問

題は、下り柳地区周辺の詳細な地形復元が必要であ

り、今後の大きな課題である。 （中山・小島）

2. 周辺の遺跡分布

本遺跡周辺の遺跡は、大規模開発である関越自動

車道新潟線建設をはじめ、区画整備事業や圃場整備

事業、河川改修工事や中小規模開発などにより、地

域の様相とともに、ここ 10余年のうちに大きく変貌

してきている。このような状況下において、発掘調

14 

査が行われた周辺遺跡の概要と従来から知られてい

る遺跡を時代毎にまとめることとした。

縄文時代 本遺跡においても、第 5 次調査区南端で

縄文時代の包含層の調査を行った。従来は榛名山の

扇状地地形が明瞭になる北方地域の丘陵地帯に分布

が多く認められていた。ここ数年、大小の工事に伴

う発掘調査の整理結果が報告されるようになり、沖

積地の調査における縄文時代の遺構の検出も報告さ

れてきている。特に、染谷川や井野川流域には、前

期の集落である宿大類天神遺跡、後期では 3 軒の住

居跡が検出された万相寺遺跡がある。その他に遺物

の散布地として、上大類天田遺跡、井野町岡貝戸付

近にこれをみることができる。このように沖積地内

の低台地上に位置するこれらの遺跡の立地状況から

は、低地に隣接した地域利用形態を明らかにするこ

とができ、これらの遺跡の調査は今後の研究に欠か

すことのできない資料の検出となった。

弥生時代 弥生時代の集落跡が数多く検出されてい

る高崎市にあって、本遺跡の周辺は調査が数多く行

われており、本遺跡をはじめとして、南に隣接する

新保遺跡などでは弥生時代中期後半から後期終末へ

の集落、後期の墓地（方形周溝墓など）の他に、旧河

川跡からは生活跡復原に大きな影響を与えると考え

られる木製品の出土がある。

集落のあり方は、染谷川や井野川流域における低

台地上に分布することが多く、中には西島相ノ沢逍

跡のような微高地上に溝で区画された囲榔集落の存

在も明らかになり、 3 km北西に位置する浜尻遺跡な

どからの系譜も考えることができよう。他に集落遺

跡は上大類北宅地・宿大類村西・矢島竹之内·万相

寺・正観寺遺跡をあげることができる。生産遺跡と

集落は、本遺跡から約 1 km北西に位置する日高遺跡

を中心とする遺跡群と、西へ 2 km地点に位置する小

八木韮貝戸遺跡がある。谷地の利水管理をしながら、

弥生時代の水田を営んだ様子が明らかになってきて

いる。

墓跡では、方形周溝墓が発見された本遺跡と新保

遺跡、西島上新保遺跡、日高遺跡群は近接した位置



2 周辺の遺跡分布
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図 9 周辺の遺跡分布
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にある。同時期の遺物のあり方等から考え、日高遺

跡群を除き、同一の周溝墓群の可能性もあることを

追及する必要性が生じてきている。他に西島遺跡群

などで周溝墓が検出されている。また、本遺跡や新

保遺跡、日高遺跡群、宿大類村西遺跡等で土器棺を

埋葬施設にもつ墓がみつかっている。

古墳時代 本遺跡内には古墳を除き、数多くの遺跡

が検出されている。主な遺構として畠、周溝墓（前

方後方形）、水田、集落、溝などをあげることがで

きる。古墳時代前期には畠や住居跡、水田、溝等が

検出されているが、 6 世紀前半の Hr-FA 堆積後は

集落跡の検出となる。古墳時代前期の遺構では方形

周溝墓が検出されており、主な遺跡として貝沢柳町、

上大類北宅地、宿大類村西、矢島竹之内、新保遺跡

などをあげることができる。また、村前五反田、西

島遺跡群 II 、西島上新保、西島遺跡群、新保遺跡な

どから Hr-FA 下で小区画水田などが検出されてお

り、 6 世紀前半以前に水田耕作地化が進んでいたこ

とがわかる。

古墳は井野川流域に位置している。前方後円墳の

五霊神社古墳をはじめ、いくつかの円墳が存在する。

下流域には前方後方墳の将軍塚古墳が位置する。

集落は前期と後期では場所により大きく様相を変

える。本遺跡でも古墳時代前期の集落の上に畠跡、

水田跡が Hr-FA 埋没下にある。染谷川左岸の当地

は Hr-FA 降下直後の洪水の影響を受け、水田耕作

は不可能となったことが遺跡内の堆積土から判断で

きる。洪水の厚い (60cm前後）堆積層以降は古墳時代

後期から、奈良•平安時代の集落へと変遷をたどる

ことができる。古墳時代になると、数多くの集落が

遺跡地名表のように分布（図 9) するようになる。

奈良・平安時代 古墳時代に降下した Hr-FA と洪

水層の堆積以降の地形は、現在の地形の形状と一致

するところが多くなる。発掘調査の結果から得られ

た多くの遺跡に、 As-8 下水田跡と集落跡がある。

水田は古墳時代の水田跡と同じ選地をとるところ

と、後背湿地を広く耕作地として使う場所が目立つ。

本遺跡では As-B 降下による水路の埋没状況を確認

16 

できた。水路は旧染谷川の上流から平坦地を長い距

離を利用してつくられたと考えられる。周辺遺跡の

報告でも、溝の検出が多く、同様に考えられるもの

もある。

集落は自然堤防上や微高地上にあることが多い。

また、本遺跡から出土した国分寺瓦や、掘立柱建物

遺構・日高遺跡群で指摘のある条里遺構や北側約

2.5kmに推定地をもつ国府等の関連遺跡についても、

地形発達や地形利用を追求し、今後この地域の歴史

的環境の復原を行うことが必要である。 （相京）

周辺の遺跡地名表

No. 遺跡名・所在地 時代 遺構の種類

1 藤塚 l 平 水路状遺構、溝

高崎市新保町藤塚

2 地蔵前2 平 水田畦畔、溝

前橋市川曲町地蔵前486

3 前箱田3 平 水田跡、耕作状遺構

前橋市前箱田396

4 貝沢柳町4 古 方形周溝墓、埴輪棺

高崎市貝沢町字柳町内］400 平 集落跡

近 集石遺構

5 赤烏5 古 梨落跡

前橋市古市町 l 丁目 43

6 箱田境6 平 水田跡

前橋市箱田町箱田境420

7 勝呂7 平 水田跡、条里

前橋市江田町279- I 

8 村前8 古•平 水田跡

前橋市箱田町字村前1471- 2 

9 五反田9 古•平 水田跡

前橋市箱田町1009- 1 

10 上大類北宅地10 弥 集落跡

高崎市上大類町字北宅地 古 某落跡、方形周溝墓

奈•平 堀跡

II 天田・川押11 弥 遺物散布地、遺構

高崎市上大類町天田 古 集落跡

高崎市上大類町川押 奈•平 館跡、集落跡

水田跡

中 墓地群

中・近 土坑墓



2 周辺の遺跡分布

No. 遺跡名・所在地 時代 遺構の種類 No. 遺跡名・所在地 時代 遺構の種類

12 上大類（薬師） 12 弥～平 遺物散布地 24 宿大類山鳥29 中 掘立柱建物跡

高崎市上大類町字薬師 古 住居跡 高崎市宿大類町字山鳥 井戸跡

奈•平 住居跡

25 宿大類天神29 縄 遺構

13 西島遺跡群 1113 古 水田跡 高崎市宿大類町字天神 奈•平 墓跡、掘立柱建物跡

高崎市新保町字塚越 奈•平 水路跡 水田跡、墨書土器

高崎市島野町字高尾田 銅製帯飾

高崎市新保境

高崎市行人塚 26 宿大類村西30 弥 住居跡、壺棺

高崎市新保 高崎市宿大類町字村西 古 住居跡、方形周溝墓

高崎市島野町字花王寺 奈•平 住居跡

高崎市西島町字柑之沢 中 堀跡、井戸跡

14 西島（花王寺・間ノ沢・中沖 奈•平 住居跡、条里 27 鳥羽31 32 古代～ 鍛治跡、井戸跡

北沖） 14 前橋市鳥羽町 中 墓跡

高崎市島野町字花王寺 I 奈•平 掘立柱建物跡、墓跡

高崎市西島町字間ノ沢 群馬郡群馬町大字塚田 棚状遺構、井戸跡

高崎市中沖 溝

高崎市北沖

28 宿大類沼尻天田地区33 奈•平 住居跡、水田跡

15 西島（諏訪） 15 板碑、石臼、五輪塔 高崎市宿大類町 中 館跡

高崎市西島町字諏訪

29 宿大類遺跡群34 奈•平 条里制水田跡

16 西島（上新保） 16 弥 周溝墓 高崎市大類町村北 掘立柱建物跡

高崎市新保町字田中前 古 水田跡、住居跡 住居跡

中 館跡

17 西島（相之沢） 17 弥・古 住居跡

高崎市西島町相之沢 平 水田跡 30 矢島村西増殿30 古 住居跡

高崎市新保町字山王他 中 溝、井戸跡 高崎市矢島町字村西増殿 中 城跡、掘立柱建物跡

棚列跡、井戸跡

18 西島遺跡群18 弥 周溝墓

高崎市新保町702 古 水田跡 31 矢島竹之内35 弥 住居跡

奈•平 住居跡 高崎市矢島町字竹之内 古 方形周溝墓

奈•平 水田跡、溝、住居跡

19 柴崎遺跡群 ([])19

東原・富士塚・富士塚前 B 奈•平 水田跡、水路跡 32 日高遺跡群日高クリニノク団 古•平 水田跡

麻崎市柴崎町字東原 地内36

高崎市下大類町字富士塚 高崎市中尾町886- 1 

高崎市下大類町字富士塚前

33 京目中済37

20 新保20·2] ・ 22 弥・古 大溝 高崎市島野町字中済1091- I 奈•平 水田跡

高崎市新保町 奈•平 掘立柱建物跡

高崎市新保田中町 集落跡、屋敷跡 34 京目 38

高崎市京目町作道1678 奈•平 条里水田跡

21 蛭沢21 古 井戸跡、集落跡

高崎市日高町 奈•平 集落跡、溝 35 京 H 作道39 奈•平 水田跡

高崎市京目町字作道

22 日高遺跡群2425 26ｷ27 28 弥 水田跡、住居跡

高崎市 H 高町小字村西 溝、方形周溝墓

高崎市日高町小字村前

高崎市日高町中堀添

高崎市中尾町村東

36 万相寺40 縄 住居跡、土坑

高崎市宿大類町万相寺 弥 住居跡

古 溝、住居跡

奈•平 水田跡

23 中尾28 奈•平 集落跡
37 矢島前34 平 水田跡

高崎市中尾町
38 村東“ 平 住居跡、水田跡
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No. 遺跡名・所在地 時代 遺構の種類 No. 遺跡名・所在地 時代 遺構の種類

39 天神久保“ 縄 包蔵地 56 鎌 墳墓

高崎市宿大類町字天神久保 平 住居跡、水田跡 高崎市井野町吉岡1273

584他 植松延次郎宅

40 矢島町村西42 弥 住居跡、水田跡 57 弥 包蔵地

高崎市小八木町韮貝戸 古～平 住居跡 高崎市井野町井野団地

41 菅谷43 弥 包蔵地 58 縄 包蔵地

群馬町大字菅谷字石塚2428他 高崎市井野町かわらけ屋敷

岡貝戸

42 井野天神 古 祭祀跡

高崎市井野町天神227 59 高崎市井野町岡貝戸 縄～古 包蔵地

43 五霊神社 古 墳墓 60 古 墳墓

高崎市貝沢町井野前332 高崎市貝沢町井野前

44 井野前土師 古 包蔵地、集落跡 61 古 墳墓

高崎市貝沢町井野前330 高崎市井野町吉尚1233

332~334 

62 古 墳墓

45 上日高町山貝戸 弥 包蔵地、集落跡 高崎市井野町稲荷891

住居跡

63 古 包蔵地

46 唐橋稲荷塚古墳 前橋市鳥羽町弥勒山

高崎市上大類町北宅地1242 古 墳墓

64 縄 包蔵地

47 元島名“ 縄·弥・古 包蔵地、集落跡 高崎市上大類町天田151

高崎市元島名町字神明1304他 中 城

65 弥 包蔵地

48 鈴ノ宮45 弥・古 住居跡、方形周溝墓 高崎市中大類御所の畠240

高崎市矢島町鈴ノ宮188 、 219 古 古墳 241 • 244 

平 住居跡

66 古 包蔵地

49 元島名内出跡 近 城郭跡 前橋市鳥羽町弥勒山

高崎市元島名町中内出

325~353 67 古 包蔵地

高崎市中大類御所の宮甲246

50 井野闇貝戸 古 住居跡 甲247

高崎市井野町岡貝戸144

68 正観寺遺跡群46 弥 住居跡

51 新井屋敷 安・桃 城館跡 高崎市正観寺 奈•平 住居跡・水田跡

高崎市上大類北宅地長井屋敷 掘立柱建物跡

1219~1229 古 住居跡

52 弥 包蔵地

高崎市上大類町北宅地1250

1253 • 1256 

53 古 水田跡

高崎市新保町伊勢北

54 古 水田跡

高崎市新保町田替南 奈•平 水田跡

55 古 包蔵地

高崎市井野町岡貝戸

高崎市井野町天神

高崎市井野町天水
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2 周辺の遺跡分布

注

1 西島遺跡群（ I) 藤塚遺跡 高崎市文化財調査報告書第54集 昭和59年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

2 地蔵前遺跡 昭和63年 11 月 20 日 前橋市教育委員会 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

3 前箱田遺跡 昭和58年 3 月 31 日 前橋市教育委員会

4 貝沢柳町遺跡 高崎市文化財調査報告書第74集 昭和61年 3 月 高崎市教育委員会

5 赤烏遺跡 昭和60年 2 月 1 日 前橋市教育委員会

6 群馬県前橋市箱田境遺跡発掘調査報告書 昭和60年 3 月 25 日 前橋市教育委員会 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

7 勝呂遺跡（61 A 16) 昭和62年 3 月 15H 前橋市教育委員会

8 昭和60年度文化財調査報告書第16集 昭和61年 3 月 31 日 前橋市教育委員会社会教育課

9 群馬県前橋市五反田遺跡 昭和62年 8 月 25 日 前橋市教育委員会 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

10 上大類北宅地遺跡 高崎市文化財調査報告書第37集 昭和58年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

11 天田・川押遺跡 高綺市文化財調査報告書第41集 昭和58年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

12 上大類遺跡群（薬師遺跡） 昭和60年 12 月 21 日 高崎市教育委員会

13 西島遺跡群(II) 高崎市文化財調査報告書第59集 昭和60年 3 月 高崎市教育委員会

14 西島遺跡群(DJ) 高崎市文化財調査報告書第68集 昭和61年 3 月 19 日 高崎市教育委員会

15 西島遺跡群 (W) 現地説明会資料 昭和61年 9 月 6 日 高崎市教育委員会

16 西島（諏訪上新保）遺跡 第 5 回埋もれた古代の高崎一昭和61年度埋蔵文化財発掘調査の成果 昭和62年 4 月 高崎市教育委員会

17 西島相ノ沢遺跡 第 7 回埋もれた古代の高崎一昭和63年度埋蔵文化財発掘調査の成果 昭和64年 4 月 高崎市教育委員会

18 西島遺跡高崎市文化財調査報告第76集 昭和62年 3 月 高崎市教育委員会

19 柴崎遺跡群(II) 「東原・富士塚・富士塚前 B 遺跡」 高崎市文化財調査報告書第62集 昭和60年 3 月 高崎市教育委員会

20 新保遺跡 I 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第10集 昭和61年 3 月 25 日 群馬県教育委員会 （財）群馬県埋蔵文

化財調査事業団

21 新保遺跡圃 蛭沢遺跡 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第19集 昭和63年 2 月 28H 群馬県教育委員会 （財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団

22 新保遺跡 11 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第18集 昭和63年 3 月 群馬県教育委員会 （財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団

23 日高遺跡 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 5 集 昭和57年 3 月 25 日 群馬県教育委員会 （財）群馬県埋蔵文化

財調査事業団

24 日高遺跡（I) 高崎市文化財調査報告書第10集 昭和54年 3 月 高崎市教育委員会

25 日高遺跡(II) 高崎市文化財調査報告書第17集 昭和55年 3 月 高崎市教育委員会

26 日高遺跡発掘調査報告書(DJ) 高崎市文化財調査報告書第20集 昭和56年 3 月 28 日 高崎市教育委員会

27 日高遺跡 (N) 高崎市文化財調査報告害第34集 昭和57年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

28 中尾遺跡 関越自動車道（新幹線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第6集 昭和58年 3 月 31 日 群馬県教育委貝会 （財）群馬県埋蔵文化

財調査事業団

29 山鳥・天神遺跡 商崎市文化財調査報告書第56集 昭和59年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

30 宿大類遺跡群W 矢島町村西・増殿遺跡 高崎市文化財調査報告書第71集 昭和61年 3 月 31H 高崎市教育委員会

31 鳥羽遺跡G • H • I 区 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第11集 昭和61年10月 30 日 群馬県教育委員会 （財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団

32 鳥羽遺跡 I • J • K 区 関越自動車道（新幹線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第21集 昭和63年 3 月 3OH 群馬県教育委員会 （財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団

33 宿大類遺跡群 Il 天田遺跡 高崎市文化財調査報告書第48集 昭和59年 3 月 31 日 島崎市教育委員会

34 宿大類遺跡群w 村北・矢島前・村東遺跡 高崎市文化財調査報告書第61集 昭和60年 3 月 31 日 高崎市教育委員会

35 矢島竹之内遺跡高崎市文化財調査報告書第86集 昭和63年 3 月 20 日 高崎市教育委員会

36 日高遺跡群 H 高クリニック用地内遺跡 年報 2 昭和58年 9 月 30 日 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

37 年報 7 平成元年 1 月 31 日 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

38 年報 5 昭和61年 10月 15 日 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

39 京目作道遺跡 昭和61年 3 月 31 日 高崎工業団地造成組合

40 宿大類遺跡群 V1 万相寺遺跡 高崎市文化財調査報告書第66集 昭和60年12月 25 日 高崎市教育委員会

41 宿大類遺跡群V 天神久保遺跡 高崎市文化財調査報告書第64集 昭和60年 3 月 3OH

42 小八木韮貝戸 高崎市文化財調査報告書第25集 昭和56年 3 月 高崎市教育委員会

43 菅谷遺跡発掘調査報告書 群馬町埋蔵文化財調査報告書第 2 集 昭和55年 3 月 31 日 群馬県群馬町教育委員会

44 元島名遺跡 高崎市文化財調査報告書第 6 集 昭和54年 3 月 31 日 高崎市教育委員会
45 鈴ノ宮遺跡 尚崎市文化財調査報告書第 4 集 昭和53年 3 月 31H 高崎市教育委員会

46 正観寺遺跡群 D1 高崎市文化財調査報告書第21集 昭和56年 3 月 高崎市教育委員会

参考文献

全国遺跡地図群馬県昭和52年 3 月 25 日 文化庁文化財保護部

群馬県遺跡地図 昭和48年 3 月 31 日 群馬県教育委員会
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第 2 章遺跡の環境

3. 科学分析の目的

本遺跡の調査では、考古遺物だけでなく、古環境

を復原する上で重要な資料を得ることができた。こ

れらの総合化を通して、地域の原始・古代が明らか

になると思われる。その基礎作業として、以下の分

析を行った。なお、今後の整理作業の進捗にともなっ

て、さらに分析の内容・種類は変化するものと考え

られる。

1) 年代測定

14c 年代測定 第 5 次調査 D 区で検出された 2 号河

川跡の河道ごとの年代を求めることにした。資料点

数は 4 点で、 3 点は旧河道内、 1 点は東に接する集

落をのせる低台地を形成する砂層内の資料である。

遺跡内でのサンプリングは材化石と泥炭質土壌各 2

点ずつを使用することとした。

2) 古環境関連

種子同定 2 号河川跡調査時点で種子類の出土が

あった。調査区・出土層位を確認し、資料の取り上

げを行った。種類等の同定を行い、環境を知る手掛

かりとしたい。

樹種同定 1 • 2 号河川跡・溝・住居跡等から出土

した木製品、木材の取り上げ資料からプレパラート

作成を行い、植物組織の分析から樹種同定を行うこ

とにより、木製品における樹種の使用方法等を明ら

かにしようと試みた。また自然木や人的な手の加

わっていないと判断された樹木からは、本遺跡周辺

の植生を知ると同時に、自然環境を知る手掛かりと

＇したい。

珪藻分析 珪藻は珪酸質の被殻を有し、堆積土中に

よく保存され、種によって明瞭な住み分けがみられ

ることなどから、本遺跡周辺、特に資料サンプルと

した 2 号河川跡（旧染谷川）の水域環境を調べようと

するものである。なお、資料サンプルを採集するに

あたり、 2 号河川跡内出土の昆虫の種類同定を試み

るつもりで採取した、昆虫に付着した土を資料とし

て使用することにした。

20 

3) 動物遺存体

昆虫 2 号河川跡調査時に出土した昆虫の種類を同

定するにあたり、昆虫の特色などを考慮し、生物の

中で最も多い種類数であることや、多様な環境に住

み分けること、死後の移動が少ないことなどを考え

合わせて、狭い地域での環境を把握できる可能性が

あることによって試みた。

獣骨類 2 号河川跡・土坑からの出土獣骨・角類は

450点余りに達した。人的な影響を強く受けたと考

えられる資料の出土もあったことから、種類・部

位・年令・性別の同定の他に、加工痕や焼骨等の観

察も併せて行うことにした。同定結果から、動物の

捕獲時期や食糧化する動物の捕獲年令、骨角の利用

方法などの手掛かりがつかめるか試みたい。

貝類 1 号河川跡から出土した数点の貝は遺存状態

が悪い。しかし、解明できると思われる種類・貝殻

の残存状況の把握・貝類採取の頻度と季節性・成長

速度・齢構成からみた貝類生息環境等の結果が出せ

れば、本遺跡における環境復原を追求できる手掛か

りとなると考えて分析を依頼する。

人骨 人骨の出土状態等と関連付けて墓制を研究す

ることにより、時期的・地域的な文化解明の大きな

手掛かりを得ることができる。本遺跡では方形周溝

墓等から出土した人骨及び歯の残存状況・形態特

徴・年令・性別などの鑑定を試みたものである。

4) 岩石

石器及び石製品 遺跡内における住居跡や旧河川跡

出土の石器や、井戸等から出土した石製品や板碑な

どの石材を同定することにより、石器や石製品の材

質的特色から、石材の運搬経路や製品の搬入等を通

し、交易圏の追求を試みたものである。

5) 成分分析

ガラス 方形周溝墓等出土のガラス製品の定性分析

や分光・分析による成分調査を行うことにより、配

合率の変化による産地同定や作成時期の推測を進め

るための資料化としたい。 （相京）



1 概要

第 3章溝の調査

1. 概 要

本遺跡の調査では村前地区で86条、下り柳地区で

37条の溝が検出された。これらの溝は、前章で述べ

たような遺構確認面でそれぞれ確認され、掘削時期

の確定できる溝もある。規模や走向の特徴から幾つ

かの形態に分類でき、機能の推定できるものもある。

村前地区 第一・ニ次調査区では As-B 純層が確認

された。 3 、 4 、 11 、 16号溝は同層をきって掘られ

ており、遺物から近世の遺構と考えられる。これら

の溝は幅が広く、東西・南北の直線的な走向を示し、

屋敷地区画の堀である可能性が考えられる。 11号溝

では K-16グリッドで木製構造物が検出されたが、

機能は判然としない。また、 As-B 層に覆われてあ

るいは、埋没土中に挟んで検出された 1 、 2 、 5 ~ 

9 、 18 、 22 、 25 、 38号溝は、 As-B が降下した 1108

年以前に掘削された。これらはほとんど埋没土下層

に砂の堆積があり、水路あるいは地割り溝の可能性

がある。 II 面（洪水堆積物の上面）で確認したその

他の溝はテフラとの関係が不明で、掘削時期も中世

から 6 世紀の榛名山噴火に伴う洪水直後と考えられ

るものを含んでいる。これらの溝からは遺物も少な

く、掘削時期が判然としないものも多い。 37号溝は

II 面で検出したが、出土遺物から中世の溝である可

能性が高い。また、 34号溝は出土遺物から洪水直後

に掘られたものと考えられる。

第三•四次調査区では、埋没土に As-B 純層が堆

積していたのは51号溝のみである。これらに直複す

る 52 • 53号溝は51号溝に後出する溝と考えられる。

この他の II 面で検出された溝は、出土遺物から古墳

時代後期～平安時代に掘削されたと考えられる。

第二次調査区の洪水層下 III 面で検出された42号溝

は Hr-FA に直接覆われていたが出土遺物はほとん

どない。 24号溝は底面に砂層が堆積し、その上を

Hr-FA と洪水堆積物が覆っている。走向から第三・

四次調査区で検出された Hr-FA 直下の水田の用水

路の可能性が大きい。また、 24号溝は 1 号河川跡か

ら分水されたと考えられる44号溝とほぼトレースし

ており、継続した用水管理を窺うことができる。

44号溝は、黒色土層下のN面で検出された。 K·L

-27 • 28グリッド付近で、 1 号河川跡からシガラミ

状の施設によって分水されていたものとみられる

が、構造物の詳細は不明である。弥生時代後期から

古墳時代中期初頭までの遺物が出土している。また、

滑石製の玉類や木器が分水部周辺に集中して出土し

ている。これらの遺物は 5 章で一括して報告した。

第四次調査w面で検出した77 • 86号溝は弥生時代

後期から古墳時代初頭の土器、木製農具や杭が多量

に出土した。また、 86号溝では、 87号溝方向への取

水のための堰と考えられる構造物が検出された。

下り柳地区 I 面（As-B 直下）で検出された溝は

ほとんど同面で検出された As-B 下水田を切る形で

掘削され、 As-B 降下以降の溝である。そのなかで

22~24号溝は埋没土中に As-B の純堆積層があり、

同テフラ降下以前に掘られた溝である。特に22 • 24 

号溝の走向は As-B 下水田のアゼ方向と一致する。

II 面 (Hr-FA 直下）で検出された溝は同テフラ

直下の水田を切って掘られているものが多く、

As-B 降下以前 Hr-FA 降下以降に掘削されたと考

えられる。 31~33号溝は埋没土上層に Hr-FA が認

められた溝で 6 世紀初頭にはすでに埋没している

が、走向は Hr-FA 下水田横アゼの方向と一致する。

III 面（As-C 直下）の溝は 20号溝のみである。

As-C 下に検出された水田区画を切るように掘られ

ており掘削時期はAs-C以後、 Hr-FA以前である。

w面では37号溝を検出した。遺物も少なく掘削時

期は不明である。埋没土下層には砂が堆積している。

（小島）
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第 3 章 溝の調査

2. 

3 号溝

位置

リット

重複

する。

走向

規模

形状

村前地区の溝

付図5-1 ·2、図 10· 13 、 PL5-l~6 、 PL63、表P.3

B ~ F -6. 7 、

4 号溝に先行し、

直線的であるが、中途でほぽ直角に折れる。

幅約4.0m

調査長約20.0m

（傾斜

法面の勾配が緩く、断面形がカマボコ状を呈する。

底面は幅0.3~ l. Om で凹凸面が少なく、東から西へ

向かって緩く傾斜する。

埋没土

られる。

出土遺物

磁器と瓦の破片が出土した。 No 3 • 4 はほぼ底面に

密着して、他は7.0~16.0cm浮いて出土した。

調査所見

F-8~10、

深さ約1. 6m

G-13·14グ

1 • 2 • 5 • 7 号溝に後出

東端95.17m ー南端94.90m)

中位～下位にラミナ状に堆積した砂層がみ

直角に折れ曲がるコーナー付近より、陶

南方へ直角に折れ曲がった F-b~F -

10グリッドにかけた地点では、調査の工程上、溝の

検出を As-B の下面で行わざるを得なかったため

に、その痕跡は消失している。埋没土には砂層が認

められることから、流水の存在が想定される。

溝の走向は、

3 号

4 号溝とともに調査区の東側に位置す

る現在の屋敷を区画する溝と重複しており、当時の

邸宅を区画する溝の可能性が高い。溝の開削年代は

出土した陶磁器類からみて、 18世紀を下らないと思

われる。 （石坂）

4 号溝

位置

付図5-1 •2 、図11~13 、 PL5-l~6 、 PL63·64、表P.3-6

B•C-b·7 、 D•E-6 、

F • G -13 • 14のグリッド

重複

走向

規模

形状

22 

13号井戸に先行し、

幅約2.0m

調査長42.0m

（傾斜

F -6 ~10 、

3 号溝に後出する。

3 号溝と同様 F-6グリッドで直角に折れる。

深さ約1.6m~0.78m

東端94.42m ー南端94.57m)
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゜ 1 : 4 20cm 

I 

ーーロニニニロ

埋没土

出土遺物

調査所見

図10
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゜ 1 : 3 10cm 

3 号溝出土遺物

検出状況の良い東側での断面形は、薬研状を呈する。

底面は幅0.2~0.5m で、一定方向への勾配は認めら

れない。

大半が粘質の灰褐色土で埋没しているが、

最下層にはわずかな砂の堆積が認められる。

埋没土中より、椀を中心とした陶磁器類

の破片が出土している。

F -6~10 、 F • G -13 • 14 グリッドにか

けた地点では、遺構検出面が低位となったために、

底面の痕跡をわずかに確認できた。埋没土最下層の

わずかな砂層の存在から、少量ながらも流水があっ

たと判断される。埋没土中から出土している陶磁器

類の年代は、 18世紀から昭和初期にまでわたってい

る。これらの遺物から掘削時期を特定することは難
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2 村前地区の溝

A
 

3 • 4 号溝 A' 

L=96.0m 

4 号溝 l 層

3 号溝 2 層

3 層

23号溝 4 層

地山 5 層

6 層

7 層

8 層

9 層

10層

11層

12層

13層

14層

15層

灰褐色土 鉄分がところどころに集積している。底部に砂の堆積がみられる。

灰褐色土 細砂からなり、流水の影響がみられる。

灰褐色土 13層に類するが、より細砂からなる。

灰褐色土

耕作土 細砂。

暗褐色土 茶色の細砂が、ラミナ状に堆積している。水の影響を受けていると思われる。

暗褐色土 4 層に類するが茶色味を帯びる。

暗褐色土 灰色土の小プロックを多く含み、混土状をなす。黄色の小軽石を含む。

灰茶色土 灰色土と鉄分集積粒の混土層。プロJク状に砂粒が入っている。

砂粒のプロック 砂とともに As-B も含まれているようである。

灰色土 細砂で、水による堆積と考えられる。

As-B の灰層と考えられるが、上層は黒色味を帯びている。

As-B 純堆積層

黒色土 非常に粘性が強い。

灰色土 やや青味がかっている。粘性が強い。 12層の下に、黄白色の粘質土になる部分と、この土層の下の茶色

の砂礫層の部分とがあるが、いずれの部分でも As-C 層は確認できなかった。

図13 3 号・ 4 号・ 23号溝土層断面
゜ 1 : 60 4m 

しいが、重複関係にある］7～ 18世紀代の 3 号溝に後

出することや、出土遺物が18世紀代のものを最古と

することなどからみて、おそらく 18世紀代に掘削さ

れ、昭和初期の段階にまで埋没しきらずに、溝とし

ての形状をとどめていたものと判断される。（石坂）

10号溝付図5-2、図 14· 15 、 PL5-7 、 PL64、表P.6

位置 E -14 • 15 、 F • G -14 • 15 グリッド

重複 9 • 11 • 23号の各溝と重複する。埋没上で確

認できなかったため判然としない点が多いが、 9.

A
 

A' 

L=95.5m 

1 層 暗灰褐色土 しまりはない。

2 層 暗灰褐色土 l 層に類するが、やや赤味を帯びる。
0 1:40 2m 

11号溝よりは後出と考えられる。

走向 東西方向の溝である。

規模幅2.0m~2.2m 深さ0.23m~0.72m

調査長6.5m

|

r
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¥ I 
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---ミ） / 

/ 

乙ジ

゜ 1 : 2 10cm 

図 14 10号溝 図15 10号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

形状 （傾斜北端94.89m ー西端94.80m)

東端は調査区域外に延びている。西端も近年の用水

路掘削時に攪乱を受け、走向が判然としない。北に

走向を変え、 3 号溝あるいは 4 号溝に継続する可能

性が強い。また、 11号溝の北側、 G -15グリッドに

浅い落ち込みがあるがこれに続くことも考えられ

る。残存部分での断面形状は法面の傾斜が非常に緩

やかで、底面の幅も1. 2m と広いものであった。

埋没土 図示したとおり、暗灰褐色土により埋没し

ている。

出土遺物 鉄製の鎌図15 (M 6) が埋没土中から出

土している。

調査所見 流水のあった可能性は少ない。掘削時期

についても確定できない。 （徳江）

11号溝付図5-2、図16~24 、 PL6-l-5 、 PL64~68、表P.6~10

位置 E ~G -15 • 16 、 H-16グリッド

重複 9 号溝に後出、 10 • 15号溝、 25号井戸に先行

すると考えられる。 23号溝とも重複する可能性があ

るが判然としない。

走向 東西方向の溝である。 15号溝との重複部分で

北に走向を変えていると思われるが後世の攪乱を受

けている。西端は調査区域外に延びている。

規模幅l. lm~2.2m 深さ0.41m~ 1. 14m

調査長17.Om

形状 （傾斜北端94.92m ー南端94.06m)

底面は 9 号溝の西側で比高差50cm程の段をなしてい

る。西端部分の壁面は中位の一部が崩壊してえぐれ

ているが、原形はほぽ直立に掘り込まれたものと思

われる。底面も平坦で、西側に向けて低くなってい

る。残存壁高は約1. 3m である。これに対して、高

位部分の断面形は、上位にやや開放する箱形を呈し、

残存壁高も 0 .45~0.55m と低いものである。

低位部分の底面には北壁際に 4 箇所（ピット 1 ~ 

4) 、南壁際に 1 箇所（ピット 5) 、小ピットが穿たれ、

それぞれには杭が据えられていたと考えられるが 5

箇所でその残存が確認できた。ピット 6 • 7 は 1 ~ 

5 と比較して大きな掘り込みで、人頭大の礫が置か

26 

れていた。ピット 20は、その他のピットと異なり壁

面の中位に掘り込まれた長円形のピットである。高

位部分の底面にも 5 箇所、 12本の浅い掘り込みの小

ピットが検出された。ピット 8 ~12 とビット 13~16

は幅10cmの筋状の掘り込みをはさんで対置してい

る。ピット 17は底面の中央に、ピット 18 と 19は南北

それぞれの壁際にあり、底面をはさんで対応する位

置関係にある。

埋没土 西端での埋没状態は図示したとおりであ

る。概略的には、上位に暗褐色土あるいは暗灰褐色

土が堆積し、それと壁面の崩落した土が混土状態を

なしていた。中位から下位にも壁面が崩落した土が

堆積している。

出土遺物 高位部分では、ピット 14に近接した底面

から灰釉陶器 (85) の破片が、また、埋没土中から陶

器 (84) が出土している。その他容器としては漆塗り

木製椀578が低位部分から出土している。

A
 

A' 

L=96.3m 

1 層耕作土。

2 層 耕作土と 3 層の混土層。

3 層 暗灰褐色土と黄白色土の混土層。壁からの崩落と考えられる。

黒色の粘質土の小プロソクが入りこむ。

4 層 暗褐色土 灰白色の軽石をまばらに含む。あまりしまりは

ない。

5 層 灰白色土を主体とした 4 層との混土層。

6 層灰白色土 壁が崩落したもの。褐色土も含む。

7 層 暗灰色土 壁が崩落したもの。青味がある。

8 層 暗灰褐色土黄灰白色土のプロックを含む。

9 層 黄灰白色土 壁と同様の土が入りこんでいる。しまりはない。

゜ 1 : 40 2m 

図16 11 号溝土暦断面
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第 3 章 溝の調査

こ｀ づ二三；三一麟―――

二言言よ',\1

一

ロ

W601 

且

_--ロ - '’9 - = W602 

□
_
 

□
羞
I

言
ー
い
ハ
0

口―ーニロこ二三□—
ー

ぷ＼三--
-̀-

-S--=、

ー一こごロニロ / -—-/\,\ 
ーヽ • 一

—— 三戸三ぅ
W604 

゜ 1 : 8 40cm 

図24 11 号溝出土木器（7)

低位部分からは木製品あるいは木片が大量に出土

した。その多くはピット 2 と 3 の南側の底面からの

出土である。板状の製品が 3 枚（591 • 594 • 598) 、

その下にこれらと同方向で柄穴のある角棒状の製品

(604) 、それと接して、直交する棒状製品 (602) をは

じめ、その他繰り込みや切り込みのある製品がみら

れた。

らは流水の有無は確定できなかった。ただし、木製

品の残存状態からすれば、高位部分と同レベルまで

は常に帯水あるいはそれに近い状態にあったと考え

られる。掘削時期は、断定できかねるが、 18世紀と

考えられる陶器の年代観あるいは漆塗り椀に付与さ

れる年代観が参考になる。 （徳江）

調査所見

34 

調査時の出水も影響し、埋没土の観察か



2 村前地区の溝

27号溝付図5-2、図25 、 PL6-6 、 PL-64 、表 P.10

位置 G -14 • 15 、 H -15 • 16 グリッド

重複 11号溝より後出である。

走向 南北方向に延びるが、 H -16グリッドで西に

走向を変え、やや丸みをもつ隅を形成している。

夫見梧莫 幅0.6m~ 1. 1 m 深さ 12.9m~36.5m

調査長14.0m

形状 （傾斜南端95.33m ー北端95.11 m) 

確認面での幅が著しく異なっている。 H -15 グリッ

ド部分でば法面が緩やかに立ち上がる断面形を呈し

ている。

埋没土 やや茶色みのある黄灰色土が堆積してい

た。色調は部分的に黄色み、茶色みの強いところが

あった。

調査所見 残存状況は極めて悪く、北端はさらに北

方向に延びていたと思われる。流水の可能性は少な

い。掘削時期は確定できない。 （徳江）

97 

0 1 : 4 10cm 

図25 27号溝出土遺物

28号溝付図5-2

位置 G -16~19グリッド

重複 16 • 18号溝に後出する。

走向 南北方向に延びる。

夫見梧莫 幅0.5m~ 1. 9m 深さ 0.12m~0.16m

調査長15.0m

形状 （傾斜北端95.5m ー南端95 .46m)

16号溝の南北で幅が著しく異なるが同一遺構と考え

た。 16号溝の南では幅が広く、法面の立ち上がりが

緩やかで、断面形は浅いレンズ状を呈していた。

埋没土 やや茶色みを帯びる黄灰色土が堆積してお

り、 26号・ 27号溝と類似している。

出土遺物なし。

調査所見 南北の両端は判然としない。埋没土の状

況から流水はなかったと思われる。掘削時期は確定

できない。 （徳江）

29号溝付図5-3、図26 、 PL6-7 、 PL64表P.10·11

位置 J -23 • 24 、 K. L _23~25グリッド

重複 31号・ 32号溝に後出する。

走向 ほぽ東西方向の溝で、南側にやや膨らむ。

規模幅5.2m~8.6m 深さ 1.52m~ 1. 61 m 

調査長1 1. 0m

形状 （傾斜東端94.05m ー西端93.98m)

断面は V字形を呈する。掘り込みはしっかりしてい

る。

埋没土 全体的に粘質な土で埋まっている。

出土遺物 焙烙の他、陶磁器が 3 点出土しているが、

埋没土中からの検出であり、時期を示す資料とは言

えない。

調査所見 溝の掘削は定形化したものであり、流水

の可能性は明らかではない。周辺との関連は不明で

あるが、地割り、施設等の一部と考えられる。掘削

時期は近世以降であると考えられる。 （友廣）

□,4 

W649 
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゜

1 : 4 20cm 

図26 29号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

16号溝付図5-2·3、図27·37 、 PL8-2·4~6 、 PL70、表P.11

位置 F ~H -17 • 18 、 I -17~20、J -20~23 、

K-23グリッド

重複 9 号・ 18号溝に後出し、 13~15号・ 17号・ 29

号溝に先行している。 21号・ 22号の各井戸とも重複

している。

走向 F -18グリッドから 15m はほぼ直線的に西進

するが I -17グリッドで角と成り、南に屈曲し、走

向を南北方向に変えている。

規模・形状

北溝幅1.5m~2.6m 深さ 0.41 m~0. 71m 

調査長15.0m

（傾斜東端94.96m ー西端94.89m)

西溝幅1 .4 m~2.3m 深さ 0.27m~0.62m

調査長31.0m

（傾斜北端94.96m ー南端94.95m) 

北西角は外縁が直角に近い形状である。これに対し、

内縁はやや丸みを持って変換している。 H -18 グ

リッド周辺や、南端の29号溝と重複する部分の周辺

の幅がやや広くなるほかはほぼ一定の幅を保持して

いる。断面形は上位に大きく開放し、法面が緩やか

に立ち上がるもので、底面の幅は狭く平坦である。

東西方向では法面の中位からやや下位に弱い稜がみ

られるがこの形状が原形に近いものと思われる。

埋没土 暗褐色土と暗茶褐色土が堆積している。

出土遺物 北西隅部分の埋没土の下位から石臼の破

片 (S 29) が出土している。また、埋没土中から播鉢

の破片 (82) や瓦、土師器杯片 (83) 等が出土している。

調査所見 流水の可能性は少ないと考えられる。部

分的な検出のため断定できないが、本遺構は、屋敷

あるいはこれに類する居住域の北辺あるいは西辺を

区画する空堀であったと考えられる。東端は調査区

域外に及んでいるが、南端は29号溝以南では検出で

きず、 29号溝はこの区画の南辺の溝に走向をトレー

スして掘削されている可能性もある。

掘削時期は断定できないが、石臼をはじめとした出

土遺物の年代観が参考になる。 （徳江）

A
 

B
 

A' 

B'L=95.8m 

轟L=956m
1 層明茶褐色土耕作土。

2 層茶褐色土 しまりは強い。 As-B は含まない。

3 層 暗茶褐色土 As-B は含まない。粘性はある。

4 層 暗茶褐色土 3 層よりも粘性がある。しまりは弱い。

゜ 1 : 40 2m 
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図27 16号溝上層断面と出土遺物

36 



2 村前地区の溝

1 号溝付図5-1 、図28·29 、 P し7-l ｷ2 

位置 A-0 、 B-0~ 2 、 C-2~ 8 グリッド

重複 4 号溝、 10号・ 12号井戸に先行する。

走向 台地の縁辺に沿って蛇行しながら南走する。

規模幅0.55m~2.0m 深さ0.12m~0.35m

調査長44.5m

形状 （傾斜北東端95 .49 m ー南東端95 .47m)

付図 5- 1 （スミ線）及び写真図版 7 は As-B を除去

した段階のものであり、図28の A-A'の断面図の

ように、部分的には底面より 20cm下位に掘り方をも

つ箇所もある。断面形は U 字状を呈し、底面は幅

0.2~0 .4 m である。 C-6 グリッド付近が95.60m

で最高位となり、南北両端に向かってわずかな勾配

がみられる。

埋没土 最上層に As-B の純層が堆積し、中位～下

位には黒色の粘質土が堆積する。

出土遺物 小片が 1 片出土したのみである。

調査所見 調査期間の都合上、 2 箇所のトレンチ断

面でのみ、溝の掘り方を確認した。埋没土からは、

顕著な流水の痕跡を認めることはできない。掘削時

期については伴出遺物がないために確定できない

が、上層に堆積した As-B の年代から、少なくとも

1108年以前であることは明らかである。 （石坂）

2 号溝付図5-] 、図29·30 、 PL7-l~3 、 PL69表P.11 ｷ12 

位置 C -2 • 3 • 8 • 9 、 D-2~11グリッド

重複 4 号溝、 13号・ 14号・ 15号井戸に先行し、 1

号・ 7 号溝に後出。

走向 1 号溝とほぼ平行した走向である。

規模幅1. 5m~4.5m 深さ0.25m~0.91m 

調査長44.0m

形状 （傾斜北東端95.3m ー南端95.03m)

緩やかな法面をもち、断面形は北半部では弧状を、

南半部では逆台形状を呈する。底面はグリッド 6 ラ

イン上の位置で標闇94.8m と最も低くなるが、全体

的には北側から南側への緩やかな勾配がみられる。

また底面及び法面には直径 5 cm未満の小穴が無数に

c- C' 

L=96.5m 

1 号溝 1 層黒色土

2 層黒色土

7 号溝 3 層黒色土

4 層 暗灰褐色土

5 層 暗灰褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗灰褐色土

8 層暗灰褐色土

9 層暗灰褐色土

10層 暗灰褐色土

l]層暗灰褐色土

12層 暗灰褐色土

軽石をまばらに含む。粘性がある。鉄分の梨積が著しい。
l 層に類するが、軽石を多く含み黒色味も薄れる。鉄分集積が著しい。
軽石を含まず、粘性が強い。 3 層の直下には、砂粒がラミナ状に堆積している。
鉄分梨積が著しい。 3 層より粘性が弱くなる。

灰白色土小プロックをまばらに含む。

やや粘性がある。

4 層に比して砂粒などの混入物が多く、細かく分層することも可能である。左隅には＼1培がプロJク状に入
りこんでいる。中央部上層には、 6 培と同様の土粒がラミナ状に波打って混入し、暗褐色土層と混土状を呈
している。その下には、砂粒がやや含まれている。水が流れていたことを証明している。
7 層に比して色調は黒くなる。滉入物は少ない。

中央部を中心に、砂粒を多く含む。砂粒は鉄分を集積し、赤褐色を帯びる。
4 培に類するが、粘性はやや弱い。

As-C をまばらに含む。

17培の小粒をまばらに含む。

地山 13層 As-C 混じり黒色土

14層黒色粘質土

15陪 13培と 16層の漸移培

゜

16昂黒色土

17層黄褐色粘質

1 : 60 4m 

図28 1 号・ 7 号溝土層断面
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第 3 章溝の調査

A
 

A' 

L=96.0m 

l 培

2 層

3 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

8 層

9 層

10層

11層

12層

13層

B 

黒色土 軽石は含まれず、粘性が強い。白色軽石をまばらに含む。

暗灰褐色土 上層ほど粘性が強い。鉄分躯積がみられる。 As-C を極少最含む。

暗灰褐色土 やや灰色味が強く、明るい。

地山が、プロソク状に滉入。

暗灰褐色土 細砂の層。上～下位まで同様の粒子である。

暗灰褐色土 5 層よりしまっており、やや粘性化している。軽石も 5 層に比して多い。

暗灰褐色土 砂質。榛名山起i原の軽石． As-C をまばらに含む。

里褐色土 粘性が強く、しまりがある。榛名山起源の軽石． As-C をまばらに含む。

暗灰褐色土砂層。

暗灰褐色土 5 層がやや粘性化したもの。黒味もやや強くなる。

暗灰褐色土 砂質で、あまりしまりはない。 As-C ・榛名山起源の軽石を極少屈、まはらに含む。

暗灰色土と黄灰色土の小ブロックの混土培。

暗灰褐色土 細砂を主体とした粘質土との混土層。

暗灰褐色土 粘質土を主体とした細砂との混土層。

地山 ］4層 黒色粘質土

15層黒色土

2 号溝

L=96.0m 

1 層灰褐色土

2 層灰褐色土

3 層 黒灰色粘質土

4 層灰色粘質土

5 層灰色粘質土

6 層 As-C 層

7 層灰色粘質土

8 層灰色粘質土

9 層灰色粘質土

10層灰色粘質土

11層灰色粘質土

12層灰色土

13層灰褐色土

14層灰褐色土

15層黒灰色土

やや粘性をもつ土で、 Hr-FA のプロJクを多祉に含む（水田造成時の盛土の可能性がある）。榛名山起源の軽石を少

益含み、鉄分の集積がある。

l 層に類するが、ほとんど Hr-FA を含まない。榛名山起源の軽石及び As-C を少益含む粘性のある土。鉄分の集積

があり、しまりもある。

As-C をかなり多く含み、また直径0.5~1 mmの小礫も含まれる。鉄分の集積があり、しまりのある土。

20層プロJクを多量に含んだ粘質土で、 As-C も多く含む。鉄分の集積が多く認められる。しまりのある土。

4 培に類するが、 20層プロJクを極少量含む。あまりしまりのない粘質土。

純堆積ではないものと思われるが、明確に断定できない。層中に粘質土のプロックを含む。

4 層に類する土で、多くの20層プロックを含む。また少量の As-C を含む。

As-C や20層プロソクをはとんど含まない。鉄分の集積が多く認められる。

4 層に類するが、ほとんど As-C を含まない。

As-C を全く含まない。

10層よりもやや色調の暗い層。 16層 灰色土 As-C と黒灰色土の混土層

As-C と黒灰色士との混層で、粘性に富む。しまりの少ない土。 17層 灰色粘質土

榛名山起源の軽石や As-C を少量含むシルト質の土。しまりをもつ。地山 18層 As-C 混じり黒色土

ラミナ状堆積をなすシルト質土。 19培 黒色粘質土

1 層と 20層との混層。 20層 黄褐色粘質土

゜
1 : 60 4m 

図29 1 号・ 2 号溝土層断面
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2 村前地区の溝

認められる。

埋没土 1 号溝と同様、最上層には As-B の純層が

堆積する。図29の A-A'土層断面では底面直上に

砂層の堆積が認められるが、より北側に位置する B

-B'断面では検出されていない。

出土遺物 As-B より下位の埋没土層中から、 9 世

紀前半の須恵器の杯 (18) の破片が 1 点出土した。出

土遺物の所属時期が As-B との層位的関係ともii11.齢

がみられないことから、溝の使用時期と何等かの関

係をもつと思われる。

調査所見 付図 5 - 1 は As-B の直下面において検

出した規模・形状であり、最終的な掘り方は同図中

青線で示した。グリッドの 4 ~ 8 ラインにかけては、

下位の 5 号溝や 7 号溝と重複するために規模・形状

とも不明であるが、他では底面0 .4 ~0.7m 、断面形

は逆台形を呈する。開削時期は出土土器が 9 世紀前

半のものであることから、少なくとも当該期にまで

遡るものと思われる。 B-B'の土層堆積状態から

みて、流水のあったことが想定される。 （石坂）

＜こニコー

＜二J) - ¥I 

゜

~8 

: 
゜

1 : 4 10cm 

5 号溝付図5-] 、図3] 、 PL7-4~6 、 PL69、表P.12

位置 B-7 ·8 、 C-6~ 8 、 D-6 グリッド

重複 1 号・ 2 号溝、 12号井戸に先行し、 7 号溝と

の新旧及び共時関係等は不明である。

走向 僅かに蛇行しながら北走する。

規模幅1.5m~4.0m 深さ0.68m~ 1. 15m

調査長12.0m

形状 （傾斜北西端95.32m ー南西端95.04m)

幅員及び断面形は一定していない。より高位置とな

る南端の底面には直径2.0m 、底面からの深さ0.6m

の掘り込みがある。他の底面には流水による甑穴状

のピットが多数存在する。底面の勾配は一定してい

ないが、全体的には南側から北側へと傾斜している。

埋没土 調査工程上、埋没土層の堆積状態を図化で

きなかったが、上位～中位では灰褐色粘質土が、下

位には粗い砂が堆積している。

出土遺物 埋没土中より、須恵器の椀の破片が 1 点

出土したのみである。

調査所見 底面直上の砂層の堆積や瓶穴状の小ピッ

トの存在から、かなりの流水のあったことが想定さ

れる。 1 号溝は D-6 グリッド以南で 5 号溝と上下

に重複する関係にあるが、これは 5 号溝が埋没して

凹地となってゆく過程で、その痕跡の一部を 1 号溝

として再利用した可能性が高い。掘削時期は 1 号溝

との関係から、 12世紀以前であることは確実だが、

その上限については確定できない。 （石坂）

＼二三；616

1: 2& 10cm 

゜ 1 : 4 20cm 

図30 2 号溝出土遺物 図31 5 号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

6 号溝付図5-] 、図32·33 、 PL7-4·5 、 PL69 、表P.12

位置 D ~F  -10 • 11 グリッド

重複 2 号溝に先行する。

走向 若干蛇行しながら東から西の方向へ延びてい

るが、 F-11 グリッド付近で南方へ分岐する幅70cm

ほどの小溝がみられる。

規模幅2.2m~3.3m 深さ1. 1 m~1.3m 

調査長1 1. 0m

形状 （傾斜東端95.03m ー西端94.66m)

付図 5 - 1 （スミ線）は As-8 層直下の形状であり、

実際の掘り方は同図中青線である。 As-8 の直下面

では 2 号溝の南端部で接続しているが、掘り方では

7 号溝と接続している。断面形ば法面勾配の緩い V

字型を呈し、底面は凹凸が少なく、東から西へと傾

斜している。

埋没土 上半は As-8 の純堆積層で、下半はシルト

的な粘質土で埋没している。

出土遺物 東端部の底面に近い埋没上中より、ほぽ

完形の須恵器の椀 2 点と甕の破片 2 点が出土した。

各土器ともにその時期は、 9 世紀末に比定される。

調査所見 7 号溝との新旧関係は不明であるが、相

互の位置的関係や出土遺物の時期差が少ないことか

ら、ほほ同一時期と思われる。掘削の時期は確定で

きないが、出土遺物の時期が 9 世紀に限定されてい

ることからみて、少なくとも当該期まで遡ることは

明らかである。 （石坂）

こ二つ

/ 

□1/? 

72 

゜ 1 : 4 20cm 

図32 6 号溝出土遺物

A' 

L=95.5m 

1 層 黒灰色粘質土

2 層 灰白色粘質土

3 層灰色粘質土

4 層 灰褐色粘質土

5 層灰色粘質土

かなり多くの As-C や、少星の榛名山起源の軽石を含む。

灰色粘質土と 7 層との混層。

地山 6 層黒色土

7 層 黄褐色粘質土

ほとんど As-C を含まない。鉄分の集積がある。

3 層に類するが、多くの As-C と少祉の榛名山起源の軽石を含む。鉄分・マンガンの集積が多く認められる。

あまり軽石類を含まない。

゜ 1 : 40 2m 

図33 6 号溝土層断面
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7 号溝付図5-1 、図28·34·35 、 PL7-4 -5- 7 、 PL69 、表P.12~14

位置 D -3 ~10、 E -3 ~11 グリッド

重複 2 号溝に先行する。 5 号• 8 号溝との関係は

不明。

走向 南から北の方向へ直線的に走向。

規模幅2.9m~3.5m 深さ0.8m~ 1. 15m

調査長37.0m

＝ロ

<

こ三〉1/

ロ

＿ニこ／-

こ69:7:

75 

2 村前地区の溝

形状 （傾斜南端94.35m ー北端94.00m)

幅及び法面の勾配等は一定していないが、 5 号． 8

号溝と接続する E-7 グリッド以北では最大幅が

4m以上となる。 E-5 グリッド近くの底面には直

径2.5m 、深さ0.3m の円形状の掘り込みがある。ま

た、より高位置となる南端部には、 5 号溝と同様に

最大径 3m 、溝の底面から深さ 1 m の井戸状の掘り

ロニ三

口一

~1 

□68 
/ / 

¥ |り

ここ76

` ̀ 

＼三こI180

74 

図34 7 号溝出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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第 3 章溝の調査

込みが付設されており、周辺の壁面には甑穴状の小

ピットが多数認められる。溝の底面は多少の凹凸が

あるものの、南から北へ向かって緩やかに傾斜して

いる。

埋没土 上半部には As-8 が堆積するが、下半部で

は砂層がラミナ状に堆積しており、かなり多量の流

水の存在したことを窺わせる。

出土遺物 底面に近い埋没土下層より、あまり風化

していない須恵器の杯 8 点、蓋 1 点、甕 1 点と少最

の土師器の破片が出土した。これらの遺物の所属時

期は 9 世紀である。

調査所見 ラミナ状の砂層堆積からみて、かなり多

量の流水があったことは明らかである。また 5 号溝

と同様に、高位置に掘削された井戸状の掘り込みは

「溜井」の可能性もある。流水の方向は自然地形とは

逆の南から北へと流下して、染谷川の旧流路と合流

している。掘削時期は確定できないが出土遺物がほ

ぼ 9 世紀に比定されることから、これに近接した時

期と思われる。 （石坂）

8 号溝付図5- 1, 図35

位置 D -6 ~ 8 、 C - 8 グリッド

重複 1 • 2 • 7 号溝に先行する。

走向 L 字状に曲折して、北走する。

夫見桔莫 帷畠1.7m~2.4m i架さ 0.76m~0.44m

調査長18.0m

形状 （傾斜東端94.80m ー北端94.15m)

幅の一定しない溝であるが、法面の勾配が緩いカマ

ボコ状の断面形を呈する。底面は若干の段差がみら

れるが、全体的には東から北へ向かって傾斜してい

る。また底面には 5 号・ 7 号溝ほどではないが、流

水に起因すると思われる瓶穴状の小ピソトが認めら

れる。

埋没土 調査行程上、埋没土層の状態を図化できな

かったが、上位～中位には灰褐色粘質土が、下位に

はわずかではあるが、砂の堆積がみられた。

出土遺物なし。

調査所見 埋没土下位の砂層堆積から何等かの流水

のあったことが想定される。溝の形状等はやや不安

定であるが、底面の勾配は 5 号・ 7 号溝と同様に、

自然地形とは全く逆方向についており、人為的に掘

削されたものと判断される。据削時期は確定できな

いが、 7 号溝との重複関係から 9 世紀以前に位置付

けられよう。 （石坂）

A
 

A' 

L=95.4m 

1 思 黒灰色粘質土 多埜の榛名山起源の軽石． As-C を含む、しまりのある土。

2 附 灰褐色粘質土 多焚の榛名山起源の軽石． As-C を含み、鉄分の集栢がある。しまりのある土。

3 思 灰褐色粘質土 2 層よりやや色調の暗い土で、少益の榛名山起源の軽石． As-C を含む。

4 層 灰褐色粘質土 2 附に類するが、軽石類をわずかに含む。

5 培灰白色砂 上位ほど砂粒が大きく、ラミナも明瞭である。鉄分躯積も上位で額著。

6 層 灰褐色粘質土軽石は含まれない。

7 陪灰白色砂 5 培よりは黒味が強く、構成粒子も大粒である。

8 培灰褐色砂 砂層であるが、粘性のある土粒を多く含んでいる。

9 培灰白色土 やや粘性に富む。

〇 I : 40 2m 

図35 7 号・ 8 号溝土層断面
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9 号溝付図5-2、図36 、 PLS-1

位置 E-13·14 、 F-14~16 、 F • G -17~20、

G-17~21 グリッド

重複 10~12 • 16 • 17 • 22 • 23号溝、 20号井戸より

先行すると思われるが、 18号溝との関係は不明。

走向 E -13 • F -15 グリッドでは西にやや膨ら

み、弧状をなすものの、それから南側はほぽ南北方

向に走っている。

規模幅0.7m~ 1. 9m 深さ 0.53m~0.91m

調査長39.0m

形状 （傾斜北東端94.92m ー南西端94.82 m) 

断面形はほぼ一定しており、形状は台形を呈してい

る。法面の下位には部分的に弱い稜が認められる。

底面は平坦であるが中央がやや深くなっている。

埋没土 確詔面の最上層に As-B の純層が堆積して

いた。最下層の灰掲色土中には細砂粒が多く含まれ

ている。

出土遺物なし。

調査所見 埋没土の状況から流水があったことが確

認できる。全体としては整然とした形状であるが、

G-20グリッドで18号溝と重複しており、その関係

が判然としなかった。 18号溝の底面は水流の影響の

によるウォーターポケットがみられるのに対し、本

遺構の底面が多少の凹凸があるが、基本的には平坦

であることと著しく異なっている。また、レベルも

本遺構の底面よりも 18号溝のほうが20cm ほど低く

なっており、本遺構が18号溝との重複部分を南進し

ていたと考えられる。しかし、共に埋没土の上位に

As-B の純堆積層が認められ、同一遺構である可能

性も完全には否定できない。南流する水を西方向に

2 村前地区の溝

分流していたことも考えられようか。掘削時期は

As-B の降下時期をその下限とすることができる

が、上限については不明である。 （徳江）

12号溝付図5-2

位置 F • G -16グリッド

重複 9 号溝よりも後出、 13~15 • 17号溝に先行す

る。 3 号士坑とも重複関係にあるが前後関係は確定

できない。

走向 東西方向にほぼ直線的に延びる。

規模幅0.45m~0.85m 深さ 0.22m~0.24m

調査長5.5m

形状 （傾斜東端95.36m ー西端95.0lm)

断面の形状は浅い箱形を呈する。

埋没土 暗褐色土であまりしまりはない。

出土遺物 なし。

調査所見 削平が進行しており、西端はさらに西方

向に延びていた可能性が強い。掘削時期は確定でき

ないが、比較的新しい時期に掘削されたと考えられ

る。 （徳江）

13号溝付図5-2 、図37 、 PL8-2

位置 F -16~18グリッド

重複 12 • 14~16号の各溝と重複している。 16号溝

よりも後出である。その他との新旧関係は12 • 14 • 

15 • 13号溝の順である。

走向 ほぼ南北方向に直線的に延びる。

規模幅0.62m 深さ0.23m~0.24m

調査長8.5m

形状 （傾斜北端95.27m ー南端95.26 m) 

14 • 15号溝とほぽ平行して掘削されており、これら

A
 

3" 

゜

A' 

ワ79
1 層

2 層

3 層

3'層

3 "層

4 層

L=95.8m 5 層

6 層

1 : 40 2m 7 層

As-B の純堆梢層。

黒色粘質土 榛名山起源の軽石と思われる白色軽石をまばらに含む。

黒褐色土 粘質土。榛名山起源の軽石を含む。

黒褐色土 灰色味を帯び、砂質になる。

黒褐色土 3 層に類するが、灰色味を帯びる。

灰褐色土 細砂粒がラミナ状に幾層もはいり、流水のあったことがわかる。

暗褐色土 茶色味を帯びている。しまりはない。

暗掲色土 茶色味を幣びる。

黒褐色土 黄灰色の地山が、ブロックで入る。

図36 9 号溝土層断面
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第 3 章溝の調査

の溝の調査との関係上、平面では F -16グリッド部

分の検出にとどまった。

埋没土 暗褐色土が堆積していた。

出土遺物なし。

調査所見 北端はさらに北方向に延びていた可能性

が強い。掘削時期は確定できないが比較的新しい時

期の掘削と考えられる。 （徳江）

14号溝付図5-2、図37 、 PL8-2

位置 E _16 、 F -16~19グリッド

重複 13 • 15 • 16号溝と重複する。掘削は16 • 14 • 

15 • 13号の順である。 12号溝よりも後出である。

走向 ほぼ南北方向に直線的に延びる。東側に15号

溝が平行して掘削されている。

規模深さ0.53m

調査長16.0m

形状 （傾斜南端95.24m ー北端95.13m)

15号溝の掘削により東側の壁面は削平を受け、検出

できなかった。土層断面での観察によると上位に開

放する台形状の断面形を呈していたと思われる。

埋没土 砂質の暗褐色土が堆積していた。

出土遺物なし。

調査所見 北端は北方向にさらに延びる可能性が強

いが、遺構確認面が低くなり検出できなかった。掘

削時期は確定できないが、新しい時期の掘削と思わ

れる。 （徳江）

15号溝付図5-2、図37 、 PL8-2·3

位置 E _15~17 、 F -16~18グリッド

重複 11~14 • 16号溝と重複している。 13号溝に先

行するほかはいずれの溝よりも後出である。

走向 南北方向に直線的に延びている。

規模深さ0 .4 m~0.45m

調査長17.5m

形状 （傾斜南端94.8m ー北端94.68m)

東側の法面が調査区域外になり検出できなかったた

め、全体の形状は把握できなかった。断面形状は西

側の法面の観察からは薬研堀に近いもので、底面の
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A
 

A' 

L=95.8m 

13号溝 1 層 暗褐色土赤黄色土の小プロックを含む。

2 層 暗褐色土砂粒を多く含む。

15号溝 3 展 灰褐色土 しまりはない。粗い砂粒を含む。

4 層 灰褐色土のプロックと褐色土の混土層。

5 層 暗褐色土黒味が強く、しまりがある

14号溝 6 層 暗褐色土砂質土。灰色土を含む。

16号溝 7 層 暗褐色土砂粒を含む。鉄分集積により赤味強い。

8 層 暗褐色土 灰色味を帯びる。白色の細砂粒を含む。

9 層 暗褐色土 2 層に類するが黒味が強く、黒褐色粘

質土の小プロックを含む。ややしまる。

゜
1 : 40 2m 

図37 13~16号溝土層断面

幅が狭く、法面の中位に弱い稜を有するものである。

埋没土 上位に灰褐色土が、下位に暗褐色土が堆積

していた。

出土遺物なし。

調査所見 掘削時期は確定できないが、比較的新し

い時期の掘削と思われる。 （徳江）

17号溝付図5-2

位置 F -16~20グリッド

重複 12 • 16号溝に後出する。 9 • 18号溝との関係

は判然としなかった。 20号井戸、 6 号土坑とも重複

している。

走向 南北方向にほぼ直線的に延びるが、南側で一

部、やや西側に走向を変えている。

規模幅0.3m~ 1. 2m 深さ 0.08m~0.16m

調査長20.0m

形状 （傾斜南端95.6m ー北端95.52m)

断面形は浅い箱型を呈し、上位がやや開放する。 F

-20グリッドでは法面の傾斜が緩やかになる。

埋没土 暗褐色土が堆積していた。

出土遺物なし。

調査所見 南北の両端とも削平を受け判然としな

い。掘削時期も確定できない。 （徳江）



18号溝付図5-2、図38·39 、 PL9-l • 2 、 PL70、表P.14·15

位置 G • I • J -19~20 、 H-19~21 グリッド

重複 16号溝・ 21 • 22号井戸に先行している。 9 号

溝との新旧関係は確認できなかった。

走向 東西方向に延びているが、南に弱く膨らみ、

弧をえがいている。

封計莫 帷畠3.7m~6.0m i采さ 0.86m~2.46m

調査長15.5m

形状 （傾斜東端94.85m ー西端93.14m)

断面形状は上位にやや開放する台形を呈していたと

考えられる。底面あるいは法面の中位以下には無数

のピットがあり、この中には砂粒が堆積していた。

これらは多最の流水があった際に形成されたウォー

ターホールと考えられ、規模は0.15~1 m 、深さは

0.3m ほどである。当初底面は幅の広い平坦面であっ

たと思われるが、検出時点では、ウォーターホール

が重なりあい、凹凸が著しいものであった。西端か

ら東へ4 .4 m ほどは、それ以東よりも底面の中央が

一段低くなっている。これは、当初から段差があっ

2 村前地区の溝

たのか、流水により底面が削平されたためか、二つ

のことが考えられるが、前者の可能性が強い。

埋没土確認面の最上層に As-B の純堆積層を確認

した。中位には暗黒褐色土が混入物、 F P0.2~1.5cm 

¢ゃ白色粒子を含み堆積していた。

出土遺物 埋没土中あるいはウォーターホールの堆

積土中から土器・瓦の細片が出土している。

調査所見 底面あるいは下層の埋没土の状況から東

から西に向けて、多量の流水があったことが窺える。

また、流水のために南側の法面は削平を受け、弧状

の膨らみが助長されたと考えられる。 9 号溝の項に

も記述したが、 9 号溝と 18号溝は同一遺構である可

能性があるが、 9 号溝により供給した用水を西に振

り向けて流水させる効用については調査範囲内では

確定できなかった。埋没土中に As-B の純堆積層が

確認できることからこの降下時を下限とすることが

できる。また、埋没土中から出土した土器の年代観

も参考にできるが、いずれも決定に足るものではな

かった。 （徳江）

A
 

A' 

L=96.0m 

1 層 As-B

2 層暗黒褐色土

3 層暗黄褐色土

4 層 暗黒褐色土

5 層 明茶褐色土

6 層 明茶褐色土

7 層暗黒色土

純堆積層。

粘性があり、しまりが強い。直径0.2~ 1. 5cmの榛名山起源の軽石を少拡含む。土師器が混入。

粘性は 2 層よりあり、しまりが強い。直径0.2cm くらいの榛名山起源の軽石をわずかに含む。黒色土プロ／クが混入。

粘性は 2 層と同じくらいで、しまりは強い。直径0.2~1.5cmの榛名山起源の軽石を少巌含む。直径 I mm程の白色土粒子

を多く含む。

粘性がある。直径0.1cm程の白色土粒子は 4 層よりも少ない。

砂質。直径0.5cm程の榛名山起派の軽石を含む。

炭化物をやや多く含む。直径0.1cmの白色土粒子をわずかに含む。土師器（長甕． s 字甕）が混入。

゜
1 : 40 2m 

図38 18号溝土層断面

45 



第 3 章溝の調査

こ,,/I：: 言ーク：；：6

こ88

：□こ二，

゜

`II乙／l
1 : 4 20cm 

/ 

ー
ロ

／／三
゜ 1 : 3 10cm 

図39 18号溝出土遺物

20号溝付図5-2 、 PL9-3

位置 H • I -23 グリッド

重複 22号溝に後出する。

走向 東西方向に延び、極わずかに南が膨らむ。

失見桔莫 軋品0.45m~0.65m i菜さ 0.05m~0.09m

調査長5.0m

形状 （傾斜東端95.45m ー西端95 .41m)

断面形状は箱型を呈し、浅い。東端は調査区域外に

延びる。西端は判然としなかった。

埋没土 灰色を帯びる暗褐色上が堆積していた。上

46 

位には As-A を散見する。

出土遺物なし。

調査所見 流水は認められない。削平が著しく、性

格等も推定できない。掘削時期も確定できないが比

較的新しい時期のものと思われる。 （徳江）

21号溝付図5-2·3 、図40 、 PL9-3·4

位置 H • I -23 • 24グリッド

重複 22号溝に後出する。

走向 東西方向に延びる。

規模深さ0.4m~0.48m

調査長5.0m

形状 （底面西端94.92m) 

北側の法面のみの検出のため全体形状は把握できな

かったが、断面形は法面の傾斜が強く、上位に大き

く開放するものである。底面は幅の狭いものと思わ

れる。

埋没土 灰色を帯びる褐色土で、上層は黄色みを帯

びている。 13号溝埋没土の上層に類似している。

出土遺物なし。

調査所見 本遺構に南接し、東西方向に延びる地割

りの溝が現存し、東側の水田の排水路として利用さ

れている。形状、埋没土の状況から 21号溝はこの現

存する溝の旧状にあたる可能性がある。掘削時期は

確定できない。 （徳江）

22号溝付図5-2

位置 G -20 • 21 、 H-21~23グリッド

重複 20 • 21号溝に先行する。 9 • 18号溝に後出と

思われるが判然としない。 17号溝との関係は不明で

ある。

走向 H -22グリッド部分が攪乱のため検出できな

かったが、攪乱の南北で走向が変わる。 I -21 グリッ

ド部分では南西方向に延びていたものが攪乱の南で

ほぼ南北方向になる。

夫見桔莫 庫扁0.45m~ 1. 2m i架さ 0.28m~0 .45m

調査長17.0m

形状 （傾斜南端95.3m ー北端95.25m)



2 村前地区の溝

A
 

A' 

L=95.6m 

21号溝 l 層 茶褐色土 As-B ・黄土粒を含む。しまりは強い。

15号土坑 2 層 暗茶褐色土 As-B を 1 層より多く含む。粘性が

ある。

3 居 As-B 純堆桔層。

゜
I : 40 2m 

図40 21 号溝土層断面

断面形は上位にやや開放する台形状を呈している。

埋没土細砂を多量に含む黄灰色土が堆積してい

た。

出土遺物なし。

調査所見 削平が著しく、 G -21 グリッド部分が原

形を比較的良く残しているものと思われる。北端の

延長線上に17号溝があるが同一遺構との確定はでき

なかった。流水の可能性は少ないと思われる。掘削

時期も確定できない。 （徳江）

23号溝付図5-2

位置 E-13~15グリッド

重複 9 • 10号溝に後出すると思われる。

走向 南北方向に延びる。

規模幅0.5m~0.6m 深さ0.17m~0.26m

調査長8.5m

形状 （傾斜南端95.31 m ー北端95.24m)

断面形は法面がほほ垂直に近く、箱型を呈する。

埋没土 灰褐色土が堆積していた。

調査所見 南端は10号・ 11号溝と重複し、判然とし

ない。 （徳江）

25号溝付図5-2、図41 、 PL9-5

位置 I -21 • 22、J -20 • 21 グリッド

重複 16号溝に先行する。

走向 細かく曲折しながら、東西方向に延びるが、

全体的には南に弧を描いている。

規模幅0.7m~ 1. 3m 深さ0.43m~0.84m

調査長10.0m

形状 （傾斜東端94.99m ー西端94.97 m) 

断面形は上位にやや開く台形状であるが、法面は部

分的に崩落したり、えぐれ、形状を損なっている。

底面あるいは法面の一部には流水のため形成された

と考えられる径0.15~0.50m のピットが無数にみら

れ、凹凸が著しい。

埋没土 中位のやや上層に As-B がブロック状に堆

積していた。下半は砂質の明茶褐色土である。法面

のえぐれた凹部には暗灰色の細砂が堆積していた。

底面のピット中にはそれよりも粗い砂粒がみられ

た。

出土遺物 なし。

調査所見 底面・法面に形成されたウォーターホー

ルの状況から多量の流水があったと考えられる。東

端は H • I -22グリッドの攪乱により削平されて判

然としない。攪乱の東側、 I -21 グリッドでは、調

査範囲境に溝状の落ち込みがあり、埋没土の状況か

ら流水のあったことが窺える。調査時点では、 18号

溝と重複後も南進する 9 号溝に接続するものと考え

たが、本遺構との接続も考えられる。本遺構底面の

状況は 18号溝と共通する点がある。 I -21 グリッド

の落ち込みもあわせた 9 • 18号溝との中で考えたい

が現状で結論づけることはできない。 （徳江）

A
 

A' 
1 層 明茶褐色土 角閃石安山岩を少し、黄褐色土プロックを多く含む。しまりは強い。

2 層 暗黒褐色土 角閃石安山岩・黄褐色土粒を少し含む。ブロJク状に剥離しやすい。やや粘性がある。

3 層 As-B 純堆積層

4 層 黄褐色土 As-B と黒色土ブロックを多く含む。

5 層 暗黒色土 黄褐色土粒を少し含む。しまりは強い。

6 層 暗茶褐色土 黄褐色土粒をわずかに含む。しまりはやや弱い。
7 層 暗黒褐色土 ブロJク状を呈する。

8 培 明茶褐色土 粒子をほとんど含まず、 8 層より粘性が強い。

9 層 明茶褐色土砂質で水成堆積状態を星する。

図41 25号溝土層断面
゜ 1 : 40 2m 
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26号溝付図5-2 、 PL9-6

位置 H-18~20グリッド

重複 16 • 18号溝と重複するが新旧関係は判然とし

ない。

走向 南北方向に延びる。

規模幅1.6m~2.2m 深さ 0.17m~0.25m

調査長10.5m

形状 （傾斜南端95.4m ー北端95.36 m) 

北半の検出部分では底面に低い高まりがあり、 2 本

の溝が重複している可能性があるが判然としない。

法面の立ち上がりは極めて緩やかで、断面形は皿状

を呈している。

埋没土 やや茶色みのある黄灰色土が堆積してい

た。

出土遺物 土器片が少最出土したがいずれも弥生土

器である。

調査所見 南北両端はいずれもその先へ延びていた

と思われるが16号・ 18号溝との重複により判然とし

ない。埋没土の状況から流水はなかったと考えられ

る。掘削時期は確定できない。 （徳江）

30号溝付図5-3、図42·43 、 PL9-7·8、表P.15

位置 L -26 、 M-26~32 、 N-29~31 グリッド

重複 6 • 8 • 9 • 10号住居に後出するが、 33 • 34 

号溝との新旧関係は不明である。

\ 

三
~
 ゜

1 : 4 20cm 

図42 30号溝出土遺物

走向 南東へ向かい、ゆるやかに弧状を呈する。

失見棺莫 幅1. 2m~2.8m 深さ 0 .44m~0.83m

調査長34.5m

形状 （傾斜北端94.86m ー南端94 .46m) 

断面は全体的に緩い U字状を呈する、定形化した溝

と言える。底面には部分的に凹凸が見られるが、ほ

ぼ平坦である。

埋没土 上半はしまりがないが、下半に至り粘性を

もつ。全体的に軽石が認められる。

出土遺物 土師器の甕、円筒埴輪等の出土があるが

埋没土からの出土である。

調査所見 定形化した溝であり、流水の可能性は明

らかではなく、地割り等の施設が考えられる。掘削

時期は出土遺物が埋没土出土であることから判然と

しないが、先行して重複する 8 号住居跡の出土遺物

が 9 世紀頃と考えられることから、住居跡よりも新

しい時期が考えられる。 （友廣）

A
 

A' 

30号溝 l 層 明茶褐色土

2 層暗灰褐色土

3 層 暗灰褐色土

4 層 明茶褐色土

8 号住居 5 層 明茶褐色土

6 層黄褐色土

直径 I mm程度の角閃石安山岩粒を多く含む。しまりはやや弱い。

直径 I mm程度の角閃石安山岩粒を、 1 層より少量含む。粘性がある。

直径 I mm程度の角閃石安山岩粒を、 2 層より少絨含む。黄色土プロノクを多く含む。粘性がある。

l 層より明るい。角閃石安山岩粒・黄褐色土プロJクを多く含む。炭化物も含む。しまりは強い。

4 層より角閃石安山岩が少ない。砂質気味。

角閃石安山岩をほとんど含まない。地山か？

゜ 1 : 40 2m 

図43 30号溝土層断面
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31号溝付図5-3 、 PLJ 0-1

位置 K • L -23 グリッド

重複 29号溝

走向 南北直線状を呈するが、調査範囲が狭いため

詳細は不明である。

規模幅l.Om~ 1. 2m 深さ0.14m~0.17m

調査長3.5m

形状 （傾斜北端95.46m ー南端95.43m)

不定形な形状をみせ、掘り込みも凹凸がみられる。

出土遺物なし。

調査所見 あまり定形化した溝とはみられず、重複

する 29号溝との新旧は明らかではない。しかし溝の

有り様は、何等かの関連性を示すと考えられる。

（友廣）

32号溝付図5-3 、 PLl0-1

位置 L -23グリッド

重複 29号溝に後出する。

走向 31号溝と同様である。

規模幅1. 15m~ 1. 5m 深さ0.06m~0.2m

調査長5.5m

形状 （傾斜北端95.54m ー南端94 .44m)

不定形な掘削断面を呈し、底面も深浅の幅が大きい。

出土遺物なし。

調査所見 底面の深さも一定しない不定形な溝であ

り、性格は不明である。 （友廣）

33号溝付図5-3、図44 、 PLl0-2

位置 k ~M-32グリッド

重複 36号溝に先行し、 34号溝に後出する。 30号溝

との新旧関係は不明である。

走向 東西方向に延びる。

規模幅1. 1 m~1.5m 深さ0.12m~0.23m

調査長12.0m

形状 （傾斜東端95. 76m ー西端95.43m)

掘り込みはしっかりしていない。断面は不定形を呈

する。

埋没土 上半には榛名山起源の軽石を含み、底面近

2 村前地区の溝

くには含まない。

出土遺物なし。

調査所見 残存の状況は良好であるが出土遺物はな

い。本溝の北側には As-B 下畠が検出されたが、そ

の畝の方向と、本溝の方向が一致しており、同様の

土地区画上にある分布と考えられる。時期は明らか

ではない。 （友廣）

A
 

A' 

• L=95. 7m 

1 層 暗褐色土榛名山起源の軽石の小粒を含む。

2 層 暗褐色土榛名山起源の軽石の小粒と黄灰色土の小プロ、Jクを

含む。

3 層 黄灰色土 プロック状に混入する。

0 1:40 2m 

図44 33号溝土層断面

34号溝付図5-3、図45~47·97 、 PLl0-3·4 、 PL70、表P.15

位置 1985 • 1986年度 K -34 • 35 、 L -31~34 、

M-28~32グリッド

重複 9 号住居、 33 • 35 • 36号溝に先行する。

走向 南北方向を示す。

規模幅1.0m ~1.9m 深さ0.45m~1.0m

調査長41. 0m

形状 （傾斜北西端94.85m ー南東端94.66m)

断面がU字状を呈する定形化した溝である。掘り込

みはしっかりしている。底面はほぽ平坦である。

埋没土 上半には軽石がみられ、下半には砂粒層と

しての堆積がみられる。

出土遺物 101~104 は 1985年度調査区から出土し

た。これらは底面から 30~60cm高い位置から出土し

た。 182~184 は 1986年度調査区からの出土である。

いずれも底面から 50~60cm浮いた状態で出土した。

調査所見 定形化した溝であり、埋没土下半には砂

粒が認められ、流水の可能性を示している。南北方

向にほぽ直線状に近いことなど、地割り、水路等の

可能性も考えられる。掘削時期は出土遺物からみて、

古墳時代後期以降と思われる。 （友廣）

49 



第 3 章溝の調査

A
 

A' 
34号溝

15 

16 

L=96.4m 

34号溝 l 層 耕作土 砂質。榛名山起源の軽石の小粒を混入する。

2 層 暗灰色土 茶褐色土の小プロJクを含み、茶色味を帯びる。

3 層 暗灰色土 灰色味が強く、しまっている。軽石粒をまばらに含む。炭化物粒も少益含む。

4 層 暗灰色土 3 層よりもやや茶味を帯びるとともに粒子が粗く、下培では砂粒も含む。
5 層 暗灰色土 砂粒と暗灰色土が厚さ 1 ~3 cmの層で交互に堆積している。下層には砂粒が多い。軽石が薄い層として堆積し

ている部分もある。

地山 6 層 1 層と 7 層の混土層

7 層 黄灰色土と暗灰色土の互層。軽石を多く含む。

8 層 暗灰色土 やや黒味を帯びる。全体にザラついている。黄灰色土粒も含む。

9 層 黄灰色土と暗灰色土の互層。

10層 9 層と 12層の混土培

11層 暗灰色を砂質土 榛名山起源の軽石を多品に含む。

12層 暗灰色土 色調は 11層に類するが、砂粒の混入は少ない。

13層 暗灰色土粒•砂粒・榛名山起源の軽石（直径 1 -10cm) の混土層

14層暗灰色土

15層 暗灰色細砂層

24号溝

16層 黄茶色土 灰色シルト質土を含む。榛名山起源の洪水層と考えられる。

17層 暗灰色土 砂粒が目立ち、黄褐色土粒も多屈に含む。

18層 暗灰色土 シルト質の細砂からなる。軽石は少ない。

19層 暗灰色土灰色味が強い。砂粒を多く含む。 1斬移層。

20層 暗灰色土 やや黒味が強い。細砂を含む。

21層 暗灰褐色土 薄くへばりついている。
゜

1 : 60 4m 

図45 34号・ 24号溝土層断面

こ03こ二

□9：三

こ102 □三三83

11 184 

゜
1 : 4 20cm 

図46 34号溝出土遺物
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35号溝付図5-3、図47 、 PLl0-5

位置 K • L -33 • 34 、 M-33グリッド

重複 34号溝に後出する。

走向 ほぼ東西方向を示すが、東端はやや南へふれ

る。

規模幅1.9m~2.lm 深さ0.40m~0.54m

調査長9.0m

形状 （傾斜東端95.36m ー西端95.33m)

両側から傾斜し、底面に平面形をもつ断面形を呈す

る。ほぽ定形化した溝である。

埋没土 上半の一部には榛名山起源の軽石を含む暗

褐色土が認められ、下半に近くなると鉄分を含み、

底面は灰色みを帯びている。下半では粒子も細かく

なる。、

出土遺物なし。

調査所見 定形化した溝であり、埋没土下半から底

面近くには鉄分が認められ、さらに灰色土粒が細か

くなることから、流水の可能性が考えられる。掘削

時期は童複する34号溝を切り崩すことから、 34号溝

（古墳時代後期）以降の時期が充てられる。本溝の延

長は30号溝の西側の延長と、発掘区外西方で直角に

A
 35号溝

A' 

ヽ

2 村前地区の溝

交わる位置を占めており、関連を推定させる。（友廣）

36号溝付図5-3、図48、表P.16

位置 J -27~29 、 K-29~32グリッド

重複 畠の畝に先行し、 33号溝に後出する。

走向 南北方向に近い直線状を呈する。

封計莫 幅0.3m~0.8m 深さ 0.5m~ 1. 1 m 

調資長25.0m

形状 （傾斜北端95.87m ー南端95.82m)

ほぽ定形化した溝である。

埋没土暗灰色土が堆積している。

出土遺物 士師器の杯破片が壁傾斜面上部から出土

している。流れ込みの可能性も考えられる。

調査所見 定形化した溝であり、ほぼ南北に走り、

北に向かいやや西に弧状に延びる。出土遺物は流れ

込みとも考えられる。交叉するように、 As-B 下畠

と重複しているが、畠は溝埋没土の上面に認められ

ており、本溝は畠を壊して掘られた溝である。（友廣）

ロ。
゜ 1 : 4 20cm 

図48 36号溝出土遺物

］層 暗褐色土 全体に砂質。黄灰色土の小ブロJクを混入。

2 層 暗灰色土鉄分集積がある。

3 層 暗灰色土 土粒は細かくなり、灰色味が増す。

B
 

L=96.4m 

35号溝 34号溝
B' 

L=96.0m 

35号溝 l 層 暗褐色土 直径0.2~2 cm程の榛名山起源の軽石を多く含む。全体にザラザラしている。

2 層 暗褐色土 やや茶味が強く、粒子も細かくなる。

3 陪 暗灰色土 30号井戸の埋没土と考えられる。 As-B と思われる砂粒を多く含む。

34号溝 4 層 暗褐色土 暗褐色土に黄白色土の小粒・榛名山起源の軽石をまばらに含む。

5 層 暗灰色土 3 層に比して黒味があり、混入物は類似する。全体に粒子が細かい。

゜図47 34号・ 35号溝土層断面

1 : 40 2m 
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37号溝付図5-3、図49 、 PLll -1 、 PL70、表 P.16

位置 N-27~30グリッド

重複 38号溝との新旧関係は不明である。

走向 南北方向を呈し、 N-30グリッドではやや東

ヘ湾曲する。

規模幅0.5m~0.7m 深さ0.24m~0.3m

調査長15.0m

形状 （傾斜北端94.66m ー南端94.50m)

はぽ定形化した溝である。

埋没土 暗灰色の細砂上が堆積していた。

出土遺物 埋没土中から土器片や石器が出土した。

内耳鍋（111) と砥石 2 点 (S 1 、 S 2) を図示した。

調査所見 遺跡調査区西端に検出され、出土遺物等

からほぽ中世以降の掘削と考えられる。 （友廣）

¥
 

/ 
゜

1 : 4 

111 

20cm 

D 

• Sl 

|
0゜

38号溝付図5-3、図50·51 、 PLll-2·3、表P.16

位置 M • N -26 • 27 グリッド

重複 37号溝との新旧関係は不明である。

走向 微高地の西縁を回るように湾曲している。

規模深さ0.7m~ l. Om

調査長10.0m

形状 断面西側は区域外へ延びるため明確ではない

が、断面形は V字状を呈するものと思われる。掘り

込みの傾斜等、定形的な溝である。

埋没土 上半は鉄分の集積が多く見られる。下半に

は As-B の降下純堆積が認められ、底面近くには

As-B の灰層が確認された、直下の溝である。

出土遺物 須恵器の椀が埋没土中から検出された。

調査所見 掘り込みもしっかりした溝で、 As-B の

堆積が明確に認められ、ほぽ同時期に埋没したもの

と考えられることから、天仁元年 (ll08年）以前に掘

削され、 As-B により埋没したものと考えられる。

（友廣）

＼ニニコ113
゜

1 : 4 20cm 

図50 38号溝出土遺物

A
 

A' 

\ \ 

L=95.3m 

• S2 

1 層 明茶褐色土鉄分の集積が詑められる。粘性がある。

2 層 明茶褐色土鉄分の集積が認められる。 As-B をプロJク

状に多く含む。

3 層 As-B の軽石純堆積層。

4 層 As-B の灰層。

1 : 3 • 10cm 
゜ 1 :40 2m 

図49 37号溝出土遺物 図51 38号溝土層断面
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2 村前地区の溝

39号溝付図6-3、図52 、 PLll-4 、 PL70表P.16·17

位置 M-26~33、 N-29~32グリッド

重複 29号・ 30号溝に先行する。

走向 南北方向に延びる。

封計葵 沿ささ 0.05m~0 .41m

調査長9.2m

形状 断面形は上位にやや開放する台形を呈する。

底面は平坦面をなしていたと思われる。

埋没土 暗褐色土が堆積している。

出土遺物 平安時代の高台付椀・甕、やや時期の下

る瓦が出土している。

調査所見 北端は29号溝と重複し、その先は判然と

しない。南側もやや角度を違えて、南北方向に延び

る 30号溝により削平され、一部分の検出に止どまっ

た。流水のあった可能性は少ない。掘削時期は出土

土器が住居からの流れ込みの可能性もあり、確定で

きない。 （徳江）

二

゜

：三12

1 : 4 

40号溝付図5-3、図53 、 PL7] 、表P.17

位置 J -28 • 29 グリッド

重複 29号井戸、畠の畝に先行する。

走向 33号溝と走向を同じくする。

規模幅0.3m~0.6m 深さ0.04m~0.17m

調査長6.0m

形状 （傾斜北端95.92m ー南端95.85m)

ほぽ定形的な溝である。

埋没土 暗灰色土が堆積していた。

出土遺物埋没土中から土器片や石が出土してい

る。土師器の甕（115) ・須恵器の椀 (117) ·平瓦（116)

を図示した。いずれも埋没土中からの出土である。

調査所見 溝は調査区東端に一部検出されたのみ

で、東壁の確認には至っていない。掘り込みは良好

な残存状況である。33号溝と同様な形状をなし、 2m

ほどの間隔で平行している。何等かの関係を想定で

きるが、同時に存在した確証はない。 （友廣）

、 T□/

ー/ 
20cm ゜ 1 : 4 20cm 

I I 

• 109 

I I 

／三、
• 116 

ニニニニニこ
゜

1 : 3 • 10cm ゜
1 : 3 • 10cm 

図52 39号溝出土遺物 図53 40号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

41号溝付図5-3 、 PLll-5 

位置 I -26 • 27、J -27グリッド

重複 21号土坑に先行する。

走向 ほぼ南北方向の直線状を呈する。

規模深さ0.58m~0.6m

調査長8.0m

形状 （傾斜北端95.32m ー南端95.3 m) 

掘り込みはしっかりしている。

埋没土 やや茶色みのある暗灰色土が堆積してい

る。下層は黒色みを増している。

出土遺物なし。

調査所見 溝の東側は調査区域外へ延びるため、幅

は確認できなかった。走向は30号溝と平行しており、

35号溝とは調査区外で直交する位置関係にある。

（友廣）

43号溝付図5-5、図54·56·58 、 PL12- l~3 、 PL71 、表P.17

位置 R ~U-54 、 V -53 • 54グリッド

重複 45 • 52号溝に先行し、 48号・ 49号・ 56号溝に

後出する。

走向 南へやや膨らむ、弧状を呈する。

封計莫 幅l. lm~ 1. 6m 深さ0.33m~0.66m

調査長21. 5m

形状 （傾斜東端95.08m ー西端94.73m) 

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定している。断面形が

一定した定形的な溝である。底面は幅0.4~0.5m で、

凹凸がほとんどなく平らである。

埋没土 下半は粘質土、上半は砂質土で埋まってい

た。上半部には軽石粒が含まれている。

出土遺物 灰釉陶器・瓦・剥片石器等が出土してい

るが、いずれも埋没土中の出土であり、掘削時期を

• 119 

＼＼主上玉クク
118 

ミニニニ）
゜

1 : 4 10cm 

゜ 1 : 2 

S54 

10cm 
゜

1 : 3 • 10cm 

A
 

A' 

— 52号溝 l 層黒色土 榛名山起源の軽石の小粒が混入。

2 層暗色土 榛名山起源の軽石の小粒が多最に混入。

3 層 暗褐色土 サクサクで、側面に黄色土プロックが混入。

4 層 暗褐色土黄色土プロックが多益に混入。

5 層 暗褐色土 黄色土プロック・黒色土プロックが多罰に混入。

6 層 暗褐色土 混入物があまりなく、やや明るい粘質土。

7 層黒色土 黒色土プロJクが多拭に混入。

43号溝 8 層褐色土 2 培より固くしまり、榛名山起源の軽石の小粒が多最に混入。

9 層 黒褐色土 黄色土プロyクが少拭、黒色土プロックが多益に混入。

L=95.7m 

B
 

B' 

曇
1 層 暗褐色土 As-B と思われる灰色の軽石を霜降り状に含む。上層により多く含まれる。
2 層 暗褐色土 暗灰色土の小粒をまばらに含む。

3 層 暗褐色土 1 • 2 層よりも灰色味が強い。暗灰色土の小プロックをまばらに含む。
4 層 暗褐色土 2 層よりも黒味が強い。灰白色士・茶色土の小プロ・Jクを多く含み、霜降

り状を呈す。

L=95.7m 

図54 43号溝土層断面と出土遺物

゜ 1 : 40 2m 
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示すとは言えない。

調査所見 定形化した溝であるが、流水のあった可

能性は埋没土の状況から少ないと考えられる。全景

写真から、東側の畠の地境の延長であることが看取

でき、地割りに関係する溝と考えられる。掘削時期

は 6 世紀後半～ 7 世紀前半と考えられる 56号溝より

新しく、 9 世紀と考えられる 52号溝より古いことか

ら、この間に掘削され、埋没したものと言えよう。

（小島）

45号溝付図5-4 •5 、 PL12-4

位置 U-52~54グリッド

重複 43号溝、 18号住居に後出する。

走向 ほほ南北方向を示す、直線的な溝である。

規模幅0.55m~0.9m 深さ 0.16m~0.17m

調査長7.5m

形状 （傾斜北端95.36m ー南端95.30m)

掘り込みは浅く、不定形な溝である。

出土遺物 土師器片が出土している。

調査所見 幅も狭く、浅い溝で、 43号溝以南では検

出できなかった。 （友廣）

46号溝付図5-4 、 PLJ Z-4

位置 R-50、 S -50~54グリッド

重複 43号溝に後出する。

走向 緩やかに蛇行する、南北方向の溝である。

夫見柑莫 軋扁0.3m~0.35m i架さ 0.13m~0.21m

調査長21. 5m

形状 （傾斜南端95.59m ー北端95 .4 m)

走向は弱く蛇行する不定形な溝である。

出土遺物なし。

調査所見 南端で43号溝と重複するが、走向は蛇行

し、用途・性格等は不明である。 （友廣）

2 村前地区の溝

走向東西方向の溝である。

夫見棟莫 幅0.3m -0.45m 深さ 0.05m~O.lm

調査長5.0m

形状 （傾斜東端95.71 m ー西端95.70m) 

幅が狭く、断面形状は箱形を呈する。

埋没土不明。

出土遺物なし。

調査所見 東側は調査区域外になり、西側は残存状

況が悪いため、その範囲は不明瞭である。時期も不

明である。 （小林）

48号溝付図5-4、図55·56·68 、 PL12-3 、 PL13- l 、表P.18

位置 R -54 • 55 、 S -52~55グリッド

重複 43号 •56号 •58号溝に先行し、 60号溝に後出

する。

走向 ほぼ直線状を呈する。

封計莫 幅0.55m~0.9m 深さ0.37m~0.52m

調査長13.0m

形状 （傾斜南端95.05m ー北端95.0 m) 

断面箱形の定形化した溝である。底面は平らで、幅

も一定している。

埋没土 底面直上に層厚15~18cmのシルトを混じる

砂層が堆積し、その上に20cmほどのシルトがある。

これらの堆積物から、流水のあったことも考えられ

る。

出土遺物 埋没土中から土師器・須恵器の破片が出

土している。図示した須恵器杯形土器も同様である。

調査所見 埋没土の堆積状況からは流水の可能性が

示唆されるが、底面勾配が1/240であること、底面

が一様に平らであることなどから、長期間水路とし

て使われたものではないと考えられる。 （小島）

更9：二＝~20

47号溝付図5-4 、 PL12-4

位置 0 • P -49 グリッド

重複なし。

゜ 1 : 4 20cm 

図55 48号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査
A
 

43号溝 49号溝 N 

A
 

43号溝 48号溝 △こ

43号溝 l 層 灰褐色砂質土榛名山起源の軽石・細白色軽石を多

孤に含む。しまりがあり、固い。

2 層 灰褐色砂質土細白色軽石を少星含む。

3 層 黒褐色粘質土

4 層 灰褐色粘質土

48号溝 5 層灰褐色土 榛名山起源の軽石・細白色軽石・直

径 l ~2 cmの黒色粘土プロック・燈
色土粒を多巌に含む。

6 層 細白色軽石を含む灰褐色土と、直径 5 ~8 cmの黒色
粘土ブロックの混土。

7 層 黄灰褐色シルト

8 層 直径 l ~2 cmの 7 層の小プロJクを混じる砂層。

゜
1 : 40 2m 

図56 43·48号溝土層断面

49号溝 付図5-4 ・ふ図57·58·69 、 PL12-2 、 PL13-2 、 PL71 、表P.18

位置 s -51~56 、 T-56グリッド

重複 56号溝に先行する。

走向緩やかに蛇行する。

規模幅0.5m~0.8m 深さ0.34m~0.51m

調査長30.0m

形状 （傾斜南端95.25m ー北端94.94m) 

断面台形の定形化した溝である。底面は一部に小さ

な凹凸があるが、ほとんど平らである。南端が北端

より 31cmほど高く、勾配は1/97 を計る。

埋没土 底面に厚さ 20cmほどのシルトと砂のラミナ

状堆積が見られる。

出土遺物 埋没土中から土師器・須恵器の破片が出

土している。図示した土師器杯形土器も同様である。

調査所見 底面の勾配と埋没土の状況から、本溝は

水路と考えられる。 （小島）

L=95. 7m 

43号溝 1 層 灰褐色砂質土榛名山起源の軽石・細白色軽石を多量

に含む。しまりがあり固い。

2 層 灰褐色砂質土細白色軽石を少筵含む。

3 層 黒褐色粘質土

4 層 灰褐色粘質土

49号溝 5 層 茶褐色土 細白色軽石・黄色シルト粒を多く含む。
6 層 黄灰褐色土榛名山起源の軽石・黄色シルトブロック

を含む。

7 層 灰色シルトと砂の乱れたラミナ状堆積。

0 1:40 2m 

`/J173 

゜ 1 : 4 20cm 

図57 49号溝出土遺物

図58 43·49号溝土層断面

51号溝付図5-5、図59·60 、 PL15-l-4 、 PL71 、表P.18·19

位置 W-54 • 55 、 X-54~58 、 Y-56~58、 Z -

57~60 、 2A-60~63 、 2B-61~65 、 2C-64 • 65 グリッ

ド

重複 53~55 • 65号溝、 50号住居に後出する。

走向 ほぽ直線上を呈する。

夫見梧莫 幅2.lm~2.7m 深さ0.48m~0.8m

調査長64.0m

形状 （傾斜南西端94.42m ー北東端94.33 m) 

断面は緩やかな半円状を呈し、底面の幅は0.7m を

計る。

埋没土埋没土中位には As- B の純堆積が見られ

る。この堆積は c-c'断面で見られるように、シル

トが底面脇に少量たまった頃になされており、テフ

ラの降下と溝の機能していた時期は近いと考える。

出土遺物 埋没土中より土器片が1400点余り出土し

ているが、小破片がほとんどであり、器形を表せる

ものを中心に図示した。鉄滓が一点、埋没土中から

出土している。

調査所見 本溝は現善勝寺堀と平行して掲られてお

り、地形的なことを勘案すれば、善勝寺堀と同様に

染谷川の水を引く用水路と考えられる。本溝は埋没

土中位まで As- B で埋没しており、復旧のために

掘り返された形態はない。この火山の災害の結果、

本溝は廃絶されたものと考えられる。この遺構は本

遺跡南方の高崎市教育委員会調査の西島遺跡群（ P

19注16) でも検出されている。 （小島）
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村前地区の溝

A
 

L=95.2m 

B
 

層
層
層
層
培
層

]

2

3

4

5

6

 

B' 

c
 

C' 

L=95.2m 

L=95.2m 

茶褐色砂質土 As-B 、灰白色粘土プロJクを含む。

茶褐色砂質土 小プロ・Jクと多枇の As-B の混土。

As-B 藤色灰培。

As-B 直径 1 -2 mmのやや小粒の軽石純堆積層。

As-B 直径 3 -5 mmのやや大粒の軽石純堆積層。

灰褐色粘質土プロック

51号溝

53号溝

51号溝

l 層

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

8 層

54号溝

51号溝

茶褐色土 白色細軽石を多く含む。

黄色土小プロソク・炭化物粒・少益

の焼土粒を含む、やや粘質の褐色土。

As-B プロック（壁崩落土砂と考え

られる）。

黄色土プロック

白色軽石． As-B を含む、砂質黒褐

色土。

As-B 軽石純堆積培。

灰白粘土粒と黒褐色土の混士。

灰色シルト

培
培
層
培
培
培

l

2

3

4

5

6

 

灰褐色土 やや砂質。

茶褐色土と軽石の混土。

As-B 藤色灰純堆積培。

As-B やや小粒の軽石純堆積培。

As-B やや大粒ーの軽石純堆積培。

灰色シルト

゜ 1 : 40 2m 

図59 51 号溝土暦断面
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゜ 1 : 2.& 5 cm 

図60 51 号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

52号溝付図5-5 、図61~63 、 PL15-l ・ 2·5 、 PL71·72表P.19·20

位置 V -53 • 54 、 W-53~56、 X -55~58 、 Y -

57~61 、 Z -60~63 、 2A-63~65グリッド

重複 53~55号溝、 41 • 45 • 52号住居、 43号溝に後

出する。

走向 北北西～南南東に向かう。

規模幅1.4m~2.0m 深さ 0.62m~0.81m

調査長35.0m

形状 （傾斜南西端94.42m ー北西端94.31m)

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定している。断面形が

一定した定形的な溝である。底面の幅は80~90cmで

ある。流路は Y-59 グリッド、 2 A-64グリッドで

わずかに蛇行傾向にあり、東へ流路変更をしている。

埋没土 4 層～ 5 層の埋没土の堆積状況である。 A

断面の 2 層～ 3 層にはAs-B をわずかに含む褐色土

があり、土層断面図A~E の 4 層～ 5 層では溝壁に

露呈する Hr-FA 期の洪水堆積物など、共通堆積物

を観察することができる。

出土遺物杯・蓋．甕・羽釜．甑等の出土がある

が、すべて埋没土内からの出土である。

調査所見 掘削時期は As- B がわずかに含まれる

状況における土層堆積や、 A~E 断面におけるほぼ

共通した土層堆積である。 B 断面（図61) では53号

溝に上半分を切られ、 C 断面（図61) では54号溝に

上半分を切られていることが明確となった。また D

断面（図63) では40号住居跡、 E 断面（図63) では

52号住居跡をそれぞれ切っていることにより、本溝

は40号・ 52号住居跡よりは新しく、 53号． 54号住居

52号溝 1 層 茶褐色士 直径 1 mm程の白色土粒子が均等に入る。やや砂質

A' 
で固い。

A 
2 層 黒褐色土 直径 l mm程の白色土粒子がはいる。粘性がわずか

に認められる。 As-B もわずかに含まれる。

3 層 暗褐色土粘性がある。わずかに酸化している。 As-B をわ

ずかに含む。

4 層 黄褐色土 FA 期の洪水堆積物の流入堆積土（溝の壁が FA期

の洪水堆積物層）。

53号溝 l 層 茶褐色砂質土 白色細軽石を多く含
L=95.4m む。

2 層 黒褐色砂質土 少絨の白色軽石と炭

化物片・黄褐色砂質

B B' 土小プロJクを含
53号溝

む。

3 屠 黒褐色土 FA 期の洪水堆積物（地

山）の直径 l ~2 cmのプ

ロックを含む。

4 層 黒褐色土榛名山起源の軽石の細粒

を少屈含む。

52号溝 5 層 灰褐色土幼里色土小プロJク・黄

褐色土小プロJクを含
L=95.4m 

c
 

む。

やや粘性がある。

6 層 幼黒色土ブロJクと黄褐色土プロj

クの混土。

C' 
54号溝 l 層 褐色土 砂質を含む。 As-B をわずかに含む。

52号溝 2 層 灰褐色土 直径 I cmの黒色土小プロソクが全体に含

まれる。 FA 期の洪水堆積物の黄色土プ

3 層

L=95.4m 

図61 52号・ 53号・ 54号溝土層断面

ロックがわずかに流れ込む。

FA 期の洪水堆梢物の黄色土プロJクが流入し、再

堆積している。

゜ 1 : 40 2m 
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第 3 章溝の調査

D
 

40号住 D' 

L=95-4m 

52号溝 ］層 茶褐色砂質土 直径 1 mmの白色軽石を含む。やや固い。

2 層 黒褐色砂質土 直径 1 mmの白色軽石をわずかに含む。焼土をわずかに含む。

3 層黒褐色土 白色軽石がわずかに含まれる。粘性が強い。

4 層 灰褐色土 直径 1 cmの黒色土小ブロJクが全体に含まれる。 FA 期の洪水堆積物の黄

色土プロJクがわずかに流れ込む。

5 層 FA 期の洪水堆積物の黄色土プロックが流入し、再堆積している。

40号住 6 層 灰褐色粘質土焼土粒・炭火物を少益含む。

E
 52号住

E' 

L=95.4m 

52号仕 l 培 白色軽石を多く含む、しまりのない茶褐色土。

2 層 白色軽石・焼土粒を少益含む、灰褐色土。

3 層 白色軽石を少批含む、灰色粘質土。

4 層 白色軽石を含まない、灰色粘質土。

5 培 黄色粘土ブロックを含む、灰色粘質土。

52号溝 6 層 暗茶褐色砂質土 直径 I mmの白色軽石 (As-C?) を多く含む。しまりは弱い。

7 層 黒褐色砂質土 直径 1 mmの白色軽石（ As-C?) わずかに含む。 FA 期の洪水堆積物黄褐色土小粒子を徴罰含む。

8 層黒褐色土 やや粘性がある。白色軽石をわずかに含む。

9 層 暗灰褐色土 直径 1 cm前後の黒色土小プロノクが全体に含まれる。直径 1 cm前後の FA 期の洪水雄栢物黄褐色土小プ

ロJクをわずかに含む。粘性は弱い。
゜ 1 : 40 2m 

図63 52号溝土層断面

跡よりは古いことが、明らかになった。しかし、出

土遺物から年代を推定するには、住居跡を切ってい

ることなど重複が多いこと。溝の壁面に切られた遺

構の遺物の露呈等が確認されたことから転落して溝

内に人ったことも多分にあることが推測されたこと

から無理がある。したがって As- B 以降の遺構と

してとらえておくことにした。 （相京）

53号溝付図5-5、図61 ·64 、 P J..:1 5°l ·4 、 PL16-1·2 、 PL71·72表P.20~22

位置 X ~2B-63グリッド

重複 42号住居、 51号 •52号溝に後出する。

走向 東西方向の溝で、緩く蛇行する。

封廿莫 庫品2.2m~3.4m ?采さ 0.3m~0.47m

60 

調査長17.5m

形状 （傾斜東端94.87m ー西端94.53m)

比較的幅の広い溝である。北側の法面は一段である

が、南側の法面はテラス状の段をもって底面に至る。

底面はほぼ平らで、やや東から西へ傾斜している。

埋没土 上層には砂質土が堆積しているが、底面は

住居等の埋没土と同じ黒褐色土であり、同様の埋没

過程を示していると考えられる。

出土遺物 6 世紀と考えられる 197の上師器片や、

19世紀と見られる陶器片など、時間的幅のある遺物

が埋没土中から出土している。図示した遺物は、そ

れらの中から数点選んで掲載した。底面密着で出土

した遺物はない。



2 村前地区の溝
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A 

溝の調査

42号住居
4 

A' 
54号溝

l 

54号溝

66号溝

42号住居

53号溝

l 層

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

8 層

9 層

図65

砂質黒褐色土 白色軽石を多屈に含む。

灰褐色粘質土 白色軽石・黄色上粒を含む。

黄灰白色シルト。

茶褐色土 多最の白色軽石を含む。

二次堆積 FA 期の洪水堆積物（地山）のプロJクと細かい白色軽石を含む、茶褐色土。焼土粒・炭化物も含む。

灰褐色土 炭化物・焼土粒を含む。

黄灰白色粘質土ブロJクを含む 4 層。

茶褐色砂質土 細かい白色軽石を多量に含む。

黒褐色土 細かい白色軽石・少凪の焼土粒と炭化物を含む。

54号・ 66号溝土層断面
゜ 1 : 60 2m 

出土した石器も時期は不明である。 S 5 、 S 53 は軽

石製品であり、金属製の刃で削られたとみられる鋭

利な削り痕がある。

石であり、そのうち 1 点が滑石の剥片石器である。

土器には土師器の甕がある。

調査所見 51号 •52号・ 64号溝、 42号・ 43号住居跡

調査所見 53号溝は、 As-B が埋没土中に挟在する

51号溝に後出し、

開削と考えられる。したがって図示した土器のうち、

195~200 は混入である。 194の土鍋は 14世紀頃のも

のと考えられ、本溝は中世前半のものと考えられる。

埋没土の観察から、流水の可能性は低く、地割りを

示す溝と考えられよう。

54号溝

位置

この層序関係から、 12世紀以後の

重複

する。

走向

規模

（小島）

形状

埋没土

付図5-5、図61 ·65·66 、 PL15-l 、 PL16-3 、 PL72、表 P.22

X ~2B-62グリッド

51号・ 52号・ 64号溝、 42号・ 43号住居に後出

東西方向

幅l. Om~ 1. 6m

調資長22.0m

と菫複している。本溝はこれらの溝と住居跡をすべ

て切っており、後出するものである。 （相京）

゜
1 : 4 10cm 

42 

（傾斜

深さ 0.19m~0 .4 m

東端95.21m ー西端94.72m) 

形状は良い所で中央がわずかに深く、やや平坦であ

る。両端の掘り込み面付近で、緩やかに立ち上がる。

数力所で土層観察をした結果、白色軽石を

含み、砂質士であることが共通している。また土色

については、観察地点により黒褐色土と茶褐色土の

二つに大別できる。

こ

層
層

1

2

 
3 層

A
 

瓢L=95.5m 

直径 1 mm程の白色軽石を多く含む砂質土。
白色軽石をわずかに含む。 Hr-FA も流れ込んで
おり、斑状を屋す。
FA 期の洪水堆積物の黄色土が主である。

0 1 : 40 

褐色土
茶褐色土

流入土

□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
2

゜ l : 4 20cm 

A' 

2m 

出土遺物

62 

6 点の遺物が出土している。 うち 3 点は 図66 54号溝土層断面と出土遺物



2 村前地区の溝

55号溝付図5-5、図67 、 PL15-l 、 PL16-4表P.22

位置 Y ~Z -64 • 65 、 2A • 2B-64グリッド

重複 52号溝に先行する。

走向 直線状を呈する。

規模幅0.9m~1 .4 m 深さ0.19m~0.36m

調査長14.0m

形状 （傾斜東端94.91m ー西端94.90m) 

ほぼ臭っすぐな、断面箱形を呈する溝である。法面

はほぽ垂直に近く立ち上がり、底面は平らである。

51号溝に交わるあたりは浅くなり、 51号溝より西で

は、 55号溝は検出できなかった。

埋没土 地山の榛名山起源の軽石や、大形灰白色シ

ルトのブロックを含む灰褐色土で埋没している。や

や粘質の土が目立つ。人為的埋め立ての可能性があ

る。

出土遺物 39片の土師器が出土しているが、図示が

可能であったのは143のみである。

調査所見 55号溝南側には、 55号溝の走向に平行す

る線状に柱穴群が並び、掘立柱の建物跡の存在が考

えられる。これらのピット群は南へ広がる傾向をみ

せ、本55号溝はそれらの諸施設の北限の地割りの可

能性もあろう。 （小島）

L=95.3m 

1 層 茶褐色砂質土細かい白色軽石を含む。

2 層 茶褐色粘質土 直径0.5~I cmの地山の二次堆積 FA 期の洪

水堆積物の小プロック・直径 l ~2 cmの黒色

土プロック・白色軽石を含む。

3 層灰褐色土 白色軽石・直径 l ~3 cmの灰白色シルト小プ

ロックを含む。

4 層 灰色粘質土 直径 5 ~10cmの灰白色シルトプロJク・直径

0.5~1 cmの黒色土小プロックを含む。

5 層 黒色土プロック

0 1:40 2m 

ロ、言□□43
〇 1 : 4 20m 

図67 55号溝土層断面と出土遺物

56号溝付図5-4·5、図 68~71 、 PL13-3~ 5 、 PLJ4-1·2 、 PL72·73 、
表 P.22~25

位置 R -50 • 51 、 S -50~53、 T-52~58 、 u-

56~59グリッド

重複 43号溝に先行し、 49号． 58号・ 59号溝に後出。

走向 ほぽ南北方向であるが、緩く蛇行する。

夫見桔莫 侃昌2.Zm~3.Zm i架さ 0.65m~0.9m

調査長44.0m

形状 （傾斜南端94.65m →北端94.60 m) 

確認面では、ほぼ上幅の一定した規格的な溝である。

断面形は台形で、底面中央部には小礫のつまった小

溝が検出されたが、これは59号溝の底面に連なる小

溝であり、 B-B'断面以南では、 56号溝底面が図

化されてしまっている。

埋没土 溝埋没土のほとんどは、榛名山起源の軽石

や炭化物粒子を含む住居跡埋没土と同様であるが、

底面付近には砂や礫が堆積している。

出土遺物 埋没土中より、多量の土器片が出土して

いる。屈化したものは、底面より 5 ~20cm前後浮い

て出土したものが多い。遺物の大半は 6 世紀後半か

ら 7 世紀の段階のものである。

調査所見 58号溝や59号溝と重なっている部分で

は、同時に掘り上げていることもあって、確実な形

態を把握できたとは言えない。特に、 56号溝 B-B'

断面以南の底面の小溝は59号溝のものであることか

ら、 56号溝は59号溝の掘り返しであり、 B-B'断

面以北の流路を、やや北へと変更したものと考えら

れる。 （小島）

1 層 茶褐色土 榛名山起源の軽石を多く含む。 Hr-FA （黄褐色砂質

土）プロックを少祉含む。砂質。

2 層 暗茶褐色土 l 層よりも暗い。炭化物粒子・榛名山起源の軽石を
少量含む。砂質。

2'層 2 層にほぽ準ずるが、わずかに色調が暗い。

3 培 黒褐色土 炭化物を多最に含む。やや粘性がある。

4 層 暗灰褐色土黒色土の溶混を少最含む。榛名山起源の軽石を少最、

炭化物粒子をやや多めに含む。

5 層 黄褐色土 ほぼ地山プロyクに構成されるが、茶褐色土が混じ

る。やや粘性質。

6 層 暗灰褐色土 Hr-FA のプロック（黄褐色砂質プロック）を多く含

む。直径 1 mm程の榛名山起源の軽石を少量含む。

7 層 暗褐色土 酸化鉄を多く含む。榛名山起源の軽石は含まれない。

色調は、若千灰色がかる。

8 層 灰白色粘性土極わずかに榛名山起源の軽石 •Hr-FA プロック
が含まれる。

9 層暗灰褐色砂層単一的。

10層 暗褐色砂礫層 粘土が底面付近に含まれる。礫、及び遺物が多く

混じる。しまりは良い。
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A
 

A' 

゜ 1 : 40 2m 

B
 

B' 

L=95.7m ゜
1 : 60 4m 

58号溝 l 層褐色土 直径 1 -2 mm程度の白色軽石を多く含tヽ。黄褐色粗粒子を少絋含む。しまりは良い。

2 層暗青灰色土 粘性がある。直径 1 ~2 mm程度の白色軽石を少量含む。きめ細かい。

3 層 褐色細粒砂層 鉄分のため、黄褐色～茶褐色を帯びる部分もある。しまりは悪い。

4 層褐色細粒砂層 3 層よりもやや暗い。しまりは悪い。若干、 3 層よりも粗い粒子が含まれる。

5 層暗褐色砂層 直径 1 mm程の砂を多く含む。 4 層よりも粒子は粗く、暗い。鉄分を含み、ガリガリする部分がある。

6 層 暗褐色砂利層 直径 5 mm程の小礫を多く含む。直径 1 ~5 cmの黒色土プロックを含む。

7 層 茶褐色砂質土 直径 I cm前後の黒色土プロックの溶混を多く含む。砂を多く含む。直径 5 cmの黄褐色地山プロJク含む。

8 層褐色砂層 直径 I cmの黒色土プロックを極少量含む。しまりは悪い。

9 層 赤褐色砂利層 直径 l ~2 cmの黒色土プロック・黄褐色土プロックを含む。直径5 mm前後の小礫も多品に含まれる。ガリ

ガリしている。

10層赤褐色土 直径 5 mm前後の小礫、及び直径 I cm前後の黒色土プロックを含む。しまりは 6 層よりも良い。

48号溝 11層黒色土 地山の黒色土を埋めたものが、直径 l ~2 mmの白色軽石を少量含む。

12層褐色砂層 きめ細かい粒子。直径 3 cm程の黒色土と茶褐色土のプロックを含む。しまりは悪い。

60号溝 13層褐色砂層 直径 3 cm程の黄褐色土プロックを数点含む。 14層よりもやや明る＜、しまりは良い。

14層黄褐色砂層 直径 1 mm程の砂の粒子で直径 1 cmの黄白色土プロック、直径0.5~1 cmの黒色土プロックをやや多く含む。

56号溝 15層

16層

17層

18層

19層

20層

21層

22層

23層

23層暗褐色砂質土

59号溝 24層茶褐色土

25層暗褐色土

26層暗褐色士

27層褐色土

28層暗褐色土

しまりは悪い。

褐色土 直径 1 -3 mmの黄褐色土粒をやや多く、直径 l ~5 mmの炭化物片を少量含む。黄白色土プロックを少量直

径 1 ~3 mmの白色軽石を多く含む。しまりは良い。

暗茶褐色砂質土 直径 5 mm程の炭化物片を少量、直径0.1~1 cmの白色軽石を 1 層よりも少なく含む。しまりは弱い。

青味を帯びる褐色シルト質層。鉄分集積のため、若干茶色味を帯びる。砂を少絋含む。しまりは弱い。

暗茶褐色砂層 直径 5 mm程度の白色軽石を含む。粗い砂層だが、細かい礫を含む。しまりは弱い。

暗青灰色土 粘性がある。直径 1 ~3 cm程の炭化物を多く含む。白色軽石を少鑓含む。粘土に近い感じ。

暗褐色土 直径 I mm程の白色軽石を少最、直径 1 -2 mmの炭化物片も少最含む。若干白っぼい。

青白色を帯びる褐色土。粘性がある。シルトよりも粒子は細かい。榛名山起i原の軽石を数点含む。鉄分が多鉱に集積してい

る。

黄色味を帯ぴる褐色土。黄褐色土プロックの溶混を多く含む。少謎の砂を含む。粘性がある。

暗褐色砂礫層 鉄分が多量に集積しており、部分的に赤褐色を呈する。やや青白っぽい。直径 5 mm程の礫を、部分的に多

く含む。

23層よりも粒子は細かく、礫等は含まれない。

直径 l ~2 mm程の軽石を多量に含む。直径 l ~5 mm程の炭化物片を少最含む。しまりは良い。

黒色土を少最含む。直径 l ~5 mm程の褐色を帯びる軽万を少絋含む。しまりは24層よりも弱い。

25層よりも若干白っぽい。黒色土を少量含む。軽石は殆ど含まれない。直径 1 mm~2 mmの黄褐色土粒を少

羹含む。しまりは弱い。シルト質土層が少量含まれる。

黄白色土粒を少最含む。砂が少量混じる。しまりは弱い。

直径 l ~3 cmの黄褐色土プロックを少量、黒色土プロJク・粒子を多量に含む。直径 5 cmの砂のプロック

も数点含まれる。

29層 褐色土 黄褐色土プロック・粒子を多温、黒色土プロソクを少麓含む。砂を少量含む。シルト質土プロソクも混入。

30層 青味を帯びる暗褐色砂層。直径 1 cm程の黄褐色土プロック・榛名山起源の軽石（円礫）を含む。砂の粒子は細かい。

31層 黒色土と砂層の混合上。黒色土が極めて多く、直径 1 cmの黄褐色土プロック、及び粒子を少益含む。しまりは悪い。

図68 56号・ 60号溝土暦断面
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2 村前地区の溝

C 9 58号溝 C' 

疇
L=95.5m 

56号溝 1 層 褐色砂質土 直径 l ~5 cmの黄褐色土プロJク及び直径 l ~5 cmの黄白色土プロノクを多く含む。直径 1 -5 mmの白色
軽石を少量含む。砂を多く含む。直径 1 ~5 cmの黒褐色土プロJクが混じる。

2 層 暗褐色砂層 鉄分が少梵集積している。粒子は直径 1 ~2 mm程度のものを多く含み、粗い。やや青白っぽい感じ。
3 層 6 層に近いが、 6 層よりやや明る＜、粒子も若干細かい感じ。
4 層 暗青灰色土 粘性がある。直径 l ~3 cm程の炭化物を多く含む。白色軽石を少批含む。粘土に近い感し。
5 培 暗褐色土 直径 1 mm程の白色軽石を少是、直径 1 ~2 mm炭化物片も少益含む。若干色調は暗い。
6 層 青白色を帯びる褐色土。粘性がある。シルトよりも粒子は細かい。榛名山起源の軽石を数点含む。鉄分を多益に集積してい

る。

7 層 茶褐色砂層 直径 1 mm前後の砂粒を主体とする粗い砂層。直径 5 mm程の小礫を含む。シルト質土を含む。
8 層 褐色シルト質土 黄白色土プロJク溶滉を含む。粘性がある。鉄分の集積が多い。 6 層よりもかなり暗い。砂粒を多く含む。
8 層褐色シルト質土 黄白色土プロソク溶混を含まず、 8 層よりも若干暗い。粘性もやや弱い。
9 層褐色土 直径 1 mm前後の軽石を多く含む。黄白褐色土プロJクを少羅含む。しまりは良い。
10層 黒色土と砂礫の混土。直径 1 cmの軽石・円礫も混じる。礫は直径 5 mm前後が多い。

58号溝 11層 褐色細粒砂層 やや青味を帯びる。鉄分を含む。しまりは悪い。
12層 褐色細粒砂層 やや青味を帯びる。 11層よりも暗い。粒子も粗い。しまりは悪い。全体にやや白っぽい感じはする。
13層 暗褐色砂層 直径 1 mm前後の砂利を多く含む。しまりは悪い。全体にやや白っぽい感しはする。
14層 暗褐色砂利層 直径 5 mm程の小礫を多く含む。直径 1 ~5 cmの里色土ブロJクを含む。粒子は粗く、直径 l ~2 mm程の砂

と直径 5 mm程の小礫によって構成される。

14'層 14層に近いが小礫はあまり含まれず、砂粒の祉は14層よりも多い。
15層 暗褐色砂質土 黒色土プロJクを少量含む。直径 3 cm程の榛名山起源の軽石の円礫を含む。しまりは良い。

゜ 1 : 60 4m 

56号溝 61 号溝__Q_'.__

L=95.5m 

49号溝 1 層 黄色味を帯びる褐色土。直径0.5~I cmの黄褐色土小プロック、及び粒子をやや多く含む。直径 l ~2 mm程の白色軽石を多
く含む。しまりは良い。

2 層 褐色土 やや砂質。直径 1 mm程度の白色軽石を少屈含む。しまりは、］層よりも弱い。

3 層 褐色砂層 2 層よりも、やや白っぽい。しまりは悪い。単一的。

4 層 暗褐色砂層 不明瞭なラミナが認められ、下部はやや粒子は粗く、直径 2 ~3 mm程の砂粒が認められる。

5 層 褐色砂層 2 層に近いが、 2 層よりも暗い。粒子もやや細かい感じ。単一的。しまりは弱い。

5'層褐色砂層 5 層とほぼ同じであるが、黄白褐色土プロノクが少量混じる。しまりは弱い。
56号溝 6 層 褐色砂質土 直径 l ~5 cmの黄褐色土プロJク・黄白色土プロJクを多く含む。直径 l ~5 mmの白色軽石を少屈含む。砂を

多く含む。直径 1 ~5 cmの黒褐色土プロノクが混じる。

7 層 暗褐色土 直径0.5~1 cmの榛名山起源の軽石を少量含む。直径 1 mm程の粒子は、やや多く含む。里色土と黄褐色土のプロッ
クは含まれない。しまりは良い。

暗青灰色土 粘性がある。直径 l ~3 cm程の炭を多く含む。白色軽石を少最含む。粘土に近い感じ。

暗褐色土 直径 I mm程の白色軽石を少屈、直径 1 -2 mmの炭化物片も少贔含む。若干色調が暗い。

青白色を帯びる褐色土。粘性がある。シルトよりも粒子は細かい。榛名山起源の軽石を数点含む。鉄分を多く集積している。
茶褐色砂層 直径 1 mm前後の砂粒を主体とする粗い砂層。直径 5 mm程の小礫を含む。シルト質土を含む。

やや白っぽい暗褐色砂層と黒色土の混合土。黄褐色土プロJクも少最混じる。しまりは非常に良い。

暗灰色シルト質土 黒色土、及び黄褐色土の粒子ははとんど含まれない。

暗褐色砂層 若干茶色味を帯びる。 13層よりもややしまりは悪い。

8 層

9 層

10層

11層

61号溝 12層

13層

14層

゜ 1 : 40 2m 

図69 49号・ 56号・ 58号・ 61 号溝土層断面
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第 3 章溝の調査
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図70 56号溝出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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村前地区の溝
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図71 56号溝出土遺物

57号溝

位置

重複

走向

規模

形状

付図5-4、図72·73 、 PL13-5 、 PL14-3 、 PL16-5 、 PL73、表P.26

R-50~54グリッド

61号溝、 30号・ 34号住居に先行し、 58号溝に

Q -50~52 、

後出する。

調査区域内ではほぼ直線を呈する。

幅0.6m~ 1. 4m

調査長19.0m

（傾斜

深さ0.3m~0.43m

北端95.15m ー南端94.70m) 

断面形は底面の丸い逆台形を呈する。 34号住居に壊

され、以北の形状は定かではない。

埋没土

ことを特徴とする。

出土遺物

ほとんどが、砂礫質の土砂で埋まっている

埋没土中から、数片の土器、石が出土し

ただけである。

調査所見 底面の傾斜や埋没土下半の砂礫層の存在

から、北から南へ南流する水路として掘られた可能

性が高い。取水や受益地など、用途については不明

である。 （小島）
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第 3 章溝の調査

A
 58号溝 57号溝

A' 

L=95.7m 

57号溝

58号溝

1 層 暗褐色砂質土

2 層褐色砂質土

3 層暗褐色土

4 層褐色細粒砂層

5 層褐色細粒砂層

6 層暗褐色砂層

7 層暗褐色土

8 層暗褐色砂質土

9 層 褐色細粒砂層

10層褐色細粒砂層

l]層暗褐色砂層

12層 暗褐色砂質土

13層 茶褐色砂層

直径 l ~2 mmの白色軽石（榛名山起源の軽石？）をやや多く含む。しまりは良い。

直径 l ~5 mmの白色軽石（榛名山起i原の軽石？）をやや多く含む。 1 層に比べて、やや茶色味を帯びる。

やや砂質。 2 層に比べて暗い。黄灰白色土プロックを含む。白色軽石はかなり少量含まれる。

わずかに青味を帯びる。若干シルト質で、 5 層よりも粒子は細かい。しまりは弱い。

4 層よりもわずかに暗い。 4 層よりも粗い粒子を含む。しまりは弱い。鉄バクテリアの影響で赤味を帯びる。

5 層よりも暗く、粒子も粗い。しまりは弱い。

極めて多量の直径 l ~5 cmの黄灰白色土プロノクを含む。直径 1 ~5 mmの白色軽石をやや多く含む。

白色軽石を少量含む。鉄分のため、わずかに赤味を帯びる。

やや青味を帯びる。鉄分を含む。しまりは悪い。

やや青味を帯びる。 9 層よりも暗い。粒子も粗い。しまりは悪い。

直径 I mm前後の砂利を多く含む。しまりは悪い。

鉄分を含む。茶色味を帯びる。 9 • 10層よりも粒子は粗い。黄褐色土プロ、Jクを 1 、 2 点含む。

鉄分を多く含み、赤味が強い。かなり構成粒子は粗い。

B
 

B' c
 

C' 

L=95.7m L=95.7m 

1 層暗褐色土 わずかに茶色味を帯びる。直径 1 mm前後の白色 1 層暗褐色土 わずかに茶色味を帯びる。直径 1 mm前後の白色

軽石を少址含む。直径 1 ~2 cmの榛名山起源の 軽石を少量含む。直径 1 ~2 cmの榛名山起源の

軽石の円礫を数点含む。 軽石の円礫を数点含む。

2 層暗褐色土 1 層よりも暗い。直径 1 mm前後の白色軽石を、 2 層暗掲色土 1 層よりも暗い。直径 1 mm前後の白色軽石を、

l 層よりもかなり少なく含む。しまりは良い。 l 層よりもかなり少なく含む。しまりは良い。

3 層暗褐色土 2 層よりも明る<、 1 層よりも暗い。鉄分を若 3 層暗褐色土 2 層よりも明る<、 1 層よりも暗い。鉄分が若

千含み、やや赤色味を帯びる。しまりはやや良 干集積し、やや赤色味を帯びる。しまりはやや

し ‘o 良い。

4 層 褐色砂質土 若千白っぽい感じ。しまりは悪い。粒子は非常 4 層 褐色砂質土 若干白っぽい感じ。しまりは悪い。粒子は非常

に細かい。 に細かい。

5 層 褐色砂質土 直径 l ~2 cmの黒色土プロックを多く、黄褐色 5 層 褐色砂質土 直径 1 ~2 cmの黒色土プロックを多く、黄褐色

土プロックを少巌含む。しまりは悪い。 土プロックを少絨含む。しまりは悪い。

6 層暗褐色土 直径 l ~2 cmの黄褐色土粒子を少量、直径 1 cm 

の黒色土プロック・直径 5 mmの同粒子を多く含

む。しまりは良い。

7 層褐色土 直径 l ~2 mmの黄褐色土粒子を多く含む。白色

軽石粒子を少最含む。直径 1 ~2 cmの黒色土プ

ロックを少量含む。しまりは良い。

゜
1 : 40 2m 

図72 57号 •58号溝土層断面
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図73 57号溝出土遺物

58号溝付図5-4、図68·69·72·74·75 、 PL13-4·5 、 PL14-3·4 、 PL74 、

表P.26·27

位置 R • S -51~54グリッド

重複 56号溝に先行し、 57号溝に後出する。

走向 ほぼ直線的である。

規模幅1.8m~2.5m 深さ0.6m~0.84m

調査長12.0m

形状 （傾斜北端94.8m ー南端94.7m) 

56号・ 46号溝との重複関係を示す B-B'断面以南

は、幅が一定した直線状を呈するが、以北はやや北

側に膨らむ。断面形は逆台形を呈し、底面はほぼ平

らである。

埋没土 下半部は砂質土で、埋没している。

出土遺物 埋没土中から土師器片・須恵器片が出土

している。 174 を図示した。また172の須恵器長頸壺

口縁部片が中位法面直上から出土している。石器の

出土も多く、 57号溝同様、軽石製品が 2 点出土した。

また溝底面黒色粘土中から磨製石鏃 1 点が出土した

が、混入と考えられる。

調査所見 埋没土から、流水の可能性があると考え

られる。 56号溝と同規模、同形態の溝であり、同様

の用途が考えられる。

ミ三三[74

（小島）

-172  

゜
1 : 4 20cm 

図74 58号溝出土遺物
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図75

59号溝

位置

重複

走向

規模

形状

付図5-4、図68·76 、 PL13-5 、 PL14-1·5 、 PL74、表P.27

T-51~53グリッド

56号溝に先行する。

直線状を呈する。

58号溝出土遺物

幅1. 9m~2 .4 m

調査長6.0m

（傾斜

深さ0.7m~0.9m

南端94.64m ー北端94.60m)

底面中央に幅の狭い通水溝があり、断面形は薬研掘

に近い形態を示す。 56号・ 58号溝と同様な形態を呈

している。

器が出土している。

調査所見 56号 •58号溝と同形態の溝であり、同様

な用途に使われたものであろうと思われる。（小島）

埋没土 底面には、厚さ 10cmほどの砂がたまってお

り、短期的な流水を推定させる。

出土遺物

70 

56号溝との合流左岸の法面下位に杯形土

~9 

こ60

_二＝／
176 

゜ 1 : 4 20cm 

図76 59号溝出土遺物



60号溝付図5-4、図68 、 P し 13-1 • 5 、 PL14-6

位置 S -52~54グリッド

重複 48号・ 49号溝に先行する。

走向 ほぽ直線状をなす。 49号溝以南の走向は不明

である。

持見梧莫 幅0 .4 m~0.6m 深さ0.2m~0.3m

調査長6.0m

形状 （傾斜南端95.34m ー北端95.14m)

断面箱形の溝である。底面はほほ平らで、南から北

ヘ傾斜している。周辺に群在する溝の中では細く、

浅い小規模な溝である。

埋没土 48号溝との重複土層断面で観察すると、確

認面から底面まで砂で埋没している。流水のあった

可能性があろう。

出土遺物 土師器・須恵器片が15片出土したにとど

まり、図示可能な遺物は出土しなかった。

調査所見 48号・ 49号溝に先行するという事実のみ

で、掘削時期その他を考える資料はない。平面的な

位置関係から、本60号溝が洪水砂で埋まったために、

49号溝が掘り直されたことも考えられる。 （小島）

61号溝付図5-4、図69·77-81 、 PL13-3 、 PL16-5~8 、 PL17- l 、 PL74

·75 、表P.27·28

位置 0-46~48、 P -46~50、Q -50 • 51 、 R -

51 グリッド

重複 56号溝に先行し、 57号・ 58号 •68号～71号溝、

31号・ 34号・ 35号・ 65号・ 67号住居に後出する。

走向 東へ膨らむ弧状を呈する。

規模幅0.9m~1 .4 m 深さ0.26m~0.78m

2 村前地区の溝

調査長36.0m

形状 （傾斜南西端95.0m ー北端94.89m)

底面幅 1 cm前後の断面薬研形を呈す溝である。重複

も多く、住居群のほぼ中央を貰く形で掘られている。

埋没土 白色軽石や焼土粒を含む黒褐色土、茶褐色

土で埋まっており、住居跡の埋没過程と同様と考え

られる。 A-A'断面では、 61号溝がほほ埋まった

段階で炭化物層が堆積しており、注目される。埋没

途中で何等かの廃棄が行われたと考えられ、炭化物

層の上面には須恵器片が出土している。

出土遺物埋没土中から多量の遺物が出土してい

る。図示し得たのは一部であるが、 178はQ -51 グ

リッドで、底面から 9.5cm浮いた状態で出土した。

179~181の上師器杯形土器は、いずれも埋没土中の

出土である。 207 • 209の須恵器の壺は、先述した A

-A'断面北側の 0-46グリッドの炭化物層上に出

土したもので、図80に出土状態を示した。 S 31 は、

0-47グリッドで、底面から45cm浮いた状態で出土

した。角閃石安山岩を削り出して四角柱状に整形し

たもので、カマド構築材の可能性が商い。

調査所見 複数の遺構を切って掘られている本溝

は、古墳時代の遺物も出土しており、時期を考える

上で困難を極めている。図示した土師器の杯形土器

は31号住居付近で出土しており、住居を壊した際に

混入したものとも考えられる。205 • 207の須恵器は、

溝がほぽ埋まった際に溝内に投棄されたと考えら

れ、溝の機能した時間の下限を示すと言えるが本溝

の時期を特定することは困難である。 （小島）

A 
- 42号土坑 61号溝

A' 
67号住一—

鴨
42号土坑 1 層 細かい白色軽石を含む、茶褐色砂質土。

61号溝 2 層 茶褐色粘質土 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を

含む。

3 層 焼土粒を含む炭化物層。

4 層 灰褐色砂質土 少量の白色軽石・焼土粒を含

む。

5 層灰褐色土 細かい白色軽石・黄色土粒・炭

化物粒を含む。

L=95.7m 

゜ 1 : 40 2m 

図77 61 号溝土層断面

6 層灰色シルト質土直径 l ~2 cmの黒色粘土小プ

ロック・黄色土粒を含む。

7 層灰色土 黄色砂壌土粒・直径 2~3 cmの

黄色砂壌土小プロックを多量に

含む。

67号住居 8 層 白色軽石、焼土粒を含む黒褐色土。

9 層 炭化物粒を含む黄褐色砂壌土。
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第 3 章溝の調査

B B' 
65号住―

L=95.7m 

61号溝 1 層茶褐色土 細かい白色軽石・炭化物粒を含む。

2 層黒褐色土 白色軽石・炭化物粒を含む。
3 層 灰色粘質土 白色軽石・少祉の炭化物粒を含む。

4 層 黒褐色粘質土 少罷の白色軽石と焼土粒を含む。

5 層 黒灰色粘質土 少量の白色軽石と焼土粒を含む。
6 層 茶褐色土 直径 l ~2 cmの黒褐色粘土小プロック・白色軽石を含む。

7 層 茶褐色土 直径 3 ~5 cmの黒褐色粘上プロソクと直径 1 ~2 cmの黄色土小プロックが多饂に混じる。
65号住居 8 層 茶褐色土 細かい白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む。

9 層 黄色砂壌土、黒色粘土のプロ、Jクの混土。

C C' 

L=95.7m 

61号溝 1 層茶褐色土 細かい白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む。
2 層黒褐色土 白色軽石・炭化物粒を含む。

3 層灰色粘質土 白色軽石と少最の炭化物粒を含む。

4 層 黒掲色粘質土 少量の白色軽石と焼土粒を含む。

5 層 黒灰色粘質土 少最の白色軽石と焼土粒を含む。

6 層茶褐色土 直径 l ~Z cmの黒褐色粘土小プロJク・白色軽石

を含む。

7 層茶褐色土 直径 3 ~5 cmの黒褐色粘土プロックと直径 l ~ 

2 cmの黄色土プロックが多量に混じる。

35号住居 8 層 細かい白色軽石を含む黄灰褐色砂質土。

9 層 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む灰色砂質土。

F
 

57号溝
F' 

61号溝

57号溝

1 層暗褐色土

2 層 青灰褐色砂質土

3 層 青灰褐色砂層

4 層暗褐色土

5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

8 層褐色砂質土

9 層 褐色砂質土

L=95.7m 

直径 3 -5 mm前後の炭化物粗粒子を少量含む。直径 1 ~3 mmの黄褐色土粒子をやや多く含む。直径 1 ~ 

5 mmの白色軽石をやや多く含む。

直径0.5~1 cm程の榛名山起源の軽石を少址含む。鉄分のため、 1 層よりもやや赤味を帯びる。

両袖はやや茶色味を帯び、黄褐色土プロック、及び黒色土ブロックを少量含む。しまりは良い。褐色土

を含む。白色軽石も少最含まれる。下部には軽石は含まれない。

わずかに茶色味を帯びる。直径 1 mm前後の白色軽石を少蘊含む。直径 1 ~2 cmの榛名山起源の軽石の円

礫を数点含む。

4 層よりも暗い。直径 1 mm前後の白色軽石を、 4 層よりもかなり少なく含む。しまりは良い。

5 層よりも明る<、 4 層よりも暗い。鉄分を若千含み、やや赤味を帯びる。しまりはやや良い。

直径 l ~2 mmの黄褐色土粒子を少量、直径 1 cmの黒色土ブロック・直径 5 mmの黒色土粒子を多く含む。

若干白っぽい感じ。しまりは悪い。粒子は非常に細かい。

直径 1 ~2 cmの黒色土プロックを多く、黄褐色土プロJクを少鍼含む。しまりは悪い。

G G' 

l 層

2 層

3 層

4 層

L=95.7m 5 層

6 層

暗褐色土 直径 3 ~5 mm前後の炭化物粗粒子を少麓含む。直径 l ~3 mmの黄褐色土粒子・

直径 1 ~5 mmの白色軽石をやや多く含む。

暗褐色土 直径 3~5 mm前後の炭化物粗粒子を少最含む。直径 1 ~3 mmの黄褐色土粒子を
多く含む。直径 1 ~5 mmの白色軽石を少量含む。 1 層よりも暗い。

黄色味を帯びる茶褐色土。青灰褐色砂を少櫨含む。白色軽石は極少量含まれる。しまりは良い。

黄色味を帯びる茶褐色土。 3 層よりも、青灰褐色砂を多く含む。しまりはやや良い。

青灰褐色砂質土 直径 l ~2 cmの黄白褐色土プロJクを少量含む。粘性がある。

青灰褐色砂質土 黒色土プロ・Jクを多く含む。黄白掲色土プロノクをやや多く含む。しまりは良

し ‘o

図78 61 号溝土層断面
゜ 1 : 4 2m 
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2 村前地区の溝

10 D' 

L=95.7m 

61号溝 1 層 灰褐色土 白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を多く含む。

2 層 灰褐色土細かい白色軽石と黒色土プロックを多凪に含む。

3 層灰色土 細かい白色軽石を含む。

4 層 l 層に似るが、軽石・黄色土粒の量が多い。

5 層 茶褐色土 地山の直径 l ~2 cmの幼黒色粘質土小プロックと黄色土粒を含む。

6 層 地山の直径 3~5 cmの幼黒色粘質土プロJクと直径 l ~2 cmの黄色土小プロJクと茶褐色土の混土。

7 層 黄褐色土 黄褐色土粒、地山の直径 1 ~2 cmの幼黒色土小プロノクを多拡に含む。やや粘質。

31号住居 8 層 焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色土。やや砂質。

9 層 直径 3 ~5 cmの黄色砂壌土（地山）の小プロック、及び粒子を含み、焼土粒・炭化物粒を混じる茶褐色土。

10層 黒褐色土粒を斑状に混じる灰褐色シルト質土。

11層 焼土粒・炭化物粒を含む10層。

自然凹地 12層 白色軽石を多最に含む灰色粘質土。鉄分集積がみられる。

13層 幼黒色粘質土粒を斑状に、多最に含む灰色粘土。

14層 砂と直径 1 ~2 cmの灰白色粘土小ブロックを含む灰色粘質土。

15層 ラミナ状の砂と小礫の互層。

16層 角閃石を含む直径10~15cmの軽石と砂利を含む灰褐色粘土。

14 21 

61号溝 1 層 茶褐色粘質土 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む。

2 層 焼土粒を含む炭化物粒。

3 層 灰褐色砂質土 少量の白色軽石・焼土粒を含む。

4 層灰褐色土 細かい白色軽石・黄色土粒・炭化物粒を含む。

5 層 灰色シルト質土 直径 l ~2 cmの黒色粘土小プロック・黄色土粒を含む。

31号住居 6 層 細かい白色軽石を少最と、焼土粒・黄色シルト質土を含む。やや砂質の黄褐色土。

7 層 焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色土。やや砂質。

8 層 直径 3 -5 cmの黄色砂壌土（地山）の小プロック、及び粒子を含み、焼土粒・炭化物粒を混じる茶褐色土。

9 層 黄灰色砂壌土プロJク

10層黄褐色シルト

11層 焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色土。

12層 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を多く含む茶褐色土。

13層 直径 2~3 cmの焼土の小プロックを多量に含む茶褐色土。

14層 灰白色砂壌土

15層 黄白色土粒・黒色土粒を多韮に含む灰褐色土。

16層灰白色シルト

64号住居 17層 黄灰白色土 直径 2 cmの角閃石安山岩をわずかに含み、小粒子を全体に含む。硬い。

18層褐色土 直径0.5mm以下の角閃石安山岩を全体に含む。

19層 暗褐色土 角閃石安山岩を全体に含む。直径0.5cmの小粒が、 10c而当たり 1 個混入。

20層 暗褐色土 角閃石安山岩を全体に含む。直径0.5cmの小粒が、 lOcnl当たり 1 個混入。全体に砂が混入している。

21層 灰白色土 Hr-FA がプロック状になり、堆積している。砂質。

22層灰白色土 砂。

34号住居 23層 白色軽石・焼土粒・直径 I ~2 cmの幼黒色土小プロJクを含む茶褐色土。

24層 炭化物を多量に含む黒褐色土。

25層 白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を多く含む灰褐色粘質土。

26層灰色シルト

27層 黄色砂壌土プロック・幼黒色土プロックを含む灰色土（掘り方）。

30号住居 28層 細かい白色軽石・焼土粒・黄色土粒・幼黒色土粒を含む茶褐色土。

29層 黒褐色土粒・黄褐色土粒の混土。

図79 61 号溝土層断面
゜ 1 : 60 2m 

73 



第 3 章 溝の調査

9
5
.
4
0
r
n
 

B
 

B' 
戸I

m
 

B' 

B
 

邑
了
凸
6

ヽ
c
 

205 

吋

-+47  

c
 

叫

<| 

C' 

C' 

゜ 1 : 20 lm 

図80 61 号溝遺物出土壮態

74 



2
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第 3 章溝の調査

63号溝付図5-5 、 PL15-l

位置 W-62 、 X ~2A-61 • 62グリッド

重複 51号・ 52号溝に先行し、 40号・ 41号 •50号住

居に後出する。

走向 ほぽ東西方向を示し、直線状を呈する。

規模幅0.6m~ 1. 3m 深さ 0.2m~0.5m

調査長18.0m

形状 （傾斜東端95.lm ー西端94.84m)

東半分は確認面が高く、 50cmほどの深さで検出でき

たが、西半分は底面付近のみの検出にとどまってい

る。

埋没土 白色軽石を含む砂質黒色土で埋まってい

る。

出土遺物なし。

調査所見 掘削時期は10世紀後半頃と考えられる40

号住居を切っていること、 As-B の純堆積のある 51

号溝に先行することから、 10世紀後半～ 11世紀の掘

削と考えられる。流水を示唆する埋没状況はなく、

地割りの溝と考えられる。 （小島）

65号溝付図5-5、図82 、 PL16-6

位置 ZA-62 • 63 、 2B-62 グリッド

重複 51号溝、 46号住居

走向 ほぼ東西方向の溝で、やや南に膨らむ。

規模幅0.35m~0.6m

調査長5.0m

形状 （傾斜西端94.6m ー東端94 .4 m)

溝の幅や法面の傾斜は、ほぽ一定している。断面形

は緩い U字形を呈する。底面は幅0.18~0.28m であ

り、あまり凹凸はない。

埋没土 暗褐色土により埋まっていた。

出土遺物なし。

調査所見 定形化した溝であるが、埋没土の状況か

ら、流水のあった可能性は少ないと思われる。しか

し、夏になるとこの地点では水位が上がり、本溝も

湧水があることからすると、水の流れた可能性を考

えても良いものと思われる。掘削の時期は、不明で

ある。 （松村）
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A A' 
- 38号土坑 2 65号溝 5 ピッT

8 ， 4 ／曇
65号溝 l 層 暗褐色土直径 1 mm未満の軽石（ As-B?) を少

量含む。単一的。やや砂質。

2 層 暗褐色土黒褐色土の溶混を含む。軽石はほと

んど含まず、 1 • 3 層より暗い。
3 層 暗褐色土直径 I -5 mmの焼土粒子を少最、灰

白色地山粒子をやや多く含む。

4 層 暗褐色土 3 層よりやや明る＜、粘性がある。

灰白色地山プロJクを少量含む。

ビノト 5 層 暗褐色土直径 1 ~5 mm未満の灰白色地山粗粒

子を多最に含む。軽石を少最含む。

6 層 暗褐色土 青灰色砂質土が帯び状に不規則に入

る。直径 l ~5 mmの灰白色地山粒子

を少量、焼土粒子を微量含む。

7 層 暗褐色土 ほぽ単一的。 6 層よりも明るく、粘

性がある。

38号土坑 8 層 暗褐色土直径 1 mm未滴の軽石を少贔含む。

単一的。やや砂質。

9 層 暗褐色土直径 1 ~2 cmの黄灰白色地山プロッ

ク、及び粒子を多く含む。しまりは

悪いが、粘性がある。

゜ 1 : 40 2m 

図82 65号溝土層断面

66号溝付図5-5、図65·83 、 PL74 • 75、表P.28

位置 X ~ Z -62グリッド

重複 54号溝に先行し、 42号住居に後出する。

走向 直線方向に近いが、緩く湾曲する。

規模幅0.8m~ 1. 3m 深さ0.05m~0.39m

調査長8.0m

形状 （傾斜不明）

42号住居床面調査時に住居内で検出した。底面には

小さな凹凸が多くある。住居外へ出る東端は充分に

検出していない。西側は40号住居南壁と重なり、詳

細は不明である。

埋没土 白色軽石・黄色土粒を含む灰褐色粘質土で

埋まり、下層には黄灰色シルトが堆積している。

出土遺物 ほとんど底面についた状態で、土師器杯

形土器や甕形土器の破片が出土している。 201 はほ

ぼ中央部で出土したもので、他は埋没土中の出土で

ある。
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村前地区の溝

調査所見

に、

住居に先行する遺構でありながら、住居

の掘り方と一緒の掘り下げになってしまったため

データが少なくなってしまった。出土遺物は、

42号住居のものとあまり時間的隔たりのないものと

考えられる。 （小島）

下 ／八＿—-
.,, 204 ・｀ー＝二—

- 202 

/

1

2

0

1

 
゜

. / / 口
／

l
 

1 : 4 

讐こ言］。
I S43 

図83

68号溝

位置

重複

走向

規模

形状

20cm 

\ 口ー゜
゜

66号溝出土遺物

（傾斜

1 : 2 5 cm 

1 : 3 10cm 

付図5-4、図84 、 PL17-2

0 • P -48グリッド

61号溝に先行し、 65号住居· 69号溝に後出。

直線状を呈する。

幅0.35m~0.65m

調査長5.0m

深さ0.02m~0.06m

北東端95.65m ー南西端95.31 m) 

断面形は丸い箱形を呈する。底面にはやや凹凸があ

る。

埋没土

ている。

69号溝

位置

重複

走向

規模

形状

埋没土

68号溝

69号溝

65号住居

焼土粒や白色軽石を含む黒褐色土で埋没し

出土遺物

が出土したのみである。

調査所見

埋没土中から数片の土師器・須恵器破片

北東部は68号住居によって破壊されてお

り、 61号溝より南西部では確認できなかった。（小島）

付図5-4、図84·85 、 PL17-2、表P.29

N ~P -48 • 49 グリッド

61号・ 68号溝に先行し、 69号住居に後出する。

南西部は68号溝に平行するが、東へ80゜ほど

屈曲する。

幅0.4m~ 1. 2m

調査長6.0m

（傾斜

深さ0.22m~0.3m

南西端95.38m ー南東端95.3m)

68号溝と平行する部分は、それと同規模の浅い溝で

あるが、東へ屈曲した部分は幅も広くなっている。

上半部は白色軽石・黄色土粒の混じる黄褐

色土で埋まり、下半部は黒褐色土で埋まっている。

出土遺物 浅い方の部分から、須恵器・土師器の破

片が出土している。図示した185 には、焼成時に付

着したと考えられる礫・土塊が見られる。

--65号住

言
l 層

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

8 層

黒褐色土 白色軽石を多量に含み、少最の焼土粒．

黄色土粒が混じる。

白色軽石・黄色土粒を含む。

細かい白色軽石を多量に含み、黄色土粒

を多く含む。

3 層に黒色土粒を混じる。

黒褐色土 白色軽石・黄色土粒が混じる。

細かい白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む茶褐色

土。

炭化物を多籠に含み、焼土粒を混じる黒褐色土。

焼土粒・炭化物粒を少鍼混じる灰色粘質土。

灰褐色土

黄褐色土

゜
1 :40 2m 

図84 68号・ 69号溝土層断面
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185 

゜ 1 : 3 10cm 

図85 69号溝出土遺物

調査所見 形態の異なる部分からなる本溝は、調査

時には一遺構としているが、別の遺構の可能性もあ

る。 （小島）

70号溝付図5-4、図86~88 、 PL17-3 、 PL75表P.29

位置 M~  0 -46 グリッド

重複 71号・ 79号溝、 72号 •89号 •91号住居に後出

する。

走向 ほぼ東西方向を示す。

規模幅0.65m~ 1. 6m 深さ0.09m~0.28m

調査長11.0m

形状 （傾斜東端95.51 m ー西端95.22m)

断面箱形を呈する溝である。 72号住居との重複部分

ミ言二□，3

ここ口2

は住居床面での検出の為、浅くなっている。 72号住

居西では土橋状に掘り残された部分がある。さらに

その西 3m ほどで、溝は途切れている。

埋没土 白色軽石や黄色土を混じるやや粘質の灰褐

色・茶褐色の土で埋没している。

出土遺物 0-46グリッド部分に集中して、土師器

A
 

A' 

70号溝 71号溝

L=96.0m 

70号溝 l 層黒褐色粘質土直径0.5~1 cm の黄色砂壌土小プ

ロック・白色軽石・直径0.5~1 cm 

のの黒色粘土粒が混じる。

2 層 少星の黒色土粒・直径 l ~2 cmの黄色土小プロJク

と、白色軽石を含むやや粘質の茶褐色土。

3 層灰色粘質土

4 層 粘質茶褐色土 細かい白色軽石を多最に含む。

5 層 灰褐色粘質土 白色軽石と黄色土粒を含む。

6 層 直径 2 ~3 cmの黒色粘土小プロノクを含む 5 層。

71号溝 7 層 茶褐色土 白色軽石・黄色土粒•黒色土粒を含

む。

8 層 灰褐色砂壌土 白色軽石・黄色土粒を含む。

9 層 灰褐色砂壌土 白色軽石・直径 3 ~4 cmの黄色砂壌

土プロック・砂利•砂が混じる。

゜ 1 : 4 20cm ゜ 1 : 40 2m 

図86 70号溝出土遺物 図87 70号・ 71 号溝土層断面
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B
 

B' 

L=96.0m 

c
 

C' 

ニニニ==--------

L=96.5m 

D D' 

1 層 暗褐色土 若干、暗灰色を帯びる。直径 I -2 mmの白色軽石を多く含む。黄褐色軽石が

極少祉混じる。しまりは良い。 72号住の 1 層に比べて、かなり黒い。

2 層 暗灰色土 粘性がある。ほとんど軽石を含まない。

3 層 暗灰褐色土 直径 I cmの榛名山起源の軽石の円礫を少盤、直径 I mm以下の白色軽石（榛名

山起派の軽石？）を多く含む。

4 層 若千、黄色味を帯びる褐色土。地山（灰白色砂質土・黄褐色砂質土）プロックを多く含む。

榛名山起源の軽石は直径 I mm以下のものを、やや多く含む。

5 層 暗灰褐色土と地山（灰白色砂質土・黄褐色砂質土）のプロソクとの混合土。やや後者の方が

多い。しまりは非常に強い。

1 層 暗灰褐色土軽石を多巌に含む。やや砂質。

2 層 灰色シルト質土

3 層 灰褐色土 軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む。

1 層 暗褐色土 Il 層よりもわずかに黒い。榛名山起派の軽石を Il 層よりもやや多く含む。

直径 5 mm以下の黄白色土粗粒子をわずかに含む。しまりは非常に良い。

2 層 暗青灰褐色土 黄褐色土粒子を少孤含む。炭化物粒子を微品含む。わずかに砂質。

゜ 1 : 40 2m 

L=96.5m 図88 70号溝土層断面

杯形土器が出土している。

調査所見 掘り残し部分があることから、用水路と

しての機能は考えにくい。地割りの溝と考えられる。

（小島）

71号溝付図5-4、図87·89 、 PL17-4 、表P.29

位置 N-47 、 0 -46 • 47 、 P-46グリッド

重複 70号溝に先行し、 67号・ 68号・ 70号・ 92号住

居に後出する。

走向 直線状を呈する。

失見梧莫 幅0.55m~0.9m 深さ0.16m~0.3m

調査長12.5m

形状 （傾斜北西端95.22m ー南東端95.04m)

一部に、法斜面が緩くなる部分もあるが、箱形断面

を呈する溝である。概して規模も一定している。底

面は平らである。

埋没土 下層には灰褐色の砂壌土が堆積しており、

砂利•砂も混じっているが、上層には軽石や黄色土

粒を混じる茶褐色土が堆積している。

出土遺物埋没土中から土師器が46片出土してい

る。図示したものは、その中でもやや大きいもので

ある。

調査所見 発掘区の端から端まで検出できた溝であ

る。多くの住居を壊していることから遺物の混入が

考えられ、出土遺物からの時期決定は難しいが、 70

号溝よりは以前に掘られた溝ではある。溝下半には

砂利•砂が堆積しているが、底面の勾配はほとんど

なく、用水路の可能性は少ないと考えられる。（小島）

｀ー~87
゜

1 : 4 20cm 

図89 71 号溝出土遺物
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A
 72号溝

図90 72号溝土暦断面
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゜ 1 : 40 2m 

72号溝付図5-4、図90 、 PL!7-5 

位置 0 -49 • 50グリッド

重複 32号・ 33号住居に先行する。

走向 東に中心のある弧状を呈する。

規模幅0.35m~0.55m 深さ0.26m~0.4m

調査長5.5m

形状 （傾斜北東端95.20m ー南東端95.14m)

薬研状の断面形を呈する。底面は平坦である。北東

端は幅が狭くなる。

埋没土 白色軽石・黄白色シルト質土のブロックを

含む褐色土を主体とする。

出土遺物 土師器の破片が少最出土しているが、図

示はし得なかった。

調査所見 32号・ 33号住居の掘り方調査時に検出し

た。地山である二次堆積物のブロックを多く含む土

が埋没土になっており、人為的埋没の可能性もある。

全掘していないので、形態や機能等について詳細は

不明である。 （小島）

73号溝付図5-5、図91表P.29

位置 2 B -62 • 63 、 2C -63~65、 2D-65グリッド

重複 74号溝に先行し、 78 • 79号住居に後出する。

走向 北東から南西へほぽ直線状を呈する。

規模幅0.4m~0.6m 深さ 0.08m~0.63m

調査長14.0m

形状 （傾斜南西端94 .45m ー北東端94.29m)

比較的定形的な溝であり、断面形は浅い U字形を呈

する。非常に直線的な形状を呈する。底面は平坦で

あるが、 53号溝との交点あたりで一段下がる。底面

の幅は0.28~0 .4 m である。

埋没土 比較的しまりの弱い明褐色土により埋没。

80 

出土遺物 埋没土中より須恵器の椀が出土している

が、本溝は数軒の住居跡と重複しており、明確な時

期を示すものとは言えない。

調査所見 53号溝との交点以南において確認された

ものであり、掘削時期は10世紀頃の79号住居を切り

込んで掘削されていることから、それよりも当然新

しいものと考えることができる。 （松村）

\ ~:88 

゜ 1:4 20cm 

図91 73号溝出土遺物

74号溝付図5ふ図92 、 PL75表P.29·30

位置 2A-59~61 、 2B-60~62 、 2C-62~64 、 2D

-64 • 65 グリッド

重複 51号・ 52号溝・善勝寺堀に先行し、 78号・ 79

号住居に後出する。

走向 北東から南西へほぽ直線状を呈する。

規模幅計測不可 深さ0.39m~0.61m

調査長31.1 m 

形状 （傾斜北東端94.27m ー南西端93.94 m) 

断面形はほぼV字形をしていたものと思われるが、

西半部を善勝寺堀に切られているため、確実とは言

えない。 C 区と D 区の境の道路下で51号溝と合流し

ており、一時期51号溝と同時に流れていたものと思

われる。 54号溝北側に三角形の張り出し部をもち、

この部分は底面が平坦になるように土が何度も貼り

固められていた。

埋没土 暗褐色土により埋没していたが、上半部分

よりも下半部分の方が水分が多く、粘性も強い。埋
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没土に As-B の純堆積層は確認することができな

かった。

出土遺物 羽釜、須恵器の蓋、陶磁器の高台付鉢な

どが出土しているが、本溝は住居跡と重複しており、

その周辺からのものが多く、これらの遺物は明確な

時期を示すものとは言えない。

調査所見 西半部を善勝寺堀に切られており、東半

部の壁しか確認することができなかった。掘削時期

は本溝に切られている 10世紀の 121号住居跡よりも

新しいものと考えられる。埋没土中に As-B 層がな

いことからすると、その時期には既に埋まっていた

ものと思われる。従って 10世紀以降に掘削され、

As-B 降下時期に埋没した非常に短期間の溝と考え

られる。なお、染谷川沿いの道路と平行して南走す

る 4 本の溝は、 74号溝→51号溝→52号溝→善勝寺堀

という順序で、平安時代から現在に至るまで用水路

として掘削され、使用されていたものと思われる。

（松村）

＼望ニ

三ニー 265

78号溝付図5-4、図93·94 、 PL18-l 、 PL75、表P.30

位置 L ~N-44グリッド

重複 82号溝に先行し、 79号溝． 80号住居に後出す

る。

走向 ほぼ直線状を呈する。

規模幅0.85m~ 1. 2m 深さ0.14m~0.2m

調査長10.0m

形状 （傾斜東端95.5m ー西端95.12m)

やや不定形な浅い断面形を呈する。 N-44杭より西

へ 3m のところで途切れて、以西は確認できない。

底面は凹凸が激しい。

埋没土 榛名山起源の軽石粒を含む暗褐色土で埋没

している。下半には暗青灰色の砂質土が堆積してい

る。

出土遺物 軽石製品が 1 点出土している。また埋没

土中から土師器・須恵器片が出土しているが、 2 点

を図示した。

調査所見 埋没土中には砂質土が観察できるが、底

面の状況や途切れてしまうことから、流水の可能性

は低いと考えられる。 （小島）

A
 

A' 

78号溝 82号溝

L=96.0m 

：ニ ,>, 190 

78号溝 1 層暗褐色土 榛名山起i原の軽石を多く含む。

直径 l~3 mmの黄褐色地山粒子

を少最含む。

2 層暗褐色土 青灰色土プロックを多く含む。

¥ | 榛名山起i原の軽石を極少鍼含

む。

3 層 暗青灰色砂質土黄褐色土粒子を少量含む。榛名

山起源の軽石を少量含む。

4 層暗褐色土 榛名山起源の軽石を少蘊含む。

黄灰白色地山プロックを多はに

含む。しまりは弱い。

82号溝 5 層明褐色土 全体にやや黄色味を帯びる。青

灰色砂質土と黄灰白色砂質土

（共に地山）のプロックを多量に

ヽ 'I l るソ 含む。

゜
1 :40 2m 

゜
1 : 4 20cm 

' 
図92 74号溝出土遺物 図93 78号・ 82号溝土層断面
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B B' 

=::7,27 こ=7,26
゜ 1 : 4 20m 

L=96.0m 

78号溝 1 層 暗褐色土

2 層暗褐色土

直径 1 mm前後の榛名山起源の軽石

を多く含む。直径 1 ~3 mmの黄褐

色地山粒子を少量含む。 1 層より

もやや暗い。

青灰色土ブロックを多く含む。

榛名山起源の軽石を極少蘊含む。

l 層よりもやや明るい。

3 層 暗青灰色砂質土黄褐色土粒子を少量含む。しまり

は悪い。

80号住居 4 層 明黄白褐色土 榛名山起源の軽石をやや多く含

む。黄灰白色砂質土（地山）プロッ

クを多く含む。砂質。

86号住居 5 層暗褐色土 やや黄色味を帯び、粘性がある。

灰褐色土ブロソク溶混を多く、榛

名山起源の軽石を少最含む。

ロ
。

Sl4 

゜
1: 6 20cm 

゜ 1 : 40 2m 図94 78号溝土層断面と出土遺物

A
 

A' 

L=95. 7m 

量

1 層 暗褐色土 直径 1 cm前後の青灰色土ブロックの溶混を多く含む。榛名山起源の軽石を微量含む。パサつ

く。

2 層 暗褐色土 直径 2 cmの黄灰褐色地山プロックを少量含む。榛名山起源の軽石を少鼠含む。パサつく。

3 層 暗青灰色土榛名山起源の軽石を徴楓含む。やや粘性がある。

4 層 暗褐色土 しまりは悪く、パサパサする。榛名山起源の軽石を微最含む。

79号溝 1 層 暗褐色土 直径 1 cm前後の青灰色土プロックの溶混を多く含む。直径 l ~2  cmの黄褐色砂質

地山プロックを多く含む。

2 層 暗褐色土 1 層よりも明る＜、しまりも若千悪い。青灰色土ブロJク、及び黄褐色砂質地山

プロックを 1 層よりもやや多く含む。

81号溝 3 層 暗褐色土 ほぽ単一的。榛名山起源の軽石を極微鍼含む。しまりは悪い。

4 層 暗褐色土 青灰色土プロックの溶混を多く含む。しまりは弱い。

5 層 暗青灰色土 直径 2 mm前後の榛名山起源の軽石を少量含む。しまりは 3 • 4 層よりも良い。

~ 79号溝 80号溝 80号住 ^' 1事
L=95.7m 

80号住居 1 層 明黄白褐色土 砂質。榛名山起源の軽石をやや多く含む。黄灰白色砂質土（地山）プロックを多く含む。 8 層よりも色調は
明るい。

2 層暗褐色土 榛名山起源の軽石を少量含む。しまりは 1 層よりも良い。

3 層暗褐色土 しまりが悪く、パサパサする。榛名山起源の軽石を少量含む。

3'層暗褐色土 3 層よりもやや明るい。

4 層暗褐色土 やや黄色味を帯びる。榛名山起源の軽石を少量含む。黄灰白色砂質土（地山）プロックを少量含む。灰褐色

土プロックをやや多く含み、わずかに粘性がある。

86号住居 5 層 黄褐色砂質土 直径 1 ~2  mmの榛名山起源の軽石を少最含む。パサつく。

6 層暗褐色土 やや黄色味を帯びる。 5 層よりもかなり暗く、粘性もある。灰褐色土プロJク溶混をを多く、榛名山起源
の軽石を少械含む。

7 層 暗褐色土と灰褐色土の混合土。直径 5 mmの地山黄褐色土小プロック、及び榛名山起源の軽石をやや多めに含む。黒色土粒
子を極少量含む。やや粘性がある。

80号溝 8 層明褐色土 榛名山起源の軽石を多く含む。黄灰白色砂質土（地山）プロソクを多く含む。やや砂質。パサつく。 1 層よ

りも色調は暗い。

79号溝 9 層 暗黄褐色土 直径 l ~2  cmの軽石を含む。 Hr-FA 時の泥流堆積物・ブロックを混入。
10層暗褐色土 直径 l ~2  cmの軽石を含む。

゜
1 : 40 2m 

図95 79号 •80号 •81 号溝土層断面

82 



79号溝付図5-4、図95 、 PL18-2·3

位置 M-42~47 、 N-45グリッド

重複 80号住居． 81号溝に先行し、 80号溝に後出す

る。 70号溝との関係は不明である。

走向 南北方向の溝で大きく弧状を描くが、ほぼ直

線に近い。

規模幅0.25m~0.45m 深さ0.03m~0.2m

調査長23.5m

形状 （傾斜南端95 .49 m ー北端95.26m)

N-46杭の北でやや形を崩すものの、ほぼ一定の帯

状を呈する。深さは浅く、0.03m しか確認できなかっ

た。また北端はM-42グリッド内で途切れて、以北

は確認できなかった。

埋没土 しまりのない暗褐色土で埋没している。榛

名山起源の軽石粒を少量含んでいる。

出土遺物なし。

調査所見 45号・ 46号溝と同規模、同走向の溝であ

る。掘削時期や機能等は特定できない。 （小島）

80号溝付図5-4、図95 、 PLJ 8-2

位置 L -43 、 M-43 • 44 、 N-44グリッド

重複 79号溝に先行し、 80号住居に後出する。

走向 東西方向の溝で、緩く蛇行するものと思われ

る。

封計莫 幅0.3m~0.4m 深さ 0.06m~0.19m

調査長3.0m

形状 （傾斜東端95.51 m ー西端95 .47m) 

80号住居と重複する部分は、明確に溝を確認するこ

とができなかった。住居より東の部分は連続すると

考えられるが、確証はない。断面形は浅い箱状を呈

する。

埋没土 榛名山起源の軽石を多量に含む砂質の明褐

色土で埋没している。

出土遺物なし。

調査所見 81号・ 82号溝と走向を同じくする。

（小島）

2 村前地区の溝

81号溝付図5-4、図95 、 PL]8-3

位置 L • M-43グリッド

重複 79号溝に後出する。

走向 はぽ東西方向で、緩い曲線を描く。

封計莫 幅0.25m~0 .4 m 深さ0.03m~0.19m

調査長9.0m

形状 （傾斜東端95.52m ー西端95.35 m) 

幅が狭く、浅い溝である。断面は箱形を呈する。

埋没土 しまりの強い暗褐色土で埋没している。

出土遺物 M-43グリッドで、土師器の杯が底面か

ら 2 cm はど浮いた状態で出土しているが、図示不可

能の小破片である。

調査所見 80号溝と走向・規模・形状とも類似して

いる。 （小島）

82号溝付図5-4、図93

位置 L • M-44グリッド

重複 78号溝、 80号・ 86号 •90号住居に先行する。

走向 はぽ東西方向を示し、緩く曲線を描く。

規模幅0.7m~0.9m 深さ 0.06m~0.19m

調査長2.0m

形状 （傾斜西端95 .42m ー東；備95.28m)
やや幅広の浅い溝である。 90号住居以西では確認す

ることができなかった。

埋没土 地山である二次堆積砂質土のブロックを多

量に含む明褐色土で埋没している。

出土遺物 底面近くから土師器杯形土器の破片が数

点出土しているが、図示は不可能であった。

調査所見 80号． 86号住居の掘り方調査時に検出さ

れた。 （小島）
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24号溝付図6-3·4 、図45·96-98 、 PL19- l~5 、 PL20-l • 2 、 PL76

表P.30·31

位置 K • L -22~43グリッド

重複 1 号河川跡、 44号溝に後出し、 29号・ 34号溝

に先行する。また、本遺構の埋没土を掘削して 3 号

~ 5 号・ 12号など平安時代の各住居が構築されてお

り、古墳時代の後期以降の Hr-FA 洪水堆積層上に

展開する安定した居住域になっていたものと考える

ことができる。

走向 K-24グリッドから K-23グリッド付近まで

はほぼ直線で流路を保っているが、検出部分の北端、

染谷川の現河道寄り部分は調査時の安全対策上の都

合で十分な調査が不可能であり、 1 号河川跡の流路

との識別が十分に行えず 1 号河川跡との重複関係を

明瞭に把握することができず、やや不明確な点があ

る。 K-34グリッド付近までは西に弱く膨らんで弧

状をなしている。

その後、 K-34グリッド内では二つに分岐し、東

側は、先行して掘削された44号溝の旧路を踏襲する

ように南に延びる、 6m を検出することができた。

西側はいったん南西に向かい、 M-35グリッド付近

ではほぼ90゜、方向を転換することを昭和61年度の

調査で確認した。本溝はさらに南東方向の L-43グ

リッドまで延び調査区域外におよんでいる。

規模幅1.75m~2.5m 深さ0.43m~1.34m

調査長57.5m

形状 （傾斜北端94.57m ー南端94.66m)

溝の上端は小さく曲折して、幅や法面の傾斜は一定

していない。断面形も大部分で法面が緩やかに立ち

上がり、底面も平坦面が認められず、一定していな

い。これは本遺構が下位の 1 号河川跡や44号溝の埋

没土を掘削して壁面としているため、流水により当

初の原型が損なわれてしまったものと考えられる。

底面は、全体的に北から南に向かって傾斜している

が、 K-26グリッドや K-32グリッドでは前後の底

面よりも低く凹部をなすところがある。

K-34グリッドで分岐する部分の北側、 K-33グ

リッドにおいては、それまでの検出部分北端から K
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-32グリッドまでが幅が3.0m 前後であったものが、

4.0m 以上に広がっている。分岐後、南西に延びる

部分は底面に20cmほどの段差をもち、ローム層と前

橋泥流層を掘削しており、強く傾斜する法面と幅

0.7m前後の狭い平坦な底面が認められる。この部

分が掘削当初の原形を比較的良好に残しているもの

と思われる。

埋没土 最下層に暗灰色の細砂が堆積している。上

～中位には FA および同時期の洪水堆積物が認めら

れる。特に、 K-34グリッドで分岐後の埋没土上層

には、直径 2 ~20cm程の角閃石安山岩の角のとれた

軽石直が多量に混入していた。

出土遺物 98杯は K-26グリッドの底面からの出土

である。その他に埋没土中から土師器杯・甕が出土

している。また、 7 箇所から木器および木片が出土

した。 W643は径 5 cm の丸杭で、 K-25グリッド、

溝の東側法面に深さ40cmほど打ち込まれていた。 W

644 も杭であり、 K-28グリッド内の埋没土中、底

面から 13cm上位において横倒して検出された。

調査所見 北端は染谷川の現河道により切られてい

る。南端も調査区域外に延びており、全体の規模は

不明である。また、現用水路の掘削により、 K-27 • 

K-30、 L -30 • 31 グリッドにかけて削平を受け、

形状の確認を困難にしている。

埋没土下層の暗褐色細砂の堆積状況から流水が

あったことが確認できる。掘削時期は、 Hr-FA の

降下時期を下限とし、出土土器の年代観に近い 5 世

紀後半と考えられる。このことから、本溝の掘削は、

2 号河川跡の流路変更に対応し、 44号溝の旧路を再

整備、この溝の担っていた配水機能を持続すること

を目的の一つとされていたものと思われる。

昭和61年度調査地域では Hr-FA 水田の東端に沿

うように、この24号溝が検出された。調査区域内で

は明確な取水施設はとらえられなかったが、水田と

同時に埋没している土層を確認したことや、水田の

配水系統などを考え合わせると、本溝は水田耕作用

の用水路として考えることができる。 （徳江）



2 村前地区の溝

A
 

A' 

24号溝 1 層暗灰色土 榛名山起源の軽石を多く含み、霜降

り状をなす。

• 
2 層暗灰色土 黒色味が強い。榛名山起源の軽石が

少最混入。

3 層灰白色土 やや粘性のある細砂からなり、し
まっている。

L=95.4m 4 層 鉄分梨積の著しい細砂層。

5 層 暗灰色の細砂層。

1 層 灰白色土 やや粘性のある細砂からなり、しまっている。 6 層黄茶白色土 シルト質。ややしまる。

2 層 暗灰色の細砂層。 44号溝 7 層暗灰色土

7'層 砂粒を多く含む。
8 層 暗灰白色・白色・黄茶色の砂粒の混土層。
8'層 黄茶色の砂粒が多くなる。

B B' 8"層 白色砂粒が多くなる。
9 層 暗灰白色の砂質土

10層 暗灰色の砂層
10層 暗灰色の砂層 直径 l ~2 mmの軽石と思われる小粒

を含む。

11層 茶褐色の砂層 鉄分の集積がある。
12層 暗灰色土と白色砂粒の混土層。 5 層下の地山に近い。

13層暗灰色土 As-C ·砂粒を少量含む。

13層暗灰色土 3 層よりも黒味がやや薄れる。白色
土の小プロソクを含む。

14層暗灰色土 砂粒を多く含む。
L=95.4m 

c
 

C' 

L=96.3m 

24号溝 1 層 耕作土 砂質。榛名山起源の軽石の小粒が混入。
2 層 暗灰色土 鉄分集積により、茶褐色味を帯びる部分もある。直径 2~4 cm程の榛名山起源の軽石が入る。
2 層 暗灰色土 シルト質の土粒が、薄い縞状に重なって堆積。
3 層 暗灰色土 2 層よりも茶色味が全体に強い。
4 層 榛名山起i原の軽石と暗灰色土の混土。 4 層と同様の層と思われるが、榛名山起源の軽石の祉・大きさともに 4 層よりも極

端に劣る。
暗灰色土 榛名山起派の軽石が薄い層で入っている。
黄色土 シルト質。
暗灰色土 榛名山起源の軽石の小粒と黄茶色土が、薄い層で重なりあっている。
黄茶褐色シルトプロック。
黒色土と砂粒の混土層。
黒色土と砂粒の混土層。

4'層

5 層

6 層

6'層

1 号河川跡 7 層

8 層
゜

1 : 40 2m 

図96 24号溝 •44号溝・ 1 号河川跡土層断面
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D
 

L=95.8m 

34号溝 l 層茶褐色土

2 層暗褐色土

3 層茶褐色土

4 層茶褐色土

5 層茶褐色土

榛名山起源の軽石を多督に含む。茶褐色土ブロック及び黒色土ブロックを含む。

黒色土プロJクを多く含む。榛名山起源の軽石を少量含む。

やや砂質。榛名山起源の軽石を多く含む。

榛名山起源の軽石を多めに含む。黒色土プロJクをわずかに含む。やや砂質。

極くわずかに粘性土を含む。榛名山起源の軽石を多めに含む。しまりは弱い。

黄灰褐色砂質土 榛名山起源の軽石を少量含む。砂の粒子は非常に細かいが、粘性はほとんどない。

黄灰褐色砂質土 榛名山起源の軽石を含む。

灰褐色砂質土 直径 1 ~3 mm程の榛名山起源の軽石を多く含む。やや粘性がある。

黄灰褐色砂層 粒子は粗く、サラザラする。

黄灰褐色砂層 粒子は細かく、ややシルト質。

直径 I cm程の榛名山起源の軽石が多いが、直径 3 ~5 cm程のものも多く含まれる。

茶褐色土 若干、砂質。直径 I mm以下の榛名山起源の軽石をわずかに含む。

褐色土 黄白褐色土プロJクを多く、直径 I mm以下の榛名山起源の軽石をわずかに、灰色粘土ブロックを極少最

含む。

13層 暗灰褐色砂質土 直径 l ~3 mm程の榛名山起源の軽石を多く、直径 I cm前後のものを数点、直径 3 cm程のものを 1 点含む。

14層茶褐色土 粘性があり、直径 l ~3 mmの榛名山起源の軽石を少最含む。

15層 灰色の砂層 粒子はやや粗く、直径 I -3mmの榛名山起源の軽石を極わずかに含む。

44号溝 16層 灰褐色粘土 直径 I mm程度の榛名山起源の軽石を、帯び状に 3 列ほど含む。全体の割合としては少晟である。

17層灰色粘土 直径 I mm程度の榛名山起源の軽石を少輩含む。

18層 黄茶褐色シルト質土 非常に細かい砂粒を含むが、榛名山起源の軽石は含まれない。

1 号河川跡19層 灰褐色砂層 酸化鉄を多く含む。直径 I mm以下の砂によって構成される。しまりは弱い。

20層 黄茶褐色シルト質土 直径 3 ~5 cmの榛名山起源の軽石を少量含む。茶褐色砂をプロック状に少屈含む。

21層 黄茶褐色粘性土 灰掲色を呈する部分が、まだらに入る。砂を下底に含む。

24号溝 6 層

7 層

8 層

9 層

9'層

10層

11層

12層

22層 黒褐色粘土 若千色調は明る<、 As-C もほとんど含まれない。

゜ 1 : 60 2m 

図97 24号・ 34号溝・ 1 号河川跡土層断面
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2 村前地区の溝

: 口

11 100 

42号溝付図6-3 、 PL19-l 

位置 J -25~28グリッド

重複なし。

走向 南北方向に延びる溝であるが、南半は東方向
に弱く曲がり、緩やかな弧を描いている。

規模幅0.72m~1.48m 深さ 0.08m~0.2m

調査長16.2m

形状 （傾斜北端95.5m ー南端95.45m)

断面形は法面が緩やかに立ち上がるもので、底面も

平坦でなく、中央が低く丸みをもっている。

埋没土 Hr-FA 及び同期の洪水堆積層に覆われて

゜
しヽた。

疇

W643 

I l 
1こ

出土遺物なし。

調査所見 北端は削平されている。南端は調査区域

外に延び、全体の状況は把握できなかった。流水の
有無についても確定できない。本遺構の東側、

Hr-FA 直下の面は幅1. 24~2.12m の平坦部分が広

がっていた。本遺構と合わせ、土地利用上何等かの

区画をなしていた可能性が考えられる。掘削時期は

限定できなかった。 （徳江）

゜
1 : 4 20cm 

図98 24号溝出土遺物

44号溝付図7-3·4 、図96·2]] 、 PLZ0-4·5

位置 K • L -28~34 、 K-35グリッド

重複本遺構の埋没土を掘削して、 24号・ 35号溝が

後出する。

走向南に直線的に延びる。

規模幅1.45~3.8m 深さ 0.27~1.06m

調査長 河川跡との区別が困難であるが、河

川跡の左岸と本遺構の西壁が分離する 28 ライ

ンから南へ2.5m の地点を本遺構の取水口と

すれば、調査長は34.7m となる。

形状 （傾斜北端94.2m ー南端94.26 m) 

取水口は幅が広く、 3.80m を測る。また、 K-33グ

リッドで溝の東壁の形状が乱れているが、その他、

特に、 30 ラインから南部分の形状は比較的整然とし

ている。断面形状は法面の傾斜が緩やかで、大きく

開放して立ち上がっている。部分的に法面の下位に

弱い稜が残っている。底面は、平坦で中央がさらに
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第 3 章溝の調査

浅く掘り込まれ、道具による掘削痕が部分的に認め

られる。

埋没土 灰褐色土と鉄分集積の著しい砂が交互に薄

い層をなして堆積していた。底面中央の最下位には

黒褐色土があり、良くしまっていた。

出土遺物 土器・石器・木器・木片が出土したが、

河川跡の出土量と比較するといずれも非常に少量で

ある。土器は、弥生土器片の他に274の増、 293の小

広口甕が出土している。取水口近くの L -28 • 29 グ

リッドからは石製模造品の製作工程を表わす遺物が

119点出土している。なお、遺物実測図は 1 号河川

跡の遺物とともに掲載した。

調査所見 規模の項でも記したとおり、本遺構は、

河川跡からの取水を目的として掘削された用水路と

考えられるが、南端は調査区域外に延び、配水先に

ついては確定できない。本遺構の底面の高さは多少

の凹凸はみられるものの、 29 ライン以南は94.2m 前

後に一定している。これに対して、 1 号河川跡の底

面の高さは、調資域の北端で94.2m を測り、取水口

付近では94.lm 前後と本遺構の底面を下回ってい

る。この状況では、河川によほど豊富な水益がなけ

ればスムーズな取水は困難と思われる。河川跡の調

査では、 L -26~28グリッド、 K -28 • 29 グリッド

の河床面に直立して打ち込まれた杭あるいはその痕

跡を合計16本検出しているが、このことから、本遺

構への取水を容易かつ安定的に実施するために、河

川跡内の瀬分けをし、水位を高めるためのしがらみ

状の施設が設置されていたことが想定できる。これ

とは別に31 ラインから南に約 1 m の地点では、溝の

走向に直交して、西壁に 2 本、東壁に 2 本の杭と l

箇所の杭の痕跡が確認された。この杭列についての

役割については推定しかねる。

掘削時期あるいは用水として機能していた時期に

ついては、遺物の出土量も少なく、その確定が困難

であるが、河川跡の状況と考え合わせると古墳時代

前期を上限とし、 24号溝の成立を下限とすることが

できる。 （徳江）

77号溝付図7-4、図100~118 、 PL2] ・ 22 、 PL76~87、表P.31~41

位置 P • Q -47~51 、 R-48~51 グリッド

重複 4 号・ 5 号周溝墓に後出する。

走向 直線的な走向を呈するが、 R-49杭付近で直

角に近い角度で曲がる。

規模上幅4.3m~6 .4 m 下幅1. 5m 深さ1. 4m

調査長25.0m 通水溝（幅0 .4 m 深さ約O.lm)

形状 （傾斜北西端93.58m ー南東端93.53m) 

北側は方形周溝墓と重複しており、周溝の掘り方と

判別がつかないところもあって、やや不定形である。

テラス状の段は右岸上半にある溝にともなうと考え

られるが、用途等は不明である。南側法面は下端か

ら 1 m ほどの所に稜のある、定形的な法面をもって

掘られている。

底面は幅1. 5m ほどで、ほぼ中央部に小刻みに蛇

行する幅0 .4 m 、深さ 10cm ほどの小溝が掘られてい

る。屈曲部付近から西側で、この小溝は左岸に接近

する。その延長の詳細は明らかでない。

発掘区西縁が現道のため、調査不能であった。ま

た図100土層断面に示すとおり、調査直前まで使用

されていた「善勝寺堀」が重複して掘られており、

］巴210 208 

`\ 三--r  

□: 211 

゜
1 : 4 20cm 

図99 善勝寺掘出土遺物
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A
 

2 村前地区の溝

A' 

゜
1 : 60 4m 

77号溝 1 層 As-C のほぼ純堆積層。鉄分のため、黄褐色～茶褐色を呈する。

2 層 黒褐色粘性土 多くの As-C 、及び砂を含む。鉄分集積を含む。

3 層 茶褐色砂質土 極めて多最の As-C、及び砂を含むが、西に行くに従ってその量は少なくなり、粘性をもつ。底面に炭

化物の層をもつ。

極めて多量の As-C、及び砂を含む。若干の灰褐色粘性土を含む。

帯び状に、数本の炭化物層が入る。若干の粘性がある。 As-C はほとんど含まれない。

極めて多最の As-C、及び砂を含む。色調は白っぽい。

極めて多最の砂と多量の As-C を含む。西に行くに従って、黒味があり、粘性をもつようになる。

炭化物層が帯び状に入る。細かい砂を多く含む。

極めて多量の砂を含む。 As-C も多く含まれる。

砂利を多く含む。粘性がある。

極めて多量の砂を含む。炭化物粒子を帯び状に数条含む。

直径 1 cm前後の礫を多量に、直径 1 ~3 cmの黄褐色～灰白色の地山シルト質土層のプロックを多く含む。

この層より、玉類・木器類等が出土する。

ピニール・礫・木片が混じる。しまりは悪い。

底面付近には、砂が多く含まれる。細かい木片（ゴミ・葉）等が含まれる。しまりは悪い。

As-C を含む。しまりは弱い。

直径 1 mm以下の白色軽石粒子を少最、炭化物粒子を微量含む。

色調は 16層とはぽ同じであるが、灰白色粘性土プロックを少羅、白色軽石粒子を微最含む。粘性は

16層よりも強い。

19層に近いが、 19層よりもやや明るい。

灰白色を帯びる。

4 層 灰白褐色砂質土

5 層 灰白色砂質土

6 層 灰褐色砂質土

7 層 灰白褐色砂質土

8 層 灰白褐色粘質上

9 層 灰褐色砂質土

10層炭化物層

11層 暗灰白色砂質土

12層 灰白色砂礫層

善勝寺堀 13層 暗褐色粘性土

14層 暗褐色砂質土

4 号周溝墓15層 暗褐色土

16層黒褐色土

17層黒褐色土

18層暗褐色土

19層暗褐色土

B
 

2 号周溝募 B' 

L=95.lm ゜
1 : 40 2m 

77号溝 l 層 暗褐色粘性土単一的。軽石等は含まれない。

2 層 暗褐色土 As-C を多めに含む。やや砂質。直径 2~3 mmの炭片を少最含む。

3 層 暗褐色土 As-C を少量含む。細かい砂が混じる。

2 号周溝墓 4 層 暗褐色粘性土 5 層よりもかなり白っぽい感じ。粘土に近い。 As-C はほとんど含まれない。

5 層 黒褐色土 As-C を極めて多最に含む。やや粘性がある。

図100 77号溝土層断面
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図 101 77号溝出土遺物（ 1)
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□ S48 

D S 1 2  

2 村前地区の溝

左岸の延長は不明である。図100 には「善勝寺堀」

出土遺物を示しておいた。なお、「善勝寺堀」の掘

削年代は明らかでない。

埋没土底面近く、及び中央の小溝には砂利•砂・

砂質土が確認でき、若干の流水があったことは推定

される。上半部は As-C を多贔に含む黒色土で埋没

している。 1 層は純堆積に近いが、二次堆積と考え

られる。先行する 4 号方形周溝墓の周溝を覆う 15層

にも、 As-C 粒は含まれる。

出土遺物 77号溝では多最の木製品と上器・石器な

どが出土した。土器では225の樽式甕形土器が、前

述したテラス状の段から 10cmほど浮いた状態で出土

した。また図示した小形器台や S 字状口縁台付甕形

土器は溝底面直上、または底面から 5 ~6 cm浮いて

出土している。木製品は底面直上、及び10~20cm浮

いた形で12層中から出土している。定形の農具や板

状加工されたものが含まれる。石器は敲石・磨石な

どが多く、 1 点、大型の管玉がほぼ底面直上で出上

している。

調査所見埋没土の状況から、本溝の掘削時期は

As-C 降下以降の古墳時代前期と考えられる。右岸

のテラス状の段は、先行する周溝墓の周溝とも考え

られるが、規模から推して右岸に対応する周溝が検

出できないことから、その可能性は考え難い。調査

時にも遺物を取り上げる作業の際には、作業空間と

して重宝したことを考えれば、当時も同様に機能し

ていた可能性もある。発掘区東端の土層断面からは、

Hr-FA 降下時にもほとんど埋没が完了していたと

みられる。 （小島）

S49 

゜
1 : 4 20cm 

図102 77号溝出土遺物 (2)

91 



第 3 章溝の調査

。

冒

誓口

□□0:15 

ロニニ］ 昌
ー『—―ヽ I - 0—.,',— 

ー

(

8

 
w
 

—
爪
ハ
閑
紺
L
ー
爪
日
＼
げ
ソ

口
り
口

□

_
』

4

言
□

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
三
一
[
0
号

＼
汀
|
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
ー
—
口

T
_
9
,

c
i
i>
\
1
|
|

→1
-
7
7

図

ー
人
叶
ー
ー
川
ぃ
~
ー
い

W
□

l

ー
ト
|
□
い
い
ー
ー
ー
ー
。

20cm 

92 



2 村前地区の溝
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図104 77号溝出土木器（ 2)
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2 村前地区の溝
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第 3 章溝の調査
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2 村前地区の溝
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2 村前地区の溝
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第 3 章溝の調査
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2 村前地区の溝

I I 

l 

□ W218 

゜゜ 1 : 8D 

r

畠
ぃ
⑥4

 
2
 

3
 w

 

口
/ yl
 

1
ー

40cm 

f
 

ー
ー
ル
．

I

'
|
I
l
|
I
r

□
ー
~
口L

_
 

I

I

`

V

 

ー

ー
｀
胴
嘗
号5
9

w
 

|
>
 

< _-5
I I I W52 

三――- --ーー一丁―--うニ＿ o 
I WZOZ 

□
□

l
p
/
_
|

□
：
口
[

“ 
皇
：

| 

二―ーー―--—＝二三ーー

I 

＇—-こ□三三三ニニニニニニロ
I I 

•—_ 一— -一こ□三三ロニニロニニニニニコニニニ三 :w122
図 118 77号溝出土木器（16) I o 1 : 4 

ご

20cm 

107 



第 3 章溝の調査

75号溝付図5-3 、 PLZ0-3

位置 L • M-37グリッド

重複なし。

走向 ほぼ直線状を呈する。

規模幅0.25m~0.45m 深さ0.05m~0.06m

調査長5.5m

形状 （傾斜西端95.09m ー東端95.08m)

やや平面形に凹凸があり、不定形な溝状の遺構であ

る。

埋没土 As-C を多量に含む黒色土で埋没してい

る。

出土遺物 溝からの出土遺物はないが、上層覆土は

As-C を含んでいる黒色土で、同層位は古墳時代前

期の土器の包含層であり、土師器片が多量に出土し

た。

調査所見 やや規模が大きく、一条しか検出されて

いないが、第 4 次調査 D 区で検出された畝間の溝列

の溝に類似しており、同様の機能を有するとも考え

られる。 （小島）

85号溝図119·322 、 PL88、表P.41·42

位置 U-54グリッド

重複 56号溝に先行する。

走向 ほぼ東西の直線方向を示す。

規模幅0.66m~0.88m

調査長3.32m

形状 溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定している。断

面形は緩い U字形を呈する。あまり定形的な、しっ

かりしたものとは言えない。

埋没土 As-C を多量に含む黒褐色土。

出土遺物 かなり多量の土器片及び剥片石器等が出

土しているが、いずれも埋没土中の出土であり、掘

削時期を示すものとは言えない。

調査所見 西端は検出されたが、東端は56号溝にほ

とんど壊され、東に延びるのか、南へ曲がるのか不

明である。 As-C 降下後、 Hr-FA 降下以前に掘削さ

れ、埋没したと考えられる。埋没土からは、畠の時

期に近い段階で埋まったものと思われる。 （松村）
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図119 85号溝出土遺物

86号溝付図7-4、図120~136 、 PL23-26 、 PL88~98、表P.42~50

位置 M-42 • 43 、 N_42~44 、 0-43グリッド

重複 87号． 88号溝と同時存在と考えられる。

走向 北東から南西

規模幅計測不可 深さ約0.5m

調査長3.8m

形状不明瞭

埋没土 流水による堆積層である。堰の部分から前

面は植物の腐った泥土があり、堰き止められた土層

には砂礫層や細砂粒の互層が見られる。これらの土

層内からは木材や土器などの遺物が出土している。

溝の底面は前橋泥流の上面を約20~30cm掘り下げた



状況であり、非常に硬い。

出土遺物 木製品・自然木・葦・土器・石器などが

出土している。土器は弥生時代中期後半から古墳時

代前期の遺物が出土している。

調査所見 現況の道路部分のため掘削が不可能な場

所であり、流路の方向は不明瞭である。ただし調査

時点での溝の方向性は溝の蛇行状況が考えられ、大

きく西へ蛇行した東の角部分付近であり、この部分

2 村前地区の溝

に88号溝が重複する。当溝内から検出した堰は N-

42 グリッドポイントから西へ 1 m 、 42 ラインより

1 m西を南北線上につくられている。この位置から

87号溝に取水するための施設と考えられる。

堰の状況、堰の出士状況は N-42グリッドに検出

された。 N-43グリッドポイント北西 1 m付近から

北に、杭を数本確認した。横木は杭よりも前面に押

し出されたかのような位置から出土している。この

A
 

A' 

L=95.6m 

1 層表土 16層 細砂粒土（川床に堆積した土）

2 層 FA 期洪水堆積層 17層 砂質混入茶褐色土（杭の跡？）

3 層 Hr-FA 18層 黄灰白色砂質土 中間に、植物の腐った部分がある。

4 層 黒色土（水田床土） 所々に畦畔がみられる。酸化鉄が集積し 19層 黄灰白色砂質土 中間に、植物の腐った部分がある。

ている。 As-C を含む。 20層黒褐色土 木が敷かれた跡に、かや等で斜めに堰を

5 層 暗赤褐色砂質土 As-C を含む。 造る。

6 層暗茶褐色土 As-C を含む。粘性がある。 21層黒褐色土 わずかに灰色がかる。

7 層 灰褐色粘質土（新しい落ち込み） 22層 黄白色砂質土 一部に木を含む。

8 層 黄色土プロック層（新しい落ち込み） 23層灰黒色土 ラミナ状に堆積する。砂粒は細かい。

9 層砂質土 As-C を含む。ラミナ状に堆積。 24層灰白色砂

9'層 暗黄褐色土 As-C を含む砂質土。 25層灰黒色土 砂が少最混じる。 23層と類似する。

10層赤褐色土 As-C を含む。粘性がある。 26層 灰白色砂質土

10'層赤褐色土 As-C を含む。粘性がある。下層は砂質 27層 灰白色砂質土（細砂粒）

になる。 28層砂質土 酸化鉄分が集積する。ラミナ状に堆積す

l]層黒色粘土 植物の腐ったものが堆積。 る。

12層暗灰色土 粘性がある。 29層砂質土 酸化鉄分が集積する。（細かい）

13層砂質土 酸化鉄を多く集積する。ラミナ状に堆積 30層灰色砂質土 ラミナ状に堆積する。（細かい）

している。 31層黒褐色粘土 木を含む。

14展 12層の流れた状態である。僅かに砂質が強くなる。 32層 灰褐色細砂（地山）

15層 黒色土（植物の炭化が進んだ土層）

図120 86号溝・堰土層断面
゜

1 :40 2m 
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第 3 章溝の調査

横木に数本の杭や板状の木材を斜めに当て、この上

に葦の束を縦・横·斜方向に重ね、当てている。基

部構築する杭や横木として使用した木材は数本確認

できた他、堰に流れ着いた流木には農具や建築材と

考えられる加工木の他に自然木などが重なり合うよ

うに出土した。また堰を越えた部分からも加工木は

出土している。堰の高さは溝底面から約40cm、堰の

水を受ける角度は約30度である。堰に水止め施設と

しての葦の厚さは 5 ~6  cmあり、葦一本一本は潰さ

れ、全体的な景観は板の木目がくっきりと見えるよ

うな出土状況であった。 87号溝の取水口としての堰

とすれば、堰の高さと 87号溝の底面の比高は約 5 ~ 

7 cmほどあり、流水可能である。当溝は全体的な特

色がはっきりしないが、河になる可能性も考えてお

かねばならない。また出土遺物等から使用最終期を

古墳時代前期に位置づけたい。 （相京）
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第 3 章溝の調査
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2 村前地区の溝
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第 3 章溝の調査
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2 村前地区の溝
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2 村前地区の溝
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2 村前地区の溝
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第 3 章 溝の調査

87号溝

位置

重複

走向

規模

形状

付図7-4、固 137 • 138 、 PL27-l~3 、 PL88、表P.50

M-42 、

8 号前方後方形周溝墓に先行する。

ほぼ南北方向

幅1. 9m~3.4m

調査長27.0m

（傾斜

N • 0-43~48グリッド

深さ0.5m~ 1. llm

南端94.18m ー北東端94.03m)

定形化した U字形の溝である。 86号溝の堰付近から

0-45グリッドポイント付近まで大きく湾曲し、ほ

ほ南北に溝が延びている。

埋没土 2 号方形周溝墓や 8 号前方後方形周溝墓の

間に位置し、砂質混じりの土層が溝内でいくつか確

◇
書

゜

1 : 8 

40cm 

図137

ロ
〕

v

:
0
1

□
[
 

ヽ

-9 

認できる。 86号溝とほとんど同時期の埋没土と考え

られる。

出土遺物

調査所見

れる。

,9/

>
I

埋没土内より弥生土器・土師器・木製

品・杭が出土している。

86号溝と同時存在と考えられる。 86号溝

の堰から水を引き込む導水路の役目を果たすものと

考えられる。遺物出土状況や 8 号前方後方形周溝墓

の土層から前方後方形周溝墓に先行する溝と考えら

1 号～ 3 号方形周溝墓の東溝と重複するかの

ようであり、土層堆積状況から当該期は低い地形を

選地した可能性がある。 （相京）

• 228 

ロ

゜ 1 : 3 • 

、,W316

10cm 

＠
口

Sl6 

5
 

ー
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口
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ロ

87号溝出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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B
 

L=95.3m 

1 層 Hr-FA 下水田下

2 層暗茶褐色土

3 層暗灰褐色土

4 層 暗灰褐色土

5 層暗灰褐色土

6 層暗灰褐色土

7 層暗灰褐色土

8 層赤褐色土

9 層 明赤褐色土

10層川砂。細砂粒。

11層黒褐色土

酸化鉄が多最に入る。

酸化鉄が多批に入る。粘性が大きい。

酸化バクテリアが斑点状に入る。炭化物を含む。粘性が大きい。

砂層。 As-C を多量に含む。

砂層。細砂層。 As-C を少量含む。

砂層。ラミナ状を呈す。細かい砂である。

砂層。ラミナ状を呈す。砂が粗い。

砂層。白色粘土プロックを含む。

As-C を含む。

As-C を均ーに含む。 8 号周溝墓を覆う土層。

Cゞ）

]
2
7
 

゜ 1 : 40 2m 

ヰ
至
逹
図
3

涵

図138 87号溝土層断面



第 3 章 溝の調査

88号溝

位置

重複

走向

規模

付図7-4

L-42~44 、

86号溝、

A' 

M-42 • 43グリッド

8 号方形周溝墓

北西から南東方向を示すが、調査範囲が狭く、

詳細は不明である。

形状

幅4.0m~2.7m

調査長6.5m

不明。

深さ0.7m~0.35m

溝の幅は東側が狭く、西側の86号溝と合流する部分

は広くなっている。法面の傾斜は比較的一定してい

る。底面は幅2.0m であり、東側が高く、西側が低

くなっている。

1 層

2 層

黒褐色土 直径 1 ~15mmの炭化物が、 lOcnl に 5~6 個混入。

粘性が強い。

茶褐色土 粘性が強い。地山の漸移層。

図139

゜ 1 :40 2m 

93号溝土層断面

ある。流水のあった可能性は埋没土の状況から、か

なり少ないと考えられる。溝の形状や方位から、

測、検討はしているが、不確定である。

ー

号墓坑の南西に位置する周溝墓の一辺としての推

（相京）

埋没土 黒色～黒褐色の As-C を多く含む粘性土に

よって埋没していた。底面には砂利が堆積していた。

出土遺物

い。

調査所見

93号溝

位置

重複

走向

規模

形状

埋没土

出土遺物

調査所見

128 

掘削時期を示すようなものはほとんどな

86号溝に連なる溝であり、埋没時期は86

号溝とほぼ同時とみて良いものと思われる。 88号溝

として取り上げた遺物には時期を示すようなものは

ないが、 86号溝には多量の木器や土器片等がある。

（松村）

付図7-5、図 139 、 PL27-5·_6

Z -61 • 62 • 63グリッド

52号溝によって切られている。

南東から北東

幅0.9m~ 1. 2m

調査長4.0m

（傾斜

深さ0.03m~O.llm

南端94 .42m ー北端94 .40m)

断面は鍋底状を呈し、長軸方向の北西端は緩やかに

段状を呈しながら上端に達する。南東部分は52号溝

により切られているが、継続するなら、 Z-63グリッ

ドの52号溝に切られた一部が残存すると推定し全長

約8.5m の舟底形の溝になる可能性もある。

上半は黒褐色の粘性土であり、炭化物を含

んでいる。下半は地山の漸移層で、粘性が強い。

なし。

掘り込み面として確認できたのはW面で

95号溝

位置

重複

走向

規模

形状

付図7ーふ図140 、 PL27-7·8、 PL28-l 、 PL88、表P.50·51

X -54 • 55 グリッド

96号溝との新旧関係は不明である。

蛇行しながら南南西へと下る。

幅0.5m~0.8m

調査長7.0m

埋没土

（傾斜

出土遺物

調査所見

深さO.lm~0.18m

北端93.84m ー南端93.78m) 

現水路の善勝寺堀によりほとんどが破壊され、形状

を十分に残していない。溝の底部は狭く、

呈している。

U字形を

重複が激しいため、溝の底面部分は調査さ

れたが土層図はない。調査時の観察では237遺物は

砂利が混じる土層内からの出土であり、流路として

の溝の可能性があったことが推察できる。小さな蛇

行を繰り返して下流へ向かうものと考えられるが、

推測の域を脱しない。

出土遺物は溝の底部付近にしか存在せ

ず、底部に近接して出土した。遺構の破壊が激しく、

遺構の重複からの新旧関係は不明である。出土遺物

は弥生土器片を含むが、主として土師器が出土して

いることから古墳時代と推定される。

現在使用されている善勝寺堀と 96号溝と

の関係において、検出された溝は底部付近だけで

あった。全体の形状や流路もほとんど不明である。

検出できたのは善勝寺堀の法面を精査した段階であ



2 村前地区の溝

る。調査区の西端であり、堀との関係から遺構の年

代は不明である。 （相京）

｀こ
/ 

`;:: =-236 

こ ミこミ~ 237 

゜ 1 : 4 20cm 

図140 95号溝出土遺物

96号溝付図7-5、図 141 、 PL28-l 、 PL88、表P.51

位置 W-54 • 55 、 X-54~56グリッド

重複 95号溝との新旧関係は不明である。

走向 わずかに蛇行しながら下る。

規模深さ0.4m~0.5m

調査長14.0m

形状 （傾斜北端94.2m ー南端94.1m) 

残存状況から推定すると、かなり定形化した U字状

の溝と考えられる。 Y -57グリッドにおいて西へ走

向を変え、善勝寺堀に切られている。

埋没土 現水路の善勝寺堀の泥土等を取り除いた結

果が、溝状遺構の法面となった。土層図はない。た

だし、 95号溝と重複していない部分でもわずかに砂

質土層を観察しており、流路の可能性もあったこと

が推定される。

出土遺物 重複が激しく、現水路の影響を多く受け

ていることなどから、時期決定は不可能であるが、

出土遺物は弥生時代～古墳時代のものである。

調査所見 現水路の善勝寺堀により、溝の長軸方向

に、中央から西側部分を2/3程度破壊されている。

（相京）

万40
\ \ 

\ 

/~ 
/ • 242 

＼
＼
ぃ

0 1 : 3 • 

• 243 

10cm 

図141 ~6号溝出土遺物

97号溝付図7-5、図 142 、 PL28-l 、 PL88表P.51

位置 Y-57グリッド

重複 175号住居との新旧関係は不明である。

走向南へ向かう。

規模幅0.4m~0.6m 深さ 0.06m~0.22m

調査長4.5m

形状 （傾斜南端94.27m ー北端94.18m)

小規模な溝である。定形化した断面は U字形を呈す。

出土遺物埋没土中より弥生土器・土師器が出土し

た。図示はできない破片である。石器 (S 47) 1 点を

図示した。

調査所見弥生時代～古墳時代弥生時代前期の

As-C の下位において確認できたが、土層遺構掘削

時の攪乱を受けた可能性もあり、時期は不明である。

（相京）

`

5

4

7

 

0
八
〖
〗
゜

瓜

20cm 

図142 97号溝出土遺物
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第 3 章溝の調査

3. 下り柳地区の溝

1 号溝付図8-4 、 PL29-2·3

位置 E-59 、 F • G -59 • 60グリッド

重複 1 号竪穴。

走向 東西方向の溝である。

規模幅2.2m~2.8m 深さ0.08m~0.17m

調査長8.0m

形状 （傾斜西端97.30m ー東端97.29m)

定形化した浅い溝である。幅や法面もほぽ一定して

いる。断面形は逆台形を呈している。底面の幅は約

1.4cmであり、床面はほぼ平坦である。

出土遺物 土師器の底部が出土したが、時期決定は

できない。

調査所見 1 号竪穴と重複関係にあり、溝の一部が

切られている。溝は浅く、定形化している。水路と

して使用された痕跡はない。掘削時期は As- B 堆

積以前で、 Hr-FA 層堆積以後の範疇でしかとらえ

られない。 （相京）

2 号溝付図8-4 、 PL29-2·4

位置 F-58、 G-57 • 58、 H-56 • 57 、 I -55 • 

56グリッド

重複なし。

走向 北西から南東方向へ延びる。

規模幅1.2m~2.4m 深さ0.60m~0.86m

調査長22.0m

形状 （傾斜南東端96. 76m ー北西端96.62m)

検出部分中央でわずかに曲がる。断面形は逆台形状

を呈している。溝の上端・下端幅はほぼ一定であり、

溝法面の角度もほぽ一定している。

出土遺物 土師器の甕の破片が 1 片出土している。

調査所見溝の確認面が As- B 層下であり、

Hr-FA 層よりも上層である。溝底面の標高は北西

が低く、南東が高いが、水路として使用することを

考えると逆流を考えがちとなるが、取入口付近の水

の削り込み部分に近いことを考慮すべきであり、底

130 

面の高さよりも、水面で検討すべき溝を考え、南東

に流れる溝と考える。 （相京）

3 号溝付図8-4

位置 G • H -54 、 I -54 • 55グリッド

重複 明確な重複関係は認められないが、東側の部

分で 2 号竪穴遺構との関係が不明瞭であり、重複関

係があったのかもしれない。

走向 一部が現在の農業用水に壊されているが、ほ

ぼ東西方向に延びる溝であり、現在の染谷川にほぼ

直行する形である。ただし前述した 2 号竪穴との重

複関係により、東側の調査区域外にも延びていない

可能性が高いと言える。

規模幅0.7m~1 .4 m 深さ0.08m~0.17m

調査長9.0m

形状 （傾斜東端97 .45m ー西端97.40m)

不定形な形状で幅自体も一定でなく、浅く不定形な

断面形態を呈する溝である。

埋没土 As-B を含むかどうかは調査時の所見や土

層の観察からも不明確である。

出土遺物なし。

調査所見 残存状況は良好でなく、掘削時期も検出

面が As- B の降下・堆積段階であることから、そ

の上限は明らかに As- B 降下・堆積以後であるこ

とが判断できる程度である。さらに、溝としての機

能を有していたかどうかも不明であり、むしろ周辺

に隣接して何本かの単位で存在している、東西方向

に延びる畠のサク状遺構と考えられるものに類似し

ており、特にすぐ北側の 1 本、南側の 2 本と本溝の

間隔がほぼ一定であることからも、あるいは畠のサ

クの可能性が高いと言える。 （麻生）



4 号溝付図8-4 、 PL29-5

位置 G • H -51 グリッド

重複 26号土坑と重複する関係が認められるもの

の、その前後関係は不明である。

走向 調査区域の東側に位置し、現在の染谷川にほ

ほ直行する形である。東西方向に延びる他の溝と同

様に、東側の調査区域外にも延びていると考えられ

る。一方の西端は前述した26号土坑との関係から、

不明瞭になっているが、すぐ西側に隣接して両端が

現在の染谷川と農業用水に壊されているほぼ東西方

向に延びる溝があり、本溝との間の延長部分の等高

線の在り方から、やや蛇行はしているものの、つな

がっていた可能性がある。

規模幅0.5m~ 1. 2m 深さ0.15m~0.17m

調査長5.0m

形状 （傾斜東端97.48m ー西端不明）

不定形な形状で幅自体も一定でなく、浅く不定形な

断面形態を呈する溝である。

埋没土 As-B を含むかどうかは調査時の所見や土

層の観察からも不明確である。

出土遺物なし。

調査所見 残存状況は良好でなく、掘削時期も検出

面が As- B の降下・堆積段階であることから、そ

の上限は明らかに As- B 降下・堆積以後であるこ

とが判断できる。さらに、水路としての機能を有し

ていたかどうかも不明である。 （麻生）

5 号溝付図8-3、図 143 、 PL29-2·6

位置 F ~ k-44~64グリッド

重複 2 • 3 • 7 • 8 号溝、及び 1 号竪穴と重複す

るが、前後関係が認められるのは 7 号溝であり、後

出する。

走向 調査区域の西側に位置し、 8 号溝の南壁から

南側方向に現在の染谷川にほぼ平行する形で走行す

る。 I ~H -51~58グリッド間が現在の農業用水路

により壊されているが、 2 号溝の南壁付近から再び

南に走行し、南西測の調査区域外に延びている。

規模幅0.8m~ 1. 6m 深さ 0.24m~0 .47m

3 下り柳地区の溝

調査長36.0m

形状 （傾斜東端97.50m ー西端97.26m)

K-44グリッドでは断面において U字形を呈してい

ることがわかる。新しい水路によりほとんどの部分

(J -46~48グリッド）を欠いてしまうが、残る溝の

壁の等高線から K-44グリッドで確認できた形状で

定形化している。

埋没土図143の 5 • 7 号溝埋没土では、 7 号溝の

埋没土を切って 5 号溝が作られている。埋没土の様

相から水が流れたかは不明である。

出土遺物なし。

調査所見 7 号溝の埋没土を切ってつくってある。

両溝とも複雑な埋没土の堆積状態と、 5 号溝の主軸

方向に現水路が重なり、重複関係を見極めることは

かなり困難であったが、 5 号溝東側の立ち上がり状

況は U字形の一端をのぞかせている。西側の立ち上

がりは現水路の壁において 5 号溝の形状を斜めに

切っているため、土層からは不明瞭な状態となって

いる。また 7 号溝の埋没土が 5 号溝の壁になり、 5

号溝に流れ込み、再堆積層を形成している。周辺の

土層堆積に Hr-FA 層がある。このことより本溝は

Hr-FA 層や 7 号溝より新しく、 As- B 層よりも古

い。 （麻生）

7 号溝付図8-3、図 143

位置 I ~K-46~49グリッド

重複 5 号溝• 6 号溝と重複しており、 5 号溝に先

行している。

走向 東西方向の主軸であるが、東側には延びない。

規模幅8.0m~11.2m

調査長l1.2m

形状 落ち込みの角度が緩い U字の形状を呈し、本

遺跡で検出された溝の中では比較的深い遺構であ

る。ただ縁辺部の落ち込みの様子や現在の染谷川に

接して西側に広がる落ち込み部分などから、決して

定形的な溝と呼べる状況でない。

埋没土 As-B を含む。

調査所見 形態的には北側に位置する 8 号溝に類似
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第 3 章溝の調査

しているが、東側に延びて行かないことから、同様

の機能を有した溝とは考えられない。 （麻生）

A
 

7 号溝 A' 

L=97.9m 

1 層 水田耕作土。 As-B 直下層（水田耕作土）。細かい砂質土であり、鉄分が集積する。

2 層 As-B 混入層。鉄分の集積の為にやや黄色がかっている。

3 層 As-B 灰層（わずかに橙色）。

4 層 暗褐色土 As-B に、部分的に灰を含む。

5 層暗褐色土 直径 1 cmのAs-B の軽石と、灰を一部に混じる。

6 層 As-B 純堆積層。

7 層 暗黄褐色土 9 層と同じだが、わずかに黒い。

8 層 暗褐色土 As-B 砂質土の中に、灰のプロJクがある。

9 層暗黄褐色土

9'層 暗褐色砂質土

10層暗褐色土

やや黄色がかっている。

8 層に近いが、 As-B の純堆積層の可能性が強い。

As-C の流入土がある。 5 号溝として生きていたときに、まわりから流れ込んだものと考えられる（白色鉱物粒

が入る）。

図143 5 号・ 7 号溝土層断面
゜

1 : 60 2m 

6 号溝付図8-3 、 PL30-l

位置 H -47 • 48 、 I -46 • 47、J -44~47 グリッ

ド

重複 7 号溝． 8 号溝と重複しているが、その前後

関係は不明である。

走向 調査区域の東側に位置し、現在の染谷川にほ

ぽ平行する。東西方向に延びる他の溝と同様に、東

側の調査区域外にも延びている。途中で向きと主軸

方向をわずかに変更させており、特に 7 号溝の縁辺

では大きく東に向きを変えている。また、現在の農

業用水に一部が壊されている。

封計莫 帷扁O.Zm~0.6m i架さ 0.04m~0.07m

調査長 28.0m 

形状 （傾斜北端97. 71m ー南端97.61m)

浅い U字状を呈する定形的な溝である。

埋没土 As-B を含む。

調査所見 土層の観察からは流水の証拠が得られ

ず、その機能を推定する根拠はほとんど分からない。

（麻生）

8 号溝付図8-3、図 144 、 PL30-2·3

位置 I -43 • 44、J. K -42~44 、 L -41~43グ

リッド

重複 5 号溝• 6 号溝との関係は、接点部分周辺が

調査開始時まで使用されていた農業用水のために壊

されていた。検出時の確認でほぼ同様の埋没土のた

めに不明確であったことから、その前後関係を把握

することができなかった。 9 号溝との関係は、調査

区域東側での土層の観察から、後出であることが確

認されている。

走向 東西方向に延びる溝であり、現在の染谷川に

ほぽ直交する形である。川に隣接する部分は、やや

扇状に広がるとともに、川側に傾斜している。

規模幅3.0m~8.6m 深さ0.30m~0.53m

調査長 15.0m 

形状 （傾斜西端96 .49m ー東端97.40m)

落ち込みの角度が緩い U字の形状を呈し、本遺跡で

検出された溝の中では比較的深い遺構である。定形

的な溝であり、現在の染谷川に接する西側に広がる
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落ち込み部分以外はその幅もほぽ一定で、そのまま

調査区域外の東側に延びるものと考えられる。

埋没土 溝の落ち込みが確認されるのは南側部分が

As-B の堆積層面（ないしはそれよりもやや上位の

地層面）からであり、北側部分は明らかに 9 号溝の

埋没後に掘削されていることを示している。後出の

8 号溝の埋没土にも As-B が含まれていることか

ら、両者が溝として機能していた上限と下限との時

間差もあまりなかったと考えられる。また、走向の

主軸方向もほぽ同じであることから、あるいは作り

替えの可能性も指摘できる。その想定をさらに補強

するような理由として、まず本溝の埋没以後、ほぼ

本溝の位置に 3 層下面から 6 層を堀り込む形で、さ

らさらの砂が主体の 4 層を埋没土とする溝状の遺構

の存在が認められる点や、さらに、北側に隣接する

9 号溝とほぼ同じ位置に浅いながらも、土層の観察

から溝状と考えられる遺構の存在が認められること

などがあげられる。つまり、四度もの溝の作り替え

がなされていたと考えられるのである。だが、理由

の中で後述した溝の掘り込みが本溝埋没土の白色軽

石をわずかに含むだけの 6 層面からであり、その下

3 下り柳地区の溝

位には As-B を少量だけ含む 7 層が存在することか

らみて、後出するこの遺構の埋没土に As-B が多量

に含まれる点がやや疑問視され、あるいは、土層堆

積の順序の確認を誤ったのかもしれない可能性があ

る。そうであるならば、 9 号溝そのものが本溝とほ

ぽ同様の規模を呈していたとも考えられるが、作り

替え自体はほぽ間違いのないものと言える。

出土遺物なし。

調査所見現在の用水に一部を壊されているもの

の、比較的残存状況は良好である。また、その掘削

時期についても、下限は As-B の堆積以後であり、

上限は 3 層が堆積するまでの間と考えられるが、 3

層の堆積開始時期が明確にならない限りは、その廃

絶時期は不明である。水が流れていたかどうかは、

残念ながら調査時の観察では不明確であったが、本

溝最下部の層が砂質であることが As-B の影響でな

いとするならば、その可能性は高いと言える。さら

に、 9 号溝に水が流れていたと考えられたうえで、

本溝がその機能をそのまま引き継いでいたとするな

らば、ほぽ東西方向に延びる溝として染谷川に注ぎ

込んでいたのか、あるいは逆に、この部分が取水口

9 号溝

— ーロロニロニニーーロ-

1 層．黒色土（表土） ボソポソしている。

2 層褐色土 白色鉱物を少晟含む。

3 層 褐色土 2 層に類似するが、白色鉱物をほとんど含まず、やや砂質を帯びる。

4 層 明褐色砂層 極小で、さらさらの砂がぎっしりとつまっている。

5 層 茶褐色砂質土 As-B を多量に含む (9 層よりは少なめ）。

6 層 茶褐色土 やや粘性をもち、白色軽石はわずかに含むだけである。やや全体にボソボ‘Jとしている。

7 層 暗褐色土 As-B を少量含む。暗茶褐色土プロックを少量含む (8 層より多め）。

8 層 暗褐色砂質土 As-B を多最に含む。暗茶褐色士プロックを少鉱含む。

9 層 暗褐色砂質土 As-B を 8 層に比べて多量に含む。 8 層に比べて全体に砂質である。

10層 暗褐色砂質土 As-B を少最含む。やや粘性をもつ。

11層 As-B 軽石純堆積層。

12層 As-B 灰層。・

13層 As-B 軽石純堆積層。

図144 8 号・ 9 号溝土暦断面
゜ 1 : 40 2m 
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第 3 章溝の調査

に相当することにより、自然堤防を横切るような形

で東側の低地、あるいは溝の主軸方向を途中で斜め

に湾曲させることにより下流域周辺に取水する役割

を果たしていたものとも考えられる。特に後者の場

合には、この広がりの部分の存在と溝そのものの傾

斜を利用することにより、取り入れる水の最そのも

のを制限する役目をもたせていた可能性もある。

（麻生）

9 号溝付図8-3、図 144 、 PL30-2·3

位置 I -43、J -42 • 43 、 K-42 、 L -41 • 42 グ

リッド

重複調査区域東側の土層の観察から、明らかに 8

号溝に先行する。だが、 5 号・ 6 号溝との関係は、

後出の 8 号溝が南側に存在していることから不明で

ある。

走向 8 号溝よりやや北側に位置し、西側の川寄り

では方向をやや北西寄りに湾曲しているものの、そ

れ以外の部分では 8 号溝にほぼ平行である。

規模幅1.2m~ 1. 9m 深さ0.12m~0.2m

調査長16.0m

形状 （傾斜北西端97.50m ー東端97.50m) 

現状では 8 号溝よりも浅いものの、その形はほぼ同

様に、幅が一定な落ち込みの角度が緩い U字の形状

を呈する定形的な溝である。

埋没土 As-B を少量含む 10層を最下層としてお

り、やや粘性をもつことから流水の可能性も考えら

れるが、溝の底部は As-C を含む黒色粘質土まで達

していることから、 10層の影響も想定され、明確な

結論は出せない。 9 層は As-B を 8 号溝の埋没土も

多量に含むことから、後世の攪拌作用があまり働い

ていない。言い換えれば、 As-B 降下・堆積の時期

からあまり時間の間隔が開いていない時期に掘削さ

れたと考えられる。さらに、本溝の埋没後、すぐ南

側に近接して 8 号溝が掘削される。 8 号溝埋没後に

本溝とほぼ同じ位置に溝と考えられる遺構の存在が

土層の観察から認められる。だがこの点は 8 号溝の

説明でも記述したように、本溝の掘り込みが 8 号溝
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埋没土の白色軽石をわずかに含むだけの 6 層面から

であり、下位に As-B を少量だけ含む 7 層の堆積状

況であることから、後出するこの遺構の埋没土に

As-B が多量に含まれる点が、土層堆積の順序の確

認を誤った可能性がある。

出土遺物なし。

調査所見 8 号溝と同様に残存状態は比較的良好で

ある。埋没土の観察からは 8 号溝に先行することは

明らかであり、上述した点から As-B の堆積後、間

もない時間が経過しない時期に掘削されたと考えら

れる。上限は 8 号溝の掘削時にはすでに埋没してい

ることから、 8 号溝の埋没土中には As-B があるこ

とから、本溝はその少し前の時期というおおよその

判定は可能である。さらに少なくとも、 3 層が堆積

を開始する時期が、この溝としての役目を必要とし

ない段階になっているということが言える。（麻生）

21号溝付図8-2

位置 K -26 • 27 、 I -25 • 26グリッド

N-8~L -13グリッドに検出された細い溝に連続

する可能性もある。

重複 22号溝との新旧関係は不明である。

走向 北西から南東方向へ延びる。

封計莫 幅0.2m~0.4m 深さ O.Olm~0.03m

調査長10.0m

形状 （傾斜北西端98.08m ー南東端98.08m)

断面は逆台形状の、ほぼ定形化した形状を呈してい

る。

埋没土 As-B を掘り下げた段階において確認でき

た。

出土遺物なし。

調査所見 22号溝の中央付近を斜めに走る状況を呈

しているが、切り合い部分は21号溝が浅くなり、不

明な点が多い。 As-B が含まれている。（調査区の

北から南北方向に延びる溝と同一である）。現在の

染谷川にほぼ平行の走向である。南に位置する 23号

溝とも平行しており、何等かの関係が想定される。

（相京）



22号溝付図8-2、図145 、 PL31-l 

位置 J ~L -26 • 27グリッド

重複 21号溝との新旧関係は不明である。

走向東西方向

夫見梧莫 幅0.7m~ l. Om 深さ O.llm~0.24m

調査長5.0m

形状 （傾斜西端97.90m ー東端97.85m)

法面は緩やかな斜面をもつ台形を呈し、全体的にほ

ぼ定形化した幅、形状をもつ。ただし底面は溝の走

向に沿って平行な段をわずかにもつ。

埋没土 埋没土は多少の変化をするものの、全体に

As-B 軽石を含む。特に下層部分に多い。

出土遺物なし。

調査所見 比較的残存状況は良好である。 As-B 軽

石の堆積状況は底面に近いところで純層に近似す

る。南に位置する 24号溝に平行している。 （相京）

A
 

A' 

L=98.3m 

1 層 暗褐色土 As-B を少量含む。

2 層 暗褐色土 As-B を少祉含む。黒褐色土プロックを少量

含む。

3 層 暗褐色土 As-B を多量に含む。

4 陪 黒褐色砂質土 As-B を主体とする。

5 層黒褐色土 黒褐色粘性土プロックを多最に含む。

0 1 : 40 

3 下り柳地区の溝

規模幅0.3m~0.6m 深さO.Olm~0.15m

調査長 10.0m 

形状 （傾斜北西端97.88m ー南東端97.97m) 

幅が一定で、 U字状の断面形態を呈する定形的な溝

である。

埋没土 As-B を多量に含む。

出土遺物なし。

調査所見 残存状態は西端を用水に壊されており、

遺構そのものも浅いためか、東側部分が調査におけ

る確認作業段階でその形状をほぽ失うという、残念

な結果となってしまっている。掘り込み面は As-B

上面であり、その降下・堆積からほとんど時間の間

隔を開けない段階に掘削されたと考えられる。本溝

とほほ同一主軸の溝が何本も検出されており、その

規模が類似するとともに、東西方向を主軸とする溝

と比較して、規模が小さい点も同様であることから、

その機能についても何等かの共通性があったものと

想定される。ただし、その掘削、及び機能していた

時期が同じであったかは不明確であるが、少なくと

もある一定の時間幅の中で、一部は併存する形で存

在していたとも考えられる。 （麻生）

A A' 

疇
2m 

L=98.2m 

図145 22号溝土層断面 1 層 暗褐色土 As-B を多筵に含む。

2 層 暗褐色土 As-B を多巌に含む。暗褐色粘質土プロノクを少

量含む。

23号溝付図8-2、図146 、 PL30-4

位置 K -32 • 33 、 L-32グリッド

重複なし。

走向 北西ー南東の方向を主軸に、北側に位置する

21号溝とほぽ平行する形で、現在の染谷川に沿って

斜め方向である。西側は現在の農業用水に壊されて

おり、東側は調査区域内で無くなっているが、その

推定延長線上に微地形ではあるが、 As-B の堆積段

階直前の地形での等高線がやや長方形状に窪む部分

があることから、さらに東に延びていたと考えられ

る。

゜ 1 : 40 2m 

図 146 23号溝土層断面

24号溝付図8-2、図 147 、 PL30-5

位置 J • K -35グリッド

重複なし。

走向 西側は現在の農業用水に壊されているが、ほ

ぽ東西方向に延びる溝であり、現在の染谷川にほぽ

直行する。東側は調査区外に延びていると思われる。

規模幅0.3m~0.5m 深さ0.09m~0.13m

調査長7.0m
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第 3 章溝の調査

形状 （傾斜東端97. 79m ー西端97.79m) 

幅が一定で、 U字状の断面形態を呈する定形的な溝

である。

埋没土 As-B を多量に含む。

出土遺物なし。

調査所見 掘削時期は、埋没土には As-B を含んで

おり、掘削時期の上限は明らかに As-B 降下・堆積

以後である。機能は、本溝の最下面に水が流れてい

た痕跡が認められず、流水の可能性は少ない。また、

すぐ北側に隣接して同一主軸である東西方向に長く

浅い土坑が検出された。その東辺は調査区域外であ

ることから、詳細については不明な点が多い。（麻生）

A
 

A' 

麟
L=98.4m 

1 層表土。

2 層褐色土 As-B を混じる。

3 層 As-B テフラ

4 層 暗褐色粘質土 As-B をわずかに含む。

゜
1 : 40 2m 

図 147 24号溝土層断面

25号溝付図8-2、図 148

位置 J ~L -23 • 24 グリッド

重複 27号土坑

走向東西方向

夫見中莫 幅6.3m~6.8m 深さ 0.09m~0.30m

調査長8.0m

形状 （傾斜東端97.95m ー西端97.90m) 

浅く、幅の広い定形化した溝であるが、溝の中央に

浅い U字状の小溝が確認された。

埋没土 表土層を取り除いた段階で確認できた溝で

あり、新しい様相である。埋没土中の最上層は水の

影響を受けたかのような様相を呈す、シルト質で鉄

分が混じる。この土層は、水田の床土の可能性もあ

る。その他、中位の土層にも水の影響を受けた土層

の確認ができる。

出土遺物なし。

調査所見 表土層を約40cm掘削後、平面形が現れる。

表土面には現在の地割りがあり、ほぼこの下位にあ

たる。この溝の周辺のJ -23 • 24グリッド付近では

下層の Hr-FA 層下水田もなく、本溝により破壊さ

れたものと考えられる。本溝の南に接してわずかに

高まりがある。また北側には表土層からの掘り込み

状況の確認できる溝（地割り）がある。 （柑京）

二ニ
1 層黒褐色土

2 層暗黄褐色土

3 層 明黄白色砂

4 層 暗茶褐色土

5 層暗茶褐色土

6 層褐色土

7 層 暗黄褐色土

8 層黄褐色土

9 層黒褐色土

10層明褐色士

11層黒色土

現代の耕作土。

シルト質で、鉄分の某積がある（田の床土か？）。水の影響を受けている。

水の影響を受けている。

下面に白色軽石が部分的に並ぶように含まれる。やや砂質を帯びる。水の影響を受けている。

黄色土粒子を少量含む（ As-C を含む黒色土）。下位土層をプロック状に含む。

゜I 

図148 25号溝土層断面

I : 60 4m 
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3 下り柳地区の溝

10号溝付図9-3·4 、図 149 、 PL31-6 、 PL32-lｷ2ｷ4 

位置 G -51~53 、 H-48~51 、 I -46~49 、 1 -

44~46 、 K -41 • 42 、 L -40 • 41 クやリッド

重複 13号・ 15号溝、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向 北北西から南南東へ、やや蛇行している。

規模幅0.5m~0.7m 深さ0.21m~0 .44m

調査長69.0m

形状 （傾斜北西端97.23m ー南東端97.16m)

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定している。断面は段

を有し、緩い U字を呈す定形的な溝である。底面は

幅0.12~0.32m 、凹凸が少なく、比較的平坦である。

埋没土 上半は灰褐色～黄灰褐色土、下半は灰白色

土で埋まっていた。上半には白色小軽石が含まれる。

下半の方が粘性がある。底面に茶褐色の砂がわずか

A
 

A' c
 

C' 

3 5 

L=97.8m 
B' 

疇
L=97.8m 

E E' 

量
L=97.8m 

1 層灰褐色土

2 層灰褐色土

D
 

L=97.8m 
D' 

F L=97.8m F' 

“ 白色小軽石を少量含む。

白色小軽石（榛名山起源の軽石？）、及び

炭化物粒子を少晟含む。 1 層よりやや暗

し ‘o

2 層 2 層よりもやや粒子が細かく、明るい。やや砂質。

3 層 黄灰褐色砂質土 しまりは弱く、柔らかい。白色小軽石を

少梵、茶褐色砂を含む。

4 層灰白色土 やや粘性がある。粒子は細かい。

5 層灰白褐色土 灰白色土プロックを少羅、やや粗い砂を

含む。底面に 、茶褐色の砂が貼り付く。

a 層灰褐色土 白色軽石を微品、鉄分集積の入る。

Hr-FA 粒子・プロ・Jクを極わずかに含

む。

b 層灰褐色土 黒色土プロックをやや多く含む。

PIt 暗灰褐色土 黒色土プロックを多く含む。榛名山起源

の軽石を少最含む。しまりは良い。

゜
1 : 40 2m 

に認められた。

出土遺物 ほとんどない。

調査所見 定形化した溝であり、埋没土の状況から

流水のあった可能性が高いと考えられる。全体とし

ての走向は、ほぼ一定しているが、緩く蛇行してい

る部分もある。掘削時期は Hr-FA 降下後、 As-B

降下以前と考えられる。 （松村）

11号溝付図9-2·3、図 150 、 PL32-3

位置 I -43、J -38~43 、 K-34~38グリッド

重複 9 号溝に先行し、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向 はぽ南北方向を示すが、北端・南端が東へ屈

曲する。

封計莫 幅0.5m~0.7m 深さ 0.22m~0.34m

調査長47.0m

形状 （傾斜北東端97.48m ー南東端97.34m)

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定している。断面形は

幅広の U字形を呈する。底面は幅0.24~0.56m で、

凹凸がほとんどなく、平らである。

埋没土上半は Hr-FA プロックを多く含む灰褐色

土、下半は茶褐色砂を多く含む黒色～茶褐色土であ

る。

出土遺物なし。

調査所見 定形化した溝であり、埋没土の状況から

流水のあった可能性が高いと考えられる。東側から

西へ延びて北へ曲がり込み、北側先端部は途中で止

まっている。掘削時期は Hr-FA 降下後、 As-B 降

下以前と考えられる。

A 己＼ A' 

（松村）

瓢L=978m 

1 層 灰褐色土 Hr-FA プロックをやや多く含む。

2 層 灰褐色土 Hr-FA プロJクを多く含む。黒色土ブロJクを

少最含む。

3 層黒色土 粘性がある。茶褐色砂を含む。

4 層 茶褐色土 Hr-FA ブロソクを少量、茶褐色砂を 3 層よりも

多く含む。

゜ 1 : 40 2m 

図149 10号溝土層断面 図150 11 号溝土層断面
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第 3 章溝の調査

12号溝付図9-4、図 151 、 PL33-4 、 PL34- l 、表P.52

位置 H-55~59 、 I -51~56、J -50~52グリッド

重複畝間J -50付近の畠に後出する。

走向 北北西から南南東へ、緩く蛇行する。

規模幅0.8m~ 1. 3m 深さ 0.14m~0.42m

調査長49.0m

形状 （傾斜北西端97.lOm ー南端97.06m)

溝の幅や法面の傾斜は一定しているが、北側の方が

やや底面の幅が広く、平坦である。南側の方が底面

は若干丸みをもつ。底面の幅は0.28~0.6m である。

埋没土 上半は黄褐色～灰褐色土、下半は灰褐色～

黒褐色土により埋まっていた。底面付近には茶褐色

砂が堆積していた。

出土遺物 須恵器の杯、弥生土器片が出土している

が、いずれも埋没土中の出土であり、明確な掘削時

期を示すものではない。しかし、 730の須恵器杯形

土器は回転箆削り、無調整であり 8 世紀後半頃のも

のとみられる。

調査所見 ほぼ定形化した溝であり、埋没土の状況

から流水のあった可能性は高いと考えられる。南側

は北側に比べて若干乱れるが、比較的残りは良い。

掘削時期は須恵器の杯からすると 8 世紀後半と考え

られ、埋没土からすると Hr-FA 降下後、 As-B 降

下以前と考えられる。 （松村）

A 
, 5 4I — ‘` 1 層 黄褐色砂質土粒子は細かい。3 ｧ 

2 層灰褐色土 粘性がある。

3 将黄褐色土 やや砂質。灰褐色土を含む。

4 層灰褐色土 黄褐色砂質土ブロックを少量含む。

5 層灰褐色土 粘性がある。 2 層よりも白っぽい。

L=97.6rn 
6 層黒褐色土 茶褐色砂が底面付近に多く含まれる。しまりは良い。

4 I 

I←ーI,. 夕／／／ノ

1 層灰褐色土 黄褐色砂質土を少量含む。

2 層 黄灰白褐色土榛名山起源の軽石を少饂含む。黄褐色砂を多く含む。

3 層灰褐色土 黄褐色砂を少量含む。 2 層よりも粘性がある。

4 層 暗灰褐色土 しまりは良い。黒褐色土を少量含む。底面に茶褐色砂がある。

“ 
c
 

L=97.6m 

1 層 黄褐色砂質土粒子は細かい。

2 層黄褐色土 やや砂質。灰褐色土を含む。

3 層 黒褐色土 茶褐色砂が底面付近に多く含まれる。しまりは良い。

D
 

D' 

1 層 黄褐色砂質土粒子は細かい。

l 層 l 層よりもやや暗い。

2 層灰褐色土 粘性がある。

3 層黄褐色土 やや砂質。灰褐色土を含む。

4 層灰褐色土 黄褐色砂質土プロックを少量含む。

5 層灰褐色土 粘性がある。 2 層よりも白っぽい。

6 層 黒褐色土 茶褐色砂が底面付近に多く含まれる。しまりは良い。

7 層 暗灰褐色土 粘性が強い。灰色士プロックを少最含む。黒褐色粘性土の風化したもの。

8 層 灰白褐色土 しまりは弱い。やや砂質。白色軽石（榛名山起源の軽石又は Hr-FA) を

微量含む。

゜図 151 12号溝土層断面と出土遺物

L=97.6m 

こ30
」キtで6`←

f,; 
0 1:4 10cm 

1 : 40 Zm 
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3 下り柳地区の溝

A
 

A' 

B
 

B' 
c
 

C' D
 

D' 

鵬13号溝
10号溝

1 層黒褐色土

2 層暗灰褐色土

3 層灰褐色土

4 層灰褐色土

5 層灰白色土

6 層灰褐色土

7 培 黄灰褐色砂質土

8 層灰白色土

9 層灰白褐色土

疇
L=97.5m 疇

白色軽石（榛名山起派の軽石）を多く含む。

粘性がある。榛名山起源の軽石を 1 層よりもやや少なく含む。

榛名山起源の軽石を少鑓含む。

3 層よりもやや白っぽい。榛名山起源の軽石を少櫨含む。

きめ細かく、やや粘性がある。わずかに黄白褐色砂を含む。

白色小軽石（榛名山起源の軽石？）、及び炭化物粒子を少量含む。 3 層よりやや暗い。

しまりは弱く、軟らかい。白色小軽石を少量、茶褐色砂を含む。

やや粘性がある。粒子は細かい。

灰白色土プロックを少景、やや粗い砂を含む。底面に、茶褐色の砂が貼り付く。

゜ 1 :40 2m 

図152 13号溝土暦断面

13号溝付図9-4 、図 152 、 PL32-4~6 、 PL33-l 

位置 G-52~61 グリッド

重複 10号溝に先行し、 14号溝 •Hr-FA 下水田に

後出する。

走向 ほぼ南北方向の直線を呈する。

規模幅0.9m~ 1. 1 m 深さ0.10m~0.29m

調査長42.0m

形状 （傾斜北端97.18m ー南端97.16m)

溝の幅や法面の傾斜はほぼ一定していたものと思わ

れるが、染谷川寄りにいくにしたがって、幅が狭く

なり、深さも浅くなっている。底面は幅0.14~0.44m

であり、凹凸がほとんどなく、平坦である。

埋没土 上半は黒褐色～灰褐色土、下半は灰褐色～

灰白色土である。下半の方が色調が明るい。最下層

にわずかに砂が含まれる。

出土遺物なし。

調査所見 比較的定形化した溝であり、埋没土の状

況から流水のあった可能性が推定できる。かなり直

線的に走るものであり、染谷川寄りは使用している

段階で、何等かの影響により上部が削られた可能性

もある。溝に平行して、東側に浅いピット列が認め

られたが、埋没土などからしても、同溝に関連する

ものと考えて良いと思われる。掘削時期は Hr-FA

降下後、 As-B 降下以前と考えられる。 （松村）

14号溝付図9-4、図 153 、 PL32-6 、 PL33-2·3

位置 F-60~63 、 G -59 • 60 、 H-59グリッド

重複 13号溝に先行し、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向 61 ライン以南は南北方向を呈するが、 G_61

杭のところで北半分は西へ折曲する。

規模幅0.3m~0.5m 深さ0.04m~0.20m

調査長21. 0m

形状 （傾斜南端97.18m ー北西端97.09m)

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定しているが、若干折

曲部分の幅は広い。断面形も比較的一定している。

底面は幅0.1~0.2m で、あまり凹凸はない。

埋没土 FA の小ブロックをわずかに含む灰褐色土

により、埋没していた。

出土遺物なし。

調査所見 比較的定形化した溝であるが、埋没土の

状況から流水のあった可能性は少ないと思われる。

掘削時期は Hr-FA 降下後、 As-B 降下以前と考え

られる。 （松村）
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第 3 章溝の調査

A
 

A' A
 

A' 

瓢L=975m 
B' 

14号溝――

L=97.5m 

13号溝 ］層 灰褐色土榛名山起源の軽石を少最、 Hr-FA プ

ロックをわずかに含む。

14号溝 2 層 灰褐色土 13号溝よりもやや明るい。粒子もやや

細かい。 Hr-FA 小プロソクをわずか

C C' に含む。

疇 1 層 灰褐色土 13号溝よりもやや明るい。

粒子もやや細かい。 Hr-FA

小プロJクをわずかに含

む。
゜ 1 : 40 2m 

B
 

B' 

L=97.7m 

1 層 灰褐色土 鉄分の集積を多く含み、赤味を帯びる。榛名山

起源の軽石を多量に含む。

2 層 暗灰褐色土黒褐色土プロ、Jクを含む。

3 層 灰色粘性土榛名山起派の軽石を少批含む。

4 層 茶褐色砂層 しまりは良い。

゜ 1 : 40 2m 

図153 14号溝土暦断面

15号溝付図9ふ図154 、 PL34-3~5

位置 H. I -47、J. K -46~48グリッド

重複 10号溝に先行し、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向 ほぼ東西方向を呈する。

夫見桔莫 幅0.6m~1.2m 深さ 0.07m~0.34m

調査長14.0m

形状 （傾斜東端97.26m ー西端97.23m)

東端から中央の水路部分までは徐々に幅が狭くな

り、深さも浅くなるが、それより西側は幅が広く、

深さもかなり深くなる。中央の水路付近は削平され

ているものと思われるが、断面形は比較的安定した

形を呈する。底面は幅0.36~0.72m で、西側を除い

て凹凸はほとんどない。

埋没土 上半は FP や黒褐色上ブロックを含む灰褐

色～暗灰褐色土、下半は FP を少量含む灰色粘性土

によって埋没していた。西端の幅広の部分では、下

半に砂を多く含んでいた。

出土遺物 須恵器（椀の高台片）が埋没土中より出土

している。

調査所見 かなり定形化した溝である。西端の幅広

で、深い部分を除き、砂は確認されなかったが、浅

い部分でも粘性土は認められたので、流水の可能性
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図154 15号溝土層断面

があったと考えて良いものと思われる。掘削時期は

Hr-FA 降下後、 As-8 降下以前と考えられる。（松村）

16号溝付図9-4、図 155 、 PL33-5 、 PL34-2

位置 E-60·61 、 F-60グリッド

重複 Hr-FA 下水田に先行する。

走向 北西から南東へ、やや蛇行する。

封計莫 幅0.4m~0.5m 深さ0.13m~0.16m

調査長7.0m

形状 （傾斜北西端97.18m ー南東端97.15m)

溝の幅や法面の傾斜はほぼ一定している。断面形も

比較的一定した溝である。底面は幅0.16~0.26m で

あり、東側の方が西側に比べてやや平坦である。

埋没土 白色軽石を少量含む灰褐色土で埋まってい

た。底面には赤褐色の砂利が薄く認められた。

出土遺物なし。

調査所見 定形化した溝であり、埋没土の状況から

流水のあった可能性は高いと考えられる。真っすぐ

延びると 13号溝に斜交するはずであるが、中央の水

路部分より先は検出できなかった。掘削時期は

Hr-FA 降下後、 As-8 降下以前と考えられる。（松村）



3 下り柳地区の溝

A
 

A' B
 

B' 

疇
…ー ---2一—_.~ _ -

3· 一——--

鵬
L=97.7m 

1 層 褐色土 As-B を混じる。

2 層 As-B のほぽ純堆積層。
3 層 黒褐色粘性土微細な白色軽石（榛名山起源の軽石？）を微

晟含む。

3 層 暗褐色粘性土微細な白色軽石（榛名山起i原の軽石？）を微
最含む。色調は 3 層よりも明るい。

4 層灰褐色土 白色軽石 (Hr-FA 又は榛名山起源の軽石）
を少最含む。底面は赤褐色の砂利が極薄く

貼り付く。

゜ 1 : 40 2m 

図155 16号溝土層断面

26号溝付図9-2 、図 156 、 P し31-2 • 3 、 PL35-l

位置 K • L -27 グリッド

重複なし。

走向東西方向。

規模幅0.5m~0.7m 深さ0.06m~0.52m

調査長6.5m

形状 （傾斜西端97.94m ー東端97.60m)

幅や法面の傾斜はほぽ一定しており、断面形は V 字

形を呈する定形的な溝である。底面は幅0.12~

0.18m である。

埋没土 上半は黒褐色粘性土、下半は暗褐色砂質土

によって埋まっていた。下半部の方がしまりは弱い。

出土遺物 土師器の甕形土器の破片が数片出土して

いるが、いずれも埋没土中の出土であり、掘削時期

を示すものとは言えない。

調査所見 定形化した溝であり、底面に砂利層は確

認できなかったが、流水のあった可能性はあると考

えても良いものと思われる。残存状況は良好である。

掘削時期は Hr-FA 降下後、 As-B 降下以前と考え

27号溝付図9-2、図 157 、 PL35-2

位置 K • L -28 • 29グリッド

重複 29号溝、 1 号住居

走向 南西から北東へ、グリッドに斜行する。

規模幅0.4m~0.8m 深さ0.47m~0.54m

調査長5.5m

形状 （傾斜北西端97.49m ー南端97.46m)

溝の幅や法面の傾斜はほぽ一定しているが、西側の

染谷川寄りでは、かなり幅が広くなる。断面形は幅

の狭い U字形であり、定形的な溝である。底面は幅

0.12~0.28m である。

埋没土上半が暗褐色土、下半が暗灰褐色土で埋

まっていた。上半は黒色土ブロックを少量含み、下

半よりもしまりが良い。

出土遺物 埋没土中より、土師器の杯形土器の破片

が 1 片出土しているが、掘削時期を示すものとは言

えない。

調査所見 定形化した溝であるが、埋没土の状況か

らは、流水のあった可能性は確認することはできな

かった。 1 号住居跡の下で、それより東側が不明確

となる。掘削時期は Hr-FA 降下後、 8 世紀前後と

考えられる 1 号住居跡以前と思われるが、この間に

掘削、使用、埋没したものと言えよう。 （松村）

A
 

A' 

口
L=98.2m 

1 層 暗褐色土 粘性がある。黒色土プロノク・白色岩片粒子を

少最含む。

2 層 暗灰褐色土 粘性がある。 1 層よりもややしまりが悪い。黄

白色粘土プロックを少最、黄褐色土粒子・白色

岩片粒子を極少量含む。

られる。

A 

（松村）
゜ 1 : 40 2m 

A' 図 157 27号溝土層断面

L=98.2m 

1 層 里褐色粘性土 しまりは良い。黄白色粘性土ブロ・Jクを多く

含む。 Hr-FA プロックを微量含む。

2 層 暗褐色砂質土粘性がある。 As-C 、及び岩片粒子を多く含

む。しまりは弱い。

図156 26号溝土層断面
゜ 1 : 40 2m 
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第 3 章溝の調査

28号溝付図9-2、図 158、 PL35-3·4

位置 K • L -29 グリッド

重複 29号溝、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向 ほぼ東西方向を示す。

規模幅0.3m~0.5m 深さ 0.04m~0.27m

調査長5.0m

形状 （傾斜東端97.88m ー西端97.75m) 

溝の幅は西側が広く、東側は狭い。東側に行くにし

たがって深さも浅くなり、調査区東壁まで行かない

うちに消えてしまう。西側の方が断面形もしっかり

しており、底面も比較的平坦である。底面は幅0.1

~0.22m であり、若干凹凸を有する。

埋没土 暗褐色土により埋まっていたが、下半の方

が黒味が強く、粘性が強い。

出土遺物 ほとんどない。

調査所見 東側を除き、比較的定形化した溝である

が、埋没土の状況からは、流水のあった可能性は少

ないと思われる。掘削時期は Hr-FA 降下後、 As-B

降下以前と考えられる。 （松村）

A
 

A' 

28号溝 29号溝

量疇
29号溝 1 層 暗褐色土 2 層に比べて、ややしまりが弱い。鉄分

を多く含む。白色岩片粒子・ As-C を含

む。 Hr-FA ブロックを 1敗贔含む。

28号溝 2 層 暗褐色土鉄分を多く含む。白色岩片粒子・ As-C

を含む。 1 層よりもややしまりは良い。

Hr-FA プロソクを微量含む。

3 層 暗褐色土鉄分を多く含む。白色岩片粒子・ As-C

を含む。 2 層よりも黒味があり、粘性が

強い。 Hr-FA ブロJクを微量含む。

4 層 黒褐色土 As-C が主体。

29号溝付図9-2、図 159 、 PL35-3·5

位置 J -31 、 K -29~31 、 L -29グリッド

重複 27号・ 28号溝、 Hr-FA 下水田

走向 北西から南東ヘグリッドに斜行し、やや緩や

かに蛇行する。

規模幅0.3m~0.4m 深さ0.05m~0.12m

調査長15.0m

形状 （傾斜北西端97.89m ー南東端97.82m)

幅は西端付近がやや広く、それ以外はほぼ一定して

いる。法面の傾斜も比較的一定しており、断面形は

浅い皿状を呈する。底面は幅0.16~0.36m で、凹凸

がほとんどなく比較的平坦である。

埋没土 As-C や FA ブロックを微饂含む暗褪色土

により埋まっていた。

出土遺物なし。

調査所見 定形化した溝であるが、埋没土の状況か

らは、流水のあった可能性は少ないと思われる。掘

削時期は Hr-FA 降下後、 As-B 降下以前と考えら

れる。

A
 

A' 

• L=98.4m A A' 

一L=98.4m 

（松村）

］層 暗黄褐色土 Hr-FA を主体とする。

2 層暗褐色土 やや粘性をもつ。

1 層 表土（耕作土） As-A を含む。
2 層 As-B テフラ

3 層黒色粘性土

4 層 暗褐色粘性土 Hr-FA 上位

5 層 暗褐色粘性土 Hr-FA プロyクをわずかに含む。覆土。

゜ I : 40 Zm ゜
1 : 40 2m 

図 158 28号溝土層断面 図159 29号溝土層断面
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3 下り柳地区の溝

30号溝付図9-] ・ 2、図 160 、 PL36-l

位置 L • M-21~23グリッド

重複 25号溝に先行し、 Hr-FA 下水田に後出する。

走向北北西～南南東

封計莫 幅0.5m~0.6m 深さ O.llm~0.12m

A
 

A' 

轟 ゜ 1 : 40 lm 

図160 30号溝横断面

調査長15.0m

形状 （傾斜北北西端98.0lm ー南南東端98.01 m) 

断面形は底面が平らで、法面に緩やかに移行する。

全体形状はほぼ同一形態となる。

出土遺物なし。

調査所見 北北西部分は現代につくられた養魚場、

南南東部分は25号溝によって切られている。本溝は

Hr-FA 下水田を切っており、 Hr-FA 降下以降、 25

号溝構築以前の遺構である。 （相京）

31号溝付図9-2、図161 、 PL36-3

位置 J ~L  -25 グリッド

重複 Hr-FA 下水田に先行する。

走向 東西方向の溝である。

夫見梧莫 幅0.3m~0.6m 深さO.llm~0.19m

調査長8.0m

形状 （傾斜西端97.86m ー東端97.83m)

断面は U字状を呈す。わずかに曲がるがほぽ定形化

麟 ・A 32号溝A' 

L=98.lm L=98.lm 

疇A 33号溝A' A A' 
34号溝

疇L=98.lm 

゜
1 : 40 2m 

図161 31~34号溝横断面

している。

埋没土 3 層確認ができた。最上層は Hr-FA 層を

わずかにのせる。最下層は黒色土で粘性がある。中

間には茶褐色土が人る。

出土遺物なし。

調査所見 L • M-25グリッドにおいて、北側の掘

り込み部分が上部からの掘り込により一部破壊され

ているが、底部は元の形状をとどめている。埋没土

の最上層に Hr-FA 層が確認できることにより、古

墳時代の溝の可能性がある。 （相京）

32号溝付図9-2、図 161 、 PL36-3

位置 J ~L  -25 グリッド

重複なし。

走向 東西方向の溝である。

規模幅0.2m~0.3m 深さ 0.04m~0.18m

調査長6.5m

形状 （傾斜東端97.94m ー西端97.86m)

U 字形の断面であり、ほぼ全体に同一形状をとるが、

西端付近においてわずかに深くなる。

埋没土最上層に Hr-FA 層があり、下層に黒褐色

土がある。

出土遺物なし。

調査所見 本溝は古墳時代の Hr-FA 降下時には埋

没されていたと考えられる浅い溝である。水の流れ

た痕跡は不明である。平行して存在する 31号溝が北、

33号溝が南に位置している。 （相京）

33号溝付図9-2、図 161 、 PL36-3

位置 J • K -25グリッド

重複なし。

走向東西方向の溝である。

規模幅0.2m~0.3m 深さ0.04m~0.06m

調査長3.5m

形状 （傾斜東端97.94m ー西端97.93m) 

浅い U字状を呈している。ほぼ形状は細く、定形化

している。

埋没土 2 層の埋没土があり、上層は Hr-FA 。
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第 3 章溝の調査

出土遺物なし。

調査所見 32号溝が平行関係で北側に位置してい

る。ほぼ同様の堆積状況の埋没土から、 Hr-FA 降

下 6 世紀前半以前の可能性がある。西端は K-25 グ

リッドで終結している。 （相京）

34号溝付図9-2、図 161 、 PL36-2

位置 K -26 • 27 グリッド

重複 35号溝

走向 東に中央が張り出すように南北に長い。

規模幅0.25m~0.3m 深さ0.02m~0.05m

調査長6.0m

形状 （傾斜北端97.91 m ー南端97.89m)

深さは浅く、底面は凹凸がある。法面は底面から丸

みをわずかにもち、立ち上がる。幅は同様にしてつ

づいている。

出土遺物なし。

調査所見 35号溝によって切られている。全体形状

を延長すると、 1 号住居跡を越えた L -29グリッド

に同一方向性をもつ27号溝が位置している。同一の

溝の可能性があるが、深さの違いが大きいことから、

他の溝として呼号することとした。 （相京）

35号溝付図9-2

位置 J • K • L -26 グリッド

重複 34号溝に後出する。

走向 東西方向の溝である。

規模幅0.5m~0.9m

調査長4.5m

形状 U字状を呈す。

埋没土 表土層下から掘り込んでいる。

出土遺物なし。

調査所見 表土層掘削後、平面形確認で検出した。

土はしまりがなく極めて新しい溝と考えられる。

（相京）
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20号溝付図10-2~4、図162 、 PL37-Iｷ 2 

位置 F _62 、 G_54~62 、 H -50~55 、 I -48~ 

50 グリッド

重複 As-C 下水田に後出する。

走向 北北西から南南東へ延びる。

夫見桔莫 帷届0.5m~1.5m i架さ 0.05m~O.Zm

調査長150m

形状 （傾斜北西端97. 77m ー南端97.08m)

全体形状は、 1 条から 6 条の浅い不定形な溝が数を

増減しながら同一方向へ走向をもつ。 1 本の溝にも

凹凸があり、途中で途切れたり、また浅い溝となる

といった状況である。走向も全体を通してみると、

現染谷川にほぼ平行している。

埋没土 As-C をすべての土層が含む。

調査所見 L-30 グリッドに始まり蛇行を続け、

F • G -62グリッドにて調査範囲外に延びる。全体

的な状況は幅20cmほどで 1 条から、多いところで 6

条(J -38~42グリッド）の併行した小溝は、基本的

には As-C を含んだ土層が中心であり、所々で断続

的な状況を繰り返しながら、不安定な中において

150m を超える長さをもつことなどから、水路の底

面の様相を窺うことができそうである。

また L -30~32グリッド、 M-32 • 33グリッドに

おいて、 As-C 下水田の畦畔を切っていることから、

時期は古墳時代前期の水田址よりも新しく、埋没土

中の As-C の混入の度合いから、 4 世紀前後の水路

状の遺構で底面だけが残在したと考えられる。

36号溝図163

位置 J -27~29 、 K-29~32グリッド

重複なし。

走向東西

（相京）

規模幅0.3m~0.9m 深さO.Olm~0.08m

調査長5.0m

形状 （傾斜東端97.18m ー西端97.12m)

断面は鍋底状を呈し、浅く狭いが、全体形状にはば

らつきがみられ不定形である。



3 下り柳地区の溝

A-
A' 

旦

讐／'／／／｀疇
玉― L=97.8m ~こ

冒
L=97.8m 

• E
 

E' 

瓢F

• 
1 層 黒褐色土 As-C を多量に含む。

2 層 暗褐色上 As-C を多量に含む (1 層よりも少なめ）。

3 層 暗褐色粘質土 As-C を少饂含む。

4 層 暗褐色土 As-C を少量含む。

0 1 : 40 2 m 

図162 20号溝土層断面

埋没土 白色粘土ブロックを少量含む土層である。

出土遺物 弥生時代の土器片が 1 点出土している。

調査所見 As-C 層下から検出された水田床土下で

確認された溝である。埋没土中から土器片が一片出

土したが、土層との関係から弥生時代と考えられる。

（相京）

37号溝図164 、 PL37~4•5

位置 K -17 • 18 、 L ~ N-17グリッド

重複なし。

走向 ほぼ東西方向

規模幅l.Om~ 1. 3m 深さ 0.42m~0.64m

調査長16m

形状 （傾斜東端97.33m ー西端97.27m) 

断面はロート状を呈す。ほぽ東西方向に走向をもつ。

全体的な形状はロート状であるが、底部付近で一部

わずかに広がるところがある。

埋没土 As-C 層下の水田床土下において平面形を

確認した土層は褐色土であり、酸化している。その

下層がこの溝内の主な埋没土であり、灰白色土がわ

ずかな違いで堆積する。最下層は砂質土が混じる流

水堆積層として理解できる。

出土遺物なし。

調査所見 As-C 下水田床土を剥いだ時点で上端幅

を確認した。底の幅は狭く、約10cmである。時期を

示すものはないが、 As-C 層下の水田床土下から平

面形を確認したことから、古墳時代前期よりは古い

ものと推定する。 （相京）

A
 

A' 

L=98.2m 

4 3 

A
 

A' 

鵬1 : 40 lm 

澤褐色土 白色土粒子を含む。酸化鉄分を含む。 As-C 下、水田床土下の土層。
2 層 灰白色土 白色鉱物が密に入る。酸化バクテリアによる斑点がある。
2'層 2 層と同じだが、白色土粒子がわずかに大きい。

2"層 2 層＋粘性土プロックが混入する（直径 I cmが!Ocnl当たり 3 個位入る）。

3 層 2 層と構成物が同じ（色も同じ）。

4 層 あずき色 白色土粒子が含まれる。粘性が大きい。

5 層 暗褐色土粘性が大きい。砂が混入する。
0 • 1 :40 2 m 

図163 36号溝横断面 図164 37号溝土層断面
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第 4 章井戸の調査

1. 概 要

本調査では村前地区で36基、下り柳地区で 3 基の

井戸が調資された。これらはいずれも素掘りの井戸

で石組みや木枠を施設していない。平面形態は円形

から楕円形で、断面形は円筒状を呈するものがほと

んどである。埋没土は自然埋没の状況を示すものが

ほとんどであるが、人為的な埋没を示唆するような

土層断面を呈するものもある。

第一次調査区（村前地区）では、 16基の井戸が検

出されたが、すべて As-B 下層 (I 面）で検出さ

れており、 As- B との関連が具体的に把握できな

かった 2 号、 3 号、 9 号井戸などの他は As- B を

掘り込んで井戸がつくられており、 1108年以降の堅

井であることが判明した。出土遺物も数は少ないが

陶磁器類の出土があり、近世の井戸である可能性が

高い。

第二次調査区（村前地区）では 8 基の井戸が検出

された。掘削時期を特定できた井戸はほとんどない

が、 19号井戸、 27号井戸から板碑が出土しており、

これらが15世紀頃のものとみられるので、井戸の年

代は中世までさかのぼる可能性もある。

第三～五次調資区（村前地区）では、 7 基の井戸

が調査された。いずれも榛名山の爆発にともなうと

考えられる洪水堆積物層上面(II面）で検出されて

いる。出土遺物はほとんどなく、時期を限定できな

いが、埋没土中に As- B 純層を挟在しないことか

〇 1:1 5cm 

図165 井戸出土の金属器 PL99、表P.53

ら、 As- B 降下以後の堅井と考えられる。 33号井

戸は平面形が隅丸長方形を呈し、湧水部の脇に幅

20cmほどのテラスをもっている。埋没断面も特徴的

であり、特定の構造をもっていたと考えられる。

下り柳地区では 3 基の井戸が調査されている。こ

れらも As- B 面で検出したもので、出土遺物がほ

とんどないことから竪井の時期を限定することは困

難であった。 （小島）

2. 村前地区の井戸

1 号井戸付図5-1, 図 166 、 PL38-] 、表P.53

位置 B·C-1 グリッド

重複なし。

規模直径1.52m 深さ 0.64m

形状平面形正円に近い円形を呈する。

断面形 ほぽ垂直に掘り込まれ、直線的な壁

面をもつ。円筒形状を呈する。

埋没土 少贔の礫を含んだ砂を主体として、有機質

分を多く含んだ灰色粘質土が堆積する。

出土遺物 埋没土下層より、端部に組み合わせ用の

切り込みの入った細い板材 (Wll27) が出土してい

る。

調査所見 本井戸も含め、 1 号～ 16号井戸の検出は

As-B 層直下面で行っているために、その深度につ

いては竪井当時よりも 1 ~2m浅くなっている。 1

号～ 6 号・ 8 号井戸は染谷川の旧流路上に、 9 号～

16号井戸は微高地上に立地している。 1 号～ 16号の

各井戸ともに、石組みを持たない素堀りの井戸であ

り、上屋等の施設の有無については不明である。 1

号井戸の底面は湧水層の砂層をわずかに掘り込んで

いる。石組み等の施設の有無については不明。堅井

の時期は確定できないが、 As-B を掘り込んでいる

ことから、すくなくとも 12世紀以降であることは明

らかである。 （石坂）
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2 村前地区の井戸
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図166 1 号井戸と出土木器
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゜ 1 :40 2m 

図167 2 号井戸

2 号井戸付図5- 1, 図 167 、 PL38-2

位置 D-1 グリッド

重複なし。

規模直径1. 10m 深さ 0.74m

形状平面形調査途上で南半部が崩落したために

不明瞭な形状となっているが、円形を呈する

と思われる。

断面形 壁面は垂直に近いが、やや傾きをも

ち、逆台形状を呈する。

埋没土 木葉や樹枝を含んだ砂が中位～下位に、上

位には暗灰色粘質土が堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見底面は 1 号井戸と同様、砂層中にとど

まっている。石組み等の施設を持たない素堀りの井

戸と思われる。堅井時期については確定できない。

（石坂）

3 号井戸付図5-1, 図 168 、 PL38-3

位置 E-2 グリッド

重複なし。

規模直径1.46m 深さ l.OOm

形状平面形楕円形状を呈する。

断面形 ほほ垂直に掘り込まれ、直線的な壁

面をもつ。壁面の一部に湧水によるあぐりが

見られる。円筒形状を呈する。

埋没土砂と有機質土とが互層堆積している。

出土遺物埋没土中より細い竹材が出土している

が、加工の痕跡はない。

寸/~-

A-

」1‘噂心に

A' 

A' 

゜ 1 : 40 2m 

図168 3 号井戸
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第 4 章井戸の調査

調査所見 底面は染谷川旧流路の礫層を若干掘り込

んでいる。竪井の時期は確定できないが、 As- B と

の関係から少なくとも 12世紀以降である。 （石坂）

4 号井戸付図5-] 、図 169 ・ 170 、 PL38-4、表P.53

位置 E • F-2 グリッド

重複なし。

規模直径1. 16m 深さ 2.08m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 底面から開口部にかけて徐々に幅広

くなる V字形状を呈する。

埋没土 上位に暗灰色粘質土が、下位に砂礫層がそ

れぞれ堆積する。

出土遺物埋没土下層より、 19世紀代の捏鉢（678)

の破片 1 点が出土している。

調査所見 確認面上端から約 1 m 下位に、小さなあ

ぐりが認められる。調査時点での湛水深は、開口部

上端より 0.7m 下位にある。底面は砂層を掘り抜い

て、粘質土を0.7m ほど掘り下げている。 （石坂）

-1 /~-— 

678 

゜ 1 : 4 20cm 

図170 4 号井戸出土遺物

凶

干
A_ A' 

5 号井戸付図5-1 、図 171 、 PL38-5

位置 G - 3 グリッド

重複なし。

規模直径0.78m 深さ 0.24m

形状平面形円形状を呈する。

断面形逆台形状を呈する。

埋没土 有機物を含んだ砂が堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 底面近くの一部を調査し得たのみである

が、底面は砂層をわずかに掘り込んでいる。堅井の

時期は確定できないが、 As-B を堀り込んでいるこ

とから、少なくとも 12世紀以降の所産である。（石坂）

A A' 

十止疇
゜

L=95.3m 

1 :40 

。 1 : 40 2m 

2m 

図 169 4 号井戸 図 171 5 号井戸
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6 号井戸付図5-] 、図 172 、 PL38-6

位置 G-3 グリッド

重複なし。

規模直径0.82m 深さ 0.18m

形状平面形円形状を呈する。

断面形逆台形状を呈する。

埋没土 有機物を含んだ砂が堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 底面は粘質土を掘り込んでいる。染谷川

旧流路上に立地する井戸の中では、 5 号井戸ととも

に深度の浅い井戸である。 （石坂）

8 号井戸付図5-1, 図 172 、 PL38-7

位置 G•H-5 グリッド

重複なし。

規模直径0.88m 深さ 1.54m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 円筒形状であるが、開口部上端より

約0.7m 下位の壁面に、あぐりが認められる。

埋没土 上位に暗灰色土、中位に青灰色粘質土、下

位に有機物を含む砂が各々堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

2 村前地区の井戸

調査所見 底面は湧水層から約0.8m 下位の不透水

層まで掘り下げられている。あぐりの位置は、調査

時点での湛水面とほぼ同一の位置に存在する。竪井

の時期は確定できないが、 As-B を掘り抜いている

ことから、少なくとも 12世紀以降の所産である。

（石坂）

9 号井戸付図6-1、図 172 、 PL38-8

位置 A - 4 グリッド

重複なし。

規模直径0.90m 深さ 1.38m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 円筒形状を呈するが、底面近くでわ

ずかにオーバーハングしている。

埋没土 上半部に暗灰色土、下半部に灰色粘質土が

堆積する。上半部は人為的に埋めもどした可能性も

ある。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 目立った湧水層は認められないが、調査

時点での湛水面は底面より 10cm上位にある。竪井の

時期は確定できないが、 Hr-FA を掘り抜いている

ことから、少なくとも 6 世紀以降であることは確実

である。 （石坂）

下から西へ2m

A
 

A' 

贔
L=94.9m 

A' 

A
 口から南ふ

i 1B4 から東へ2m

A
 

L=95.2m L=96.0m 
゜ 1 :40 2m 

図172 6 号• 8 号・ 9 号井戸
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゜ 1 : 3 10cm 

゜ 1 :40 2m 

図173 10号井戸

10号井戸付図5-1, 図 173·174 、 PL39-L 表P.53

位置 C-4 グリッド

重複 1 号溝に後出する。

規模直径0.78m 深さ 1.30m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 円筒形状を呈し、直線的な壁面をも

つ。

埋没土 上半部は暗灰色土が、下半部に灰色粘質土

が堆積する。 9 号井戸と同様、上半部は埋めもどさ

れている可能性がある。

出土遺物 埋没土の下半部より、 14世紀代に比定さ

れる常滑の甕（679) の破片 1 点が出土したのみで

ある。

調査所見 目立った湧水層は存在せず、調査時点で

の湛水面は、底面から約20cm上位にある。底面は不

透水層まで掘り下げられている。堅井の時期は、埋

没土中からの出土ではあるが常滑産の甕を重視する

ならば14世紀代と考えられる。 （石坂）

図174 10号井戸出土遺物

11号井戸付図5-L 図175 、 PL39-2

位置 C•D-5 グリッド

重複なし。

規模直径0.88m 深さ 0.78m

形状平面形円形状を呈する。

断面形壁面が垂直に近い円筒形状を呈す

る。

埋没土 暗灰色土と灰色粘質土とが互層堆積してい

る。底面付近にわずかな砂の堆積が認められる。人

為的に埋めもどされた可能性がある。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 15基の井戸の中で、深度の最も浅い井戸

であり、調査時点での湧水や湛水は確認されなかっ

た。堅井の時期は確定できないが、 As-B を掘り抜

いていることから、 12世紀以降であることは明らか

である。 （石坂）

D-5三

」と 一A' 

A
 

A' 

゜ 1 : 40 2m 

図 175 11 号井戸
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2 村前地区の井戸

12号井戸付図5-1、図 176 、 PL39-3

位置 C-6 グリッド

重複 1 号溝に後出する。

規模直径1.22m 深さ 1.82m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 底面から開口部へ向かって徐々に幅

広となる V 字形状を呈する。

埋没土 上位に暗灰色土、中位に灰色粘質土、下位

に砂及び青灰色粘質土が堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 湧水層は開口部上端より1. 1~ 1. 3m下位

にあり、調査時点での湛水面は底面より約45cm上位

にある。底面は砂層を掘り抜いて、不透水層上面か

ら約40cm下位にある。竪井の時期は確定できないが、

As-B を掘り抜いていることから、少なくとも 12世

紀以降であることは確実である。 （石坂）

13号井戸付図5-1, 図 177 • l 78、 PL39-4 、 PL99、表P.53

位置 C • D-6 グリッド

重複 2 号・ 4 号溝に後出する。

規模直径2.16m 深さ 1.54m

形状平面形不整円形状を呈する。

断面形 開口部上端が極度に開くロート状の

断面形をもつ。中位以下の壁面はほぽ垂直に

掘り込まれている。

埋没土上半部に暗灰土、下半部に砂と灰色粘質土

が堆積している。

出土遺物 埋没土中より、棒状の加工木 (Wlll6)

が 1 点出土している。

調査所見 湧水層は開口部上端より 0.7~0.9m下位

にあり、調査時点での湛水面は、底面より 1 m上位

1 
i . . くク

＼土一から北へlm
----/ 

A' 

A' 

A 

A 

L=95.3m 

゜

L=95.9m 

1 :40 2m ゜ 1 : 40 2m 

図 176 12号井戸 図177 13号井戸
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第 4 章井戸の調査

にある。底面は湧水層を掘り抜いて、不透水層に達

している。竪井の時期は確定できないが、 18世紀代

の 4 号溝を掘り抜いていることから、少なくとも当

該期以降の所産と判断される。 （石坂）

| 

□0 

調査所見 湧水層は開口部より約 1 ~1. 2m 下位に

存在し、湛水面はこの湧水層より若干上位に存在す

る。 15基の井戸の中で最も深度の深い井戸である。

堅井の時期は確定できないが、 As-B を掘り抜いて

いることから、少なくとも 12世紀以降の所産である

ことは確実である。 （石坂）

二
Wlll6 

1 : 8 40cm 

図178 13号井戸出土遺物

• 

14号井戸付図5-] 、図 179 ・ 180 、 PL39-5 、 PL99衷P.53·54

位置 D-7 グリッド

重複 2 号溝に後出する。

規模直径1.84m 深さ4.26m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 開口部付近が大きく外反し、以下が

ほぽ直線的に掲り込まれたロート状を呈す

る。

埋没土 上位から中位にかけて、暗灰色土と灰色粘

質土とが互層をなして堆積し、下位に青灰色粘質土

や有機物を含んだ砂が堆積する。上半部は人為的に

埋めもどされた可能性がある。

出土遺物埋没土の下位より、布目瓦 (680) の破

片が 1 点と砥沢石の砥石 (S 221) 1 点が出土した。

また、円形に加工された板材 (Wlll8 • Wlll9) が

2 枚、埋没土中から出土している。
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図 179 14号井戸と出土遺物
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2 村前地区の井戸

W1119|  

処屹＿／／／―一＝シ／二号
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Wlll8 

゜ 1 : 4 20cm 

15号井戸付図5-1 、図 181 、 PL39-6

位置 D-8 グリッド

重複 2 号溝に後出する。

規模直径1.08m 深さ1.40m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 円筒形状を呈し、壁面は直線的であ

る。

ー

l
l
ー
＼
一
＇

A
 

A
 

図180 14号井戸出土遺物

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 湧水層は開口部より 0.8m 以下に存在す

るが、調査時点での湛水面は、底面より 0.2m の地

点にとどまっている。竪井の時期は確定できないが、

As-B を掘り抜いていることから、少なくとも 12世

紀以降の所産である。 （石坂）

埋没土 上半部に灰色粘質土が、下半部に青灰色土

と砂との互層堆積が認められる。

+gから南へ2m 西へ3m

A' 

A' 

16号井戸付図5-L 図182 、 PL39-7

位置 D-9•10グリッド

重複なし。

規模直径1.02m 深さ 1.60m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 底面から開口部にかけて徐々に幅広

くなるが、中位より上部の開き方が大きい V

字形を呈する。

埋没土 上半部に暗灰色土が、下半部に灰色土と砂

が堆積する。

出土遺物 全く検出されなかった。

調査所見 湧水層は開口部より約0.3~0.6m 下位に

存在する。湛水面は底面より約 1 m 上位の地点にあ

る。堅井の時期は不明であるが、埋没土の状態が13

号井戸に近似していることから、同様に18世紀代の

所産の可能性が商い。 （石坂）

L=95.8m 

゜ 1 :40 2m 

図181 15号井戸

17号井戸付図5-2、図 183 、 PL39-8

位置 G -14 グリッド

重複なし。
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L=95.7m 

1 : 40 2m 

図 182 16号井戸

規模直径0. 72m 深さ 0.96m

形状平面形南北の直径がやや長い楕円形を呈す

る。

断面形 中位が外側に弱く膨らむ。

埋没土 上層の50cmほどには、あまりしまりのない

茶褐色土が、下層には青灰色土があり、ヘドロ状を

呈していた。

出土遺物なし。

調査所見 掘り方はかなりしっかりしている。時期

は不明である。 （小林）

干4より東へ2m

［口：

18号井戸付図5-2、図 184 、 PL40- l 、表P.54

位置 H • I -18 • 19 グリッド

重複なし。

規模直径1.70m 深さ 1.32m

形状平面形東西方向に長い卵形を呈する。東壁

にはテラスがある。

断面形 下半は円筒状を呈する。底面は平坦

を成す。

埋没土確眩面から 1 m ほどは、砂粒を多景に含む

暗褐色土が堆積している。

出土遺物 埴輪片 (681) が出土した。

調査所見 掘削平面形はやや楕円形を呈するが、崩

れによるものと考えられる。下半の掘削状況の残存

は良好である。 （友廣）
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/ 1 681 
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10cm ゜ 1 : 3 

A
 

゜ 1 : 40 2m ゜ 1 : 40 

L=95.7m 

2m 

図183 17号井戸 図 184 18号井戸と出土遺物
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2 村前地区の井戸

19号井戸付図5-2、図 185 、 PL40-2 、 PL99、表P.54

位置 I -19グリッド

重複なし。

規模直径1.36m 深さ 0.98m

形状平面形円形を呈する。

断面形上方に開く U字形を呈する。

埋没土 直径30cmの礫が混入する暗褐色土が堆積し

ていた。

出土遺物確認面から 50cm ほど下位から板碑（ S

222) が検出されている。

調査所見 平面形は円形を呈し、確認深さは浅い。

出土した板碑から、 15世紀末頃の埋没と考えられる。

（友廣）
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゜
1 : 6 

20号井戸付図5-2、図 186 、 PL40-3 、 PLlOO、表P.54

位置 F -19 グリッド

重複 9 号溝に後出する。

規模直径0.84m 深さ 0.98m

形状平面形円形状を呈する。

断面形 円筒状を呈する。底面はほぼ平坦を

成す。

埋没土 茶褐色土粒を多量に含み、しまりのある暗

褐色土が堆積していた。

出土遺物 数片の土器が出土した。 16世紀と考えら

れる土師質土器皿（682) と石鉢（ S 223) を図示した。

調査所見 残存状況は比較的良好で、掘り込みは円

筒状がやや崩れたものと考えられる。 （友廣）
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20号井戸
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゜ 1 :40 L=95.7m 2m 

図186 20号井戸と出土遺物
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21号井戸

21号井戸

L=s95.5m 

゜図 187 21 号・ 22号井戸と出土遺物

A' 

1 : 40 

L=95.5m 

2m 

21号井戸付図5-2、図 187 、 PL40-4 ·5表P.55

位置 J -20グリッド

重複 16号溝（西溝）に後出する。

規模直径1.00m 深さ 2.00m

形状平面形円形を呈する。

断面形 定形的な円筒状を呈する。中位の壁

がやや凹んでいる。

埋没土 下位には青灰色土が堆積していた。

出土遺物 小形の椀 (683) が出土している。

調査所見 残存は一部中位で崩れが考えられる。掘

削の時期は覆土出土ではあるが、遺物からみて近世

以降と思われる。 （友廣）

22号井戸付図5-2、図 187 、 PL40-4ｷ6 

位置 I • J -20グリッド

重複 16号溝（西溝）に後出する。

規模直径1. 16m 深さ1. 44m

形状平面形 やや南に長い楕円形を呈する。

断面形 湧水による凹みが壁に見られ、不定

形である。

埋没土 上半は砂質の暗褐色土が、下位には青灰色

土が堆積していた。

出土遺物なし。

調査所見 断面はやや崩れが確認された。掘削の時

期は不明である。 （友廣）
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23号井戸付図5-2、図 188· 189 、 PL40-7 、 PLlOO、表P.55

位置 H-19グリッド

重複なし。

規模直径0.72m 深さ 2.08m

形状平面形円形を呈する。

断面形 円筒形を呈する。

埋没土 暗褐色土が堆積していた。

出土遺物 埋没土中より瓦片 (693) が出土している。

調査所見 掘り込み面とともに、断面の残存も良好

である。掘削時期は不明である。 （友廣）

ロ
L=95.7m 
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゜ 1 :40 2 m 

図188 23号井戸



2 村前地区の井戸

I I 

I I I 

迂ニニ〗
1 : 3 10cm 

゜図 189 23号井戸出土遺物

24号井戸付図5-2、図 190 、 PL40-8

位置 H • I -17 グリッド

重複 南に 16号溝が掘削され、実質的には重複関係

にあるが新旧関係は不明である。

規模直径1.02m 深さ 1.60m

形状平面形確認面では、南東部分がやや突出す

る鶏卵形を呈する。底面はほぽ正円に近い形

状である。

断面形 上位にやや開く筒状を呈する。底面

から上位0.6m ほどに傾斜変換点をもち、そ

れより下位の傾斜は強くなる。

出土遺物なし。

調査所見 石組などの施設は確認できなかった。掘

削時期も確定できない。 （徳江）

一
A
 

A' 

゜

L=95.3m 

1 :40 2m 

25号井戸付図5-2、図 191 、 PL41-l

位置 H • I -16グリッド

重複 11号溝と重複するが新旧関係は確認できな

かった。

規模直径0.74m 深さ 1.98m

形状平面形多少の歪みはあるが、確認面、底面

ともに東西にやや長い円形を呈していた。

断面形 北半は11号溝との重複により残存状

態が悪い。筒状を呈し、直径は底面に向かっ

て徐々に細くなる。底面は中央、西寄り一段

深くなっていた。

埋没土 下位は青灰色のヘドロ状を呈していた。

出土遺物なし。

調査所見 掘削時期は確定できなかった。 （徳江）

口
土7から北｀

一A
 

A' 

L=95.5m 

゜
1 :40 Zm 

図 191 25号井戸

図190 24号井戸

26号井戸付図5-3、図 192 、 PL41-2 

位置 J -23グリッド

重複 16号溝と重複するが新旧関係は確認できな

かった。

規模直径0.68m 深さ 0.70m

形状平面形確認面、底面ともに正円に近い形状

である。
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断面形 16号溝の調査中に検出したため、壁

面の大半は欠失している。残存部分の直径に

大きな変化はなく、垂直に近い形状である。

出土遺物なし。

調査所見 掘削時期は確定できない。 （徳江）

企

A 

0-f/\~rm! 

゜
L=95. 7m 

1 :40 2 m 

27号井戸付図5孔図193·194 、 PL41-3·4 、 PL99 ・ 100表P.55

位置 J • K -25 グリッド

規模 1.60m 深さ 1.32m

形状平面形南側の一部は小さく片口状に突出し

ており、直径44cmX 深さ 60cmほどのピットが

穿ってある。底面は東西に長軸をもつ長円形

を呈する。

断面形確認面からの深さと比較して直径の

大型のものである。中位に弱い稜をなし、上

位に向かって大きく開く。

出土遺物 埋没土の下層から内耳の鍋 (684) 、石臼

の破片（ S 224) 、ほぽ完形に近い板碑 (S 226) 、上

半分の板碑 (S 225) が検出された。そのほかに、

瓦 (685) ・須恵器の高台部分 (686) などが出土し

ている。

調査所見 掘削時期は板碑や出土土器の年代観から

すれば15世紀代の可能性が強い。 （徳江）
図192 26号井戸

{ \←四
I \ I 

: 
\— 

kf`  A ＼フ
A' 

¥¥¥ 量 • 
冒 I~ S226 ¥ 

゜
L=96.0m cここ——-----)

゜
1 : 6 20cm 1 : 40 2 m 

図193 27号井戸と出土遺物

158 



2
 

村前地区の井戸

9
．
ヽ
t

1
:
l

.,' 

、

.
,
9
•

、

9`’ 

1

.

,

.

 

]/ 

¥
,
'
 

ー
・
・

.. 

\
`
n
u
`
\
た
·

＼
、
＼
．
＇
『
．
い
い
i

1
·
\
.

:• 
よ
茫

i
ぃ5
沿
，
‘

,

9

.

9

 

五
・
，
＂
＇
じ
＇
，

... 
n
 

.. 
I

・

ヽ
．

.

.
"
6
,
"
.
.
9
,
 

`
 .. 
3..."“5 

ヘ
｀

9

、
、.. t

.

.
,
'
.
'
 .
.
 

... 

9
.

、

.. 

...., 

.. 
ぃ

.

.
 
`
 
.
 

.. 7.‘ 

... 

.. 

ヽ
＇
，
．
．
．

、
・

、
，
．
）

.', 

．
ヽ
．

9
・
・

..5\•9`.

i, 

.

.
`
9
 .
 

.
 
9
.
.
.
.
,
.
 

,.... 

1
"
.
.
”
|
l
、

9

,

.

.

 

.

.
 

心
5
.
.
>

、

, .. 

吋
‘
―

.
0
"
,J
I
け
＂
し

r
,
'
CJ

 

゜
1 : 4 

¥ 1 //' 

江ニロ1 唸
686 

20cm 

------丁＿ _ __ _ _ 

—— —— 
二

—
l

ｭ

—_ し4/ 9

{

,

'

 

ヽ

二
6
8
7
[

|<fI
I
 

` 
口

゜
1 : 4 20cm 

位置

重複

規模

形状

684 

| 

こ
27号井戸出土遺物

I I I 

゜ 1 : 6 20cm 

28号井戸 付図5-3、図 195 、 PL41-5·6 、 PLlOl 、表P.56

J -27 グリッド

13号住居より後出と考えられる。

図194

29号井戸 付図5-3、図 196 、 PL41-7·8 、 PLlOl 、表P.56

直径1.20m

平面形

深さ 1.98m

確認面では不整円形であるが、原型

は矩形であった可能性もある。西側にはス

テップ状の張り出し部分がある。底面も不整

形である。

断面形

埋没土

確認面に向けてわずかに開放してい

る。西側中位の二箇所に弱い稜が認められる。

中位から下位の層中からは小礫が多く出土

した。下層はヘドロ状を呈していた。

出土遺物 埋没土中から布目瓦 (691 • 692 • 728) 

や土器 (688 • 689 • 694) が出土した。

調査所見 掘削時期は確定できないが出土遺物は平

位置

重複

規模

形状

J -28グリッド

40号溝と重複しているが新旧関係は確認でき

なかった。

直径1. 40m

平面形

徐々に細くなる。

埋没土

を呈していた。

断面形

深さ 2.46m

南西・北東方向に長軸をもつ長円形

筒状を呈し、径は底面に向かって

上位から直径10~20cmの礫が多星に出土し

た。この中には角閃石安山岩の切石も含まれており、

これには火熱を受けた痕跡があった。

出土遺物 礫と同じ層から播鉢 (698) や布目瓦

(697) 、土師器杯 (696) などの破片が出土している。

調査所見 掘削時期は確定できないが播鉢の年代は

安時代である。 （徳江） 14~15世紀と考えられる。 （徳江）
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図 196 29号井戸と出土遺物

30号井戸付図5-5、図 197 、 PL42-l ·2 、 PLlOO

位置 2B -65 グリッド

重複 51号溝に後出する。

規模直径1.42m 深さ1. 84m

形状平面形歪んだ円形（楕円形に近似）。

断面形掘り込み面から僅かに内側に傾斜す

るが、底面付近で円柱状になる。

埋没土 埋没最上層は As-B を多最に含む土層であ

り、 As-B は 4 層まで混入している。また10層にも

As-B が混入している。 2 層～ 8 層までは一方向か

らの埋土であり、 6 層～ 10層まではブロック土やし

まりの悪い土で埋もれていることから、埋められた

可能性がある。

出土遺物 10数片の須恵器・土師器片が出土した

が、図示できるものはない。

調査所見 底面付近は形状を現在に残す。現在の湧

水層付近は壁面が崩れている。全体形状から受ける

状況から、井戸使用中に崩れた可能性が強いと思わ

れる。掘削時期は、 Hr-FA や、それに伴う洪水堆

積物を井戸が掘り込んでいること、最上層から 10層

まで As-B を多鍼に含むことから、 12世紀以降の井

戸跡と考えられる。湧水は標商94m付近の灰褐色土

層と黒色粘質土の中間標高94.3m付近の 2 ケ所であ

る。自然水面は94.45m である。 （相京）
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喜土-65から霊戸
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SPA' 

一

SPA' 

EPB EPB' 

1 層 暗褐色土 As-B を多量に含む。しまりは良い。炭化物片を少最含む。

2 層 褐色土 黄色味を帯びる灰白色土プロックを少最含む。黒色土プロックを 1 点含む。若干 As-B を含む。

3 層 褐色土 2 層よりも多くの黄灰白色土プロックを含む。若干1:,.s-B が混じる。

4 層 暗褐色土 極わずかに茶色味を帯ぴる。やや砂質であり、やや多くの As-B を含む。黄灰白色土プロックを若干含む。 1 層よりも

明るい。粘性は弱い。

5 層 暗褐色土 4 層に近いが、わずかに色調は暗い。プロックは含まれない。粘性は弱い。

6 層 黄灰白色土 プロックと暗褐色土の混合土。後者の方が量的にはやや多い。やや粘性がある。

7 層 黄灰白色土 プロックと褐色土の混合土。 6 層よりも色調は明るい。やや後者の方が多い。粘性がある。

8 層 黄灰白色土 プロックと褐色土の混合土。やや前者の方が多い。粘性が強い。

9 層 黄灰白色土 プロックに若干の黒色土プロックが混じる。褐色土も極少量含まれる。水が湧いているため、しまりは非常に悪い。

10層 黒褐色土 As-B を含み、やや砂質。しかし粘性は強い。若干の木質繊維破片を含む。湧水のため、しまりは非常に悪い。

11層 黄灰白色土大形地山プロック。

I 層 暗褐色土 極少量の黄灰白色土プロックが混じる。 As-B を多く含む。 1 層よりもやや明るい。

II 層 褐色土 l 層よりも明る＜、灰白色土プロック、及び粒子がやや多く混じる。しまりは良い（浅い溝覆土）。

図 197 30号井戸
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2 村前地区の井戸

31号井戸付図5-5、図 198、 PL42-3

位置 X-63グリッド

重複 53号溝に後出する。

規模直径1.44m 深さ 1.92m

形状平面形円形

断面形井筒朝顔型

埋没土 湧水等により、ほとんど土層の観察ができ

ないが、標高95m付近までのブロック土が混じるし

まりの悪い土砂の混入からすると、人為的な埋没土

と考えられる。

出土遺物 19片の土器が出土。細片である。

調査所見 53号溝により一部が切られている。標高

94.lm付近の暗灰褐色砂質土中より湧水がある。井

戸の確認面は Hr-FA 期の洪水堆積物上面であるが、

堅井期は不明である。 （相京）

32号井戸付図5-5、図 199·200 、 PL42-4、表P.57

位置 2A -63グリッド

重複 53号溝に後出する。

規模直径1.60m 深さ1. 40m

形状平面形円形

断面形井筒朝顔型

埋没土 観察できた埋没土から、暗褐色土層を中心

とした土層図が作成できたが、同一方向の堆積状況

であることから、人為的な埋没土と考えられる。埋

没土の下半部分の土層は水面下である為、土層の把

握はできなかった。 94.1~93.5m の間は黒褐色砂質

土を含む褐灰色砂質土、 93.5~93.4m までは黒灰色

砂質土層であり、自然堆積土として観察できた。

出土遺物 93.9m付近では土師器片が 1 点、 93.7~

93.9m 付近では 5 ~15cm大の自然石 8 点の出土が

4から北へ2m 東へ2m

2B-63から南
東

I
|
|
\
、
+
|

一

A
 

A' 

A' 

゜ 1 : 40 

L_=95.lm 

2m 

図198 31 号井戸

1 層 暗褐色土 黒色土粒子・灰白色地山粒子・焼土粒子を少星含
む。

2 層 暗褐色土灰白色地山プロックを極めて多最に含む。，
3 層暗褐色土 l 層よりもやや暗い。＇灰白色地山プロック・粒子

を少量含む。
4 層 暗褐色土 3 層よりも明るく、灰白色地山粒子黄褐色土粒子

(Hr-FA) を多く含む。
5 層暗褐色‘土 3 層とほぼ同じであるが、灰白色土プロノク・粒

子が 3 層よりもかなり少なく含まれる。
6 層 明褐色土 全体が若干黄色味を帯びる。炭化物粒子・黄褐色

土粒子を微贔含む。
7 層 暗褐色土 黄褐色土粗粒子・黒色土粗粒子・直径 5 mmの炭化

物を少晟含む。しまりが強く、粘性がある。

0 1:40 Zm 

図199 32号井戸
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第 4 章井戸の調査

゜

＼~
2
2
7ロ 1 : 6 20cm 

図200 32号井戸出土遺物

あった。実測した S 227には擦痕がある。

調査所見 53号溝を切っている。確認面は定かでは

ない。古墳時代の Hr-FA 層水田面よりも上位で確

認した。自然水面は94.2m 、湧水層は93.65m である。

井戸壁が赤褐色に変色している。 （相京）

33号井戸付図5-3、図201 、 PL42-5·6

位置 L -36 • 37 グリッド

重複なし。

規模直径1.70m 深さ 2.00m

形状平面形隅丸方形

断面形有段型

埋没土 土層説明と断面から判断すれば、 1 • 2 • 

5 • 7 • 8 • 9 層と 1 • 4 • 6 層の間に何等かの区

切りがある。 4 層が流入土的な入り方をしているが、

全体的な様相から、中段で井戸枠的な施設があった

可能性も考えられる。 1 • 4 • 6 層には Hr-FA が

混じる。

出土遺物なし。

調査所見 隅丸長方形の掘り方から約80cm下がって

中段があり、中段では北に80cm、東・西・南に各々

20cmのテラス面をもつ。中段からの掘り込みは東西

90cm、南北80cmの隅丸方形の掘り方をもち、深さは

中段から約1. 3m である。 （相京）

M-37東
南

] 

i
 

A' 

L=95.9m 

］層 黒色土プロソク• Hr-FA プロックを少量含む褐色土。

2 層 直径 5 cm の黒色土プロソクが主で、 Hr-FA プロックが少最

混入する。

3 層 暗灰白色土（砂質）

4 層 直径 5 cmの黒色土 •Hr-FA プロックが主で、暗灰白色土が

混じる。

5 層 暗灰白色土 Hr-FA プロソクがわずかに混入する。

6 層 4 層とほぼ同じ構成層だが、暗灰白色土との比が 5 : 5 であ

る。

7 層黄白色土 砂質。

8 層白色土 粘性がある。

9 層 よく見ると 6 • 7 • 8 層と同様に分かれる。

10層 4 層がブロック状に入る。

l]層 黄白灰色土粘性がある。酸化バクテリア層がある。

゜ 1 : 40 2m 

図201 33号井戸

34号井戸付図5-3、図202 、 PL42-7·8

位置 L • M-36グリッド

重複現代の小溝に先行する。

規模直径1.3m 深さ 1.20m
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M-36より
3 

A 

2 村前地区の井戸

然な入り方をしている。本来、本井戸の埋没土は 6

層～ 11層と考えられる。ブロック土壌等の入り具合

により、人為的な埋没土と考えられる。 （相京）

35号井戸付図5-3、図203 、 PL43-l 

A' 

位置 L-39グリッド

重複なし。

規模直径1.52m 深さ 1.20m

形状平面形楕円形

断面形円筒形

11 

-f40より虚汀闘

1 層 黄色土・黒色土プロックの混入土層。比率は半々である。
2 層暗褐色土 黄色土プロJクが混入する。
3 層 黒色土を主とした流入土。黄色土プロックをわずかに含む。
3'層 暗褐色土中に黒色土プロックをわずかに含む。
4 層 暗褐色土 白色土粒子を均ーに含む。
5 層 暗褐色士 白色土粒子を均ーに含む。 Hr-FA プロックをわ

ずかに含む。
6 層 暗褐色土 白色土粒子を均ーに含む。酸化バクテリアによ

る茶色の斑点が多い。
7 層 暗褐色土 直径 5 cmの黒色土ブロソクが所々に混入する。
8 層 暗褐色土 黒色土プロJクと直径 Z cmの黄白色土プロソク

が混入する。
9 培 暗褐色土 直径 2 ~10cmの黄色土プロックが面積で1/3ほど

とる。
10層 暗灰白色土 酸化バクテリアによる水平な酸化層が、所々に

ある。
11層 黒色土プロックの落ち込み。

0 1 : 40 2 m 

埋没土 1 層～ 3 層まではあまりしまりのない土層

である。 2 層はブロックが混じり、 1 • 2 層は人為

的に埋められた可能性もある。

出土遺物なし。

図202 34号井戸

形状平面形楕円形

断面形 ロート状を呈する。

埋没土 4 層から 6 層までは人為的な井戸の埋没土

と考えられる。平面形が不自然であり、 5 層は井戸

の埋没土 6 層を切っている。 1 層～ 3 層は本遺構の

北西部分を切っている小さな溝状遺構の埋没土と考

えられる。

出土遺物なし。

調査所見 楕円形であり、ロート状の断面を呈す。

北西側を溝状遺構により切られている。 5 層は不自

A' 
---—· 

-i /----

A
 

0 1 : 40 

A' 

L=95.9m 

1 層 灰褐色土（しまりのないフカフカの土）粒を含み、少絨の焼土粒

を混じる黒青色土。灰のようであるが、明確でない。

2 層 1 層の直径 3 ~5 cm、のプロック、黄色土粒を混じる灰褐色土。

フカフカしてしまりのない土。白色軽石を少益含む。

3 層 黄色土粒・炭化物粒を含む灰色土。やや粘質。

2m 

図203 35号井戸
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第 4 章井戸の調査

調査所見 1 層は井戸の南西側で、壁を大きく広げ

るように掘られている。全体に埋没土はしまりがな

く、焼土や炭化物を含んでいる。時期に関しては不

明である。 （相京）

M-42から東へ2m

` 
j

H
 

゜

A' 
—`— 

1
|
l
\

、

T

L=95.5m 

1 層 暗褐色士 耕作土（畑土）。しまりが悪く、ボロボロする。直径

1 cmの榛名山起源の軽石を少量含む。

2 層 暗褐色土 1 層よりもかなり黒味が強い。砂質。榛名山起源の

軽石、及び As-B を含む。焼土粒子を少拭含む。

3 層 暗褐色土と茶褐色土プロJクの混合土。

若干の白色シルト質土プロJクを含む。直径 1 cm前

後の榛名山起i原の軽石を 2 層よりも多く含む。

4 層 暗褐色土 2 層よりもやや黒い。黄褐色土・白色シルト質土・

黒褐色土のプロックの混土が部分的に混じる。黄褐

色で白色シルトを含むプロJク土を混入する。

5 層 暗褐色土 単ー的。黄褐色土・白色シルト質土・黒褐色土のプ

ロノクの混土は含まれない。やや粘性があり、 4 層

よりもやや暗い。

6 層 暗褐色土 5 層よりも粘性は強い。白色シルト質土粒子を少最

含む。

゜ 1 :40 2m 

図204 36号井戸と出土遺物

36号井戸付図5-4 ・氏図204 、 PL43-2·3、表P.57

位置 L -42グリッド

重複なし。

規模直径1.40m 深さ 2.lm

形状平面形楕円形
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断面形円筒形

埋没土 1 層～ 6 層までは観察可能であったが、そ

れ以下は不可能であった。］・ 2 層は As-B と榛名

山起源の軽石を含む。 3 層は榛名山起源の軽石を含

む。 4 層はブロックを含むことから埋没土の可能性

がある。 5 • 6 層はしまりがあり、一定化した土の

状態であるため、自然堆積土層の可能性が高い。

出土遺物 土師器が数片と、図示した699の陶器片

が埋没土中から出土した。

調査所見 ほぼ円形に近い楕円形であり、確認でき

たのは Hr-FA 期の洪水堆積物上面であった。埋没

土から、下層 5 • 6 層以下では自然堆積層での可能

性がある。実質確認面より約1.2m で湧水量が多く、

以下はボーリングによって 90cm下で底面を確認し

た。上層 1 層は耕作土であり、 2 • 3 層では As-B

、榛名山起源の軽石を含むことを考慮しなければな

らないが、時期は限定できない。 （相京）

3. 下り柳地区の井戸

1 号井戸付図8-4 、図205 、 PL43-4

位置 I -56グリッド

重複 2 号溝に先行する。

規模直径0.96m 深さ 1.30m

形状平面形円形

断面形井筒朝顔型

埋没土 2 号溝底面から95.9m付近までは黒褐色粘

性土の自然埋没土である。 95.9~95. 7m では暗灰色

砂質泥土で、白色軽石粒を多最に含んだ土層が確認

できたが、自然埋没土か流人土か不明である。以下、

底面の95.4m までは暗褐色砂質泥土の自然堆積層で

ある。

出土遺物 黒褐色粘性土中より 10~15cm ¢の自然石

が 2 個、出土した。

調査所見 2 号溝掘削後、底面にて確認された。湧

水層は95.5m付近の褐灰色砂礫層である。湧水量は

0.5 e /min で、自然水位は96.0m 付近である。（相京）



3 下り柳地区の井戸
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第 4 章井戸の調査

2 号井戸付図9-4、図206 、 PL43-5

位置 I -52グリッド

重複なし。

規模直径0.90m 深さ 1.?Om 

形状 平面形上端部分は用水堀により上端西側が

切られており、円形と推測できる。下端部分

は円形を呈す。

断面形井筒円筒型。

埋没土 用水堀底面から96.lm までは自然埋土の黒

褐色粘性土である。 96.1~95.4m までは自然埋土の

黒褐色砂質土、 95.4m 以下は自然堆積の灰色泥土で

ある。土層図の作成は困難であった。

出土遺物なし。

調査所見 遺構を確認したのは用水堀底面である。

上端の半分を溝によって切られており、残存する状

況と近接する現染谷川の水位・自然排水との関係か

ら、自然水位が高いものと考えられる。 （相京）

3 号井戸付図9-4、図206 、 PL43-6·7

位置 I -51 グリッド

重複なし。

規模直径0.74m 深さ1. 14m

形状 平面形 上端部分は用水堀により上端西側が

切られており、ほぼ円形を呈す。下端部分は

円形を呈す。

断面形井筒円筒型を呈す。

埋没土 土層は水位が高く作図することが困難で

あったが、掘削時の所見では、用水堀底面～96.lm

までは黒褐色砂質土であり、人為的な埋没土である

と考えられる。この土層の中には10~15cm fの自然

石約 10個と、 96.3m 付近で砥石 1 個を出土した。

96.1~95. 7m付近までは黒灰色砂質土であり自然埋

没土と考えられる。

出土遺物 砥石が出土した。

調査所見 確認層は黒褐色士層である。用水堀によ

り切られているため、上位から 70cmほど西側が欠損

している。下端より1. 15m がしっかりと残存してい

る。 （相京）
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1 概要

第 5 章河川跡の調査

1. 概 要

本遺跡周辺の地形は、第 2 章で述べたように、榛

名山山麓に流下する小河川によって形成された自然

堤防堆積物が帯状に並んでいるのが特徴である。し

かし現在わたしたちが目にする自然堤防は、古墳時

代中期 6 世紀初頭におきた榛名山の噴火に伴う洪水

によるものが原型となっており、本遺跡でも多数の

住居や墓を検出した弥生時代や古墳時代前期の景観

を復元するにはこれらの堆積物を捨象して見なけれ

ばならない。また、稲作農耕集落の復元には、小河

川の把握が不可欠であるから、本地域の調査では特

に下層での河道の検出が重要である。

新保田中村前遺跡に近接する新保遺跡（ P.19注

20) では旧流路（大溝）が調査され、多数の木器が

出土している。また、日高遺跡の報告では遺跡周辺

の沖積地に埋没した旧流路の存在をボーリング調査

(P.19注23) によって追証し、稲作生産域を推定

している。

今回の調査では村前地区で 2 条の小河川跡を検出

することができた。これらの河川跡は、前橋泥流の

固い岩盤の上に堆積した黄褐色砂質士の地山を侵食

した流路である。この黄褐色砂は、榛名山南西山麓

に発達した火山性扇状地の末端に、山麓から流下す

る小河川の作用によって堆積した自然堤防堆積物と

考えられる。この砂層の最下層XIl層中の泥炭質土壌

の14C 年代測定では B.P.4120 土 110 (Gak-13893) 

の値を得ている。この堆積は包含層出土遺物から縄

文時代後期までつづいていたとみられ、これを侵食

する河川跡はそれ以降の流路である。周辺に埋没し

ている小河川は、それぞれの河川作用によって、流

路を様々に変化させていたと思われる。新保田中村

前遺跡の調査ではそれらの一部と考えられる河川の

旧河道を検出したものと考えられる。具体的には旧

染谷川の河道ということも可能であろう。

村前第 2 次調査地区で検出された 1 号河川跡は、

50m余りにわたって調査を実施した。やや蛇行する

河道の底面は流水の激しさを物語るように凹凸が著

しく刻まれていた。調査範囲のほぼ中央部には、詳

細はつかめなかったが、分水施設がつくられていた

とみられ、ほぼ南方向へ44号溝が直線的に掘られて

いる。時期は弥生土器片も含むが、出土遺物は 4 ~ 

5 世紀のものが多く、そのころの河川跡と考えられ

る。また、滑石質蛇紋岩の管玉、勾玉やその未製品

が多量に出土しており、周辺に工房の存在が想定さ

れる。

村前第 5 次調査区で検出された 2 号河川跡は、発

掘区内では左岸のみが調査できた。右岸は現河道に

侵食されてしまったと考えられる。狭い範囲の調査

であったので、河道の詳細は不明であるが、埋没土

断面から少なくとも 3 回の流路変遷をとらえること

ができた。また、弥生時代中期から後期にかけての

土器片が多饂に出土し、農工其を含む木器や、獣骨、

種子等も保存状態が良好に出土した。 2 号河川跡の

左岸側には弥生時代中期から古墳時代前期の住居が

30棟ほど検出されており、人々の生活と密着した集

落内を流れる小河川と考えられよう。 （小島）
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第 5 章 河川跡の調査

2. 1 号河川跡
付図7-3、図207~233 、 PL20-4- 5 、

PL44-46 、 PL102~116、表P.58~80

K -22および L -23 グリッド部分で Hr-FA 期と

同時期の洪水層下の遺構確認を実施したところ 24号

溝の存在を確認した。それと同時に24号溝の埋没土

層下に黒色土と砂粒の混土層の堆積があり、 さらに

下位に遺構が存在することが想定された。その後、

□

I
 

`\ 

ー
ロ
ロ
ロ
[
\

299 

乃
り
ー

24号溝の本格的な調査がなされ、同溝の堀込み面を

観察すると 28ライン付近まで上記と同様の土層の堆

積が確認できた。以後、北側から順次調査を行った

ところ、 この遺構が北から南に向かって流下する旧

河道と判明し、 L -28グリッド部分には取水口が設

けられ、 44号溝に用水の供給がはかられていること

も合わせて確認された。
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2 1 号河川跡
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2 1 号河川跡

位置は、 K ~N-22~32グリッドにあたり、北か

ら南に向け、北半はやや東に膨らみ、南半は西に膨

らみ、緩やかに蛇行している。北端は、染谷川の現

河道に、南端は現在の用水路である善勝寺堀の取水

施設および水路により攪乱を受けている。

調査長は54.3m 、幅は蛇行の影響もあり一定して

いないが、 44号溝の取水部分から北は比較的広く、

それ以南は狭いものとなっている。最大幅は28 ライ

ンから 2 m北側で12.35m 、 29 ライン以南の幅は4 .4

~5.15m であった。深さは0.92~1.53m である。

河床面は前橋泥流層であるが、大小無数のウォー

ターホールが形成され、凹凸の激しい状況を呈して

いる。埋没土は全体的に砂粒の混入が認められたが、

粒子の大小、混入の度合などは小範囲ごとにその様

相に著しい変化がみられた。概括的には、下層には

礫．粗い砂粒が多く、中層には灰褐色のシルト質の

土層が堆積していた。また、下層には As-C と思わ

れる軽石の混人が一部で確認された。

遺物は土器・石器・木器・種子・貝などが出土し

た。層位的には下層に集中していた。土器は図207

~210に図示したものが代表的なものであるが、そ

の他の大多数が破片となって検出されており、その

量は遺物収納箱 9 箱におよんだ。縄文土器、弥生上

器片も多いが、形状の把握できるものは古墳時代前

期から一部中期のものに集中している。

石器は縄文時代の石鏃、打製石斧、剥片石器が出

土したが、その他に多量の蛇紋岩製の石製模造品、

その未製品、原石、剥片、あるいはその作成にかか

わったと思われる砥石などのエ具が検出された。模

造品は、未製品も含めて管玉73点、勾玉13点、臼玉

1 点である。出土地点の概略は図 211 のとおりであ

る。

木器および木片も多量に出土した。（付図 3) その

出土は河道のほぼ全域におよび、粗密の差なく認め

られた。 159点を取り上げ、うち 57点を図示した。

その多くは河床面に打ち込まれていた杭の残存部分

である。その他の製品としては、鍬・道具の柄・弓・

糸巻き、部材としての板材・角材などがあげられる。
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図2J 1 1 号河川跡・ 44号溝の杭痕位置と滑石製品のグリッド別出土頻度
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2 1 号河川跡
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第 5 章河川跡の調査

種子は桃とくるみが出土している。 軸にし、それらを包み込むように集積しているヨシ

L -26-28グリッド、 K -28 • 29グリッドでは河 あるいはアシが検出された。また、 44号溝の取水口

床面に打ち込まれた状態で16本の杭が残存してい の東側と、西側の河道左岸に沿っても杭列が認めら

た。また、杭の痕跡が少なくとも 5 箇所確認できた。 れる。

このうち、杭424から 427 にかけての 7 本の杭は5.2 44号溝の項でも記したが、河床面に打ち込まれて

m にわたり列状をなしている。この杭列に西接して、 いた杭の多くは、本河道の水位を上昇させ、 44号溝

Wll9 • 123などの杭が基部を上流に向けて横倒した に用水補給を行うために設置されたしがらみ状の灌

状態で検出されている。その北では長さ 167cmの丸 漑用施設の基礎の木組をなしていたと考えられる。

杭を横軸に、長さ 100cm前後の棒状木器、数本を縦 また、 L -27グリッドに残存していたヨシあるい
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はアシは、木組に沿って置かれ、水流に対しての遮

蔽物の役割をしていたものと思われる。また、 44号

溝の取水口周辺に位置する杭列は河道の護岸あるい

は44号溝の壁面を保護をする役割が想定できよう

か。

口

2 1 号河川跡

本河道の変遷については、不明確な部分が多いが、

出土遺物の検討からは、古墳時代前期には河川とし

て流水があったと思われる。埋没土の中層には古墳

時代中期の土器が混入しており、河道内に土砂の堆

積が進行していたことがうかがえる。以後、 5 世紀

•S2190 

S208 

Sl70 

0 1 : 3 ・ 10cm 

0 1 : 4 20cm 

図224 1 号河川跡出土石器 (13)
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第 5 章 河川跡の調査
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図233 1 号河川跡出土木器 (9)
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の後半には24号溝が掘削されているが、 この溝の走

向は、本河道および44号溝を意識しているようにみ

ぶ旧遺構の痕跡が残存していた可能性もある。

（徳江）
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3. 2 号河川跡付図7-5、図234~299 、 PL47-52 、
PL117~155、表P.80~136

第 IX層砂質土の上面で弥生時代の遺構検出を行

なったところ、 2 C -63グリッド付近に帯状の黒色

帯が認められたため、発据区南壁に沿ってトレンチ

調査を行なった。染谷川現河床まで達する土層断面

の観察を行なった結果、これらの土層はほとんどが

河床堆積物である砂・礫・シルト等であり、現染谷

川に向けて、数度の河床移動を行なったことが判明

した。したがって、本遺構は自然河川の流路跡であ

り、染谷川の旧河道である可能性が高いと考えられ

た。

2 号河川跡として確認した範囲は、 2 B -62~65 、

2 C -63~65グリッドである。河道の左岸は 2 c -

63以北は北東から南西方向に、 2 C-63以南は 2 C 

ラインにそって南向きに流路をとっている。今回の

調介範囲の中では現染谷川左岸の最南端部分に位置

し、現河道と接しているため、安全性の保てる場所

までを調査範囲とした。

旧河道は、断面観察から 4 つの大きな部分に分け

られることがわかり、それぞれ新しい方から第 I 河

道・第 II 河道・第 II'河道・第 1II 河道と呼称するこ

とにした。第 II 河道と第 II'河道は当初別の河道堆

積物と考えていたが、調査が進むにつれ同一の時期

の河道堆積物ということが判明した。そのため、以

後は第 II'河道も第 II 河道に含めて記述することに

する。

断面観察からわかったことをもとに調査にはいっ

たわけであるが、河床堆積物は層相の変化が激しい

ため、粒子の大きさ、色、遺物の出土状態等に注意

しながら作業を進めた。調査にあたってはそれぞれ

の旧河道の平面形態を極力検出するように努めた

が、付図 4 に示したように第 l 河道と第 II 河道は部

分的な確認に止どまった。また、それぞれの河道堆

積物の基底は N 値50以上の固結度の高い前橋泥流層

であるため、河道の変遷による河床の低下は全く認

められなかった。

第 I 河道 三つの河道の中では最も新しく、一番染

3 2 号河川跡

谷川寄りの堆積物である。右岸は現河道によって切

られているので、正確な規模は不明である。左岸の

上端・下端は部分的ではあるが確認することができ

た。確認面からの深さは1.2m 程である。

河道を埋めているのは粗粒の堆積物であり、中礫

と粗砂が下層にいくにしたがって多くなっている。

第 lI 河道はより細粒の堆積物が堆積しており、第 lI

河道より第 I 河道は流れが強かったことが堆積物の

粒子の大きさから想像される。現河床内にある巨礫

は、旧河道基底面近くには認められなかった。直径

10cm程度のものが最大で、そのほとんどは前述した

中礫からなる。

掘り込み面上位には Hr-FA やそれに伴う洪水堆

積物の層がなく、 6 世紀以降の河道改変の可能性が

高い。出土遺物は破損面が磨滅しているものが多く、

水流によって運ばれたものと考えられた。出土点数

は多くなく、土師器・須恵器の破片のほか、図示し

た木製の櫛がある。遺物から時期を確定するのは困

難である。

第 II河道 三つの河道のうち真ん中のものである。

右岸を第 I 河道によって切られているので規模は不

明である。確認面からの深さは 1 m足らずである。

左岸は第 1lI 河道堆積物によって境する。現在の用水

路である善勝寺堀によって一部が壊されていた。 62

ラインより 3m ほど上流で第 I 河道によって切られ

ている。それより上流は、現道下のため未調査とな

り、詳細は不明である。

第 lI 河道は蛇行が激しく、平面形は付図 4 に示し

たように突出部が三つ確認された。当初観察した土

層断面ではこのうち南側の突出部と真ん中の突出部

の二つの河道の切り合いを第 lI 河道・第 lI'河道と

したものと思われる。この両者とも平面的な発掘調

査の際には上層堆積や遺物出土状態など似たところ

が多く、分層発掘することができなかった。

河道の最上位には 8 層黒褐色砂質土層が堆積して

いる。堆積物は中砂・細砂を中心にし、黒褐色のシ

ルト質細砂を数枚挟む。基底は第 I 河道と同様前橋

泥流層である。

197 



第 5 章河川跡の調査

. \ \ \ 

干-63

゜ ゜タ°& / 0 ¥  

\ / 
\ 

督 //“ / . 
Ir . 

oD  ゜. . 
• ̀  

゜゚
。こ

゜ ゜n ^/ I \ J / . 
0 

¥ <-____ I / .、
8 

D \ \ / / 

⑳ 。ーバ一乙1/(

. . 
｣> 。 o ＼＼、 ヽ

唸 7 企

• I / 

゜ 0 ー  .,¥ \ ゜ヽ ヽ

, () 
c , 

は ゜ ゜• (l . .. 
• • . . 

QQ'  

゜
⑥ 

. . 
•石器

•上器

゜ 1 : 60 2m 

図234 2 号河川跡出土土器・石器分布図

198 



3 2 号河川跡
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本河道堆積物は、第川河道堆積物と粒子・色等で

類似していたので河道の範囲を限定することが困難

であったが、遺物の出土状況や、黄褐色粗砂が第 Il

河道左岸で立ち上がるように検出されたことから、

付図 4 のように第 Il 河道の左岸を確定した。

遺物は、土器・石器・木器・種子・獣骨・昆虫等

多種に及び、特に土器は 13800点に達している。土

器は弥生時代後期の樽式土器がほとんどで、一部縄

文土器や南東北地方系と見られる弥生土器片も含ま

れている。土器片の出土は 7 層からおびただしく

なった。

獣骨も 1 層から出土し始める。また骨とともに灰

が一面に広がって見られたり、焼土の固まりがある

ところもあり、このことから 2 層堆積時にはすでに

離水しており、岸辺の川原という状況であったので

はないかと推定された。板材やクルミ等の種子も本

層から出土している。

3 層より下位はすべて河道堆積物と考えられるも

ので、砂質・シルト質堆積物である。ここからも土

器・石器・獣骨・種子・昆虫等が出土し、特に木器

が多量に出土したことが特筆される。

土器は以下のどの層からも平均して出士し、大最

の破片が取り上げられた。土器の破損面の磨耗がほ

とんど見られないことや、一個体分の土器がまと

まって出土する場合も多くあることから、第 Il 河道

の上層部は水深のごく浅いところで、そこに土器が

投げこまれたり、落ち込んだりしたものと考えられ

る。

木器は、第 Il 河道からとりあげられた木器は346

点あり、このうち 214点を図示した。他の自然木や

人的な力は加わっているものの不明瞭な状態である

ものは参考資料とし、樹種の同定のみをおこなった。

詳細については第 3 分冊で述べる。図示した木器の

中には鍬ゃ鋤などの農其や、斧の柄などのエ具、破

片ではあるが内面は鍋底状を呈する器や、未製品で

はあるが鉢形となると推定される容器等が含まれて

おり、弥生時代の豊かな木の文化を垣間みせてくれ

る。また、多量の杭や柄穴のあいた部材なども出土

3 2 号河川跡

している。木器に利用された樹種は26科37分類群に

同定された。なかでもコナラ属コナラ亜属のコナラ

節やクヌギ節などが多い。また出土した材の中には

未製品も多く含まれており、これらのデータは、木

器製作工程解明のための好資料となると思われる。

木器の出土は、先述した第 1I 河道の突出部内に密

集する傾向があった。また、 2D-63 グリッドポイ

ントの南には基底面に杭を打ち、その杭に転用板材

を止めた木道状の施設が検出された地点がある。

ここでは杭が前橋泥流である基底面に打ち込まれ

ており、杭の上端は欠損している。木道と考えられ

る木材の長さは約40cm前後であり、出土位置は河床

面に接して出土している。この使用木材は木製の鍬

や、杭、割材などを転用しているものもある。杭の

残存状態は悪く、とりあげ時にくずれてしまったが、

少なくとも 4 地点は確認できた。このような木材の

出土状態から、これらは木道ないし桟橋状のもので、

規模は小さく、河床に近い部分に設置されたことが

推測される。対岸まで渡れたものか、川に突きでた

桟橋状のものかは明確ではないが小川の流れる集落

内の施設として輿味深い。

獣骨は、 283点を同定した結果、イノシシやニホ

ンシカが多く、イヌも 1 点含まれたいた。焼けてい

るものも 26点あり、動物食の存在を想定させる。ま

た、種子類はクルミ、 トチノ実、ヒョウタン、カヤ

ノ実、モモ、シバグリ、ツバキ、ウリ、ジュズダマ、

アンズなどが多数出土している。なかでもモモ、シ

バグリ、クルミなどの出土が多い。

第 III 河道 調査された最も古い河道である。 63 ライ

ン付近で第 1I 河道によって切られ、それより下流で

展開する。確認面からの深さは60cmである。左岸は

IX層から XI 層までの地山砂層を削りこんで直角に近

い断面形状を呈する。右岸側は第 1I 河道により切ら

れている。

河道を埋める堆積物は中砂～細砂で、間に黒褐色

砂質シルト層を 2 ~3 枚挟んでいる。基底部近くに

は河床礫とともに粗砂が認められ、第 1I 河道との境

を明確に把えることができた。また基底面にはポッ
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トホールがあることから、本堆積物の堆積以前に水

流の強い時期があったことを窺わせる。

土器・石器・木器・種子等が出土した。第 II 河道

堆積物中のものと比較すると少ない。堆積物の粒度、

完形土器の出土、破損部の磨耗の少なさから見て、

第 II 河道堆積物と同じような河床状況を考えること

ができる。さらに、堆積物中に植物遺存体が密集す

る層が帯状に検出された。この堆積物のサンプリン

グを行ない、水選したところ、種子が多量に検出さ

れた。なかには炭化米が多数あり、河道堆積物に伴

出する土器が弥生時代後期を中心に、中期末のもの

を若干含んでいることとともに、本旧河道が弥生時

代後期のものであることを示している。

第 m河道からとりあげた木材は 102点である。あ

きらかに手の加わったものと判断できたものは94点

あるが、図示したものは77点である。これらの木材

は、田植え用の水を満々と湛えた仮用水路が破損し

流れ込んだ濁流によって調査中に土砂とともに埋

まってしまった。木材は動いてしまって出土位置を

保っていないことや、調査期限も迫っていたため、

出土地点の記録をとらないまま第m河道出土木器と

してとりあげた。したがって付図 4 で第 m河道に出

土木器がなく、第 II 河道に集中するかのような印象

を与えるが、前述のような状況であったことをこと

わっておきたい。獣骨・種子の分布についても同様

である。

木器の種頬は第 II 河道とほぼ同様で農具の柄、広

銀、狭鍬、又鍬、横鍬、着柄鋤銀、くさび状木製品、

糸巻き具、横槌、梯子、建築材、柱、加工木のほか

に、未製品が多く含まれている。

調査所見 調査結果から、本河川跡の第 II. 第 m河

道は時間差はあるが、様相としてはほぼ同じ状況で

あることが判明した。また、東側左岸に展開する弥

生時代後期の集落との間には直接の関係があるよう

に思われる。河道内の埋没土に出土した土器や動植

物遺存体などにこれをみることができる。左岸の集

落の方からの遺物の流れ込みは生活活動を想定させ

るし、焼けた獣骨は動物食を裏づけている。また、
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河道内に検出された木道ないしは桟橋状の遺構は河

川を何等かに利用した生活があったことを示してい

る。

本河川跡の河道は第 5 次調査区より上流では確認

できなかった。染谷川が現流路に変遷するまでの過

程で包括されてしまったか、あるいは右岸側へ大き

く蛇行している可能性も残されている。第 2 次調査

区で検出された 1 号河川跡もまた、染谷川の旧流路

と考えられるが、本 2 号河川跡とは時期が異なり、

やや新しい時期の流路である。この時期の河道は 2

号河川跡では検出されていない。下流に向かっては、

調査区内でもやや東側に広くなっていることから、

南側の未調査部分では河川跡の状況を十分に把握す

ることも可能性がある。

一方、村前遺跡から約100m下流に近接する新保

遺跡には、ほぼ同時期と考えられる「大溝」が存在

する。形状を良好に残し、本河川跡と類似する木器

等を出土している。同一の河道になるか否か不明で

あるが、遺跡全体の様相からすれば、ほぼ同一の性

格をもった遺跡であることを調査結果から読みとる

ことができる。

本河川跡の調査から、第 II. 第 11I 河道は旧染谷川

の変遷過程における弥生時代後期の様相を多く残し

た遺構としてとらえることができた。今後は遺跡内

で検出された同時期の人工の溝や、周辺の遺跡で調

査された旧河道や溝との関連を検証していくことが

課題と考えられる。 （中山・相京）
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第 5 章 河川跡の調査
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第 5 章河川跡の調査
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第 5 章河川跡の調査

口
＿必=o 召＿

W333 

冒

W855 

こニ/―-ー--- 二＿CJ

ごWl077

/---~  

-—--’ 

------ -———- -

---—こ

図261 2 号河川跡第 II 河道出土木器 (4)
゜ 1 : 4 20cm 

226 



3 2 号河川跡

I : 

Wl063 
v-

| 

1

:

l

l

 

='—- -ァ-- 畳
》I W932 

ー王三ロロニ三三）

ロ

-- - - ` 

---= 

| 

二--＿ロニニてこ＿一三
_-———---~~--_· 

ニ：三—=--.==  

W995 

゜ 1 : 4 20cm 

図262 2 号河川跡第 II 河道出土木器（ 5)

227 
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第 5 章河川跡の調査
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第 5 章河川跡の調査

' 

'~ , , , 

l

|

'

 

ーー, 

ーー□二為會 山鳳 w1022 《9

W909 

\ 

拿こ：：鼻― \I ゜ 0 1 

(- -l 胄！―＼ \l 「フ

図289 2 号河川跡第皿河道出土木器（ 3)

254 



3口
＞

□

-
三

]
2
5
5

且

I
I

ー
ー7

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
一
ー
／

w
l
O

ロ
□

ロ, 

二□口
＇
ー

[
9



ー1丸
収
旧
冒
川
叶
叶
ー
甘
い

□
□口
以
[
口□
`
~
ー

I
I
山
量

ー
：
口
口
冑
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ□
□

l

ー

1

ー
＼
i
／
I
i
贔
ロ
ロ
ロ
ロ
[
拿

U
」

0
4
8

器

ー
1
1

ー
l
l
l
l□
印
〕
ー

木道

冒
り

W
l
1閏
W
g
―
出

疇
1
1
1
\
\
/
/

i
f
I
i
□

ニ
一
[
9
1

負
い
j
I

I

―
り
＼
ー
ー
鳥
鬱
図

]
ロ
ロ
□
馴

W
B

ロ
｀

[
ニ
ー
ー
ー
：
ー
ー
□1
1ー

ー]
1
ー
ー
｀
ー

4 こ

査章第
ー
ー
爪

□
ロ
ロ
ロ
ロ
：
山
口
閂
叫
じ
ー

1
W
B
1
耐
川
肛
闘
り1

W
g
z256 



3 2 号河川跡
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第 5 章河川跡の調査
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3 2 号河川跡
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第 5 章河川跡の調査
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第 6 章 水田の調査

1. 概 要

本遺跡は各地点でテフラの堆積がみられ、テフラ

2E z u p K F A 
村前地区 1 I I | | -へ|0

5 

10 

15 

20 
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40 

45 

50 

55 

60 

65 

図300 水田の検出範囲

1 概要

層下で水田遺構を検出することができた。高崎市周

辺は榛名山や浅間山起源のテフラがよく保存されて

おり、群馬県の埋没田畠調査の出発点となった地域

z u 
下り柳地区

K F A 10 

15 
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60 

65 

冒言 As-B下水田

Hr-FA下水田

As-C下水田

゜
1 :2000 100m 
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第 6 章水田の調査

である。新保田中遺跡周辺でも日高遺跡や新保遺跡

で水田跡が調査されている。

村前地区では 3 地点で、 Hr-FA 層下の水田が検

出された。これらの水田は降下 Hr-FA に直接覆わ

れており、同時に存在したものと考えることができ

る。また、この Hr-FA に覆われた水田は約100m ほ

ど下流の地点にある新保遺跡でも検出されており、

当時の稲作耕作地がかなり広範囲に広がっていたこ

とを示している。

発掘区内の各地点の水田区画はそれぞれの地形に

よって異なっている。第 1 次•第 3 次調査区では、

Hr-FA 下で 2 ~ 4 吋ほどの小区画の水田が検出さ

れた。一方、第 4 • 5 次調査区では、 2 ~ 4 吋ほど

の小区画と、 20吋前後、 40m'前後のやや大きな区画

の水田の三種の水田区画が併存していた。

これらの分布は下層の遺構の違いに可能性も考え

られる。小区画の分布は下層の方形周溝墓群に一致

しており、墳丘による傾斜地を開田するための工夫

と考えられる。一方、大きな区画は畠の広がってい

た比較的平坦な地点を開田できたためといえるだろ

う。また、方形固溝墓群の南側には段があり、水田

域造成の際の造作と考えられる。本地区においては

開田や水田の区画が水田域の地形と大きく関係して

いることを理解することができる。

発掘区内では取水施設を確認することはできな

かったが、第 2 次調査区で検出した24号溝は水田域

の東側の高標高のところに位置しており、水田を埋

めていたのと同じ Hr-FA で直接埋まっていたこと

からも、水田用水の可能性は大きいと考えられる。

溝の底面標高から C·D 区に配水するものと考えら

れ、 A·B 区はより上流からの配水が必要となろう。

下り柳地区では As-B 、 Hr-FA 、 As-C の三枚の

テフラが検出され、それぞれの直下から水田が検出

された。 As-B 下水田は発掘区の最北端で長方形区

画の水田で10面前後が検出できた。面積が測定でき

たのは 2 面であり、詳細は不明であるが30~40m2の

区画をつくっているものと考えられる。水口は検出

できなかった。

266 

Hr-FA 下水田は発掘区のほぼ全域で水田区画が

検出された。検出された水田面は341面におよぶ。

区画の面積は 2~4 対の小区画で等商線に直行する

方向の帯状区画を小さく区切っていく方法でつくら

れた水田である。部分的に大きな区画と考えられる

小区画水田群の縁を検出することができた。村前地

区や新保遺跡の同時期の水田と総合的に分析してい

くことが今後可能である。

As-C 下水田は発掘区の北半を中心に検出され

た。残存状況はあまり良好でないが、 29面の水田が

調査された。 11面の水田の面積が測り得たが、 8 ~ 

20対の区画である。

下り柳地区で調査された各水田とも、配水施設は

検出できなかった。 （小島）

2. 村前地区の水田

Hr-FA 下水田（第 1 次調査区）

付図6-1, 図301 ·302 、 PL3-l

被覆層と水田の残存状況 Hr-FA によって埋没し

た水田址は、小区画の水田であり、 1 号溝と 4 号溝

によって仕切られた調査区北東の約140m2の範囲に、

残存不良なものを含めて合計40面が検出された。水

田の検出範囲は Hr-FA の分布範囲に限定されてお

り、この地点での Hr-FA の層厚は 3 ~5 cm と薄い

ものの全水田面を覆っていた。地形的にみて、水田

址は西側の低地には存在せずに東および南側へ展開

していると推定されるが、後世の遺構によって水田

面が攪乱されていることや調査区域外であることな

どによって確認できなかった。

水田域の地形 水田址は調査区の中で最も標高が高

い地点に立地しているが、この地点は基盤層に更新

世の前橋泥流や As-YP の堆積が認められる微高地

状の台地である。その全体的な地形は、北側の

96.15 m を最高点として南側の96.00m 地点へ向かっ

て0.6％の極めて緩やかな勾配で傾斜している。

アゼの走向と区画 水田を区画するアゼには、作業

道を兼ねるような大アゼはなく、すべてクロ的な小

アゼのみである。各アゼの規模は下幅20~40cm、高
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第 6 章水田の調査

さ 2 ~4 cmであり、土圧によると思われるアゼの偏

平化が認められる。アゼの走向は、若干蛇行するも

のもあるが、東西および南北方向にほぼ直線的に走

ることによって、長方形状の小区画を形成している。

両方向のアゼとも一区画内に止どまることなく、相

互に連結して幾つかの区画にまたがって直線的に延

びているものが多い。その中でも M019~025水田の

西側の南北アゼは、各区画を貫いて直線的に走向し

ており、その走向方位は N -4 ー-E である。各ア

ゼの走向間隔は一定していないが、南北アゼは 2 ~ 

2.5m 、東西アゼは 1 ~1. 5m の間隔で配されるもの

が多い。 M003 • 006 • 012 • 021 • 028水田以北の区

画は、碁盤目状の整然とした区画となっているが、

それ以南では区画がやや乱れている。

各小区画内には若干の凹凸がみられるが、その一

区画内における商低差は 1 ~2 cm と小さく、ほとん

ど水平に近い平坦面である。また、隣接する小区画

相互では、南北列の場合 1 ~3 cmの高低差が認めら

れ、北から南方へと徐々に低くなるが、東西列では

ほとんどその差が認められない。

水田面の面積 各小区画水田の面積は水田面積一覧

表に示した通りであるが、アゼの残存状況が悪いた

めに面積の判明するものは全体の約半数の22面であ

る。 M036水田の 1.67m' を最小として M014水田の

5.2m'の最大のものまで様々な大きさが認められる

が、全体的には 2 ~3m'のものが多数を占めている。

M003~028水田列以北の各区画の面積は、前述した

区画の状態を反映して相互に類似した規模である。

取配水の方法 小区画の各水田を灌漑するための用

水路は、調査区内からは検出されていないため、具

体的な取水方法については不明である。また、土圧

によってアゼが偏平化しているために、各小区画に

は明瞭な水口をもつものがほとんど見当たらない

が、 M036水田の北側の東西アゼ中央部は20cmの幅

で開放されており、これが水口と判断される。県内

の同道遺跡や芦田貝戸遺跡などから検出されている

Hr-FA 下の小区画水田では、いずれも各小区画の

短辺に M036水田と同様の水口が設置されており、
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各列単位に上方からかけ流して配水している。この

配水のあり方を参考にするならば、当遺跡でも同様

に各区画の短辺の東西アゼを一部切って水口を設

け、各南北列単位に北方から水をかけ流したと考え

られる。

耕作土 水田の耕作土は黒色土であるが、下層に堆

積した As-C の軽石を総て鋤き込んでいるために、

極めて透水性の良い砂質上となっている。耕作土の

下位にはマンガンや鉄分などの沈着が認められる。

その他の特殊遺構 水田面には人の足跡と思われる

多くの凹凸が認められるが、残存状況が悪いために

その形質的な特徴や歩行状態などは不明である。

出土遺物 種子や木製品をはじめ土器等の遺物は、

何等検出されなかった。 （石坂）

Hr-FA 下水田（第 3 次調査A·B 区）

付図6-3·4 、図301 • 303 • 304 、 PL53- l~4 、 PL54-l 

被覆層と水田の残存状況 水田は L~N-36~46 グ

リッドで検出された。39 ラインから42 ラインの間は、

攪乱や道路により破壊されており、検出できていな

い。水田は、厚さ 1 ~2 cmの降下 Hr-FA に直接覆

われており、 Hr-FA の上層には噴火にともなう洪

水によるとみられる火砕流二次堆積物が 1 m ほど積

もっている。

水田面の残存状況は比較的良好で、アゼも 5 ~ 

10cmの高さで確認することができた。 46 ライン以南

には Hr-FA の堆積は残っていたが、アゼ等の確認

はできなかった。また、 44~46ライン間の 0 ライン

を境に調査年度が異なってしまったために、アゼの

検出が途切れる結果となった。 0 ライン以西でも

Hr-FA は堆積していたが、アゼを示すような高ま

りは検出できなかった。

水田域の地形 水田が確認できた地点は、現染谷川

左岸で、東が高く、西に低くなっている。その比高

は平均 5 ~10cm前後であるが、 N-40杭付近では

35cm にも及ぶ。この水田域の凹凸は、本地点では下

位遺構が大きく影響していると考えられる。下位に

は前方後方形周溝墓を含む方形周溝墓群があり、そ

の低墳丘を如実に示す等高線が水田面に良く表れて
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1 層 灰褐色土 直径 1 mm未満の白色軽石を少祉含む。粘性がある。しまりは良い。

2 層 行灰色砂層 榛名山起源の軽石が集中する部分が認められる。基本的に、非常に細かい砂で構成されるが、さらに細かい砂も含ま

れる。榛名山起源の軽石は直径 1 ~2 mm程度のものが多いが、直径 3 cm程の大きなものも認められる。しまりは良い。

3 層 若干黄色味を帯びる青灰色砂層 (Hr-FA) と思われるが、たかし小僧のため、全体が茶褐色を呈する。しまりは良い。何層かのラミ

ナが認められる。茶褐色を呈する砂の層が極薄く（厚さ 2 ~3 cm) 、 3 ~4 層入る所もある。

4 培 黄褐色砂質層 (Hr-FA) やや粘性のある黄褐色土プロ／クを含む。

5 層 黄白色シルト質培（ Hr-FA) 単一的。

図303 村前第 3 次調査A区 Hr-FA下水路と水田
゜

1 : 100 5m 
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゜ヒ図304 村前第 3 次調査B区 Hr-FA下水田 畠状のアゼと水口の列

1 : 100 5m 
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いる。 46 ライン以南には特にその凹凸が激しく、木

製品が多量に出土した77号溝の帯状の凹地もある。

調査でも明確にアゼを確認できなかったこの地点は

開田されていなかった可能性が高いと考えられる。

46ライン以北についてはアゼが確認でき、水田化さ

れていたことは確実であるが、土圧による圧縮が当

時よりは進行していると考えられるので、当時は現

況より平坦であったと推定される。

アゼの走向と区画 本地点では大アゼは検出されて

いない。 24号溝に沿った幅1. 5m ほどの帯状の部分

が大アゼとも考えられるが、後述するように水田一

区画の東縁に施設された水路にともなう道と考えた

ぃ。小アゼはほぼ南北方向に直線的に縦アゼがつく

られ、それを長方形に区切るように東西方向に横ア

ゼがつくられている。傾斜に沿った帯状区画を小さ

く区切っていくいわゆる「開田型小区画」である。

調査区北端では縦アゼに区切られた 4 列の帯状区

画が検出されたが、 39ラインで東から二つ目の帯状

区画が 2 列になり区画が増やされている。この増や

された 2 列の区画は、 44ライン以南では、両側の帯

状区画が 3 ~4m で区切られているのに対して、よ

り小さく 2.5m 前後で区切られている。 8 号前方後

方形周溝墓が下位にある地点であり、その墳丘に

よって生じた傾斜地を開田するために周辺よりさら

に小区画にされたものと考えられる。

水田面の面積 水田面の面積は全形がわかるものが

少ないので計測データは多くない。データにもやや

ばらつきがある。最も小さいのは M 059 水田で

1. 888m'、最も大きいのは M088水田で7.552m'であ

る。いずれも先述した区画の変化が大きくなる地点

のデータである。最も多いのは 3~ 6 吋前後のもの

で開田型小区画のなかでは平均的な大きさである。

取配水の方法 調査では水田への取水の施設は検出

されていない。第 2 次調査区の Hr-FA 直下面と連

続させてみてみると、本水田面の北方で24号溝が大

きく西に蛇行している。（付図 5 -1 • 2) この位置関

係からして本地点の水田には24号溝から取水してい

た可能性が高い。 24号溝は古墳時代前期から継続し

2 村前地区の水田

ている溝で Hr-FA 直下も深さ0.5m ほどの溝として

機能していた。本地点の水田の区画とも走向は一致

しており、水田と同時にあった遺構と考えられる。

水田区画の小アゼのうち、帯状区画を区切る横ア

ゼにはほぼ中央に途切れた部分があり、水口と考え

られる。水田面の標高は前述したように北が高く、

取水された水は帯状区画ごとに水口を通って懸け流

され、南へと配水されたのであろう。

耕作土 水田の耕作土は As-C 粒を多く含む黒色粘

質土である。 As-C は土壌のなかに混在する状態で、

村前地区のいずれの地点でも純堆積層は検出されて

いない。

その他の特殊遺構 水田域の東側には24号溝があ

り、水路と考えられることは前述したが、この水路

沿いに道と考えられる部分が検出された。幅1.5~

3.5m で、やや蒲鉾状に高まっている。大アゼとい

われているものよりはやや規模が大きい。中央部は

帯状に凹んでいる部分があり、上面は比較的固くし

まっている。時期は下るが、天明 3 年の As-A に埋

まった渋川市中村遺跡で検出された田畠の間の水路

沿いの道に似た景観を思わせる。

M-43グリッドに島状のアゼが検出されている。

出土遺物 水田に伴うと考えられる遺物は出土して

いない。 （小島）

Hr-FA 下水田

（第 3 次調査C·D 区、第 4 次調査区）

付図6-4·5、図301 ·305 、 PL54-2 、 PL55

被覆層と水田の残存状況 R~2 C-53~65グリッ

ドで検出された。水田は厚さ 1 ~2  cm の降下

Hr-FA に直接覆われており、 Hr-FA の上層には、

噴火にともなう洪水によるとみられる火砕流二次堆

積物が60cmほど積もっていた。

水田面の残存状況は比較的良好で、アゼも鮮明に

確認することができた。アゼの高さは54ライン以南、

T ライン以西の大区画では15~20cm 、 54ラインにか

かる大アゼ以北の小区画では 3 ~5 cm 、 T ライン以

東の小区画では 5 ~10cmである。 R-54グリッドと
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図305 村前第 3 • 4 次調査区 Hr-FA下水田の造成
゜ 1 : 100 5m 
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U-53 グリッドを結ぶライン以北でも Hr-FA は堆

積していたが、アゼを示すような高まりは検出でき

なかった。そのラインを境に北側が一段高くなって

おり、南側は一段低い水田域となっている。この段

は高さが20~30cm、勾配が40゜であるが、水田域が

それ以北には続かないことからも、段の南側では人

為的に水田域の造成を行った可能性が高いものであ

る。

水田域の地形 水田が確認できた地点は現染谷川左

岸で、東が高く、，西に低くなっている。南に行くに

従ってその傾向が強くなる。比高差は最も大きいと

ころで1.25m にも及ぶ。 z ライン以西ではアゼの区

画が明瞭ではなくなり、地形も不規則な凹凸が多く

なる。これは土圧による変形が当時よりかなり進行

した結果と思われる。当時は現況より、アゼもしっ

かりし、地形も平坦であったと推定される。また R·

s -54グリッドでは下位にある 6 号方形周溝墓西・

南周溝が大きく影響して、水田面の凹凸が激しく

なっている。この部分に関してはアゼが検出できず、

開田されていなかった可能性もある。

アゼの走向と区画 本地点では水田の地割りと考え

られる大アゼが検出された。さらに、その両側の区

画では小アゼによる水田区画の様相が異なってい

た。

大アゼは上幅40~60cm、下幅70~80cm、高さは25cm

で残存していた。この大アゼは T ラインよりやや西

に南北方向につくられ、 T-55杭周辺で西へ湾曲し、

それより南西の部分と北東の部分に地割りしている

ものと考えられる。 54 ラインにかかる大アゼ以北で

は東西方向に直線的に縦アゼが造られ、それを南北

方向に、ほぼ正方形に区切るように横アゼが造られ

ている。しかし56号溝以東では1. 5~2.0対の小区画

水田になっている。東に裔い傾斜地を、効率的に開

田するための小区画と考えられる。あるいは 6 号方

形周溝墓の南東に連続して、方形周溝墓の存在も考

えられ、これによる微高地を開田するための小区画

の可能性もあろう。

なお、 R~T -54 • 55 グリッドの三角形の発掘区

2 村前地区の水田

は、河川改修工事の進抄状況にともなって先行調査

を実施した部分であり、次年度調査した水田面の様

相と異なる結果となっている。ここでも東西方向に

直線的に縦アゼが造られ、それを長方形に区切るよ

うに南北方向に横アゼが造られている。

前述した大アゼの南西側には20~40対の大きい区

画の水田が認められた。これは水田域の地形が、開

田以前は平坦な緩い傾斜の畠地として利用されてい

たため小区画にするほどの傾斜地でなかったことが

原因と考えらる。水田区画の形態差が、地形に即し

た開田技術を反映していることがわかる。区画内の

小アゼが直線的・方形区画を基本としていることは

小区画と同様である。アゼはほほ南北方向に直線的

に縦アゼが造られ、それを長方形に区切るように東

西方向に横アゼが造られている。一部南北方向に切

れる部分もあるが、土圧による変形と思われる。大

区画の中の水田は、より大きなものは細長い長方形

を呈し、小さなものは正方形に近い形となっている。

これは縦アゼで区切られた帯状区画内に、湛水可能

な範囲で小アゼを設けた結果であろう。

水田面の面積 水田面の面積は、 54 ラインにかかる

大アゼ以北、 56号溝以西の区画では6.5~9.3m'であ

る。大アゼ以東の小区画では1. 1~2.5m' と小さく

なっている。大アゼ南西の大区画では15~40m2であ

り、ばらつきがある。

取配水の方法 調査では、水田への取水の施設は検

出されていない。しかし、北方で検出された24号溝

が真っすぐに調査区の東側を延びるものとすれば、

水田の区画ともほぽ一致し、北側の水田同様、 24号

溝から取水していた可能性があることが推定でき

る。

大アゼ北の小区画では、帯状区画を区切る横アゼ

の端に途切れた部分があり、水口と考えられる。水

田面の標高は東が高く、取水された水は帯状区画ご

とに水口を通って懸け流され、東から西へと配水さ

れていると考えられる。 Ml07水田ではアゼは検出

できなかったが、下位のM108~113水田がつくられ

ていることから、開田されていなかったとは考えに
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くい。小アゼがつくられる以前で火山災害を受けた

とも考えられる。この用水系の水は、 Mlll水田の

南東にある大アゼの水口から南へ配水されたものと

思われる。大アゼ以東の小区画では、東西方向のア

ゼの中央に途切れた部分があり、水口と考えられる。

水口はすべての水田区画で検出されてはいない

が、長辺のほぼ中央に付設されており、西から東へ

等高線に沿った方向に配水されている。大アゼにつ

きあたった水は、 Mll6→ MlZO→Ml24→Ml27→M

129→Ml30の順に、南へ排配水されるものと考えら

れる。

大アゼ以南の大区画では Ml32水田の北側のアゼ

の途中に途切れた部分があり、水口と考えられる。

帯状区画内には、区画を区切る東西方向の小アゼの

中央に途切れた部分があり、水口となっている。ま

た Ml32水田に取水された水はMl36水田へ入れられ

る。北側の小区画との境の大アゼ沿いに水口が設置

され、帯状区画の最も高位にある水田の東側から西

側へと懸け流し、さらに帯状区画ごとに北側から南

側へと配水されているものと思われる。 Ml59~M

167水田はそれ以東の水系とやや異なり、南北方向

の小アゼにも水口があり、南から北へ、東から西へ

という 2 系統の配水系統が共存している。

耕作土 水田の耕作土は As-C を含む黒色～黒褐色

の粘性土である。 As-C は土壌の中に混在する状態

で検出されたものであり、純堆積層は認められな

かった。下位には As-C を大鍼に含む畝間遺構が検

出されている。

その他の特殊遺構 M107水田の区画は他の部分と

のつながりを考えると、小アゼの小区画となってい

い部分であるが、明瞭な形のアゼは検出されなかっ

た。この区画の北西隅には、南と西の水田への水口

が設置されており、この区画の東側に水路からの取

水施設があることが推定できる。

大区画水田の大アゼの上は、かなり押し潰された

ような状態で検出された。特に西側の部分ではそれ

が顕著であった。それは土圧で押し潰されているの

と同時に、その上をかなり人間が歩いたことを想像
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させる潰れ方であり、アゼの中央が浅い皿状に凹ん

でいた。

染谷川沿いの南西部では、アゼの区画のラインに

うまくのらない部分にも細長い畠状の高まりが検出

されているが、土圧により変形されたアゼの名残り

か、全く別の施設なのかは今後の検討を要する。

出土遺物 水田に伴うと考えられる遺物は出土して

いない。 （松村）

3. 下り柳地区の水田

As-B 下水田（第 5 次調査区）

付図8-1 ・ 2、図306·309 、 PL56

被覆層と水田の残存状況 J -22 • 23 グリッド、 K

-16~23グリッド、 L -13~23グリッド、 M-10~

23グリッド、 N-8~16グリッドにおいて検出され

た。現染谷川の左岸に当たり、河川に接して数年前

まで養魚施設があり、大きく削平されているため、

河川寄りは破壊されている。 As-B は水田面を直接

覆っている。

水田面の残存状況は北側では比較的良好であり、

アゼの高さは約 5 cmである。南側は上壌の色合いか

ら、アゼの跡を推定できる。 23 ライン付近から南側

では、アゼや水田跡の検出はできなかった。

水田域の地形 水田の確認ができた地点は現染谷川

左岸で、北から南に低くなっている。図309 において、

等高線から読み取れる水田地形は、約10m 間隔で南

北間が 5 cmの比高差がある。現地形と同様、当時の

水田面も平坦であったことが窺える。

アゼの走向と区画 本地点では、アゼの方向はほぽ

東西と南北に走向をもつ。水田面は S 001~013水田

までの 13枚が検出されているが、 S 001水田につい

ては上面で確認された畠との関係から、水田面が S

003水田とは多少異なった感じを受けた。 S 001~ 

004水田までは南北方向のアゼが確認できないため、

区画が不明である。全体の形状が残る水田は S 008 

~010水田の 3 枚である。区画形状は南北に長い長

方形である。区画は S 001~004水田までは南北アゼ
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第 6 章水田の調査

の関係が不明であり、 S 008水田と S 013水田の南北

区画と、 S 009~012水田の北側東西アゼから南側の

水田区画は徐々に統一のとれたアゼ構成がとられる

ようになるが、部分的にわずかに南北アゼがずれる

部分があり、地形の制約を受けて、いる可能性がある。

水田面の面積 水田面の面積は全形のわかるものが

限られており、計測できる水田は 3 枚である。測定

できる範囲で、 S 008水田は75.038m' と大きいが、

S 010水田は37.152m'で小さい。当地区の水田の平

均的な面積を算出すべきであろうが、平均化された

水田検出でない状況から、敢えて避けておき、別表

の測定値までにとどめておく。

取配水の方法 水口検出には時間と注意を払ったが

検出できず、具体的な取配水の位置の確認が不可能

であった。図309 によると、等高線の在り方から、

北から南に向けて低くなる。東西方向は、取配水の

流れをデータからとらえることはできなかった。

耕作土 水田の耕作土は As-C をわずかに含む黒色

粘性土であった。 As-C はまばらな入り方をしてお

り、周辺からも純層は未検出であった。

出土遺物 なし。 （相京）

Hr-FA 下水田（第 4 次調査区）

付図9-1~4、図308~313 、 PL57- l~4 、 PL58-l~3

被覆層と水田の残存状況 K • L -25~29グリッド

の間だけが微高地のためか確認されなかったが、そ

れ以外のほぼ下り柳地区の調査範囲の大部分で検出

された。水田は、現在の染谷川の左岸を主体に、右

岸北側の P • Q -26~34 グリッドと、南側の K -

53 • 57 • 63グリッド付近でも検出されている。水田

面は厚さ約10cmの降下 Hr-FA に直接覆われている。

水田の残存状況は比較的良好で、アゼも約 5 cm前後

の高さで確認された。だが、調査区域の北部分の L

~0-11~17グリッドや K • L -36~38グリッド、

さらに F • G -56~59グリッドのそれぞれの周辺で

のアゼの検出状態は良好でない。さらにJ -50 グ

リッド付近で検出された Hr-FA 下畠とその南側部

分には水田区画は認められなかった。

水田域の地形 本水田域北から南に向けて、緩やか

282 

に傾斜している微地形を利用して開田している。残

存状況でも述べたように、水田区画が認められな

かった微高地状の部分がある。

アゼの走向と区画 本水田は前述したように、ほぼ

調査区全域から水田区域が検出されているが、アゼ

等の諸施設は一様ではないので、 K -25 • 26 グリッ

ドの32号溝より北を北区、 20m ほどのアゼ未検出地

区をおいて、 29 ラインから47 ラインまでを中央区、

48ライン以南を南区として後述したい。

北区では、 2 本の大アゼが東西方向と南北方向が

調査区域の東端で直交する形で検出されている。大

アゼで区切られたそれぞれの区画の中は、それぞれ

に帯状の区画がつくられ、配水を効率的に行う為の

小アゼがつくられている。小アゼはほぼ南北方向に

直線的に縦アゼが、それを長方形に区切るように東

西方向に横アゼがつくられ、小区画水田となってい

る。北区南縁の31~33号溝は、埋没土最上層に

Hr-FA 層が確認されており、水田と共に機能した

溝ではない。しかし、これより 20m ほど南の区域は、

若干の微高地となっており、水田が検出されなかっ

た。したがって、これらの溝は微地形を区切ってお

り、水田域を区画する意味で掘られていたものとも

考えられる。

中央区では、 36 ラインの北と南でやや様相を異に

する。 36 ライン以北では発掘区西端までアゼが確認

され、現染谷川右岸にも、やや区画が左岸より大き

くなっている水田区画が検出された。これに対して

36 ライン以南では、発掘区西半に Hr-FA が確認さ

れたにもかかわらず、水田区画を検出することがで

きなかった。この西半の区画はやや東側より高く

なっており、いくつかのピットが検出されている。

したがって36ライン以南は、大きな水田区画の西縁

が検出されたものと考えられる。この縁辺では特別

の施設はなく、一線に小区画の帯状区画が途切れて

いる。境界の36 ライン付近はアゼの残存状態が良好

でないが、 36 ラインの以北と以南では、小アゼによ

る帯状区画の方向が異なっており、大アゼの存在も

考えられる。中央区の南端は、47 ラインから南へ 2m
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の地点で、小横アゼによって小区画が途切れており、

ー水田区画の南端と考えられる。

南区は、中央区の西縁が延長する形で、東半部分

に小区画水田が検出された。その西縁には幅0.8~

1 m ほどの大アゼがつくられ、明確に区画を把握す

ることができる。大アゼの東側の水田区画内は、北

区・中央区と同様に南北方向の小アゼによって帯状

区画がつくられ、その中は東西方向の小アゼで長方

形に区画されている。大アゼの西側は、帯状区画が

1 本だけつくられている (S 344~S 347水田）。さら

に新しい西側区画内の小区画を開始した段階とも考

えられるが、 Hr-FA 直下の南区西半は、やや微高

地状になっており、これから水田小区画をつくるに

は、凹凸が著しい。また、 I • J -50 • 51 グリッド

では、 Hr-FA 直下で畠の畝間が検出されており、

シロカキやクロつくりの段階の水田面とは考えにく

い。南区南端では、水田小区画の横アゼに沿って、

高さ 15cmほどの段ができており、水田域南端と考え

られる。

水田面の面積 水田面の面積は全形がわかるものが

少ないために、面積一覧表に示されているように計

測データは少なく、データにもばらつきがある。計

測不可能な水田面を除いて、最小面積は S 141水田

の0.544m'、最大面積は S 032水田の5.6対である。

取配水方法 帯状区画を横に区切る東西小アゼのほ

ぽ中央部分にアゼの切れる部分が検出されており、

水口と考えられる。これは北から南に向けて傾斜す

る微地形を利用する形で、取配水をおこなっている。

これらの水田に水を送る用水路は検出されていな

い。発掘区東方に用水路の存在が想定される。

耕作土 As-C を含む黒色土である。

その他の特殊遺構 人間の足跡と考えられる小さな

窪みが、 Hr-FA が埋没する形で多数が水田面から

検出された。

出土遺物 なし。 （麻生）

As-C 下水田（第 4 次調査区）

付図10-1·2、図307·314·315 、 PL58-4 、 PL59-1~3

3 下り柳地区の水田

被覆層と水田の残存状況 J -30~34 グリッド、

K • L -16~25 • 31~34 グリッド、 M-15~22 グ

リッド、 N-15~17グリッドにおいて検出された。

As-C は水田面を直接覆っている。水田の検出地点

は、この As-C 層が確認できる調査区域の北側に

偏っている。また水田の検出地点は、現染谷川の左

岸に当たり、河川に接して数年前まで養魚施設があ

り、大きく削平されているため、河川寄りは破壊さ

れている。水田面の残存状況はあまり良好ではない。

区画の範囲、水口等については確認できるが、アゼ

の高まりは低い。 K • L -28 • 30グリッドについて

は上層からの遺構の掘り込み等により、水田面の確

認は困難であった。また35 ラインより南についても

同様であった。

水田域の地形 水田の確認できた地点は現染谷川左

岸で、北から南にわずかに低くなっている。図314

において等高線から読み取れる水田域の地形は、約

15cm間隔で 5 cmの割合で南に低くなる。また現染谷

川の流路の方向と同様、南南東に南北アゼの軸があ

る。

アゼの走向と区画 本地点でのアゼの方向は、南北

方向のアゼは N -25°-Wの軸をもち、北北西から

南南東にやや東に張り出すように一線状を呈してい

る。これに直交するアゼは、西側の列に位置する S

434~S 436水田が他の一直線上に乗るアゼをはずれ

て区画されている。また25 ライン以北の水田と 31 ラ

イン以南の水田区画は、わずかに形状が異なってい

る。 25 ライン以北は比較的南北に長いが、部分的に

東西に長い水田がある。 31 ライン以南は東西に長軸

をもつ。

水田面の面積検出できた水田面は27区画と少な

く、全形の判明したものも少ないので、面積のデー

タは不充分であるが、水田面の面積は約20吋前後で

ある。地形の変換点や水利方法から、 S 425 、 S 431 

水田付近では面積を小さくしている。 S 431水田の

面積は8. 736m'である。

取配水の方法 水路等から水田への取配水口は未確

認である。各水田には、東西方向の小アゼにわずか
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な水口があり、東西小アゼの中央ないし東寄りに位

置している。取配水口の広さは約10~30cmである。

アゼの低い部分では取配水口は不明のところもあ

る。北から南へ傾斜する微地形を利用した配水と考

えられる。

3 下り柳地区の水田

耕作土 水田の耕作土は黒色粘性土である。

出土遺物 なし。 （相京）

王32[

土33

土34

土35

図315 下り柳地区 As-C下水田 アゼ端の水口
゜

1 : 100 5m 
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4. 水田面積の統計的検討

ここでは、水田の面積を統計処理して得た結果を

以下に示す。実施した統計処理は、面積を機械的に

区切り、各面積別の頻度を示したヒストグラムと、

これらのバラッキを確認するために、面積の平均値

と標準偏差を正規分布関数に代入して描いた正規分

布曲線、および正規分布曲線を積分して得られる累

積正規分布である。

(1) 村前地区 Hr-FA 下水田

この地区のヒストグラムをみると（図316) 、 10m'

新保田中村前遺跡村前地区Hr-FA下水田 面積ヒストグラム

最小値＝ l 最大値＝49 レコード総数＝67 度数幅＝ 2 

度数幅範囲 度数幅頻度 (*= 1) 

o.oo<=~>2.00 7 ……• 
z.oo<=~ >4.00 28....拿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

4.oo<=~>6.00 15............... 

6.oo<=~>8.00 4 

s.oo<=~>10.00 1 • 

10.00<=~>12.00 0 

12.00<=~>14. 00 0 

14.00<=~>16.00 2..  

16.00<=~>18.00 0 

18.00<=~>20.00 2..  

20.00<=~>22.00 

22.00<=~>24.00 3 

24.00<=~>26.00 0 

26.00<=~>28. 00 0 

28.00<=~>30.00 

30.00<=~>32.00 0 

32.00<=~>34.00 0 

34.00<=~>36.00 0 

36.00<=~>38.00 

38.00<=~>40.00 0 

40.00<=~>42. 00 1 ・

42.0o<=~>44.00 0 

44.00<=~>46.00 0 

46.00<=~>48.00 0 

48.00<=~>50. 00 1 ・

0.30 l データ数： 55 
標準備差： 1. 77 

平均： 3. 67 

: : :: 2芦： I ;；；：，胃
平均： 7.63
範囲： 20.00%

割合： 12. 72% 

10.00 a
 

図316 村前地区 Hr-FA下水田

ヒストグラムと正規分布

を境にして大きく 2 つのブロックに分かれる。 10m'

以下のブロックが 2 ~4m'の間に最も多い頻度を示

すのに対して、 10rri'以上のブロックは特定の面積に

集中することなく、 10~50m'の間に点在する分布を

示す。この正規分布曲線（図316 ー曲線 a) は、裾が

広く頂部の低い曲線となり、標準偏差も高くバラッ

キの多い区画であることを示している。

一方これらのうち、ヒストグラムでひとつのブ

ロックを形成する 10m'未満の区画に限定した正規分

布曲線（因316ー曲線 b) は、バラッキの少ない高い

山型の曲線を示し、 10m'以上をも含めた全体の区画

に対して、はるかに規格性の高い区画である。

(2) 下り柳地区 Hr-FA 下水田

この地区は大半が 4m'以下の小区画水田で（図

317) 村前地区のような 10m2以上に点在する区画が存

在しない。正規分布曲線でも裾が狭く、頂部の高い

山型の曲線を描く。これはヒストグラムで最も多い

頻度を示す面積と、全体の平均値とが一致するため

で、バラッキが少なく、村前地区と比較して規格性

の高い区画であることを示している。

さて、村前地区と下り柳地区のバラッキの差を、

累積正規分布を例にしてみてみよう。正規分布曲線

はその曲線の全体を積分すると 1 (100%) になるの

で、ある一定の面積幅を積分した累積正規分布は、

バラッキが小さく、高い山型を示す曲線ほど 1 に近

い大きな値を示すことになる。これによると、村前

地区の全体は平均値から士 20％の面積の範囲に入る

区画の率が12.7％であるのに対して、下り柳地区で

は33.3 ％で約 3 倍になる。同様に村前地区の10m'未

満の区画では31. 8％であり、これらの資料からも村

前地区と下り柳地区のバラッキの差が明瞭に読み取

ることができる。

(3) まとめ

この遺跡における Hr-FA 下水田は、全体として

は標準偏差の大きな、広いバラッキをもつ区画と認

定され（図318ー曲線 a ）、例えば群馬町・同道遺跡

の II 期水田のような、規格性の高い区画とは言い難

い。しかしこれを地区別にみると、バラッキの多い
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村前地区と、バラッキが少なく、規格性の高い下り

柳地区の 2 つの形態が存在する。さらに、村前地区

はヒストグラム上で10吋を境とした著しい頻度の差

が認められ、この10対以下の区画に限定した正規分

布曲線は、下り柳地区に極めて近似した傾向を示し

ているのである。

すなわち、この遺跡における全体の Hr-FA 下水

田がバラッキを示すのは、村前地区に10~50対の区

画が存在することに起因し、全区画の95 ％を占める

新保田中村前遺跡下り柳地区Hr-FA下水田 面積ヒストグラム

最小1直＝ 1 最大値＝ 6 レコード総数＝ 150 度数幅＝ 1 

度数幅範囲 度数幅頻度 (*= 1) 

4 水田面積の統計的検討

10対未満の区画は、同道遺跡 1I 期水田と同様に、特

定の面積を指向したと考え得る高い規格性をもつも

のと認めることができる（曲線 b) 。しかしその一方

で、これらの区画よりも面積が極端に大きく、なお

かつ特定の面積に集中することのない区画が、同時

5.00 

データ数： 150 

標準偏差： 1.00 

平均： 2.17

範囲： 20. 00% 

割合： 33.28%

10.00 

o.oo<=~ >2.00 70...................................................................... 

2.00<=~ >4.00 72........................................................................ 

4.00<=~>6.00 8........ 

図317 下り柳地区 Hr-FA下水田面積ヒストグラムと正規分布

新保田中村前遺跳Hr-FA下水田 面積ヒストグラム

最小1直＝ 1 最大値＝49 レコード総数＝217 度数幅＝ 2 

度数幅範囲 度数幅頻度 (*= 1) 

o.oo<=~ >2.00 77........................................................................... .. 
2.00<=~ >4.00 100.................................................................................................... 

4.00<=~>6. 00 23....................... 

6.oo<=~>8.00 4 

s.oo<=~>10.00 1 • 

10.00<=~>12. 00 0 

12.00<=~>14.00 0 

14.00<=~>16.00 2.,  

16.00<=~>18. 00 0 

18.00<=~>20.00 2.,  

20.00<=~>22.00 

22.00<=~>24. 00 3... 

24.00<=~>26. 00 0 

26.00<=~>28.00 0 

28.00<=~>30.00 1 • 

30.0o<=~>32. 00 0 

32.00<=~>34. 00 0 

34.00<=~>36.00 0 

36.00<=~>38.00 1 • 

38.00<=~>40. 00 0 

40.00<=~>42. 00 1 • 

42.00<=~>44.00 0 

44.00<=~>46. 00 0 

46.00<=~>48. 00 0 

48.00<=~>50.00 1 • 

0.30 データ数： 205 

標準偏差： 1. 42 

平均： 2.57%

範囲： 20. 00% 
割 合： 28.12%| データ数： 217 

標準偏差： 6.00 

平均： 3.85

範囲： 20.00%
a I割合： 10.34%

図318 新保田中村前遺跡 Hr-FA下水田 面積ヒストグラムと正規分布
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第 6 章 水田の調査

新保田中村前遺跡下り柳地区As-C 下水田 面積ヒストグラム

最小値＝ 9 最大値＝ 29 レコード総数＝ 8 度数幅＝ 2 

度数幅範囲

0.0芯＝～＞ 2. 00 

2.0火＝～＞ 4.00

4.0火＝～＞ 6.00

6.00<=~>8.00 

8.0o<=~>10.00 
10.0瞑＝～＞12.00

12.0芯＝～＞14.00

14.0餃＝～＞16.00

16.0餃＝～＞18.00

18.0火＝～＞20.00

20.0辰＝～＞22.00

22.0辰＝～＞24.00

24.0沢＝～＞26.00

26.0辰＝～＞28.00

28.00<=~>30.00 

0.30 

度数幅頻度

0

0

0

0

1

0

1

1

0

1

1

1

1

0

1

 

(*= 1) 

データ数： 8 

標準偏差： 6.57

平均： 19.10

範囲： 20.00%

割合： 43.80%

0.20 

0.10 

0.00 5.00 

図319 下り柳地区As-C下水田
面積ヒストグラムと正規分布

に存在することも事実である。

下においてこうした大区画の水田が普遍的に存在す

るか否かの確認と、区画の差が生じる要因の分析が

今後の課題となろう。 （坂口）

なお、ここで用いた正規分布関数は星野伸一氏（群馬県企業局）が、

またヒストグラムは赤山容造氏（同）が作成したプログラムによる、コ

ンビューターによって計算した。

正規分布関数

1 
F(,)=~·e 
《戸

-(x-ｵ)2 

2 (] 2 

したがって Hr-FA

(1:標準偏差＝✓ l {2X9 2-(2xt)2 
n-l n 

ｵ ：平均値

新保田中村前遺跡水田一覧表 村前地区

—µ2 
2 

累積正規分布

ｰー 1 
<I> (u)=J:亭立 ｷdu 

x-ｵ 
u= 

ヽ

規模 m 

直m 
番号 被覆層 平面形 水 ロ

長辺 短辺

MOOl Hr-FA 長方形

002 2.36 長方形

003 不定形

004 2.20 1.08 長方形 2.288 

005 1.96 1.12 長方形 2.224 

006 2. 16 1.04 長方形 2.274 

007 2.44 1. 72 台形 3.68 

008 2.52 長方形

009 

010 2.16 1.44 長方形 3.072 

011 2.16 1. 20 長方形 2. 752 

012 1.92 1.36 長方形 2.544 

013 2.36 1.20 長方形 2 992 

014 2.48 2.04 台形 5.2 

015 2.12 1.28 台形 2.672 

016 2.64 0.88 長方形 2.256 

017 2.04 長方形

018 長方形

019 1.08 長方形

020 2.36 1.08 不定形 2.576 

021 2.52 1.24 台形 3.072 

022 2.40 1.44 長方形

023 2.04 0.76 台形 1. 856 

024 5.00 1.60 L 字型 5. 184 

025 1.12 台形

026 

027 2.20 長方形

028 2.64 長方形

029 2.16 長方形

030 1.44 台形

031 1.88 1.08 台形 2.224 

032 2.20 1.12 台形 2.624 

033 1.20 長方形

034 

035 1.92 0.60 長方形 1.44 

036 1.52 0.80 長方形 1.168 

037 0.84 長方形

038 2.40 南西・南東

039 2.84 1.04 長方形 北東・南東

040 2.68 1.20 長方形 北東・南東

041 2.84 1.20 長方形 北東・南東

042 3.08 1.08 長方形 北東・南東

043 1.08 北東

044 1.84 

045 1. 76 長方形

046 3.28 1.80 長方形

047 1.88 

048 

049 2.96 1.24 隅丸長方形 3.648 北・南

050 2.80 1.52 台形 4.064 北・南

051 3.00 1.64 台形 4.976 北・南東・南西

052 3.00 0.92 悶丸長方形 2.88 北西・南西

053 1.04 

054 1.40 

055 3.28 1.48 長方形 4.8 

056 3.32 1.44 長方形 4.816 

057 1.36 長方形 4. 784 

058 3.80 1.08 長方形 北・南

059 3.00 0.68 長方形 1.888 北
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4 水田面積の統計的検討

新保田中村前遺跡水田一覧表 村前地区 新保田中村前遺跡水田一覧表 村前地区

規模 m 
番号 被覆層 平面形 順m 

水 ロ
長辺 短辺

規模 m 

疇m 
番号 被覆層 平面形 水 ロ

長辺 短辺

M060 Hr-FA 0.88 南 Mll9 Hr-FA 1.68 0. 76 台形 1.152 西

061 3.24 0.84 不定形 北・南 120 1.80 1.20 長方形 東

062 2.60 0.88 長方形 2.4 北・南 121 

063 2. 72 1.12 長方形 2.976 北・南 122 1.80 長方形 1.6 

064 2.32 1.20 長方形 2.896 北・南 123 1.88 0.88 隔丸長方形 1.408 西

065 2.44 1.12 長方形 2.864 北・南西 124 1.92 1.16 長方形 東

066 1.44 不定形 北西・北東 125 2.04 

067 長方形 南 126 1.84 1.08 長方形 2.016 

068 2. 72 I. 60 長方形 北・南 127 1.84 1.16 長方形

069 2.64 1.60 長方形 4.32 北 128 長方形 南・西

070 3.20 1.04 長方形 3.312 南 129 1.92 1.36 長方形 南東・南西

071 1.12 長方形 北 130 

'072 0.92 南 131 

073 1.12 長方形 北 132 不定形 南東

074 1.20 南 133 7.48 正方形 北

075 2.40 0.96 不定形 東・北 134 9.16 長方形

076 2.40 1.04 不定形 南 135 

077 2.64 1.20 長方形 3.168 南西 136 不定形 南東

078 2.40 1.24 長方形 3.216 北西・南 137 6.72 5.68 不定形 北・南

079 2.52 1.48 台形 3.744 北 138 5.24 5.60 正方形 28.256 北・南

080 2.60 1.48 長方形 2.336 南 139 4.88 7.80 長方形 36.48 北

081 0.84 長方形 南西 140 4.16 長方形

082 1.00 長方形 南 141 6.80 3.00 不定形 18.464 南

083 0.92 北 142 7.44 2.88 長方形 22.08 北・南

084 1.56 南 143 11.48 3. 76 長方形 40.064 北・南

085 3.00 1.80 長方形 5.152 北 144 長方形 北

086 2. 76 1. 76 長方形 4.96 南 145 4.68 3.68 正方形 南

087 I 3.44 1.20 台形 5.52 北・南 146 5.20 3,00 長方形 15. 696 北・南

088 4.64 1.60 隅丸長方形 7.552 北 147 4.32 3.60 正方形 14. 928 北・南

089 148 6.52 3.16 長方形 20. 736 北・南

090 3.24 長方形 南 149 7.12 3.24 長方形 22. 736 北・南•西

091 2. 72 長方形 北 150 3.20 長方形 北

092 長方形 北・東 151 

093 1.24 長方形 南 152 長方形

094 1.20 長方形 北 153 3.92 2.64 正方形

095 長方形 南 154 4.40 正方形 南

096 2.96 1.32 長方形 3.92 北・南東 155 4.92 正方形 北・南

097 2.56 1.24 長方形 3.28 北東・南 156 5.32 4.16 正方形 22.56 北・南・南東

098 3.16 1.40 長方形 4.32 北・南西 157 4.80 3.80 正方形 18.56 北・東

099 4.92 1.20 長方形 5. 744 北 158 9.04 4.32 長方形 北•西・南西

100 長方形 南 159 長方形 南

101 2.64 1.56 長方形 4.224 160 台形 北・南・北西

102 3.36 1.28 長方形 4.528 南 161 5.88 北東

103 4.76 1.20 長方形 北 162 8.28 3.92 長方形 北・西

104 長方形 南 163 6.52 不定形 東

105 3.84 長方形 164 長方形 東・西

106 長方形 165 8.88 5.80 不定形 49.136 東・北西

107 不定形 166 5.44 東・北東

108 3.08 2.80 正方形 7.813 北西 167 北東

109 3.76 2.84 台形 9.264 北西・南東 168 北東

110 3.96 南東 169 

111 3.04 2. 76 長方形 6.563 南東・西

112 2.96 2.80 正方形 7.509 南東・西

113 3.24 台形 南東

114 2.64 

115 2.60 2.44 台形

116 0.80 不定形

117 

118 
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第 6 章水田の調査

新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区 新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区

規模 m 
番号 被覆層 平面形 面積 水 ロ

長辺 短辺 m ? 

規模 m 
番号 被覆層 平面形 疇m 

水 ロ
長辺 短辺

S 001 As-B S 060 Hr-FA 1.88 1.36 隅丸長方形 2.224 北東

002 5.60 061 2.12 長方形

003 9. 72 062 2.08 1.36 台形 2.832 

004 6.64 063 1.44 1.32 隅丸方形 1.936 南東

005 7.92 064 1.52 1.36 台形 2.16 北西

006 8.52 長方形 065 1.84 1.44 不定形 2.544 南東

007 長方形 066 1.88 1.48 屈丸長方形 2. 768 北西

008 9. 72 7. 72 隅丸台形 067 1.92 不定形

009 10.88 3.96 隅丸長方形 43. 792 068 2.44 長方形

010 8.88 3.68 限丸長方形 37.152 069 1.96 1.32 惧丸長方形 2.64 南西

011 3.52 長方形 070 1.44 長方形 北西

012 11.80 長方形 071 長方形

013 8. 72 長方形 072 3.08 1.08 隅丸長方形 4.192 南西

014 Hr-FA 073 2.92 1.80 悶丸長方形 3 552 北西

015 長方形 074 2.96 1.88 長方形 5.464 南西

016 長方形 075 2.08 1. 52 隅丸長方形 3.024 南東

017 076 1.80 1.68 台形 3.088 北西

018 3.12 長方形 077 2.72 1.80 台形 4.912 

019 3.00 1.68 隔丸長方形 5.088 078 南東

020 3.00 長方形 079 1.68 北西

021 1.20 080 長方形

022 0. 76 長方形 081 1.84 不定形

023 1.44 1.16 台形 1.648 082 不定形

024 1.40 1.16 隅丸方形 1.696 南東

025 1.84 1.32 隅丸長方形 I 北西
083 4.36 1.48 不定形

084 2.64 不定形

026 I. 52 085 長方形

027 1.80 086 2.32 長方形 南

028 1.80 087 

029 088 5.16 0.96 不定形 南西

030 1.12 089 2.28 1.00 長方形 2.4 北西

031 1.48 1.36 隅丸方形 2.048 090 I. 28 長方形

032 3.56 1.56 悶丸長方形 5.6 091 1.04 長方形

033 1.52 1.52 隅丸方形 2.56 南東 092 1.12 長方形

034 1.92 1.52 悶丸長方形 2.912 北西・南東 093 2.04 1.08 悶丸長方形 2.064 南東

035 1. 72 1.52 隅丸方形 2.416 北西 094 1.68 1.20 不定形 1.872 北東

036 1.84 095 0.92 

037 1.40 096 1. 24 不定形

038 1.68 097 2.40 0.84 悶丸長方形 2.032 南東

039 1.80 南東 098 2.08 1.20 台形 2.464 北東

040 北西 099 3.08 2.00 台形 4. 752 北西

041 南東 100 1.16 長方形

042 1.56 1.48 隅丸方形 2.208 北東 101 1.20 長方形

043 3.16 1.48 長方形 4.736 北東 102 0.56 

044 1.36 1.28 隅丸台形 1.568 103 1.20 0.96 台形 北東

045 1.28 1.12 隅丸台形 1.312 北西・南東 104 1.16 1.20 台形

046 1.04 1.04 隅丸台形 1.184 北西 105 1.16 長方形

047 2.16 1.08 隅丸長方形 2.224 106 2. 76 L 字型

048 1.40 0.96 不定形 1. 312 107 長方形 南東

049 1.60 1.60 隅丸台形 1. 712 南東 108 北

050 1.96 1.28 悶丸長方形 2.272 北西 109 

051 長方形 南東 110 0.92 長方形

052 2.20 長方形 北西 111 1. 60 台形

053 1.52 長方形 112 1.80 1.12 長方形 1.952 南

054 113 長方形

055 2.44 1.60 L 字型 3.696 114 1.08 長方形

056 1.68 1. 52 台形 2.496 115 0.80 長方形

057 1.60 1.60 隅丸方形 2. 56 南東 116 0.80 長方形

058 1.68 1.44 台形 1.984 北東 117 1.28 長方形

059 1.60 1.56 隅丸方形 2.544 南東 118 
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4 水田面積の銃計的検討

新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区 新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区

規模 m 
番号 被覆層 平面形 順m 

水 ロ
長辺 短辺

規模 m 
番号 被覆層 平面形 疇m 

水 ロ
長辺 短辺

S 119 Hr-FA 2.40 長方形 S 178 Hr-FA 0.92 長方形

120 0.80 179 0.84 長方形

121 I. 32 180 1.28 0.76 長方形 0.976 北西

122 1.04 南 181 1.48 0.84 長方形 1.248 

123 1.44 1.08 台形 1.584 北 182 1. 76 1.28 不定形 2.33 

124 1.92 長方形 183 1.16 0.64 不定形 0.64 

125 2.24 1.80 台形 184 1.16 1.12 正方形 1.232 

126 1.32 長方形 185 1.92 0.92 長方形 1. 776 

127 0.84 長方形 186 2.00 1.00 台形 2.064 

128 1.20 1.08 正方形 187 1.64 1.36 不定形

129 2.40 長方形 188 1.08 不定形

130 2.56 長方形 189 1.08 

131 2.48 1.44 隅丸長方形 3.664 南西 190 1.32 台形

132 1.04 0. 76 長方形 0.72 191 1.12 

133 2.24 0.80 不定形 1.696 192 1.00 長方形

134 1.40 0.80 台形 1.024 193 1.56 

135 0.84 0.80 正方形 0.672 194 0.68 

136 3.00 長方形 195 1.56 

137 0. 72 長方形 196 1.32 

138 1.08 長方形 197 I. 28 

139 1.80 0.84 長方形 198 2.28 

140 1.88 1.24 隅丸長方形 2.288 北西 199 1.52 

141 1.24 0.40 悶丸長方形 0.544 200 1.80 長方形

142 1.48 1.28 不定形 1.808 201 長方形

143 1.52 1.00 長方形 I. 552 202 長方形

144 0.84 0.72 台形 0. 768 203 1.36 長方形

145 3.08 長方形 204 2.04 

146 1.20 0.84 台形 0.96 205 1.60 長方形

147 1.36 0.88 不定形 1.136 206 1 52 長方形

148 1.96 1. 76 正方形 3.44 207 1.68 長方形

149 1.88 1.64 台形 208 2.20 長方形

150 1. 52 1. 24 正方形 1.952 209 長方形

151 1.36 1.12 台形 1.488 210 1.24 長方形

152 1.36 1.24 台形 1.632 211 2.00 1.12 悶丸長方形 2.32 

153 1.20 0.96 不定形 1.088 212 1.44 1.28 隅丸方形 1.856 

154 1.68 1.40 台形 2.256 213 1.60 1.04 隔丸長方形 1.682 

155 0.88 0.68 台形 0.592 214 1.60 0.88 屈丸長方形 1. 728 

156 5.12 1.20 長方形 215 2.20 1.16 隔丸長方形 2.64 

157 1.64 1.44 隅丸方形 2.228 216 2.44 長方形

158 1. 72 1.48 台形 2.624 西 217 1. 84 長方形

159 1.80 1.20 長方形 南東 218 0.92 0.80 台形

160 1.20 1.36 正方形 219 2.08 1.40 台形

161 1. 76 1.24 長方形 220 2.00 長方形

162 1.28 0. 72 台形 0.912 221 1.60 長方形

163 1.00 1.00 正方形 0.896 222 1.80 長方形

164 2.00 1.16 台形 2.208 東 223 1.64 長方形

165 1.80 1.04 台形 1.936 224 2.00 1.28 長方形 2.624 

166 1.60 1.00 悶丸長方形 1.52 225 2.36 1.12 台形 2.816 

167 1.56 0.92 不定形 1.184 東 226 2.12 0.80 長方形 1.696 

168 1.20 1.04 台形 1.232 227 1.60 1.24 台形 2.016 

169 1.08 0.68 長方形 0. 72 228 2.00 正方形

170 0.88 0.64 長方形 0.554 229 2.64 長方形

171 1.44 0.68 長方形 230 1.52 台形

172 1.08 0.72 長方形 0. 704 231 1. 76 台形

173 1.08 0. 76 長方形 0. 768 232 1.80 長方形

174 0.92 0.84 台形 0. 736 233 2.04 長方形

175 1.80 0. 72 長方形 234 2.12 台形

176 長方形 235 2.20 0.96 悶丸長方形 2.128 

177 0.88 長方形 236 1.36 1.24 隅丸方形 1.552 
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第 6 章水田の調査

新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区 新保田中村前遺跡水田一覧表 下り柳地区

規模 m 

疇m 
番号 被覆層 平面形 水 ロ

長辺短辺

規模 m 
番号 被覆層 平面形 面積 水 ロ

長辺 短辺 m , 
S 237 Hr-FA 2.24 1.44 台形 3.216 S 296 Hr-FA 長方形

238 2.40 1. 60 長方形 297 長方形

239 1.92 0.48 長方形 0.88 298 長方形

240 2.20 0.96 台形 2.08 299 長方形

241 1.56 1.16 台形 1.808 300 2.60 長方形

242 2.36 台形 301 2.48 長方形

243 1.60 台形 302 2.28 長方形

244 1.80 台形 303 1.84 長方形

245 2.32 2.00 正方形 4.464 304 1.96 長方形

246 1.16 長方形 305 1. 76 長方形

247 1.12 長方形 306 1.80 長方形

248 長方形 307 長方形

249 長方形 308 4.56 長方形

250 1.92 長方形 309 2.28 長方形

251 1.48 台形 310 

252 1.52 正方形 311 2.40 1.12 隅丸長方形 2. 784 

253 2.36 1.32 隅丸長方形 3.316 312 2.40 1.12 隅丸長方形 2.592 

254 1.28 長方形 313 2.16 1.20 隅丸長方形 2.56 

255 長方形 314 2.00 1.08 隅丸長方形 2.048 

256 1. 52 1.12 長方形 1.68 315 1.88 0.96 椙丸長方形 南西

257 2.12 1.36 台形 2.8 316 1.60 1.40 隅丸台形

258 1.40 1.40 台形 1.936 317 1. 76 1.52 隅丸長方形 2. 768 

259 1.56 1.32 台形 2.48 318 2.00 1. 52 台形 2. 768 

260 2.32 1.40 隅丸長方形 2.624 319 3.60 長方形 西

261 1.16 長方形 320 1.92 台形

262 1.16 長方形 321 長方形

263 1.36 0.92 正方形 1.488 322 2.00 台形

264 2.32 1.40 長方形 3.184 323 2.20 長方形

265 1.56 1.24 正方形 1.936 324 2. 72 長方形

266 1.60 1.48 正方形 2.4 325 1.52 台形

267 1.80 1.40 台形 2.432 326 2.16 長方形

268 1.24 長方形 327 2.36 長方形

269 2.80 1.20 長方形 3.84 328 2.44 長方形

270 1.28 1.08 台形 1.362 329 2. 72 台形

271 1.12 1.00 正方形 1.136 330 1.88 1.20 長方形

272 1.52 台形 331 1.56 1.52 不定形 1.968 

273 1.48 正方形 332 1.96 1.36 長方形 2.544 

274 1.64 台形 333 2.08 1.32 台形 2.816 

275 1.08 334 3.32 1.60 限丸長方形 西

276 2.52 1.12 長方形 335 1.80 1.64 台形 2.976 

277 1.20 長方形 336 2.08 1.48 隅丸長方形 3.376 南東

278 0.80 台形 337 2.00 1.48 限丸長方形 2.992 

279 1.60 不定形 338 1.96 長方形

280 1.16 正方形 339 2. 76 長方形

281 1.92 台形 340 1.32 不定形

282 不定形 341 1.64 台形

283 2.36 長方形 342 1.48 長方形

284 長方形 343 4.48 不定形 北西

285 3.40 長方形 344 4.04 1.44 不定形

286 3.32 長方形 345 1.68 0.84 隅丸長方形

287 2.36 正方形 346 6.20 0.88 限丸長方形

288 正方形 347 1.08 閑丸長方形

289 長方形 348 1.56 長方形

290 長方形 349 

291 2.60 長方形 350 長方形

292 2.72 0.92 長方形 351 2.32 長方形

293 3.36 0.92 長方形 352 長方形

294 3.40 長方形 353 1.40 正方形

295 3.40 長方形 354 1.04 0.92 台形 0.976 
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4 水田面積の統計的検討

新保田中村前遺跡水田一問表 下り柳地区 新保田中村前遺跡水田一笈表 下り柳地区

規模 m 
番号 被覆層 平面形 面積 水 ロ

長辺 短辺 m ' 

規模 m 
番号 被覆層 平面形 面積 水 ロ

長辺短辺 m' 

S 355 Hr-FA 1.92 1. 76 台形 3.504 S 414 As-C 3.12 

356 2.08 1.48 台形 3.056 415 6.08 3.84 台形 22.896 南東

357 1.40 1.28 正方形 1.808 416 5.80 長方形 北西

358 1.40 0.84 長方形 1.136 417 3.80 

359 418 5.88 長方形

360 I. 72 1.24 正方形 2.096 419 3.92 

361 1.28 420 長方形

362 2.04 1.32 限丸長方形 2. 736 421 6.32 長方形 南東

363 2.20 I. 24 台形 2. 752 422 5.48 長方形 北西・南東

364 2.48 1.32 隅丸長方形 3.184 423 5.72 3.64 台形 20.128 北西・南東

365 1.60 1.28 台形 2.0 南西 424 5.40 4.40 台形 24.176 北西・南東

366 1.20 0.92 正方形 1.072 北西 425 4.00 3.80 台形 14. 656 北・東

367 2.24 0.68 長方形 426 5.84 5.00 台形 29.232 北・南東

368 1.32 0.44 長方形 427 5.76 長方形

369 1.44 1.16 台形 1.52 428 台形 北

370 429 5.32 南東

371 1.24 1.24 台形 1.552 430 長方形 北西

372 1.48 1.24 正方形 2.512 431 3.00 2.84 台形 8. 736 北・南

373 1. 76 432 13.88 2.92 長方形 北

374 2.04 0.92 椙丸長方形 1.92 433 3.88 阻丸長方形 北・南

375 1.28 台形 434 4.92 2.68 翡丸長方形 13.536 北東・南東

376 2.40 1.20 不定形 2.72 435 5.28 3.68 阻丸長方形 19.424 北東・南東

377 2.48 悶丸長方形 436 北東

378 2.32 1.00 阻丸長方形 2.064 

379 3.60 0.52 不定形

380 2.00 0.80 隅丸長方形 1.648 

381 長方形

382 2.00 長方形

383 1.92 長方形

384 2.68 1.24 長方形

385 

386 2.04 長方形

387 2.04 長方形

388 長方形

389 1.12 長方形

390 1.12 1.04 正方形 1.12 

391 1.92 1.36 台形 2.48 

392 

393 長方形

394 1.36 長方形

395 2.24 1.04 長方形

396 2.32 0.80 長方形 1.904 

397 1.92 0.76 長方形 1.424 

398 0.68 長方形

399 

400 1.08 0.20 

401 2.16 0.84 長方形

402 2.40 0.80 長方形 1.824 

403 1.64 0.92 長方形

404 1.56 

405 1.56 

406 1. 76 1.56 台形 2.64 

407 1.44 0.68 長方形 1.072 

408 2.56 長方形

409 2.40 長方形

410 As-C 長方形

411 長方形

412 長方形

413 
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第 7 章畠の調査

第 7 章 白
m の調査

1. 概 要

本遺跡で検出された畠は、畝間である平行する溝

群として把握し、調査した。被覆層が薄くサク溝内

ZE Z 
村前地区 u

 
p
 

k
 

のみに堆積したことや、後世の耕作によってサク切

りによってたてられた畝の部分は削りとられたため

と考えられる。また、厚く堆積していた Hr-FA 直

下はほとんど水田として土地利用されていたことも

z u 
9 9 

下り柳地区
F
 

• 
10 

5
 

15 

10 20 

15 25 

20 30 

25 35 

30 40 

35 45 

40 50 

45 55 
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55 65 

●As-B前後の畠
60 

Hr-FA下畠

65 

□As-C上畠

図320 畠の検出範囲
゜ 1 : 2000 100m 
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あって、かまぽこ状の畝をたてた明確な畠は検出で

きなかった。

村前地区では第 2 次調資区で As-B 降下後の畝間

列が検出されている。出土遺物もなく、明確な時期

は不明である。水田同様、明確に伴う遺物の検出が

困難である生産跡の時期の決定はテフラとの直接的

関係がない場合は土層観察のみに限られ、遺構の時

期は不明確であるのが実態である。

第 4 次調査で検出された畝間列群も純堆積層のな

い As-C との直接的関係は不明であり、上層の

Hr-FA に直接覆われていたのではない。畝間を覆

う黒色土中からは弥生時代後期から古墳時代前期が

出土している。畠のつくられた地点は、すぐ北側に

方形周溝墓群が展開する広い平坦地である。下層に

は弥生時代中期後半から古墳時代前期の住居群が検

出されており、この居住域が畠へ変換されたことが

わかる。さらにこの地点は Hr-FA 降下までには水

田へと土地利用が変化しているのである。住居や周

溝墓の時期など今後の分析を通して集落内の土地利

用の変遷を明らかにすることが可能となろう。

下り柳地区では水田と同様にテフラ層直下で畠が

検出され、水田とともに畠が営まれていたことがわ

かる。発掘区北端では水田域に接して畝間列が検出

された。 20m ほど離れた現染谷川の右岸でも同様に

As-B 下で畠が検出された。ここでは As-B が比較

的厚く堆積していたため、畝の部分も検出された。

下り柳第 4 次調査区では Hr-FA 直下の水田の西

に隣接して同じテフラ直下で畝間の溝がわずかに検

出された。畠が検出された地点はやや微高地になっ

ており、地形に即した土地利用が看取できる。

畠の作物については、いずれの遺構の調査でも推

定できる調資所見を得ていない。耕作土のプラント

オパールや花粉の分析は実施していない。形態的に

は、畝間の間隔等は各地点でほぽ同じである。深さ

の比較は旧地表面が不明であるので危険であろう。

直線的な溝が多いなかで、村前地区第 4 次調査で検

出された畝間は曲線的なものが多く特徴的である。

（小島）

2. 村前地区の畠

中近世畠（第 2 次調在区）

付図5-3、図320-321 、 PL59-4

2 村前地区の畠

被覆層と畠の残存状況 J • K -28~32グリッドで

検出された。現在の耕作土下、暗茶褐色土に覆われ

ている。畝の削平は著しく、畝間の幅は12~24cm 、

残存深度は2~11cm を測った。 Hr-FA 期の洪水層の

最上層を鋤き込んでいた。

畠地の地形 畠の検出された地点は南に緩やかに下

がる平坦面である。

畝の走向と区画確認できた畝の本数は33本であ

る。］ •K -30グリッドでは重複が認められ、少な

くとも 2 時期にわたり耕作があったことがわかる。

走向は個々に膨らみをもったり、蛇行するものもあ

り整然としてはいないが、 3 方向に大別できそうで

ある。北側、 28~30 ラインまでの走向は N -89° — 
Wである。J • K -30グリッドで上記の畝と重複す

るものは、 N -72ー -E である。J • K -31 • 32 グ

リッドでは、 N -85°-Wである。この部分は北側

と比較して、畝の間隔が狭くなっている。

検出したものの多くは、東側の調査区域外に延び

ており、端部が収束したかのように図示されている

ものも、削平を受けた結果のみかけ上の形態であり、

実際はこれらも東西の両端が延長しあったものと思

われる。このことから、特に区画を想起させる状況

は認められなかった。

耕作土北側では黄灰色のシルト質土がみられた。

南半では茶褐色土が堆積していた。

出土遺物なし。

時期確定できない。 （徳江）
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第 7 章畠の調査

ll\‘

_ 
As-C 上畠（第 4 次調査区）

図320 • 322 • 323 、 PL60- l~5、表P. 137ｷ 138 

<t: I 量

図321 村前地区中近世畠

300 

被覆層と畠の残存状況 As-C を大量に含む黒色土

を被覆層とし、調資区のほぼ全域から検出されてい

る。残存状況は Hr-FA 下畠と同様に、畝間のみの

検出で、畝そのものは検出されていない。畠を検出

する時点で下層に位置する古墳時代前期の住居跡の

焼土（炉）を確認した地点があることから、耕作が

住居の床面まで達したことを知ることができる。

畠域の地形 調査区域の東側がやや微裔地であり、

西に向かうかなり緩い傾斜面に形成されている。

北方は、方形周溝墓群がつくられた凹凸のある地

区であり、畠地は広がっていない。

畝の走向と区画 調査区域内に無数の状態で畝間が

検出されているが、詳細な観察から南北方向、ある

いは東西方向、さらには北西（あるいは北東）から南

東（南西）方向というようにほほ同一方向の主軸をも

つグループに分けることができる。さらに、畝間が

隣接していくつも検出されており、複数の単位を形

成しているとも考えられる。調査中の所見では、 29

グループに分けられた。

分類基準は次の通りとした。

①同一方向をもち隣接して畝間が確認できるもの

②畝間の間隔は0.2~ 1. 5m で、長さが同じもの

③畝間の深さは多少の差があるが、確認できるもの

（平均 4 ~10cmのもの）が多い。ただし畝間の間隔

の広いものは上半部が削平された可能性が高い。

しかし、複雑に入り組んでおり、同時につくられ

た畠が確定できないこともあって、区画自体の大き

さがつかめるものではない。畝は直上遺構である

Hr-FA 下水田によって破壊されたと考えられる。

また図322にもあるようにいくつかのグループを切

る溝状の畝間遺構や、短い溝状の畝間などは、ある

時間幅の中で耕作された畠の重複を表わすものと解

釈したい。

耕作土 As-C を含む黒色土である。

5m 出土遺物 図323 にみられるように、主に古墳時代

前期の土器が埋没土から出上している。これらは、
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2 村前地区の畠

本畠の下層にある住居跡が畝たてをする際に破壊さ

れ、住居内に残されていた土器が鋤きこまれて、耕

作土に露出したものと思われる。

第 4 次調査区 As-C 上畠の畝間群の位置と規模 （単位：長さ＝ m 、面積m')

（相京・麻生）

グループ名 畝間の数 グリッド 畝間の最長距離 畝間の距離 畝間の方向 面 積 備 考

1 5 SｷT-55 4.0 0. 7~1.4 北北東—南南西 24.5 

2 2 SｷT-56ｷ57 4.0 5 0 東西 22.0 

3 1 U-55ｷ56 4.5 南北

4 2 V-55 • 56 9.0 0.8 南北 15.0 

5 1 1 W-55 、 W·X-56·57 8.0 1.0 東西 150.0 

6 I X-56 0.7 南北

7 3 Y-57 2.0 0.9 西北西ー東南東 45.0 

8 4 V-58 3.0 0.5 東西 14.0 , 2 U-58·59 、 W-59·60 13.0 1.0 北東ー南西 28.0 

1 0 6 V·X 、 Y-59 、 W·X-58 5.0 I. 5 北北西ー南南東 72.0 

1 1 1 0 W-59、 X-58·59·60 7.0 0,4~1 5 東北東ー西南西 54.0 

1 2 2 YｷZ-58 4.5 0.8 東西 4.0 

1 3 4 X ｷY-58ｷ59 2.5 3.0 北北西ー南南東 24.0 

1 4 2 X-58 2.5 0 7 東西 2.0 

1 5 2 Y • Z-60 4.5 0.2 北西ー南東 9.0 

1 6 2 Y·Z-60 、 Z-61 9.5 1.0 北北東ー南南西 18 0 

1 7 7 YｷZｷZA-61 4.0 0.3~1.0 東西 60.0 

1 8 5 WｷX-61 4.0 0.3~1.0 西北西ー東南東 18.0 

1 9 1 X-62 3.5 北東ー南西

2 0 4 XｷY-63 3.5 0.5~0.9 西北西ー東南東 26.0 

2 1 3 Y-63ｷ64 2.5 1 5 北北東ー南南西 24.0 

2 2 6 Z -2A-65 5.5 0.2~1.2 東西 30.0 

2 3 1 Z-65ｷ66 1. 5 北東ー南西

2 4 3 2A-62 2.0 0.3-0.4 東西 6.0 

2 5 4 ZA-62ｷ63 2. 7 0.3~0 7 南北 16.0 

2 6 2 2A-63ｷ64 3.0 0.4 東西 2.5 

2 7 5 2A ・ 2B-64 4.5 0.2~0.8 東西 20.0 

2 8 2 ZA-64 、 2B-64·65 2.0 2.3 南北 18.0 

2 9 1 2B-64 、 2A ・ 2B-65 6.0 北北西ー南南東
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図323 村前地区As-C土畠出土遺物
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第 7 章畠の調査

3. 下り柳地区の畠

As-B 下畠（第 4 次調査地区右岸）

付図8- 1.図320·324 、 PL61-1·2

被覆層と畠の残存状況 s-13~15 グリッド、 T-

13 • 14 グリッドで検出された。周辺は送電線用の鉄

塔、現染谷川護岸工事、道路建設等で攪乱が激しく、

本遺構を確認できる状態ではなかった。畠は地表下

約50cmで検出され、その上層は約10cm の As- B に

直接覆われている。

畠面の残存状況は火山灰の純層で覆われていたた

め、比較的良好である。当時、畝はあまり高くなかっ

た様子であり、畝間の深さは 3 ~4 cm と確認できた。

畠地の地形 畠の確認できた地点は下り柳地区最上

流部分である。現地形ではほぽ南流してきた染谷川

が、この付近で大きく東に蛇行し、そしてまた南流

している。この再び南流する右岸にあたり、畠の確

認できる S -15グリッド以南では同時期の畠や水田

跡が検出されなかった。詳細は不明である。

畝の走向と区画 畝の走向は N -59ー -E 方向であ

り、東北東～西南西方向に平行な12条の畝間が確認

できた。畝間の底幅は約10~20cmである。 1 単位の

畝と畝間を合わせた幅は約60cmであるが、調資区内

の北 2 条と南 2 条分の間の 8 単位の間が約 1 m の間

隔であいており、 1 単位分の畝間が確認できなかっ

た。この部分に畠の区画があるのかは判然としない。

区画施設はその他にはない。

耕作土 黒色化した土壌である。わずかに As-C を

含む。

出土遺物なし。 （相京）

ゾ15

`5  

1 層表土耕作土

2 層 As-B 灰。あずき色。

3 層 As-B 砂状の軽石。この土層の直下に畠がある（暗灰青色土）。

A' 

\ 

`4  

A
 

A' 

図324 下り柳地区 As-B 下畠（右岸）
゜ 1 : 80 4m 
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Hr-FA 上畠（第 4 次調査地区左岸）

付図9ー］、図320·325 、 PL61-3·4

被覆層と畠の残存状況 N-8~10グリッドで検出

された。同地区には以前養魚場があり、当時、この

周辺の削平されている部分が南西側にある。畠は

As-B 層下、砂状の軽石を含む土層内で検出された。

畠の残存状況は比較的良好である。畝と畝間との

深さの関係は確認した中では約 3 ~9 cmである。畝

と考えられる部分の盛上としてのとらえ方はできな

しヽ。

3 下り柳地区の畠

畝の走向と区画畝の走向は N -66ー -E であり、

東北東～西南西方向に平行な21条の畝間が確認・検

出できた。 1 単位の畝と畝間を合わせた幅は約50~

60cmであり、ほとんど当間隔に並んでいる。調査区

内では南側に As- B 水田が近接しているが、これ

を意識して区画した施設は見当たらなかった。他 3

方向は調査区外へ遺構が延びるため、範囲の確定は

不可能であった。

耕作土 As-C の混入する黒色上である。

出土遺物なし。 （相京）

畠地の地形 畠の確認できた部分は下り柳地区左岸

最上流部分であり、現染谷川が南流するが、この付

近は大きく西から東へ流れを変え、再び南流する地

点である。 N-8~10グリッドでは As- B 層下砂

状の軽石を含む土層内で畠の畝間が検出されたが、

N -11 グリッド以南では同じ As-B 層下で水田が

検出された。土地利用の変遷点と考えられるが、畠

跡と水田跡の境には遺構としてとらえられるような

施設は未検出であった。

+ f゜
—/ l 

fo 

•土 A' 

L=98. 7m 

図325 下り柳地区 Hr-FA上畠（左岸）
゜ 1 : 80 4m 

305 



第 7 章畠の調査

Hr-FA 下畠（第 4 次調査地区）

付図9-1 、図320·326 、 PL61-5

被覆層と畠の残存状況 Hr-FA によって埋没した

水田址とほほ接する形で、その西側に位置する。こ

の畠址は、畝間がはっきりと検出されているのに対

して、畝そのものは大部分が削平されてしまってい

る。また現在の農業用水路によって一部を壊されて

おり、そのために西側の端がはっきりしないものも

何本か存在する。さらに、西端を考えるうえで12号

溝、あるいは染谷川への傾斜による消滅も考えられ

る。一方、東側ではほぽ一線上に近い形で畝が消滅

していることから、その部分が東端だと考えられる。

畠地の地形 現在の染谷川に向かって東側から西側

に緩い傾斜を呈しているが、それに直交するような

形で検出されている。また、この畠の東側際にまで

水田址が広がっており、畠の東端ラインの南で水田

区画の形が変化している。これは東側のやや低い部

分を水田としたのに対して、西側の部分的な高まり

を畠とした結果であり、微地形を利用した生産址と

考えられる。

畝の走向と区画 残存が確認されている畝間の本数

は 9 本であり、おそらくは畝も 9 本と考えられる。

走向は東北東から西南西の方向を主軸とする。確認

できる畝間の幅は20~40cmの範囲に集中しており、

畝間の中心部分からの幅もそれぞれが約60~90cmの

範囲である。また、区画そのものもはっきりとして

いないが、現存する範囲は東西幅が 6m 、南北幅は

少なくとも 7m である。

耕作土 As-C を含む黒色土である。

出土遺物なし。 （麻生）

l ノr--

97.50m ~ Ji_ー·

97. 50m 

こ三―-—-

-fl 

+1.  
L=97.80m 

A
 

璽／慶”慶＇／／／／／及費//／／編瞥／城霧璽骸
L=97.80m 

図326 下り柳地区 Hr-FA下畠

+9  

1 : 80 4m 
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写真図版





ii’ 

PL. 1 

l ．新保田中村前遺跡遠景（南から昭和59年撮影） 後方は赤城山

2．新保田中村前遺跡村前地区（北から）



PL. 2 

1 ．村前地区 37 ライン地山土層断面（南西から）

2．村前地区 南端66ライン付近Hr-FAより下層の土層断面（北から）



村前地区 溝の調査 PL. 3 

1 ．村前地区 1 次調査区As-B下（北から）・左前方はHr-FA下水田

2．村前地区 昭和59年度調査区 As-8下全景（南から）



PL. 4 村前地区溝の調査

1 ．村前地区 昭和60年度調査区北半全景（北から）

2．村前地区昭和60年度調査区南半全景（北から）



村前地区 溝の調査 PL. 5
 

1. 3 号・ 4 号溝土層断面（南から）

3.3 号・ 4 号溝土層断面（南から）

2. 3 号・ 4 号溝遺物出土状態（南東から）

4. 3 号• 4 号溝全景（西から

6.3 号• 4 号溝屈曲部（北西から）

5. 3 号・ 4 号溝全景（東から） 7.10号溝土層断面（東から）



PL. 6 村前地区溝の調査

1. 11号溝全禁（西から）

2.11号溝下部木器出土状態（西から） 3.11号溝木器出土状態（西から）

4.11号溝柄のある木器（西から） 5.11号溝底面（東から）

6.27号溝全景（北から） 7.29号溝全景（西から）



村前地区溝の調査 PL. 7 

2. 1 号・ 2 号溝と西方に広がる As-B直下面（北から）

1. 1 号・ 2 号溝全景（北から） 3. 2 号溝南端部（北東から）

4. 5 号～ 7 号溝全景（南から） 5. 5 号～ 7 号溝全景（西から）

6.5 号溝と溜井状のおちこみ（南から） 7. 7 号溝底面の掘りこみ (E-5 グリット）（北から）



PL. 8 村前地区溝の調査

1. 9 号溝土層断面（南から） 2.13号～ 16号溝土層断面（南から）

3.15号溝全景（南から） 4.16号西溝全景（北から）

5.16号溝土層断面（東から） 6.16号溝屈曲部（北から）



村前地区溝の調査

1. 18号溝全景（西から）

t ,2`  

.. , 
・＇｀閃
ーよ 迦名 ユ

",999,Ill99999『i ,99999999:,-「9999-99 ？ I99• 贔，i99....;·.- -----

3.20号溝（左）． 21号溝（右）全景（西から）

、

ぷぶ―▲｀雪·ー··-•一
5.25号溝土層断面（西から）

7.30号溝土層断面（南から）

PL. 9 

2.18号溝底面のウォーターホール（南から）

4:21号溝全景（南から）

6.26号溝全景（南から）

8.30号溝と先行する 5 号～ 7 号住居



PL.10 村前地区溝の調査

1. 31号・ 32号溝全景（東から）

3.34号溝土層断面（西から） 2.33号溝全景（東から）

4．昭和60年度調査区 34号溝全景（北から） 5.35号溝全景（東から）



村前地区溝の調査 PL.11 

2.38号溝土層断面（南から）

1. 37号溝全景（南から） 3.38号溝全景（北から）

4.39号溝全景（南から） 5 .41号溝全景（北から）



PL.12 村前地区溝の調査

1. 43号溝土層断面（西から） 2.43号・ 49号溝土層断面（西から）

3.43号 •48号溝土層断面（西から）

4.45号～47号溝全景（北から）



村前地区 溝の調査 PL.13 

．疇-··

溢‘‘mマ｀ ＂一 C,  ̀ th,凧,9II9.9999-

1. 48号． 60号溝土層断面（南から） 2 .49号溝土層断面（南から）

3.56号・ 61号溝土層断面（南から） 4.56号 •58号溝土層断面（北西から

5.56号～60号溝全景（北西から）



PL.14 村前地区溝の調査

1. 56号 •59号溝土層断面（南から） 2.56号溝土層断面（北から）

3.57号・ 58号溝土層断面（南から） 4.58号溝遺物出土状態（南から）

5.59号溝遺物出土状態（南西から） 6.60号溝土層断面（西から）

7 ．昭和61年度調査区溝群の調査（南から） 8．昭和61年度調査区 溝群の調森（北から）



村前地区溝の調査 PL.15 

1. 51号～55号溝． 63号溝全漿（北から）

2.51号 •52号溝全景（北から） 3.51号溝土層断面（南西から）

4.51号・ 53号溝土層断面（南西から） 5.52号溝土層断面（南から）



PL.16 村前地区 溝の調査

1. 53号溝全景（西から） 2.53号溝遺物出土状態 (Z-63グリッド） （南から）

3.54号• 64号溝土層断面（西から） 4.55号溝土層断面（西から）

5.57号 •61号溝土層断面（西から 6.61号溝． 65号住居土層断面（南から）

7.61号溝． 30号・ 31号住居土層断面（南西から） 8.61号溝須恵器出土状態（東から）



村前地区溝の調査 PL.17 

1 ．孤を描く 61号溝（左下に72号溝）（北から）

2.68号 •69号溝土層断面（南から） 3.70号溝全景（西から）

4.71号溝東半全景（西から） 5.72号溝土層断面（北から）



PL.18 村前地区溝の調査

1. 78号溝土層断面（西から） 2.79号 •80号溝土層断面（西から）

3.79号． 81号溝土層断面（西から） 4．善勝寺堀（北から）

5. Hr-FA期の洪水堆積物（西から）



村前地区溝の調査 PL.19 

1 ．村前地区 昭和60年度調査区南半全最（南から） Hr-FA下

；ぺo

`f‘ 

- -.ー 0 ―`2.24号溝土層断面（南から） 4.24号溝(K • L-34 • 35 グリッド） （北から）

3.24号溝土層断面（西から） 5.24号溝 (K • L-23~28 グリッド） （南から）



PL. 20 村前地区溝の調査

I. Hr-FA下水田と 24号溝（北から） 2.24号溝木器 (644)

3.75号溝全景（西から） 4. 1 号河川跡と 44号溝（北から）

5. 1 号河川跡と 44号溝（南から）



溝の調査 PL. 21 

1. 77号溝遺物出土状態（西から）

2.77号溝全景（南から）



PL. 22 村前地区溝の調査

1. 77号溝土層断面（西から） 2.77号溝北縁出土弥生土器（225）（西から）

3.77号溝木器出土状態（西から） 4.77号溝木器出土状態（北西から）

5.77号溝木器出土状態（西から） 6.77号溝木器出土状態（南から）

7.77号溝ひょうたん出土状態（西から） 8.77号溝管玉出土状態（西から）



村前地区溝の調査 PL. 23 

1. 86号溝堰（南から）

2.86号溝堰（西から）



PL. 24 村前地区溝の調査

1. 86号溝堰（北東から）

2.86号溝しがらみ（北西から） 3.86号溝しがらみ（西から）

4.86号溝しがらみ、カヤ（東から） 5.86号溝しがらみ、カヤ近撮（東から）



村前地区溝の調査 PL. 25 

2.86号溝しがらみ構築材（北から）

1. 86号溝しがらみ、カヤと構築材（北から） 3.86号溝二股鍬出土状態（南西から）

4.86号溝木器出土状態（西から）



PL. 26 村前地区溝の調査

1. 86号溝しがらみ構築材（東から）

2.86号溝土層断面（南から）



村前地区溝の調査 PL. 27 

1. 87号溝木器出土状態（北から） 2.87号溝杭出土状態（東から）

3.87号溝杭断面（東から） 4.94号溝土層断面（東から）

5.93号溝土層断面（北から） 6.93号溝全景（西から）

7.95号溝全景（南西から） 8.95号溝高杯形土器 (237) 出土状態（南西から）



PL. 28 村前地区溝の調査

1. 95号～ 97号溝全漿（南から）

2．調査状況風景（北東から）

3．作業風景（北西から）



下り柳地区溝の調査 PL. 29 

1 ．下り柳地区 As-B下全暴（南から） 2. 1 号・ 2 号・ 5 号溝全景（南から）

3. 1 号溝全禁（西から） 4. 2 号溝全兼（西から）

5. 4 号溝全景（西から） 6. 5 号溝全景（北から）



PL. 30 下り柳地区溝の調査

1. 6 号溝全操（北から） 2. 8 号• 9 号溝全景（南西から）

3.8 号• 9 号溝全景（北西から）

4.23号溝全景（南東から） 5.24号溝全景（西から）



下り柳地区溝の調査 PL. 31 

2.26号溝土層断面（西から）

1. 22号溝全景（西から） 3.26号溝全景（西から）

5.Hr-FA下水田を横切って掘られた溝群（南西から）

4．下り柳地区 Hr-FA直下面全景（南から） 6.10号溝土層断面・（南から）



PL. 32 下り柳地区 溝の調査

1. 10号溝全景（東から） 2.10号溝全景（西から）

3.11号溝全景（北から） 4.10号・ 13号溝土層断面（南から）

5.13号溝土層断面（南から） 6.13号・ 14号溝土層断面（南から）



1. 13号溝と柵列（北から）

2.14号溝土層断面（南から） 3.14号溝全景（南から）

4.12号溝上層断面（南から） 5.16号溝土層断面（西から）



PL. 34 下り柳地区溝の調査

1. 12号溝全景（北西から） 2.16号溝全景（南東から）

3.15号溝土層断面（西から）

4.15号溝西端（西から） 5.15号溝全景（東から）



下り柳地区 溝の調査 PL. 35 

1. 26号溝全景（西から） 3.28号・ 29号溝土層断面（南東から）

4.28号溝全禁（西から） 5.29号溝全景（北西から）



PL. 36 下り柳地区溝の調査

1. 30号溝全景（南東から） 2.34号溝全景（南から）

3.31号・ 32号・ 33号溝全景（西から）

4．右岸調査区の溝群（北東から） 5．右岸調査区の溝群（南から）



下り柳地区溝の調査 PL. 37 

1. 20号溝全景（北から） 2.20号溝全景（南から）

3．灰色粘土層上面全景（北から）

4.37号溝上層断面（西から） 5.37号溝全景（西から）



PL. 38 

1. 1 号井戸全景（西から）

3.3 号井戸全景（東から）

5. 5 号井戸全景（西から）

7. 8 号井戸全景（南から）

2. 2 号井戸全景（南から）

• 4 .• 

/ , 
ふ；

名；・、

“上
4. 4 号井戸全景（南から

6.6 号井戸全景（北から）

8.9 号井戸全最（北から）

村前地区 井戸の調査



村前地区 井戸の調査

1. 10号井戸全景（北西から）

.¥; 1袴
•:~ 

3.12号井戸全景（東から）

5.14号井戸全景（西から）

と“`4―“こ＇
7.16号井戸全景（南東から）

.. " 

' s” i u; 

2.11号井戸全景（西から）

ぶ;ダ\,
} 

こん讀

4.13号井戸全景（北西から）

6.15号井戸全景（西から）

8.17号井戸全禁（北から）

PL. 39 



PL. 40 村前地区 井戸の調査
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2.19号井戸全景（南西から

文

、バ．；；ら．．．＾一
3.20号井戸全最（南東から）

5.21号井戸全憬（東から）

ヽ

4.21 号・ 22号井戸全景（東から）

•.. .. 

6.22号井戸全最（南から）

7.23号井戸全景（西から） 8.24号井戸全景（南東から）



村前地区 井戸の調査

1. 25号井戸全景（北から）

3.27号井戸上層遺物出土状態（北から

5.28号井戸上層遺物出土状態（南から）

7.29号井戸上層遺物出土状態（東から）

2.26号井戸全景（北西から）

4.27号井戸全景（北から）

6.28号井戸全景（東から）

へは雹§’戎tわ←立い潟よ＂
8.29号井戸全漿（東から）

PL. 41 



PL. 42 村前地区井戸の調査

1. 30号井戸土層断面（南から）

i‘{,.[ 
, 

ー

, l'... 
', • 

3.31号井戸全最（南西から）

5.33号井戸土層断面（南から）

2.30号井戸全景（南西から）

4.32号井戸全景（北から）

6.33号井戸全景（西から）

7.34号井戸土層断面（南から） 8.34号井戸全景（西から）



村前・下り柳地区井戸の調査 PL. 43 

1. 35号井戸全景（北西から）

2.36号井戸上層断面（南から） 3.36号井戸全景（南西から）

4．下り柳地区 1 号井戸全禁（西から） 5．下り柳地区 2 号井戸全景（西から）

6．下り柳地区 3 号井戸土層断面（西から） 7．下り柳地区 3 号井戸全禁（西から）



PL. 44 村前地区 1 号河川跡の調査

1. 1 号河川跡・ 44号溝全景（南から）

2. 1 号河川跡遺物出土状態（北から） 3. 1 号河川跡遺物出土状態（北から）

4. 1 号河川跡遺物出土状態（南から） 5. 1 号河川跡遺物出土状態（北から）



村前地区 1 号河川跡と 44号溝の調査 PL. 45 

2.44号溝の杭列

l.44号溝全景（南から） 3 .44号溝土器出土状態

4. 1 号河川跡しがらみ状施設（西から） 6. 1 号河川跡杭 (W422)出土状態

5. 1 号河川跡しがらみ状施設（南から） 7. 1 号河川跡杭(W424)出土状態



PL. 46 村前地区 1 号河川跡の調査

1. 1 号河川跡鍬 (W393)出土状態 2. 1 号河川跡弓 (W414)出土状態

3. 1 号河川跡木器 (W405 • W406)出土状態 4. 1 号河川跡土器（381)出土状態

5. 1 号河川跡土器 (277周辺）出土状態 6. 1 号河川跡土器 (276) 出土状態

7. 1 号河川跡土器（281周辺）出土状態
- ------

8. 1 号河川跡石器（S168)出土状態



村前地区 2 号河川跡の調査 PL. 47 

1. 2 号河川跡土層断面（北から） 2. 2 号河川跡土層断面（北西から）

3. 2 号河川跡土層断面（北東から） 4.2 号河川跡土層断面（北東から）

5.2 号河川跡第 I 河道全景（北から）



PL. 48 村前地区 2 号河川跡の調査

1 ．第 11 河道 (2C-64 グリソド）土器出土状態（南から） 2 ．第 II 河道 (2C-64 グリソド）土器（374) 出土状態（西から）

3 ．第 Il 河道 (ZD-64グリッド）土器出土状態（北から） 4．第 11 河道土器（378) 出土状態（北から）

5第 Il iiiJ道シカ角（B87) ・イヌ下顎骨（B92) 出土状態（南から） 6 ．第 II 河道シカ大髄骨(B51) 出土状態（北から）

7第 11 河道イノシシ骨(81)出土状態（北から） 8第 11 河道 (2B·ZC-64グリッド）遺物出土状態（西から）



村前地区 2 号河川跡の調査 PL. 49 

l ．第 II 河道木器出土状態（北から）

2 ．第 1I 河道底面に並べられた転用木器（東から）



PL. 50 村前地区 2 号河川跡の調査

1 ．第 Il 河道木器出土状態（西から） 2 ．第 11 河道木器出土状態（北東から）

3 ．第 1I 河道転用材（北から） 4 ．第 II 河道環状葦製品 (W333) 出土状態（西から）

5 ．第 II 河道遺物とりあげ後全景（北から）



村前地区 2 号河川跡の調査 PL. 51 

1 ．第 1I 河道湾曲部木器出土状態（南西から） 2 ．第 II 河道湾曲部木器出土状態（南から）

3 ．第 II 河道全景・湾曲部遺物出土状態（南から）

4．第 II 河道底面の杭列（西から） 5 ．第 II 河道底面杭



PL. 52 村前地区 2 号河川跡の調査

1 ．第町可道木器出土状態（西から） 2 ．第 m河道木器出土状態（北から）

3．第川河道全景（北から）

4．第皿河道と善勝寺堀仮水路（北から） 5．木器のとりあげ作業



村前地区 水田の調査 PL. 53 

2. Hr-FA下水田水口（南から）

1 ．染谷川と Hr-FA下水田検出区域（北から） 3．小アゼの帯状区画（南から）

4.Hr-FA下水田 (K·L·M-35~39 グリッド） （南から）



PL. 54 村前地区 水田の調査

1. Hr-FA下水田 (L~N-42~45 グリッド） （北から）

2. Hr-FA下水田 (R~U-53·54、 T·U-52 グリッド） （西から）



村前地区 水田の調査 PL. 55 

1. 43号溝壁にあらわれた大アゼ（北西から） 2．大アゼ横の水口（西から）

3.Hr-FA下水田 (S~2 D-53~66 グリッド） （北から）

4．水口検出状況（北から） 5．水田区画と水口（北から）



PL. 56 下り柳地区 水田の調査

1. As-8下水田全景（北から）

2.As-B下水田 (K~M-18~24 グリッド）近景（北西から）



下り柳地区 水田の調査 PL. 57 

l. Hr-FA下水田全景（南から）

3. Hr-FA下水田 (K·L-23 グリッド）以南（北から）

2.Hr-FA下水田全景（北から） 4. Hr-FA下水田 (L•M-16 グリッド）以南（北から）



PL. 58 下り柳地区 水田の調査

2．大アゼと小アゼによる小区画（西から）

l. Hr-FA下の水田区画（北西から） 3．右岸側のHr-FA下水田（北から）

譴4.As-C下水田全景（北から）



下り柳地区 水田の調査、村前地区 畠の調査 PL. 59 

l. As-C下の水田区画と水口の列（北から）

2.As-C下の水田区画（北西から）

3.As-C下の水田区画と水口の列（南から） 4．村前地区畠（J•K-28~30 グリッド） （北から）



PL. 60 村前地区 畠の調査

1. As-C上畠畝間痕 (T·U~53 グリッド） （西から） 2 ．畠検出区域と染谷川（北から）

3.As-C上畠畝間痕 (12·13 グループ）（北西から） 4.As-C上畠畝間痕 (26·27·28グループ）（西から）

5.As-C上畠全景 (S~2 D-51~64 グリッド）（北から）



下り柳地区 畠の調査 PL. 61 

1. As-8下畠土層断面（東から） 2.As-B下畠全景（北東から）

3.As-B下•Hr-FA上畠と Hr-FA下水田（北から） 4.As-B下 •Hr-FA上畠全景（西から）

5.Hr-FA下畠全景（西から）



PL. 62 

2 ．地元小学生の見学（南から）



3 • 4 号溝の出土遺物 PL. 63 

24 • 3 溝 23 • 3 溝

26 • 3 溝

56ユ溝 49 • 4 溝
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48 • 65 • 51 • 63 • 59 • 61 • 60 • 53 • 54 • 55 • 37 • 45 • 42 • 4 溝



PL. 64 4 • 10 • 11 • 27 • 29号溝の出土遺物

46 • 4 32 • 4 溝

39 • 4 溝

40 • 4 溝

34 • 4 溝

W1122 • 4 溝

93 • 27溝

一重

——`— 
じーj

M 6 • 10溝 W649 • 29溝 96 • 29溝



11号溝の出土木器 PL. 65 

W577 

W610 

•— 

W612 

W611 

W578 

W613 

W606 

W582 

t 
W605 



PL. 66 11号溝の出土木器

W621 

W608 

W616 

W607 W615 W618 W580 

W609 W619 

W617 W620 W614 W586 



11 号溝の出土木器 PL. 67 

W579 

W587 

W584 

W585 W594 W591 

W581 

W588 

W583 W598 W592 W590 



PL. 68 11号溝の出土木器

W595 

W601 

W604 

W597 

W600 

~ l ｧ 

W596 W599 W602 Wｧ03 



2 • 5 • 6 • 7 号溝の出土遺物 PL. 69 

M7·2 溝

一18 • 2 滋 70 • 7 溝

~ 
21 • 7 溝 19 • 7 溝 22...: _?_溝

79 • 7 溝 68 • 7 溝

7-1 • 1溝 78 • 7 溝

75 • 7 溝



PL. 70 18 • 16 • 34 • 37 • 39 • 67号溝の出土遺物

83 • 1§溝

S29 • 16溝

W1123 ·116溝

[ 
89 • 18溝 86 • 18溝

104 • 34溝

102 • 34溝 183 • 67溝

Illｷ 37溝 184_._67溝



39 • 40 • 43 • 49 • 51 • 52 • 53号溝の出土遺物 PL. 71 

~ 
173 • 49 溝 116 • 40溝

• 133 • 52 溝 ]19 • 43溝

4 

136 • 52溝

M 4 • 52溝

127 • 52溝

M5 • 51 溝

冒
128 • 52溝 197 • 53溝

S52 ．堕溝 S 4 • 53溝 S 5 • 53 溝



PL. 72 52 • 53 • 54 • 56号溝の出土遺物' 
. 

M 3 • 53溝

S50 • 53溝

• S33 • 52溝

`56溝

コ162こ56溝

164 • 56溝

150 • 56溝

160 • 56溝

冒.. 9 

170 • 56溝



56 • 57号溝の出土遺物 PL. 73 

S 8 • 56 溝

S 7 • 56溝

S34 • 56溝

S38 • 57滉 S36 • 56溝

S35 • 56溝



PL. 74 58 • 59 • 61 • 66号溝の出土遺物

S40 • 58溝

S41 • 58溝

259 • 59溝 176 • 59溝 260 • 59溝 178 • 61溝

181 • 61 溝 179 • 61溝 180 • 61 溝 202._66 



61 • 66 • 70 • 7 4 • 78号溝の出土遺物 PL. 75 

• 
20:, • 61 207溝豆Ji鼻

S31 • 61溝

252 • 70溝

snニー鉛溝 S14 • 78溝 189 • 74摂

192 • 70溝 191. 74潟 190 • 74溝 227 • 78溝



PL. 76 24 • 77号溝の出土遺物

98 • 24溝

2!0 

209 

“ 208 • 77遵 77溝

一211 • 77溝

W643 • 24溝 W644 • 24溝 217 ｷ_77 

• 222 

221 • 77溝 212 • 77溝

2l6_:_17溝 215 • 77溝 77 225 • 77溝



77号溝の出土遺物 PL. 77 

S24 • 77溝

S49 • 77溝

S12 • 77溝

Sll·TT溝 S13 • 77溝 s-怨Q•11澳



PL. 78 77号溝の出土木器

W203 

W18 ' 
Wl5 

W42 ' 
W65 

Wl42 W63 W21 



77号溝の出土木器 PL. 79 

W343 

348 

W345 W344 Wl51 W210 

W352 W207 



PL. 80 77号溝の出土木器

Wl71 

Wl45 

Wl61 

Wl21 W41 

Wl79 

ー

' 

W220 

W33 

Wl54 

Wl97 



77号溝の出土木器 PL. 81 

W59 

W6 

Wl72 

Wl56 

W37 

Wl85 

Wl30 W234 Wl24 W341 W339 



PL. 82 77号溝の出土木器
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W320 
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77号溝の出土木器 PL. 83 

WlO W68 l 
W25 W64 

i I I 
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W201 l W318 
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PL. 84 77号溝の出土木器

Wll7 

— 
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• 
ー

W45 WlOl 

Wl Wl25 

Wl83 W2 W241 



77号溝の出土木器 PL. 85 

W305 

Wl85b 

Wl70 

W88 

Wl52 

W28 

W193 

W342 Wl99 W75 W368 



PL. 86 77号溝の出土木器

Wl62b 

Wl27 

Wl23 

, 

W324 

W223 

Wl34 Wll6 Wl40 Wll9 W2!8 



77号溝の出土木器 PL. 87 

一

' 
一' 

W60 

W202 

Wl68 

` 

W364 W52 Wl22 



PL. 88 85~87 • 95~97号溝の出土遺物

~ 
264 

246 • 86溝

85溝 244 • 86溝 247 • 86溝

. 
S44 • 85溝 86溝

235 • 95溝

S45 • 85溝

Sl5 • 87溝

S220 • 86溝 S16 • 87溝 237 • 95溝

S47 • 97 溝 ％溝



86号溝の出土木器 PL. 89 

W292 W355 

W312 

W311 

W273 W249 W338 W329 



PL. 90 86号溝の出土木器

W230 W299 W229b 

W325 

W275 W306 W360 W233 



86号溝の出土木器 PL. 91 

W355 

W274 W266 W323 

W296 W272 W308 



PL. 92 86号溝の出土木器

i
 
• 
ー' 

W326 

W358 

W359 

W353 W246 W229a 



86号溝の出土木器 PL. 93 

W347 W267 W310 

W361 W300 



PL. 94 86号溝の出土木器

W278 W328 

/— 

W287b 

W265 W224 

W286 W290 W287a 



86号溝の出土木器 PL. 95 

W257 

W276 W248 

W255 W289 

W222 W334 W291 



PL. 96 86号溝の出土木器

W252 

W314 W336 W221 



86号溝の出土木器 PL. 97 1 

W302 W243 

W307 

W226 

W242 W288 



PL. 98 86号溝の出土木器

W3 

W259 

W262 

W245 W260 

, 

W350 

W256 W251 

' 
W253 W309 WZ32 



井戸の出土遺物 PL. 99 

Ml· 井戸

' 

W1121 S221 • 14井

Wlll8 • 14井

W1116 • 13井

W680 • 14井

Wlll9 • 14井

S222 • 19井 685 • 27井



PL.100 井戸の出土遺物

S223 • 20井 693 • 23井

S224 • 27井

S226 • 27井 S227 • 30井

S225 • 27井



井戸・畠の出土遺物 PL. 101 

692 • 28井

696 • 29井

• 
728 • 28井 697 • 29井

701 ·畠 708 • (;l 



PL.102 1 号河川跡の出土遺物
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1 号河川跡の出土遺物 PL. 103 

口
266 286 271 
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282 283 

288 348 
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290 276 289 



PL.104 1 号河川跡の出土遺物

S178 S!86 

S255 

S181 S164 

S206 

S189 S190 S194 

S?.57 S!83 

S182 S209 



1 号河川跡の出土遺物 PL. 105 

S174 
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PL.106 1 号河川跡の出土遺物, 
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